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１．システム概要 

EPM システム PREGARE Orario （以下、「PREGARE」と表記します。）は、エンタープラ

イズ・プロジェクトマネジメント（EPM）の実行を目的に開発されたマルチユーザー対応ウ

ェッブアプリケーションです。PMr、プログラム、プロジェクトの一覧管理をはじめとして、

プロジェクト管理会計を構成する採算管理、予算管理、コスト（原価）管理やプロジェクト

のスコープ管理、出来高進捗管理を可能とします。工程’s Orario（以下、「工程’s」と表記し

ます。）を利用すると、工程表作成（印刷）、日程計算、要員配置計画作成、資源山積み、工

程進捗管理、工程予実対比等プロジェクト管理の PDCA サイクル実現が可能となります。  

 

PREGARE のバージョン 15 では、以下のタブを実装しています。   

「PMr」、「プログラム」、「プロジェクト」、「P(プロジェクト)アイテム」、「P アイテム検

索」、「採算」、「予算」、「スコープ」、「計画」、「進捗」、「マルチ」、「コスト」、「出来高」、「資

源」、「費目」、「工数」、「経費予算」、「経費」、「レポート」 

各タブはできるだけ独立性が高くなるように設計されていますので、すべてのタブを利用

しなければならないことはありません。利用したい部分のタブだけを抜粋してスタートする

ことが可能です。 

なお、「経費タブ」、「工数タブ」の入力内容と同様の入力が可能な PREGARE クライアント

インターフェイスを提供しています。 

 

PREGARE の特徴は、１９個のタブがすべてひとつのデータモデル上で相互に統合された

関係性を持っていることです。「工程管理はしている。工数管理もしている。プロジェクト個

別原価管理もしている。けれど別個のシステムであり、連携はとられていない。」という状況

ではデータの２重入力を必要とするのみならず、情報システムへの高い投資対効果を期待す

ることはできません。PREGARE を利用することにより、プロジェクトを軸とした、あらゆ

る情報連携が可能となる環境を保有することができます。 
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１．１ PREGARE機能構成図 

PREGARE の各タブの持つ機能の関連をまとめた機能構成図を示します。システムは「共通

データ管理」部分、「プロジェクト基礎データ管理」部分、「プロジェクト管理」部分の３つ

のカテゴリーに分かれます。 

⚫ 共通データ管理 

システム全体に関連する登録必須のデータであり、PREGARE運用開始前に登録しま

す。一般ユーザーではなく、PREGARE管理者が登録する部分です。 

⚫ プロジェクト基礎データ管理 

プロジェクトに関連する補足的なデータであり、プロジェクト登録時に、プロジェクト

プロパティとしてドロップダウンリストもしくは選択画面から選択する項目です。ただ

し、登録必須のデータではありません。プロジェクト登録前に事前に登録しておくことが

望ましいですが、プロジェクト登録時及び登録後に登録することもできます。一般ユーザ

ーではなく、プロジェクトの上位管理者が登録する部分です。 

⚫ プロジェクト管理 

PREGAREの中心部分であり、プロジェクトの管理会計や出来高進捗管理等の機能を含

みます。プロジェクトを登録＆編集し、コストの予実管理、出来高管理、採算管理を実施

する部分です。プロジェクトマネージャーを含む一般ユーザーが、通常の業務の中で使用

する部分です。入力したデータはレポート機能により分析、監視ができます。 
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１．２ PREGAREデータフロー図 

以下に PREGARE のデータフロー図を示します。データフロー図は、PREGARE の

「プロジェクト管理」部分を以下の４つの機能に分割して表現しています。 

⚫ 予算コスト関連データフロー 

予算タブで表示される計画予算、実行予算のデータに関するフローです。予算は工程’s

データからの自動計算値及び手入力の値から計算します。ここで作成する実行予算は、コ

ストタブ、採算タブに反映します。 

 

⚫ 実績コスト関連データフロー 

コストタブで表示されるコスト実績のデータに関するフローです。コスト実績は工数及

び経費の形で入力して計算します。このコスト実績は採算タブに反映します。 

 

※ 「原価実績」には資源コストと費目コストがあります。以下に各コストの内容を示します。 

      資源コスト：資源の工数実績より計算されたコスト 

      費目コスト：上記資源コストを含む各費目に計上されたコスト 
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⚫ 出来高関連データフロー 

出来高タブで表示される出来高の積上集計及び配分計算実施時のデータに関するフロー

です。出来高は成果物の価値及び進捗率より計算します。ここで作成する進捗出来高は採

算タブに反映します。 
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⚫ 採算関連データフロー 

コスト予算、コスト実績、進捗出来高及び出来高予算等の採算関連のデータに関するフ

ローです。コスト予算、コスト実績、進捗出来高はそれぞれ予算、コスト、出来高の各タ

ブで作成された値を反映します。プロジェクト採算画面の「出来高」「進行基準」「完成

基準」に表示される売上や原価の予算、実績に関するフローを示します。 
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１．３ PREGARE機能の使用サンプル 

PREGARE には、コストの予実管理、出来高管理、採算管理等の種々の機能がありま

す。各機能はデータの連携をしながらも独立性の高い設計となっていますので、導入目的

に適合した機能のみを選択して使用することができます。 

以下にPREGAREを実際に導入する場合に想定している運用方法と使用する機能の３つ

のサンプルを示します。また、次ページ以降に各サンプルで使用するタブを、

「PREGARE機能構成図」を用いて示します。機能構成図において、着色した部分が各パ

ターンで使用するタブとなります。 

 

1) 予算管理のみに使用するパターン 

PREGARE を予算管理のみに使用します。計画タブでアップロードした工程’s

ファイル、もしくはCSVファイルでアップロードした予定工数や経費予算データ

を基にして予算データを作成し、予算タブで予算の策定及び参照を行ないます。

また、予算関連のレポートを作成し、予算データを参照、分析します。 
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2) コスト予実管理に使用するパターン 

PREGARE をコストの予実管理に使用します。予算タブで予算を策定した後、

発生した実績コストを工数タブ及び経費タブで入力を行ないます。このパターン

では、コストタブのプロジェクトコスト画面でコストの予実対比を実施するとと

もに、レポート機能でコスト予実データを参照、分析します。 
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3) コスト予実管理、出来高及び採算管理に使用するパターン 

PREGARE をコストの予実管理、出来高管理、採算管理に使用します。コスト

の予実管理を実施するとともに、出来高タブで成果物の進捗率を計算し、成果物

進捗管理も併せて実施します。また、出来高とコスト実績より採算管理を実施し

ます。実績コストや出来高から算出されるコスト予測を用いてコスト管理も実行

できます。レポート機能でコスト予実データや出来高データを参照、分析しま

す。 
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１．４ PREGARE導入準備の手順 

PREGARE導入時には、以下の手順に従って準備作業を実施します。 

１．４．１ 実績コスト登録に関する準備作業 

１．４．１．１ 実績工数入力の指定 

1) 実績工数を「時間帯別に入力」する時に、実績工数入力時に「通常」以外の時間

帯区分を使用するか否か決定します。 

時間帯区分は実績工数からコストを算出する時の単価として時間帯ごとに異な

った値を適用することができます。 

● 時間外勤務時間 

● 深夜勤務時間 

● 休日勤務時間 

2) 時間帯区分を使用する場合には、使用する時間帯区分を選択します。 

「システム設定」の「時間外勤務時間工数入力」、「深夜勤務時間工数入

力」、「休日勤務時間工数入力」で「使用しない」又は「使用する」を指定しま

す。 

3) 実績工数入力方法を決定します。以下の2通りの方法が選択できます。 

● 工数入力画面からの手入力（工種で入力不可、時間帯区分で入力可） 

● 工数入力画面からCSVファイルでアップロード（工種・ワークパッケージと時

間帯区分のどちらも可） 

 

１．４．１．２ 経費の入力方法の指定 

    経費とは、手入力費目に関する実績のコストを表わしています。 

1) 経費入力方法を決定します。以下の３通りの方法が選択可能です。 

● コスト入力画面からの入力（月単位費目単位で入力） 

● 経費登録画面からCSVファイルでアップロード（明細単位での入力） 

● PREGAREクライアントでの精算書入力 

2) 経費入力方法を選択します。 

「システム設定」の「手入力費目コスト入力区分」で「画面入力」又は「経費

集計」を指定します。CSVファイルでのアップロード及びPREGAREクライアン

トによる入力は「経費集計」を選択します。 
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１．４．１．３ 工種の登録 

1) 工種を導入するか否かを決定します。 

工種は工数の業務種別を意味しています。工数レポートへの出力時に工数をプ

ロジェクト単位の分類より、もっと細かいレベル（工種）で分類する場合に使用

します。 

工種の導入を決定した場合には、「実績工数入力の指定」において入力方法の

選定に制限が発生します。 

2) 工種を導入する場合、工種を決定し、「工種の管理」画面で登録します。 

3) 工種導入の可否により実績工数入力に関する指定をします。 

工種導入時は「システム設定」の「実績工数入力区分」で「工種別に入力す

る」を指定します。 

 

１．４．１．４ ABC機能の設定 

1) ABC機能を使用するか否かを決定します。 

ABC機能（Activity-Based Costing）はプロジェクトごとに登録したワークパッ

ケージ単位での工数の予実管理をする場合に使用します。 

2) ABC機能を使用する場合、工種の設定が必要です。 

「設定管理メニュー」から「工種の管理」を選択し、工種の登録を行ってくだ

さい。 

 

１．４．２ 予算策定に関する準備作業 

１．４．２．１ 予算工数の入力方法の指定 

1) 予算の算出や計画工数として使用する予算工数の入力の方法を以下の２つの方法

から決定します。 

● 予算工数を計画（工程’sの工程表）から算出する 

● 月単位資源単位の工数をCSVファイルからアップロードする 

2) 予算の入力方法の指定をします。 

「システム設定」の「集計費目予算入力区分」で「計画ファイル」、「CSVファ

イル」、「計画ファイル / CSVファイル」を指定します。 

「ABC設定」を「使用する」に設定すると自動的に「計画ファイル」に設定され

ます。 
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１．４．２．２ 予算の入力方法の指定 

    予算とは、手入力費目に関する計画予算及び実行予算を表わしています。 

1) 手入力費目の予算の入力方法を決定します。 

● 「予算入力」画面からの入力 

● 「プロジェクト経費予算」画面からCSVファイルでアップロード 

2) 予算の入力方法の指定を設定します。 

「システム設定」の「手入力費目予算入力区分」で「画面入力」又は「CSVファ

イル」を指定します。 

 

１．４．２．３ 予算工数での工種・ワークパッケージの指定 

1) 予算工数での工種（業務種別）を導入するか否かを決定します。 

工種（業務種別）は、工数マトリクスレポートへの出力時に予算工数をプロジ

ェクト単位よりも細かいレベルで分類する場合に使用します。 

2) ABC機能を導入するか否かを決定します。 

ABC機能（Activity-Based Costing）は、プロジェクトごとに登録したワーク

パッケージ単位で予算を分類する場合に使用します。 

3) 工種指定ビューを設定します。 

予算工数での工種（業務種別）と工程（アクティビティー）との関連付けのた

め、計画（工程表）の工種指定ビューを設定します。「システム設定」の「工種

指定のビュー」で工種対応のビューを指定します。 

4) 「システム設定」の「工種指定のビュー」で指定した区分（ビュー）の第一階層

のグループに工種を作成します。 

5) ABC機能を使用する場合、「システム設定」の「工種指定のビュー」で指定した

区分（ビュー）の第二階層のグループにワークパッケージを作成します。ワーク

パッケージのグループには、ワークパッケージが特定できるように「ID」欄にワ

ークパッケージIDを登録します。また、ワークパッケージのグループバーの「必

要資源」の第１資源にワークパッケージの責任者を登録します。（レベル/トータ

ルを0にすると山積みグラフに影響せず設定することができます。なお、ワークパ

ッケージの責任者は、グループバーの「必要資源」の第１資源に割り当てられた

資源のみになります。） 

あらかじめ計画テンプレートに工種を作成した工程表を登録しておけば、毎回

プロジェクトごとに工種を作成する必要がなくなります。ワークパッケージをプ

ロジェクトごとに定義するのであれば、計画テンプレートには工種のみを作成
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し、計画作成時には任意のワークパッケージを設定します。 

6) 各プロジェクトの計画（工程表）の各工程（アクティビティー）を指定された区

分で工種・ワークパッケージのグループに所属させます。 

7) 作成された計画（工程表）をアップロードして、実行予算または計画予算の計画

（工程表）として「７．７ 予算タブ」の「ベースライン更新」または「計画更

新」を実行してください。ABC機能を使用する場合は「ベースライン更新」を行

うとプロジェクトにワークパッケージが登録されます。 

 

１．４．３ 出来高管理（EVM）に関する準備作業 

１．４．３．１ 出来高使用の有無の決定 

1)  出来高管理を実施するか否かを決定します。（出来高管理の詳細は「７．１３ 出

来高タブ」をご参照ください。） 

2) 出来高管理を実施する場合には、出来高タブで成果物構造を登録する必要があり

ます。成果物構造の登録は、以下の二通りの方法より選択可能です。 

● 成果物新規画面から登録する 

● 工程表のグループの階層構造を成果物階層構造としてコピーする 

3) グループをコピーするビューを指定します。 

工程表のグループの階層構造を成果物階層構造としてコピーする場合には、

「システム設定」画面の「成果物ツリーのビュー」でコピー元のビューを指定し

ます。 

 

１．４．３．２ コスト予測機能使用の有無の決定 

1) コスト予測機能を使用するか否かを決定します。 

＊コスト予測機能：実行予算、実績コスト、出来高よりプロジェクト完了時の

コストを予測する機能です。詳細は、「７．６．３ コスト予測」を参照くださ

い。 

2) コスト予測機能を使用する場合には、出来高タブで出来高管理を実行する必要が

あります。 

3) コスト予測機能使用の有無を指定します。 

「システム設定」画面の「コスト予測区分」で「コスト予測しない」又は「コ

スト予測する」を指定します。 

 



Web I Laboratories, Inc.  

- 18 - 

 

１．４．４ 売上計上に関する準備作業 

１．４．４．１ 進行基準売上計算方法の指定 

4) プロジェクトの売上計上基準として「工事進行基準」を選択した場合の売上計算

方法を決定します。以下の二通りの方法が選択可能です。 

● EV法：総成果物価値に対する出来高で進捗を把握し、売上を計算する 

● 原価比例法：工事原価総額に対する実績コストで進捗を把握し、売上を計算す

る 

5) 進行基準の売上計算方法を指定します。 

「システム設定」の「進行基準計算方法」で「EV法」又は「原価比例法」を指

定します 

 

１．４．４．２ 完成基準売上及び原価の入力方法の指定 

1) 売上計上基準が「工事完成基準」のプロジェクトの完成基準売上及び原価の入力

方法を決定します。以下の二通りの方法が選択可能です。 

● 「採算入力」画面からの入力 

● 「プロジェクト完成基準売上詳細」画面及び「プロジェクト完成基準原価詳

細」画面からCSVファイルでアップロード 

2) 完成基準の売上及び原価の入力方法の指定を設定します。 

3) 「システム設定」の「採算入力区分」で「画面入力」又は「CSVファイル」を指

定します 

 

１．４．５ 工程表管理に関する準備作業 

１．４．５．１ 工程計画に関連する設定 

1) 工程表作成時の排他制御の要不要を決定します。「システム設定」において「レ

ポートおよび計画設定」の「計画のチェックアウト」を設定します。 

● 必要：排他制御が有効となり、チェックアウトした最新工程表のみを

PREGAREにアップロードすることができます 

● 不要：排他制御が無効となり、常に計画ファイルアップロード欄が表示され、

ダウンロードした最新計画もアップロードすることができます 

2) PREGAREから工程’sファイルをチェックアウトする場合に、ファイルに引き渡す資源を指

定することができます。資源数が多い場合には、プロジェクトを担当する資源を指定して

工程’sファイルに引き渡すと作業バーへの資源設定操作が容易になります。「システム設

定」において「機能切り替え設定」の「プロジェクト資源」を設定します。 
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● 使用しない：PREGAREに登録した全資源が工程’sファイルに引き渡されます 

● 使用する：プロジェクト登録時に指定した資源のみが工程’sファイルに引き渡

されます 

3) 工程表の作業バーに対する進捗入力方法を決定します。PREGAREから進捗入力を

実施する場合には、進捗入力を実施する画面を選択する必要があります。「シス

テム設定」において「機能切り替え設定」の「工数タブの進捗入力」で設定しま

す。 

● 使用しない：工数タブの進捗・工数入力画面から進捗入力欄が非表示となるた

め、進捗タブの進捗入力画面から進捗を入力します。 

● 使用する：工数タブの進捗・工数入力画面において進捗入力欄が表示されるた

め、進捗・工数入力画面から進捗を入力します。 

 

１．４．５．２ 計画テンプレートの登録 

1) 工程表作成時の雛型となる計画テンプレートを作成し、PREGAREにアップロード

します。複数の計画テンプレートを登録することができます。また、計画テンプ

レートではグループ（WBS）以外にマイルストーンや作業バーを作成してアップ

ロードしておくことができます。PREGAREで工程表を新規作成する場合には、計

画テンプレートから作成することができます。詳細は「３．５ 計画テンプレート

の管理」を参照してください。 

 

１．４．６ 初期データの登録作業 

１．４．６．１ 費目の登録 

1) 費目コード、費目名、区分（「手入力」又は「自動計算」）を決定します。 

● 自動計算：工数、単価より予算及びコストを自動計算する費目です。（工数集

計の対象） 

● 手入力：経費等の支払いによって発生するコストを分類する費目であり、画面

より予算及びコストを手入力します。（経費集計の対象） 

● PREGAREでの費目は予算コストおよび実績コストの集計において、コストの

分類に使用します。例えば、工数集計のコストを社内のコスト「人件費」と協

力会社のコスト「外注費」の２つの費目を用意し、その値を別々に把握するこ

とができます。 

2) 使用する費目を登録します。 

「７．１５ 費目タブ」もしくは「３．７．４ 費目データ読み込み」画面で登録します。 
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１．４．６．２ 資源の登録 

1) 資源コードや資源名、単価など、資源のプロパティを登録します。指定した時間

帯区分の設定により、時間外/深夜/休日の単価の設定もできます。 

資源は予算及び実績のコスト／工数集計のための基本単位として使用されま

す。また工程表での必要資源として使用します。資源はPREGAREで一元管理す

るため、工程’sの「資源マスター」の資源の追加修正はできなくなります。 

● 資源グループの登録 

資源の工数集計値を特定の単位（例えば部署単位）で参照したい場合には、

予め「設定管理メニュー」の「資源グループの管理」で資源グループを登録し

ておきます。月別工数マトリクスレポートでは、資源グループ単位の工数をレ

ポート表示できます。 

2) 使用する資源を登録します。「７．１４ 資源タブ」もしくはCSVファイルを作成

して「３．７．５ 資源データ読み込み」画面からアップロードして登録します。

上記で登録した資源グループは、「資源グループ名称」で選択できます。 

 

１．４．７ ログインユーザーの登録作業 

１．４．７．１ ロールの登録 

ログインユーザーに権限を付与するためのロールを決定し、登録します。権限の指定は

ロールをログインユーザーに与えることにより実施します。 

1) オブジェクト（プロジェクト、プログラムなど）ごとにオブジェクトロールを使

用するかどうか決定します。ロールの詳細については「８． 権限」の説明を参照

してください。 

2) 使用するロールを決定します。 

3) 使用するロールを登録します。「３．９ ロールの管理」画面で登録します。 

 

１．４．７．２ ログインユーザーの登録 

PREGAREを使用するユーザー及びユーザーの権限を設定（ロールを付与）し、ユーザ

ーがPREGAREにログインできる状態にします。 

1) ログインユーザーとそのロールを決定します。 

2) ログインユーザーを作成し、グローバルロールを付与します。「３．１２ ユーザ

ーの管理」もしくはCSVファイルを作成して「３．７．６ ユーザーデータ読み込

み」画面からアップロードして登録します。 
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１．４．７．３ ユーザーグループの登録 

ユーザーグループによってユーザーに権限を付与する場合には、ユーザーグループを登

録します。ユーザーグループに権限を設定（ロールを付与）し、ユーザーグループに属す

るユーザーを登録します。 

1) ユーザーグループとそのロールを決定します。 

2) ユーザーグループを作成し、グローバルロールを付与します。 

3) ユーザーグループに属するユーザーを登録します。「３．１１ ユーザーグループ

の管理」もしくはCSVファイルを作成して「３．７．７ ユーザーグループデータ

読み込み」画面からアップロードして登録します。 

 

１．４．８ その他の準備作業 

１．４．８．１ フィールド定義のカスタマイズ 

PREGAREは、使用する項目（フィールド）の定義をお客様のご使用方法に合わせてカ

「スタマイズすることができます。フィールド定義のカスタマイズでは、タブや

PREGAREに表示されている項目（フィールド）について以下の変更ができます。 

● タブ名称の変更 

● オブジェクト名称の変更 

● オブジェクトの項目（フィールド）名称の変更 

● オブジェクトの項目（フィールド）表示順の変更 

● オブジェクトの項目（フィールド）の表示/非表示 

フィールド定義の変更は、３．３ フィールド定義の管理」画面を使用して以下の手順で

カスタマイズを行います。 

● フィールド定義ファイルをダウンロードします。 

● メモ帳などでフィールド定義ファイル（xml形式）を編集します。 

● フィールド定義ファイルをアップロードします。 

● PREGAREを操作し、カスタマイズした通りに動作することを確認します。 

変更可能な項目やその指定方法については「PREGARE15 画面カスタマイズの手引き」

を参照してください。 

 

１．４．８．２ メール送信機能の設定 

1) イベントレポートメールまたは計画レポートからのメールの機能を使用するかど
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うかを決定します。メール機能については、「９． メール通知」を参照くださ

い。 

2) メール送信機能を利用する場合、メールサーバーへの接続設定を行います。 

● メールサーバーへの接続設定は「３．２．７．５ メールサーバー設定」で行い

ます。 

3) イベントレポートメール機能を利用する場合には以下の作業を行います。 

● メール送信者、メールタイトル、メールの送信間隔を「３．２ システム設定」

画面で指定します。 

● メール受信ユーザーに「８．７．２ オブジェクト権限の種類と一覧」のプロジ

ェクト監視権限を与えます。 

● 各ユーザーが監視するプロジェクトを指定する 

プロジェクト監視権限を与えられたユーザーは監視したいプロジェクトとその

イベントのカテゴリーを「個人設定」メニューの「４．７ 監視するプロジェク

トの設定」、「４．８ 監視するカテゴリーの設定」で設定します。 

4) 計画レポートのメール送信機能を利用する場合には以下の作業を行います。 

● メールを送信するユーザーに「８．７．３ その他の権限一覧」のメール送信権

限を与えます。 

● メールの受信者の指定は以下の２つの方法があります。 

⮚ メールの受信者（PREGAREユーザーでなくてよい）のメールアドレスを監

視対象資源のメールアドレスに「７．１４ 資源タブ」で登録します。 

⮚ メールの受信者（PREGAREユーザー）に「８．７．２ オブジェクト権限の

種類と一覧」の資源監視権限を与えます。資源監視権限を与えられたユーザ

ーは監視したい資源を「個人設定」メニューの「４．６ 監視する資源の設

定」で設定します。 

● 実際のメール送信は、計画レポートを作成して計画レポートの表示画面から行

います。 

 

１．４．８．３ パスワード管理の設定 

1) パスワード管理を実施する場合には、「システム設定」の「パスワード管理」で

必要に応じて「パスワード有効日数」「パスワード文字数」「パスワード文字

種」を設定します。パスワード管理機能については、「３．２．５ パスワード管

理」を参照ください。 
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１．４．８．４ その他の設定 

「設定管理メニュー」の「システム設定」において、以下の項目を設定します。 

● 年度の開始月 

● 月の開始日  

● 週初曜日 

● 月当たりの稼働日数 

● 1日の稼働時間  

● 採算丸めモード 

● 予算計算方法 

● 進捗・工数入力画面 対象プロジェクトの絞り込み 

● 工数タブの0.25単位チェック 

● プロジェクトの進捗ロック 

● 工数レポート工数桁数 

● 工数マトリクスレポート最大行数 

● マトリクスレポート最大プロジェクト数 

● レポート合計欄の表示 

● 改行コードのCSV出力 

● CSV出力の日付フォーマット 

● CSV出力の時刻フォーマット 

● 計画（工程表）のビュー名称 

● KZDファイルのエンコーディング 

● 計画の資源の並び替え 

● 供給資源量の初期値 

● 最早開始日・最遅終了日の計算 

● 計画の自動削除 

● 編集期間 

● 分解時のグループ・行の処理 

● マイルストーンの分解 

● 区分別ビューの分解 

● 行のマージ 

● 分解された計画の資源供給量 
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● グループの表示幅 

● プロジェクト表示セット 

● 一括ベースライン更新プロジェクト数の最大数 

● 時刻フォーマット 

● エラーの詳細表示 

● 金額の単位 

● 進捗・工数入力画面 プロジェクト情報表示形式 

詳細は「３．２ システム設定」を参照してください。 

プロジェクト及びプロジェクトアイテムをステータスによりロックしたい場合には、設

定管理メニューの「プロジェクトステータス設定」、「プロジェクトアイテムステータス

設定」において、各ステータスの更新の許可/禁止を設定します。 

詳細は「３．１４ プロジェクトステータス設定」及び「３．１５ プロジェクトアイテ

ムステータス設定」を参照してください。 
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１．５ PREGARE画面構成 

PREGAREの基本的な画面構成と機能を「一覧画面タイプ」、「参照画面タイプ」、そ

の他の「共通操作」に分けて以下に示します。 

1) 一覧画面タイプ 

● タブ：画面上部の「PMｒ」～「レポート」と表示された部分のことです。各機

能を使用する場合には、最初に使用したい機能のタブをクリックします。 

● メニュー：画面右上の「設定管理メニュー」～「ログアウト」の部分のことで

す。管理者が使用する「設定管理メニュー」とログインユーザー全員が使用す

る「個人設定」「ヘルプ」「ログアウト」に分類されます。 

● 表示セット：一覧表示画面に設けられており、一覧に表示されるオブジェクト

（PMｒ、プロジェクト等）のカラムの指定と絞り込みを行います。 

● プロジェクト、プログラム検索フィールド：プロジェクト一覧とプログラム一

覧が表示されている時のみ表示される検索用のコードと名称の入力フィールド

です。一覧表に表示されるプロジェクト、プログラムの絞り込みをおこないま

す。 

● ページ遷移用ボタン：表示行数が多く、複数のページが存在する場合に別のペ

ージに移動するための機能です。両端の三角マークはクリックすると前ペー

ジ、次ページに遷移します。間の数字はページ番号をあらわし、クリックする

とそのページに遷移します。なお１ページに表示する行数は個人設定のメニュ

ーで変更できます。 

● 一覧のリンクをクリック：クリックした項目の詳細情報表示画面や編集画面に

タブ 
メニュー：設定管理メニュー、個人設定、ヘルプ、ログアウト 

ページ遷移用ボタン 

一覧の項目をクリック 

ログインユーザー名、画面表示日時、PREGAREのバージョン 

表示セット 

検索機能 
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遷移します。「資源の選択」画面などではクリックした資源が選択されます。 

2) 参照画面タイプ 

● ショートカット：プロジェクトが特定されている画面に表示され、この部分を

クリックすることにより、当該プロジェクトのプロジェクト詳細、プロジェク

トアイテム一覧、採算、予算、スコープ、計画、コスト、出来高、経費予算、

経費の画面に即座に移動することができます。 

 

3) 共通操作 

● [キャンセル]ボタン：編集画面での編集を中断（入力内容を破棄）して元の画

面に遷移します。 

● [新規]ボタン：一覧画面で表示されているオブジェクトの新規作成の画面に遷

移します。 

● [登録]ボタン：編集画面での編集内容の登録やファイルのアップロードを実行

します。データベースへの登録処理を行います。 

● [一覧へ戻る]ボタン：表示中の画面からその表示中のオブジェクトの一覧表示

画面に遷移します。 

 

ショートカットリスト 
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１．６ 用語集 

一般用語 

EPM（エンタープライ

ズ・プロジェクトマネジ

メント） 

個々のプロジェクトを管理単位として、企業活動全体を複数のプロジェクトの集合

体とみなし、その遂行、評価を通じて企業の経営目標の達成を目指す経営手法で

す。 

プロジェクト管理会計 プロジェクト毎の個別原価計算・損益管理、個別キャッシュフロー管理により、各

プロジェクトの状態を把握するために行われる会計です。EPMにおいては、経営者

が報告された内容に対して経営的な判断を行い、経営活動に反映して業務を改善す

ることが目的です。 

資源 プロジェクトを実行するために必要な人や物のことです。PREGAREでは、再利用型

資源（人）のみ使用可能であり、消費型資源（物）は使用できません。資源登録時

には、資源の経費を計上する費目が必要です。 

アップロード コンピューターソフトウェアではPCクライアントからサーバーへファイルを転送し

てサーバーに登録することを示します。ダウンロードは逆の動作です。 

費目 一般的には費目とは財務会計での費用や収入の分類を表す単位です。PREGAREで

は、コストや予算を表示する際の費用の集計単位です。必ずしも会計システムの費

目と一致させる必要はありません。 

工事進行基準 プロジェクトの進捗率に応じて売上を計上する売上計上方法です。 

工事完成基準 プロジェクト完了時に売上を一括計上する売上計上方法です。 

EV法 工事進行基準において総成果物価値に対する出来高でプロジェクトの進捗率を計測

する方法です。 

原価比例法 工事進行基準において原価総額に対する実績コスト額でプロジェクトの進捗率を計

測する方法です。 

PREGAREの用語 

工程’s Orario 

（以下、「工程´s」と表

記します。） 

PREGAREと連携してPCクライアントで動作するアプリケーションです。その機能と

しては、工程表の作成や印刷、日程計算、要員配置計画作成、資源山積み、工程進

捗管理などがあります。PREGAREでは工程’sで作成したデータを予算策定の基礎デ

ータとして使用しています。 

計画ファイル 工程’sで作成したプロジェクトの工程計画ファイルです。PREGAREでは工程’sで作

成した計画ファイルをブラウザーのファイルのアップロード/ダウンロードする機能

を使用してPREGAREのサーバーからの参照や登録を行います。 

計画テンプレート プロジェクトの工程計画作成時に計画タブで最初にダウンロードする工程表です。

工程計画の「雛型」として、休日情報をはじめとするプロジェクト共通の項目を設

定しておきます。マルチプロジェクトのマスタースケジュールとしても使用しま

す。工程’sで作成し、登録は「設定管理メニュー」で行います。 

PREGAREの用語 

印刷パターンファイル 工程′sで作成した計画ファイルを帳票として出力するためのページレイアウトを

BarChart Factory で定義した印刷用ファイル（bcfxファイル）です。PREGAREで

はプロジェクトとマルチプロジェクトの計画のバージョンごとに紐づけて工程表の

印刷用ファイルとして登録することができます。 
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印刷パターンテンプレー

ト 

BarChart Factoryで作成した印刷パターンファイルを各プロジェクトまたはマルチ

プロジェクトで使用できるよう「雛型」として、テンプレート登録しておくことが

できます。登録は「設定管理メニュー」画面で行います。 

工種 PREGAREで扱う工数の区分です。「設計」、「管理」、「検査」など作業の種別

（業務種別）を示しています。実績の工数および予算の工数の両方で工種を扱うこ

とができます。工種の登録は「設定管理メニュー」で行います。工種は工数マトリ

クスレポートへの出力時の分類として使用できます。 

ワークパッケージ PREGARE上で扱うプロジェクトの計画と実績（工数・コスト・日程）を集計する最

小単位です。1つのワークパッケージには複数の作業バーを持つことができます。計

画ファイルとしてアップロードされる工程’sの工種ビューの第二階層のグループとし

て設定します。 

フィールド定義ファイル PREGAREの各画面で表示されるフィールド（データの項目）を定義したファイルで

す。PREGAREではこのファイルを編集することにより、ユーザーの使用方法に合わ

せた画面のカスタマイズ（項目名称の変更、表示順の変更、項目の非表示、項目の

追加）をすることができます。このファイルのダウンロード、アップロードは「設

定管理メニュー」で行います。詳細は別紙、「画面カスタマイズの手引き」を参照

してください。 

プロジェクトビュー プロジェクトプロパティの中から、管理したいフィールドを指定し、指定したフィ

ールドのみを参照、編集できる画面です。部署や業務によって管理項目を分けたい

場合に、部署や業務ごとにプロジェクトビューを設定することで、管理したい項目

のみを参照・編集することができるようになります。 

プロジェクトビューフィ

ールド 

プロジェクトビューに定義するフィールドのことです。プロジェクトビューフィー

ルドは、プロジェクトプロパティの一部になります。 

オブジェクト PREGAREの操作の対象を表しています。PREAGREの基本構成要素であるプロジェ

クト、プログラム、PMr、資源、費目、表示セット、レポート定義、マルチプロジェ

クトを示しています。 

パーミッション PREGAREではユーザーごとの操作の制限は、権限の設定を行うことで実現していま

す。個別の操作の可否をパーミッションと呼んでいます。 

ロール PREGAREでは、権限設定機能で使用するパーミッションの集合をロールと定義し、

ユーザーにこのロールを与えることで権限の設定を行っています。ロールにはオブ

ジェクトロールとグローバルロールの２種類があります。 

オブジェクトロール 権限を指定するためのロールの１種です。個別のオブジェクトに対する参照、更

新、削除、工数入力、権限更新の権限を指定するのに使用します。（詳細は「８．

５ オブジェクトロール」を参照してください。） 

グローバルロール 権限を指定するためのロールの１種です。タブ、メニューに関する使用権限やすべ

てのオブジェクトに対する新規作成、参照、更新、削除、工数入力の権限を指定す

るのに使用します。（詳細は「８．４ グローバルロール」を参照してください。） 

マルチプロジェクト PREGAREでは、資源調整などを行うために複数のプロジェクトを統合させたものを

マルチプロジェクトといいます。マルチタブで作業を行います。 

マルチプロジェクト計画 マルチプロジェクトを構成する複数のプロジェクトの計画（工程表）を統合させて

作成された計画（工程表）を示します。 
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マルチプロジェクト情報 マルチタブで複数のプロジェクトを統合させるための情報で、コード、名称、構成

するプロジェクトリストやコメントなどが含まれます。 

スコープ プロジェクトのプロパティの一部であり、成果物定義書、品質基準定義書、契約書

などの有無や所在を登録します。 

イベントレポートメール プロジェクトの状態変化（イベント）を使用者に連絡するためのメール送信機能で

す。ユーザーが監視したいプロジェクトと状態変化（イベント）を設定します。監

視対象プロジェクトに監視対象の状態変化（イベント）が発生すると、ユーザーに

メールが自動的に送信されます。 

PMｒ PREGAREでは、プロジェクトマネージャーまたはプログラムマネージャーの候補者

を示します。PMrタブを使用してユーザーや資源とは別にプロジェクトマネージャー

またはプログラムマネージャーを登録、編集及び担当するプロジェクト、プログラ

ムの一覧表示ができます。 

プログラム プロジェクトマネジメントでは、全体の使命を実現する複数のプロジェクトが有機

的に結合されたものです。PREGAREでは、複数のプロジェクトをプログラムとして

扱い、プログラム単位のコスト管理や採算管理ができます。 

プロジェクト プロジェクトマネジメントでは、特定の使命を受けて、始まりと終わりのある特定

期間に、資源などの特定の制約条件のもとで達成を目指す活動です。PREGAREで

は、プロジェクトは予算やコスト、工程表を持ち、採算管理の単位となります。 

オーナー PREGAREではプロジェクトの顧客にあたる組織を示しています。受託プロジェクト

の場合には発注者、社内新製品開発プロジェクトの場合には予算責任部署となりま

す。 

プロジェクトタブの用語 

計画売上額 プロジェクトプロパティの１つです。当該プロジェクトの売上の合計予算金額で

す。 

実績売上額 プロジェクトプロパティの１つです。当該プロジェクトの売上の合計実績金額で

す。 

出来高実績額 プロジェクトプロパティの１つです。当該プロジェクトの出来高実績の合計金額で

す。 

計画粗利額 

実績粗利額 

プロジェクトプロパティの１つです。当該プロジェクトの粗利の合計金額です。完

成基準売上と完成基準原価の差額から計算されます。 

出来高粗利実績額 プロジェクトプロパティの１つです。当該プロジェクトの出来高粗利実績の合計金

額です。 

コスト実績額 プロジェクトプロパティの１つです。コストタブで集計されたプロジェクトで発生

したコスト実績であり、工数と経費から構成されています。 

総成果物価値 プロジェクトプロパティの１つです。プロジェクトの成果物価値の合計値を表わし

ており、出来高タブで出来高を計算するときにベースとなる値です。売上ベースと

コストベースの２種類の価値があり、進行基準の売上計算でEV法を使用する場合や

コスト予測を実行する場合には、コストベースの総成果物価値を使用します。 

計画売上額 

（進行基準計算用） 

プロジェクトプロパティの１つです。進行基準で各月の売上額を計算するときにベ

ースとなる値です。 

プロジェクトアイテムタブの用語 
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プロジェクトアイテム プロジェクトの進行に伴って時々刻々と変化していくプロジェクトに関連した種々

の管理項目を表します。PREGAREのプロジェクトアイテムタブでは、これらの管理

項目データのスナップショットを、例えば週報や月報という形で保存していくこと

ができます。プロジェクトには、複数のプロジェクトアイテムが登録できます。 

プロジェクトアイテムス

テータス 

プロジェクトに登録されたプロジェクトアイテムの状態を示します。１プロジェク

トアイテムに１つのステータスが登録できます。 

採算タブの用語 

出来高 「出来高タブの用語」の「出来高」を参照してください。 

原価 出来高を達成するのに掛かるコストのことです。PREGAREの採算タブに表示される

原価予算は予算タブの実行予算、原価実績はコストタブのコスト実績にそれぞれ対

応していて、その値が自動的に表示されます。 

出来高粗利 出来高ベースで見た粗利を表し、下記式で計算されます。 

出来高粗利＝出来高－原価 

進行基準売上 進行基準で計算されるプロジェクトの売上金額です。予算額と実績額があり、プロ

ジェクトプロパティでは、それぞれ計画売上額、実績売上額と呼びます。売上計算

方法としてEV法を選択した場合には、出来高タブで計算される進捗出来高、原価比

例法の場合には、実績コストで進捗率を把握して計算した売上が実績売上額となり

ます。 

進行基準原価 売上を達成するのに掛かるコストのことです。進行基準原価予算は予算タブの実行

予算、進行基準原価実績はコストタブのコスト実績にそれぞれ対応しています。 

進行基準粗利 進行基準売上と進行基準原価の差額から計算されるプロジェクトの粗利額です。進

行基準粗利には予算額と実績額の粗利があります。 

完成基準売上 採算タブで入力されるプロジェクトの売上金額です。予算額と実績額があり、プロ

ジェクトプロパティでは、それぞれ計画売上額、実績売上額と呼びます。 

完成基準原価 採算タブで入力されるプロジェクトの完成基準売上に対応する原価です。分割して

売上が計上される場合には、計上された売上に対応する成果物作成に掛かった原価

を入力します。完成基準原価には予算額と実績額があります。 

完成基準粗利 完成基準売上と完成基準原価の差額から計算されるプロジェクトの粗利額です。完

成基準粗利には予算額と実績額の粗利があります。プロジェクトプロパティでは、

計画粗利額、実績粗利額と呼びます。 

完了時総予算(BAC) Budget At Completion プロジェクトの総予算を表わします。 

残作業予測コスト(ETC) Estimate To Complete プロジェクト完了までの残作業に掛かるコストの予測値を

表わします。 

予測コスト(EAC) Estimate At Completion プロジェクト完了時までに掛かる総コストの予測値を表わ

します。 

コスト差異(VAC) Variance At Completion プロジェクト完了時の予算コストと実績コストの差異の予

測値を表わします。 

スケジュール差異(SV) Schedule Variance 出来高と予算の差異を表わします。 

コスト差異(CV) Cost Variance 出来高と実績コストの差異を表わします。 
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スケジュール効率指数

(SPI) 

Schedule Performance Index 出来高と予算の比率であり、実施済みタスクに関す

るスケジュール面の効率を表わします。 

コスト効率指数(CPI) Cost Performance Index 出来高と実績コストの比率であり、実施済みタスクに関

するコスト面の効率を表わします。 

フォーキャスト 最新計画を基に、コスト予測年月度～プロジェクト終了年月度までの月毎の予測コ

ストを算出した値です。楽観値、中間値、悲観値で表わします。 

予算タブの用語 

計画予算 コスト予算の一種であり、見積り時点での初期予算です。工数の予算については、

工程’sで作成した工程計画のデータを基に自動計算します。 

実行予算 コスト予算の１種であり、プロジェクト着手時に策定する予算です。工数の予算に

ついては、工程’sで作成した工程計画のデータを基に自動計算します。また、コスト

タブでは実績と対比して表示しています。 

ベースライン プロジェクトを実行する際の基準となる計画です。PREGAREでは、予算タブでベー

スラインに基づいた実行予算の確認ができます。 

計画タブの用語 

工程計画 工程’sで作成した工程表をPREGAREにアップロードしたものです。WBS、作業バ

ー、マイルストーン、コンストレイントなどから構成されています。PREGAREで

は、単に「計画」と呼ぶことがあります。 

工程計画情報 計画タブで管理される工程計画に付与された属性であり、バージョン、コメント、

登録日時、登録者からなります。 

アクティビティー 工程計画の詳細情報です。工程表に表される「作業バー」「グループバー」「マイ

ルストーン」の総称です。 

計画レポート プロジェクトの計画（工程表）やマルチプロジェクト計画の詳細情報（アクティビ

ティー）の一覧を出力するレポートです。他のレポートとは異なり、レポートタブ

でなく計画タブもしくはマルチタブから計画を指定してレポートを作成します。 

計画レポートからのメー

ル 

計画レポートで表示された詳細情報（アクティビティー）をその関連資源と関連資

源を監視しているユーザーにメールを送信する機能です。この機能では作成された

計画レポートのアクティビティーの資源に関連するメールアドレスにメールを送信

します。このメールはメール送信画面を使用してタイトルやコメント（メールの本

文）、送信アドレスも送信時に指定できます。（自動的には送信されません） 

計画のチェックアウト プロジェクトの計画の更新の開始を宣言することです。複数のユーザーによる計画

の同時更新によるデータの不整合の発生を防止するための排他制御の仕組みです。 

マルチタブの用語 

マルチプロジェクト計画

の分解 

マルチプロジェクト計画（工程表）を分解して、マルチプロジェクトを構成するプ

ロジェクトに一括して最新計画（工程表）として戻すことです。マルチプロジェク

ト計画（工程表）上での要員計画の変更結果などを構成するプロジェクトの計画に

反映するときに有効です。 

出来高タブの用語 

出来高 プロジェクトマネジメントにおいて、ある特定の測定時点ですでに出来上がってい

る成果物の価値のことです。 
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総成果物価値 PREGAREの成果物一覧画面で登録される各成果物の配分価値の総合計であり、配分

計算実施時に入力する「総成果物価値」のことです。総成果物価値はプロジェクト

プロパティに登録することができます。 

成果物進捗率 プロジェクト全体の成果物進捗率を示し、プロジェクト詳細画面にも表示されま

す。個別成果物の進捗率は単に“進捗率”と表現します。成果物進捗率は、進捗率を最

下層の成果物に入力し、積上計算を実施することにより計算します。 

進捗出来高 ある成果物の配分価値と成果物進捗率の積であり、該当する成果物に対応する出来

高を表します。 

累積出来高 プロジェクト全体のある時点で、すでに出来上がった成果物の価値を示します。す

べての最下層成果物の進捗出来高合計値です。 

発生出来高 月毎に発生した出来高であり、下記計算式で求められます。 

発生出来高＝当月の累積出来高－前月の累積出来高 

成果物一覧（構成） 成果物は階層構造で定義します。成果物の階層構造を一覧表示したものです。成果

物一覧画面に表示されます。 

積上価値 積上計算を実行することにより成果物の価値を決定する場合に、最下層の各成果物

に登録する成果物の価値のことです。配分価値を決定するために使用します。 

積上比重 積上計算実行時に計算される各成果物の価値の割合です。各成果物に登録された積

上価値の割合が計算されます。配分価値を決定するために使用します。 

配分価値 出来高を計算するときの基となる各成果物の価値のことです。総成果物価値に配分

比重を乗じて計算されます。 

配分比重 各成果物の価値の割合のことです。配分価値を算出するために使用し、各成果物の

プロパティに直接入力する、もしくは、積上比重を計算、コピーして決定します。 
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２．ログイン／ログアウト 

 

２．１ ログイン 

PREGAREにアクセスすると「ログイン」画面が表示されます。ここで、ログイン名と

パスワードを入力して「ログイン」ボタンをクリックします。ログイン名とパスワードは

予め「３．１２ ユーザーの管理」で登録されている必要があります。 

なお、パスワードの有効期限を設定している場合には、有効期限が切れたユーザーがロ

グイン操作を実行すると、「ユーザーパスワード変更」画面に遷移します。 

 

２．２ ログアウト 

画面右上の「ログアウト」メニューをクリックして、本システムからのログアウトがで

きます。 

 

ログアウト 
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３．設定管理メニュー 

概要  

画面右上の「設定管理メニュー」をクリックすると「設定管理メニュー」画面が表示され

ます。 

「設定管理メニュー」画面には、「ライセンス登録」、「システム設定」、「フィールド定義の

管理」、「プロジェクトビューの管理」、「計画テンプレートの管理」、「印刷パターンテンプレ

ートの管理」、「CSV 登録」、「工種の管理」、「ロールの管理」、「資源グループの管理」、「ユー

ザーグループの管理」、「ユーザーの管理」、「ドキュメント種別の管理」、「プロジェクトステ

ータス設定」、「プロジェクトアイテムステータス設定」、「月締め」、「年度締め」、「プロジェ

クトアイテム一括ロック」、「一括ベースライン更新」、「工数データダウンロード」機能があ

ります。 

各メニューに対して、操作権限をそれぞれ付与することができます。操作権限については、

「８．７．４ 設定管理メニュー使用権限（グローバルロール）」をご参照ください。 

 

⚫ ３．１ ライセンス登録 

PREGAREクライアントの使用を含めたライセンス情報が登録できます。 

⚫ ３．２ システム設定 

PREGARE の動作を指定するような設定を行います。 

⚫ ３．３ フィールド定義の管理 

画面に表示する項目（フィールド）のカスタマイズと初期化ができます。項目のカスタ

マイズでは画面に表示する項目の追加、削除と表示項目の名称変更ができます。 

⚫ ３．４ プロジェクトビューの管理 

プロジェクトビューの登録及び各プロジェクトビューに表示する項目（フィールド）の

設定ができます。 

⚫ ３．５ 計画テンプレートの管理 

工程’s 計画テンプレートの一覧表示及び設定ができます。 

⚫ ３．６ 印刷パターンテンプレートの管理 

印刷パターンテンプレートの一覧表示及び登録ができます。 

⚫ ３．７ CSV登録 

PREGARE 導入時に初期データの投入を容易にするため、プロジェクト、プログラム、

PMｒ、費目、資源、ユーザーの各データのCSV一括取り込みができます。 

⚫ ３．８ 工種の管理 

工種の追加、削除、表示順序の変更ができます。 
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⚫ ３．９ ロールの管理 

本システムの使用権限をグループ化したロールを設定できます。 

⚫ ３．１０ 資源グループの管理 

資源プロパティのひとつである資源グループの登録、編集、削除ができます。CSVファ

イルのアップロードによる登録もできます。 

⚫ ３．１１ ユーザーグループの管理 

ユーザーグループの登録、編集、削除ができます。ユーザーグループに権限（グローバ

ルロール）を設定し、属するユーザーを登録します。 

⚫ ３．１２ ユーザーの管理 

本システムの利用ユーザーの管理、ユーザーの新規登録・編集・削除、ユーザーのロー

ルに関する設定ができます。 

⚫ ３．１３ ドキュメント種別の管理 

プログラム、プロジェクト、プロジェクトアイテムに登録するドキュメントの種類の登

録、編集、削除ができます。 

⚫ ３．１４ プロジェクトステータス設定 

プロジェクトステータスに対するプロジェクトデータ更新の許可/禁止を設定できま

す。 

⚫ ３．１５ プロジェクトアイテムステータス設定 

プロジェクトアイテムのステータスに対するプロジェクトアイテムデータ更新の許可/

禁止を設定できます。本ボタンの名称はフィールド定義の変更でカスタマイズできます。 

⚫ ３．１６ 月締め 

入力締め及び月締め機能で実績データの入力、集計の禁止や、単価締め機能で単価に関

連する計算の禁止ができます。また、一括集計機能で全プロジェクトの締め対象範囲外の

工数や経費の集計及びプロジェクトやプログラムにおける集計処理を一括して実行できま

す。 

⚫ ３．１７ 年度締め 

選択した年度でロック状態にない全プロジェクトをロック状態にできます。 

⚫ ３．１８ プロジェクトアイテム一括ロック 

指定した対象日付以前の全プロジェクトアイテムをロック状態にできます。フィールド

定義の変更で、ボタン名称の「プロジェクトアイテム」部分をカスタマイズできます。 

⚫ ３．１９ 一括ベースライン更新 

計画予算の計画更新、実行予算のベースライン更新、ワークパッケージ登録を一括処理

できます。システム設定の「集計費目予算入力区分」において「CSVファイル」又は「計

画ファイル / CSVファイル」を選択した場合には、このボタンは非表示となります。 
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⚫ ３．２０ 工数データダウンロード 

指定した対象月度、表示セットで絞り込んだプロジェクトの工数データをCSV出力でき

ます。 
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３．１ ライセンス登録 

「設定管理メニュー」の「ライセンス登録」ボタンをクリックすると、「ライセンス登録」

画面が表示されます。ウェッブアイより提供されたライセンスファイルをメモ帳などに表示

し、内容をコピーして領域内に貼り付け、「登録」ボタンをクリックしてください。有効なラ

イセンスが登録されていないと新規ユーザーの登録ができません。 

「バージョンが異なるライセンスを含む」にチェックすると、過去に登録した旧バージョ

ンのライセンス情報も表示されます。 
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３．２ システム設定 

「設定管理メニュー」画面を表示し、「システム設定」ボタンをクリックすると、「システ

ム設定」画面が表示されます。該当する情報を入力して、「登録」ボタンをクリックすると、

入力した内容で設定を更新します。 

３．２．１ 基準日設定 

３．２．１．１ 年度の開始月 
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「年度の開始月」は、「採算」、「予算」、「コスト」などを計算する際の1年間の開

始月と終了月を決めるための情報です。この開始月が4月の時は、4月から翌年3月までが

年度として認識されます。例えば2013年度であれば、2013年4月～2014年3月までとな

ります。指定できる月は1月から12月までの範囲です。 

 

３．２．１．２ 月の開始日 

「月の開始日」は、計画予算更新、ベースライン更新、工数集計、経費集計の1ヶ月間

の月度の開始日と終了日を決めるための情報です。月の開始日の前日が月の締め日となり

ます。例えば、開始日が1日ならば4月度は4月1日～4月30日、開始日が21日なら20日が

その月の締め日になり、4月度は3月21日～4月20日となります。 

指定できる日は1日から28日までの範囲です。 

 

３．２．１．３ 週初曜日 

週初曜日を設定します。週初曜日とは、「７．１９．４．３ 工数マトリクスレポート」

の週次実績工数や週次計画工数レポートでの週の基準日（開始日）となる曜日です。 

 

３．２．１．４ 月当たりの稼働日数 

月別工数マトリクスレポートでの工数の人月表示や予定工数を人月単位で取り込んだ場

合の換算計算に使用する標準月間稼働日数を設定します。月毎の稼働日数を設定したい場

合には、年月と稼働日数を指定したCSVファイルにより登録できます。（詳細は「３．７ 

CSV登録」を参照してください。）CSV登録で設定されていない年月については、ここで

設定された標準月間稼働日数を使用して人月の計算が実行されます。 

 

３．２．１．５ 1日の稼働時間 

工程’sの工程表情報を基に、「予算コスト」と「予算工数」の自動計算をする際に、1日

の稼働時間の基準を設定するものです。「７．１４ 資源タブ」にて規定される資源単価

は１時間あたりの単価なので、1日単位のコスト（原価）予算は、ここで規定される「1

日の稼働時間」ｘ「単価（時間あたり）」により決定されます。 

 

３．２．２ 機能切り替え設定 

３．２．２．１ ABC機能 

ABC機能（Activity-Based Costing機能）を使用するかどうかの設定です。「使用す

る」を選択すると、プロジェクトごとにワークパッケージを作成することができ、より高

度な予実管理をすることができます。PREGAREにおいてはアクティビティーベースでは
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なく、ワークパッケージを最小単位としてコスト集計を行えるようになっています。ワー

クパッケージには複数のアクティビティーを持つことも可能です。また、1つのワークパ

ッケージに対し1つのアクティビティーを設定することにより、アクティビティーごとの

集計も可能です。 

こちらの機能は進捗・工数入力可能のライセンスをご利用のお客様のみ使用することが

できます。それ以外のライセンスをご利用の場合、選択することができません。 

 

３．２．２．２ 集計費目予算入力区分 

予算情報の中の集計費目分に対するデータ入力方法を選択します。「計画ファイル」、

「CSVファイル」、「計画ファイル / CSVファイル」（両方）を選択します。「計画フ

ァイル」を選択すると、工程’sで作成しPREGAREにアップロードした計画ファイルの資

源の工数から予算を策定することができます。「CSVファイル」を選択すると、CSVファ

イルでアップロードした予定工数から予算を策定することができます。「３．１．２．１ 

ABC機能」で「使用しない」を選択した場合、設定が有効となります。 

 

３．２．２．３ 手入力費目予算入力区分 

予算情報の中の手入力費目分に対するデータ入力方法を選択します。「画面入力」、

「CSVファイル」のどちらかを選択します。「画面入力」を選択すると、予算入力画面か

ら予算を手入力することができます。「CSVファイル」を選択すると、経費予算タブから

予算をCSVファイルでアップロードすることができます。 

 

３．２．２．４ 手入力費目コスト入力区分 

コスト情報の中の手入力費目分に対するデータ入力方法を選択します。「画面入力」、

「経費集計」のどちらかを選択します。「画面入力」を選択すると、コスト入力画面から

コストを手入力することができます。「経費集計」を選択すると、経費タブからコストを

CSVファイルでアップロードすることができます。 

 

３．２．２．５ 採算入力区分 

売上計上基準が「工事完成基準」であるプロジェクトにおいて、プロジェクト採算画面

の売上、原価データの入力方法を選択します。「画面入力」、「CSVファイル」のどちら

かを選択します。「画面入力」を選択すると、「採算入力」画面から売上、原価を手入力

することができます。「CSVファイル」を選択すると、売上、原価をCSVファイルでアッ

プロードすることができます。 
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３．２．２．６ コスト予測区分 

採算タブでのコスト予測機能の使用の有無を選択します。「コスト予測しない」、「コ

スト予測する」のどちらかを選択します。「コスト予測する」を選択すると、「プロジェ

クト採算」画面に「コスト予測」が表示され、実績データからプロジェクト完了時のコス

トを予測することができます。 

 

３．２．２．７ 進行基準計算方法 

進行基準で売上計上する場合の売上計算方法を選択します。「EV法」、「原価比例法」

のどちらかを選択します。「EV法」を選択した場合、「プロジェクト採算」画面の「進

行基準売上」には出来高タブで計算する進捗出来高を使用します。「原価比例法」を選択

すると、「進行基準売上」は進行基準原価を元に計算する進捗率から算出します。 

 

３．２．２．８ 採算丸めモード 

売上集計で計算する売上実績額の丸めモードを選択します。売上実績の計算結果を丸め

る方法を「切り捨て」、「四捨五入」、「切り上げ」から選択することができます。 

 

３．２．２．９ 予算計算方法 

予算の計算方法を設定します。集計費目予算を「計画ファイル」から入力する場合に、

システム設定から「日単位で計算する」、「時間単位で計算する」のどちらかを選択しま

す。 

計画のカレンダーの休みを日単位で指定する場合は「日単位で計算する」を選択し、１

日未満で指定する場合は「時間単位で計算する」を選択します。 

 

３．２．２．１０ 実績工数入力区分 

実績工数の入力区分を設定します。「時間帯別に入力する」、「工種別に入力する」の

どちらかを選択します。「工種別に入力する」を選択すると、CSVファイルから実績工数

を工種別に入力することができます。「工種別に入力する」を選択すると工数入力画面

（「７．１６ 工数タブ」を参照してください。）からの工数直接入力ができなくなり、

「３．２．２．１１ 時間外／深夜／休日勤務時間工数入力」が「使用する」に設定され

ていても無効となります。 

こちらの機能は進捗・工数入力可能のライセンスをご利用のお客様は、設定不要のため

変更不可（グレーアウト）となっております。 

 

３．２．２．１１ 時間外/深夜/休日勤務時間工数入力 
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時間外/深夜/休日における勤務時間の工数入力を使用するかどうかの設定です。「３．

２．２．１０ 実績工数入力区分」が「時間帯別に入力する」のとき、設定が有効となり

ます。 

こちらの機能は進捗・工数入力可能のライセンスをご利用のお客様は、設定不要のため

変更不可（グレーアウト）となっております。 

 

３．２．２．１２ プロジェクト資源 

プロジェクトで使用する資源の登録方法を設定します。「使用しない」、「使用する」

のどちらかを選択します。「使用しない」を選択すると、「７．３．２．１ プロジェク

トで使用する資源」で登録しなくても、プロジェクトの工程計画編集ですべての資源を使

用することができます。「使用する」を選択すると、「７．３．２．１ プロジェクトで

使用する資源」で登録した資源のみプロジェクトの工程計画編集で使用することができま

す。 

 

３．２．２．１３ 進捗・工数入力画面 対象プロジェクトの絞り込み 

工数入力画面で選択できるプロジェクトの絞り込みを実施するか否かを設定します。

「使用しない」、「使用する」のどちらかを選択します。「使用する」を選択すると工数

入力の「対象資源」がプロジェクト資源として登録されているプロジェクトのみがドロッ

プダウンリストに表示されます。「使用しない」を選択すると、プロジェクト資源による

プロジェクトの絞り込みはされません。 

 

３．２．２．１４ 工数タブの進捗入力 

計画タブでアップロードした工程’sファイルの工程計画の作業バーに対して、工数タブ

から進捗率を入力することができます。工数タブの進捗・工数入力画面（ライセンスで選

択した場合）において工数入力と同一画面で進捗入力をする場合には、「使用する」を選

択します。「使用する」を選択すると、工数タブの工数入力画面の上部に進捗入力欄が表

示されます。「使用しない」を選択すると、工数タブの工数入力画面の進捗入力欄は非表

示となるため、進捗タブの進捗入力欄から進捗を入力します。 

 

３．２．２．１５ 工数タブのワークパッケージ入力 

ワークパッケージに対して、PREGAREからコメントを入力することができます。「使

用する」を選択すると、工数タブの工数入力画面にコメント入力欄が表示されます。「使

用しない」を選択すると、コメント入力欄は非表示となります。 
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３．２．２．１６ 1日の工数上限チェック（時間） 

「工数入力」画面で、1日に入力可能な上限時間を設定できます。入力した工数が設定

した時間を超過した場合、エラーメッセージが表示されます。 

 

３．２．２．１７ 工数タブの0.25単位チェック 

工数タブで工数入力を実施する場合に、0.25時間単位（15分単位）で入力されている

ことをチェックするか否かを設定します。「使用する」に設定した場合には、0.25時間

単位以外の入力がされるとエラーメッセージが表示されます。 

 

３．２．２．１８ プロジェクトの進捗ロック 

進捗タブで進捗ロック機能（あるユーザーが進捗入力を実施している場合に、同一プロ

ジェクトへの他ユーザーの進捗入力を排除する機能）を使用する場合には、「使用する」

を選択します。「使用しない」に設定した場合、複数ユーザーが同時に同一プロジェクト

のアクティビティーに進捗入力できます。 

 

３．２．２．１９ プロジェクトアイテムCSV出力ヘッダー 

プロジェクトアイテムタブで各プロジェクトアイテムのCSVファイルを出力した時に、

ヘッダーの表示内容を項目IDにするか項目ラベルにするか選択します。 

 

３．２．３ レポートおよび計画設定 

３．２．３．１ 工数レポート工数桁数 

レポートタブで工数レポートを表示する場合の桁数を「小数点以下1桁」「小数点以下2

桁」から選択します。 

 

３．２．３．２ 工数マトリクスレポート最大行数 

レポートタブで作成する「工数マトリクス」レポートにおける表示最大行数を設定しま

す。工数マトリクスレポート表示行数が最大行数を超えた場合、「レポート行数が最大値

を超えています。」というメッセージが表示されます。 

但し、「月別工数マトリクス」には、本制限は適用されません。 

 

３．２．３．３ マトリクスレポート最大プロジェクト数（予算・採算・コスト・出来高） 

レポートタブで作成する予算、採算、コスト、出来高のマトリクスレポートにおける抽

出可能な最大プロジェクト数を設定します。マトリクスレポートで検索対象となったプロ

ジェクト数が最大プロジェクト数を超えた場合、「対象プロジェクト数が最大値を超えて
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います。」というメッセージが表示されます。 

 

３．２．３．４ レポート合計欄の表示 

採算、予算、コストに関連したレポートの合計欄の表示を設定します。「総合計の

み」、「半期計を表示する」、「四半期計を表示する」、「期合計を表示する」から選択

することができます。 

 

３．２．３．５ CSVファイルのエンコーディング 

CSVファイルのエンコーディングを設定します。「MS932」、「UTF-8」のどちらかを

選択します。デフォルトの設定は「MS932」です。 

 

３．２．３．６ 改行コードのCSV出力 

CSVファイルの出力で画面から入力した改行に従って、項目の中の“改行コードを出力

する／出力しない”を設定できます。本設定は複数行の文字列入力フィールドに適用され

ます。このタイプのフィールドはプロジェクトとプログラムの下記のプロパティがありま

す。 

● プログラム ：プログラム概要 

● プロジェクト：プロジェクト概要 

● スコープ   ：成果物概要、品質基準概要、リスク分析概要、調達概要、契約概

要 

「出力する」に設定すると、上記項目のデータをCSVファイルに出力する時に改行コー

ドが出力され、データ入力時の改行操作に従った改行が実行されます。CSVファイルを加

工してレポートを作成する場合に、入力時に改行したデータは画面表示と一致させること

ができます。 

「出力しない」に設定すると、上記項目へのデータ入力時に改行を実行しても、CSVフ

ァイルには改行コードは出力されません。 

 

３．２．３．７ CSV出力の日付フォーマット 

CSVファイルへ出力される日付データ（フィールド定義でタイプがDate型の項目）のフ

ォーマットを指定できます。フィールド定義の詳細は別紙、「画面カスタマイズの手引

き」を参照してください。 

ただし、レポートタブより出力するCSVファイルは、この設定に影響せず、

「yyyy/MM/dd」の形式で出力されます。 
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３．２．３．８ CSV出力の時刻フォーマット 

CSVファイルへ出力される日付時刻データ（フィールド定義でタイプがTimestamp型

の項目）のフォーマットを指定できます。フィールド定義の詳細は別紙、「画面カスタマ

イズの手引き」を参照してください。 

 

３．２．３．９ 計画のチェックアウト 

計画更新時にチェックアウトが必須であるか否かを指定します。 

「必要」に設定すると、計画の更新にはチェックアウトが必須となります。「不要」に

設定すると、チェックアウトを実行しなくても計画の更新ができます。具体的には、「必

要」「不要」の設定により、チェックアウト実行前における計画ファイルアップロード欄

の表示/非表示が変わります。 

ただし、「不要」と設定した場合、チェックアウト実行前に計画を更新するには「強制

登録」機能を使用する必要があります。 

 

３．２．３．１０ 計画（工程表）のビュー名称 

PREGAREにおいて表示される工程’sのビューの名称を登録することができます。「マル

チプロジェクト計画作成」画面及び「計画レポート編集」画面に表示されるビュー名称に

この登録名称が反映されます。ただし、PREGAREからダウンロードされる工程’sファイ

ルのビュー名には反映されません。 

工程’sでビューの名称を変更する場合に、「計画（工程表）の区分名称」に工程’sと同

一のビュー名称を登録することにより、工程’sとPREGAREのビュー名称を統一すること

ができます。 

 

３．２．３．１１ 成果物ツリーのビュー 

工程表のグループ階層構造やグループの進捗率を出来高タブの成果物構造や成果物進捗

としてコピーする場合に、グループや進捗をコピーする工程’sのビューを指定します。出

来高タブで工程表からのコピー機能を使用した場合、指定したグループの階層構造や最下

層グループのグループバー進捗率が、そのまま成果物構造や成果物進捗率としてコピーさ

れます。（詳細は「７．１３ 出来高タブ」を参照してください。） 

 

３．２．３．１２ 工種指定のビュー 

予算工数を工種別またはワークパッケージ別に集計する場合に、工種・ワークパッケー

ジを指定する工程’sのビューを指定します。指定したビューの第一階層のグループ名称を

工種名称として扱い、ABC機能を使用する場合は第二階層のグループ名称をワークパッケ
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ージ名称として扱います。予算工数はそれぞれのグループ単位で集計されます。集計する

予算工数は工程’sの工程表上の作業バーに登録された資源の工数です。第一階層グループ

が工種名称と同一でない場合には、そのグループに所属する作業バーの予算工数は「未分

類」という工種としてレポート表示します。 

 

３．２．３．１３ KZDファイルのエンコーディング 

計画ファイル（拡張子 KZD）のエンコーディングを設定します。「MS932」、「UTF-

8」のどちらかを選択します。 

 

３．２．３．１４ 計画の資源の並べ替え 

工程’sで作成した工程表をPREGAREからチェックアウトもしくはダウンロードした時の

資源ビューにおける資源の並び順を設定します。資源の並び順を資源コード順にしたい場

合には、「資源コード順に並べ替える」を選択します。資源の並び順を変更して工程’sフ

ァイルをアップロードし、資源の並び順をアップロードしたときのまま保持したい場合に

は「並べ替えを行わない」を選択します。 

 

３．２．３．１５ 供給資源量の初期値 

供給資源量の初期値を選択します。計画テンプレートに設定された供給資源量を使用す

る場合は、「テンプレート」の設定を使用する」を選択します。「資源の初期資源量を使

用する」を選択した場合は、「資源タブ」で設定した「初期資源量」の値を使用します。 

 

３．２．３．１６ 最早開始日・最遅終了日の計算 

PREGAREでは、アップロードした工程表の作業バーやマイルストーンから最早開始日

及び最遅終了日を算出し、プロジェクト参照画面に表示します。最早開始日や最遅終了日

の算出を、マイルストーンを含めずに実施したい場合には「マイルストーンを無視す

る」、マイルストーンを含めて実施したい場合には「マイルストーンを含める」を選択し

ます。 

 

３．２．３．１７ 計画の自動削除 

計画タブの計画及びマルチタブのマルチプロジェクト計画を自動的に削除したい場合に

は、「使用する」を選択します。指定した最大計画保持数を超えないように計画及びマル

チプロジェクト計画を自動削除します。但し、「保存」した計画及びマルチプロジェクト

計画は削除されません。デフォルトは「使用する」が選択されており、最大5個の計画を

保持する設定となっています。 
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３．２．３．１８ 編集期間 

計画テンプレートをチェックアウトしたときの工程表の編集期間を選択します。「プロ

ジェクトの開始年月度／終了年月度」を選択すると、チェックアウトした工程表の編集期

間はプロジェクト登録画面で登録した「プロジェクト開始年月度」～「プロジェクト終了

年月度」となります。また、「計画の編集期間」を選択すると、計画テンプレートの編集

期間がそのままチェックアウトした工程表の編集期間となります。 

３．２．４ マルチプロジェクト計画 

３．２．４．１ 分解時のグループ・行の処理 

マルチプロジェクト計画の分解時にできる不要なグループや行の処理方法を設定しま

す。「グループ・行を削除しない」、「作業バーのない行を削除する」、「作業バーのな

いグループを削除する」から選択することができます。 

 

３．２．４．２ マイルストーンの分解 

マルチプロジェクト計画分解時のマイルストーンの分解方法を設定します。「すべての

計画に分解」、「存在していたマイルストーンのみ分解」のどちらかを選択します。「す

べての計画に分解」を選択するとマルチプロジェクト計画のマイルストーンをすべて元の

プロジェクト計画に配分します。「存在していたマイルストーンのみ分解」を選択すると

結合前から自プロジェクト計画に存在していたマイルストーンとマルチプロジェクト計画

上で新規追加されたマイルストーンを元のプロジェクト計画に配分します。 

 

３．２．４．３ 区分別ビューの分解 

マルチプロジェクト計画分解時の区分別ビューの分解方法を設定します。「すべての計

画に分解」、「存在していたグループのみ分解」のどちらかを選択します。「すべての計

画に分解」を選択するとマルチプロジェクト計画に含まれるすべてのグループを元のプロ

ジェクト計画に配分します。「存在していたグループのみ分解」を選択すると結合前から

自プロジェクト計画に存在していたグループとマルチプロジェクト計画上で新規追加され

たグループを元のプロジェクト計画に配分します。 

 

３．２．４．４ 行のマージ 

行のマージを「使用する」に設定すると、マルチプロジェクト計画作成でグループをマ

ージする場合に行もマージします。行のマージは、各プロジェクトの計画内での行の順序

はそのまま保持しますが、バーの重なりを回避するために行が増える場合があります。

「使用しない」に設定した場合には、プロジェクト毎に必ず別の行となります。デフォル

トの設定は「使用する」です。 
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３．２．４．５ 分解された計画の資源供給量 

マルチプロジェクト計画を分解した場合の各プロジェクト計画の資源供給量のコピー元

を指定します。「マルチプロジェクト計画からコピー」を指定した場合にはマルチプロジ

ェクト計画の資源供給量がコピーされ、「以前の計画からコピー」を指定した場合にはマ

ルチプロジェクト作成時に使用した計画からコピーされます。デフォルトの設定は「マル

チプロジェクト計画からコピー」です。 

 

３．２．４．６ グループの表示幅 

マルチ機能で作成するマルチプロジェクト計画（複数プロジェクトの工程計画を統合し

た工程表）のグループの表示幅を指定することができます。「マスターテンプレートの幅

で表示する」を選択すると、マスタースケジュールのグループ表示幅がマルチプロジェク

ト計画のグループ表示幅となります。但し、事前準備として、１階層目にプロジェクト名

用のグループを作成した計画テンプレートを登録し、マルチプロジェクト計画作成時にマ

スタースケジュールとして指定する必要があります。「マージしない時はクリアする」を

選択した場合は、グループ表示幅はクリアされます。 

 

３．２．５ パスワード管理 

３．２．５．１ パスワード有効日数 

パスワードの有効日数を設定します。有効日数を超えてもパスワードが変更されていな

いユーザーがログイン操作を実施すると、自動的にパスワード変更画面に遷移し、パスワ

ードの変更を求められます。「0」を設定した場合には、パスワードは無期限で有効とな

ります。 

 

３．２．５．２ パスワード文字数 

パスワードの文字数の最小値を設定します。ユーザーは登録しようとしたパスワードの

文字数が「パスワード文字数」よりも小さい場合は、エラーメッセージ「パスワードはｎ

文字以上を入力してください。」を表示します。 

 

３．２．５．３ パスワード文字種 

パスワードの文字種を設定します。「パスワード文字種」が「英数記号を各々1文字以

上含める」の場合、入力したパスワードに英字・数字・記号がそれぞれ1字以上含まれて

いない場合は、エラーメッセージ「パスワードには、英字・数字・記号を必ず含めてくだ

さい。」を表示します。 
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３．２．６ その他 

３．２．６．１ プロジェクト表示セット 

プロジェクト表示セットの「すべてのプロジェクト」を無効（非表示）とし、プロジェ

クト一覧画面のデフォルト表示セットを変更することができます。PREGARE導入初期に

大量のプロジェクトを一括登録した場合、ログインユーザーが、プロジェクト一覧画面に

おいて「すべてのプロジェクト」を一覧表示してしまうことを回避することができます。 

 

３．２．６．２ 一括ベースライン更新プロジェクト数の最大値 

一括ベースライン更新において処理できるプロジェクトの最大数を設定します。一括ベ

ースライン更新実行時にベースライン更新対象のプロジェクトが最大数を超えた場合、

「対象となるプロジェクトが多すぎます。」というメッセージが表示されます。 

 

３．２．６．３ 時刻フォーマット 

画面上に表示される日付の時刻のフォーマットを指定できます。 

 

３．２．６．４ エラーの詳細表示 

表示セット、レポート定義、計画レポート定義のアップロード時に例外が発生した場合

のアップロードエラー画面において詳細表示するか否かの設定をします。「使用しない」

を設定した場合には、SQL文等のエラー内容の詳細は表示されません。デフォルトの設定

は「使用する」です。 

 

３．２．６．５ 金額の単位 

予算、採算、コスト、コストレポートの画面に表示される通貨単位（デフォルトは

「円」「千円」「百万円」）を変更できます。「USD」等の通貨単位を使用したい場合

に変更します。 

 

３．２．６．６ 進捗・工数入力画面 プロジェクト情報表示形式 

「工数入力」画面のプロジェクト名称の表示方法を指定します。「1行(すべてを表

示) 」を選択すると、プロジェクト名称が1行にすべて表示されます。「1行(列幅は固

定)」を選択すると、固定された表示幅1行で表示されます。また、「2行(列幅は固定) 」

を選択すると、固定された表示幅2行で表示されます。 

なお、「1行(列幅は固定)」もしくは「2行(列幅は固定)」でプロジェクト名称に非表示

部分がある場合は、プロジェクト名称欄にカーソルを当てることによりプロジェクト名称

をヒント表示させることができます。 
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３．２．６．７ 進捗・工数入力画面 登録確認メッセージ 

「工数入力」画面で、登録確認のチェックボックスとメッセージを表示させるか否かの

設定をします。「使用する」を設定した場合には、工数入力画面の下部にチェックボック

スと設定したメッセージが表示されるようになり、チェックボックスにチェックを入れる

と「登録」ボタンがクリックできるようになります。 

 

３．２．６．８ 課題管理システム連携 

PREGAREの計画ファイルと連携する課題管理システムの設定をします。連携する課題

管理システムは、「Jira」または「Redmine」を選択できます。 

また、課題管理システムからの情報を連携する対象のビューを設定します。作業別ビュ

ー、区分１～４のビューから選択できます。 

３．２．７ メール関連設定 

３．２．７．１ システムメールアドレス 

このフィールドはプロジェクトの状態変化をメール送信する機能を使用する場合、イベ

ントレポートメールの送信元のメールアドレスを登録します。イベントレポートメールは

関係者に対して本メールアドレスを使って発信されます。（詳細は「９．１ イベントレ

ポートメール」を参照してください。） 

 

３．２．７．２ イベントレポートメール送信時刻設定 

イベントレポートメールの送信時刻を設定できます。送信時刻の設定方法は、下記「送

信時刻設定方法」を参照ください。イベントレポートメールは、設定された一定時刻もし

くは一定時間間隔でその間隔内に発生した状態変化をプロジェクト毎にまとめた上、1メ

ールとして登録されたシステムメールアドレスを使って送信されます。メール送信機能を

使用しない場合には、イベントレポートメール送信時刻設定欄を空白とします。（詳細は

「９．１ イベントレポートメール」を参照してください） 

 

⚫ 送信時刻設定方法 

h1-h2 ・・・ メールを送信する時刻の範囲を指定します。 

設定例) 9-17 9時から17時まで1時間おきにメール送信します。 

h1-h2/n ・・・ メールを送信する時刻の範囲と間隔を指定します。 

設定例) 9-17/2 9時から17時まで2時間おきにメール送信します。 

h1,h2,h3 ・・・ メールを送信する時刻をカンマで区切って指定します。 

設定例) 9,13,18 9時、13時、18時にメール送信します。 

* ・・・ アスタリスク(*)を1個だけ記述すると毎時を表します。 
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0時から23時まで1時間おきにメール送信します。 

空白 ・・・ メール送信しません。 

 

３．２．７．３ イベントレポートメール件名 

イベントレポートメールの件名を登録できます。イベントレポートメール件名は入力必

須項目です。（詳細は「９．１ イベントレポートメール」を参照してください。） 

 

３．２．７．４ 計画レポートメール 

計画レポートで送信するメールのタイプを指定できます。HTMLメールが使用可能であ

れば、こちらを選んで下さい。 

 

３．２．７．５ メールサーバー設定 

メール送信機能で使用するメールサーバーの設定を行います。メールサーバーのホスト

名の他に、メールサーバーの接続条件に応じて以下の項目を指定することができます。 

 

ポート ・・・ ポート25以外のポートを使用できます。 (サブミッションポートが指定されてい

るサーバーの場合) 

SMTP over SSL ・・・ SMTP over SSLを使用することができます。 

SMTP認証 ・・・ SMTP認証が必要なサーバーを使用することができます。SMTP認証が必要なサー

バーに接続する場合はユーザー名とパスワードを入力してください。 (SMTP 

AUTH) 

 

※ SMTP認証のパスワードは画面には表示されませんが、ソースにはそのままの形で含

まれています。 ブラウザーの「ソースを表示」コマンドを使えばパスワードを知ること

ができます。 PREGAREの権限設定の機能を用いて、システム設定画面にアクセスできる

ユーザーを制限するようにしてください。 
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３．３ フィールド定義の管理 

フィールド定義ファイルを用いて、プロジェクト、プログラム等のプロパティを使用方

法に合わせてカスタマイズすることができます。 

「設定管理メニュー」画面を表示し、「フィールド定義の管理」ボタンをクリックしま

す。ここでは、フィールド定義ファイルのダウンロード、アップロードおよびフィールド

定義の初期化ができます。 

フィールド定義ファイルの詳細は別紙「PREGARE15 画面カスタマイズの手引き」を参

照してください。 

 

 

３．３．１ ダウンロード 

「ダウンロード」ボタンをクリックしてフィールド定義ファイルをダウンロードしま

す。  

３．３．２ 登録 

フィールド定義ファイル指定欄の「ファイルの選択」ボタンをクリックしてください。

「ファイルの選択」ダイアログが表示されます。このダイアログで編集したフィールド定

義ファイルを指定してください。指定が完了したら、「登録」ボタンをクリックしてくだ

さい。フィールド定義ファイルをアップロードすることができます。アップロードすると

変更が反映されます。  

３．３．３ 初期化 

フィールド定義ファイルをアップロードすると「フィールド定義の初期化」領域に「初

期化」ボタンが表示されます。変更したフィールド定義を出荷時の状態に戻したいときは

「初期化」ボタンをクリックします。なお、フィールド定義を初期化すると「フィールド
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定義の初期化」領域は非表示となります。 
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３．４ プロジェクトビューの管理 

プロジェクトビューとは、プロジェクトのプロパティの中から、部署ごとや業務ごとに

管理したいフィールドを指定し、指定したフィールドのみを参照、編集できる画面です。

そのため、プロジェクトビューに定義できるフィールド（プロジェクトビューフィール

ド）は、プロジェクトのプロパティの一部となります。プロジェクトビューとプロジェク

トビューに定義するフィールドはCSVファイルでカスタマイズすることができます。 

「設定管理メニュー」画面を表示し、「プロジェクトビューの管理」ボタンをクリック

します。ここでは、プロジェクトビューCSV情報、プロジェクトビューフィールドCSV情

報のダウンロード、アップロードができます。 

プロジェクトビューCSV情報、プロジェクトビューフィールドCSV情報の内容は、「付

録 １．ｃｓｖファイル定義＜プロジェクトビューデータ＞」、「付録 １．ｃｓｖファ

イル定義＜プロジェクトビューフィールドデータ＞」を参照してください。 

 

 

３．４．１ プロジェクトビューのダウンロード 

「プロジェクトビュー」領域の「CSVダウンロード」ボタンをクリックして、プロジェ

クトビューCSVファイルをダウンロードします。 

 

３．４．２ プロジェクトビューの登録 

「プロジェクトビュー」領域のファイル指定欄にある「ファイルの選択」ボタンをクリ

ックしてください。「ファイルの選択」ダイアログが表示されます。このダイアログで編

集したプロジェクトビューCSVファイルを指定してください。CSVファイルのフォーマッ

トは、「付録 １．ｃｓｖファイル定義＜プロジェクトビューデータ＞」を参照してくだ

さい。なお、作成できるプロジェクトビューは12個までとなります。 

指定が完了したら、「CSV登録」ボタンをクリックしてください。プロジェクトビュー

CSVファイルをアップロードすることができます。アップロード完了後は、一度ログアウ
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トしてから再度ログインすると変更が反映されます。 

 

３．４．３ プロジェクトビューフィールドのダウンロード 

「プロジェクトビューフィールド」領域の「CSVダウンロード」ボタンをクリックし

て、プロジェクトビューフィールドCSVファイルをダウンロードします。 

 

３．４．４ プロジェクトビューフィールドの登録 

「プロジェクトビューフィールド」領域のファイル指定欄にある「ファイルの選択」ボ

タンをクリックしてください。「ファイルの選択」ダイアログが表示されます。このダイ

アログで編集したプロジェクトビューフィールドCSVファイルを指定してください。CSV

ファイルのフォーマットは、「付録 １．ｃｓｖファイル定義＜プロジェクトビューフィ

ールドデータ＞」を参照してください。指定が完了したら、「CSV登録」ボタンをクリッ

クしてください。プロジェクトビューフィールドCSVファイルをアップロードすることが

できます。アップロードすると変更が反映されます。  
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３．５ 計画テンプレートの管理 

この機能では、「７．９ 計画タブ」で、各プロジェクトの工程表作成時に雛型として使

用する計画テンプレート（工程’sファイル）を登録できます。また、「７．１１ マルチタ

ブ」でマルチプロジェクト作成時には、計画テンプレートからマスタースケジュールを選

択しますが、マスタースケジュールはここで登録した計画テンプレートより選択します。 

「設定管理メニュー」画面から、「計画テンプレートの管理」ボタンをクリックして計

画テンプレート一覧を表示します。一覧画面の「ダウンロード」ボタンをクリックすると

計画テンプレートファイルのダウンロードができます。また、一覧画面の対象の行をクリ

ックすると、計画テンプレート編集画面が表示され、計画テンプレートの属性の変更と計

画テンプレートファイルのダウンロード、アップロードができます。 

計画テンプレートの編集は計画テンプレートをダウンロードして、工程’s で行います。

編集した計画テンプレートをアップロードすると計画テンプレートが上書きされます。 
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３．５．１ 計画テンプレートのダウンロード 

「計画テンプレート一覧」画面に表示されている「ダウンロード」ボタンをクリックし

てください。計画テンプレートがクライアントPCにダウンロードされ、工程’s で編集で

きるようになります。 

また、計画テンプレート編集画面からも計画テンプレートファイルのダウンロードがで

きます。 

ダウンロードした計画テンプレートを保存する場所は、後に計画テンプレートをアップ

ロードするためにわかりやすい位置に指定してください。 

なお、ダウンロードされた計画テンプレートの資源マスターには、PREGARE で登録済

みの全資源が登録されており、工程’sでは資源コードや資源名の追加、変更ができませ

ん。ただし、「プロジェクト資源」で「使用する」を選択した場合は、各プロジェクトの

「７．９ 計画タブ」でダウンロードする時には、「７．３ プロジェクトタブ」で関連付

けされた資源のみが登録されます。 

 

３．５．２ 計画テンプレートの新規作成 

計画テンプレートを新規で作成する場合には、計画テンプレート一覧画面で「新規」ボ

タンをクリックします。計画テンプレート新規画面の「テンプレートコード[必須]」、

「テンプレート名称[必須]」を入力します。続けて、テンプレートの内容がわかるように

「バージョン」、「コメント」を入力します。「計画ファイル[必須]」の「ファイルの選

択」ボタンをクリックすると、「ファイルの選択」ダイアログが表示されます。このダイ

アログでアップロードするテンプレートファイルを指定してください。指定が完了し、

「登録」ボタンをクリックすると計画テンプレートをアップロードして一覧画面に戻りま

す。 

マルチ機能で使用するマスタースケジュールも計画テンプレートとして登録します。マ

ルチプロジェクト計画のグループの表示幅を指定する（システム設定で選択する）場合に

は、マスタースケジュールのグループ階層にプロジェクト名称表示用の階層を作成する必

要があります。 

 

３．５．３ 計画テンプレートの編集 

登録済み計画テンプレートを更新する場合には、一覧画面の対象の行をクリックし、計

画テンプレート編集画面を表示します。この画面から計画テンプレートファイルのアップ

ロードを行います。必要に応じて「テンプレート名称[必須]」「バージョン」、「コメン

ト」を変更します。「計画ファイル」の「ファイルの選択」ボタンをクリックすると、
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「ファイルの選択」ダイアログが表示されます。このダイアログでアップロードするテン

プレートファイルを指定してください。指定が完了したら、「登録」ボタンをクリックし

てください。工程’s で作成した計画テンプレートを上書きアップロードすることができま

す。 

 

※ プロジェクトおよびマルチプロジェクトの計画ファイルで資源の負荷調整を行う場

合はアップロードする計画テンプレートに資源供給量を設定します。資源供給量は、資源

マスターの「山積みグラフの表示」で“あり”を選択し、山積みグラフ欄に資源供給量を登

録する資源を表示して設定します。 

 

アップロードされた計画テンプレートは、資源マスターを除くすべての設定（上記で設

定した資源供給量を含む）が計画テンプレートとして保存されます。 

登録された計画テンプレートに対して「テンプレートコード[必須]」、「テンプレート

名称[必須]」、「バージョン」、「コメント」を修正することができます。 

一覧画面の対象の行をクリックし、計画テンプレート編集画面を表示します。「テンプ

レートコード[必須]」、「テンプレート名称[必須]」、「バージョン」、「コメント」を

修正して「登録」ボタンをクリックすると計画テンプレートの情報を更新して一覧画面に

戻ります。また、不要となった計画テンプレートは「削除」ボタンをクリックすることで

削除できます。 
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３．６ 印刷パターンテンプレートの管理 

この機能では、「７．９ 計画タブ」で各計画の印刷パターンファイル作成時に雛型とし

て使用する印刷パターンテンプレート（ｂｃｆｘファイル）を登録できます。「７．１１ 

マルチタブ」でマルチプロジェクト作成時も同様に、ここで登録した印刷パターンテンプ

レートより雛型を選択して、印刷パターンファイルを作成します。 

「設定管理メニュー」画面から、「印刷パターンテンプレートの管理」ボタンをクリッ

クして印刷パターンテンプレート一覧を表示します。一覧画面の「ダウンロード」ボタン

をクリックすると、印刷パターンファイルのダウンロードができます。また、一覧画面の

対象の行をクリックすると、「印刷パターンテンプレート編集」画面が表示され、印刷パ

ターンテンプレートの属性の変更、ダウンロードおよびアップロードができます。 

印刷パターンテンプレートの編集は、印刷パターンテンプレートをダウンロードして、

BarChart Factoryで行います。編集した印刷パターンテンプレートをアップロードする

と印刷パターンテンプレートが上書きされます。 
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３．６．１ 印刷パターンテンプレートのダウンロード 

「印刷パターンテンプレート一覧」画面に表示されている「ダウンロード」ボタンをク

リックしてください。印刷パターンテンプレートがクライアントPCにダウンロードさ

れ、BarChart Factoryで編集できるようになります。 

また、「印刷パターンテンプレート編集」画面からも印刷パターンテンプレートのダウ

ンロードができます。 

ダウンロードした印刷パターンテンプレートを保存する場所は、後に印刷パターンテン

プレートをアップロードするためにわかりやすい位置に指定してください。 

 

３．６．２ 印刷パターンテンプレートの新規作成 

印刷パターンテンプレートを新規で作成する場合には、「印刷パターンテンプレート一

覧」画面で「新規」ボタンをクリックします。「印刷パターンテンプレート新規」画面の

「テンプレートコード[必須]」、「テンプレート名称[必須]」を入力します。 

続けて、テンプレートの内容がわかるように「バージョン」、「コメント」を入力しま

す。「ファイル名[必須]」の「ファイルの選択」ボタンをクリックすると、「ファイルの

選択」ダイアログが表示されます。このダイアログでアップロードする印刷パターンファ

イルを指定してください。指定が完了し、「登録」ボタンをクリックすると印刷パターン

テンプレートをアップロードして一覧画面に戻ります。 

 

３．６．３ 印刷パターンテンプレートの編集 

登録済みの印刷パターンテンプレートを更新する場合は、一覧画面の対象の行をクリッ

クし、「印刷パターンテンプレート編集」画面を表示します。この画面から印刷パターン

テンプレートファイルのアップロードを行います。必要に応じて「テンプレートコード」

「テンプレート名称[必須]」「バージョン」、「コメント」を変更します。「ファイル

名」の「ファイルの選択」ボタンをクリックすると、「ファイルの選択」ダイアログが表

示されます。このダイアログでアップロードする印刷パターンファイルを指定してくださ

い。指定が完了したら、「登録」ボタンをクリックしてください。BarChart Factoryで

作成した印刷パターンテンプレートを上書きアップロードすることができます。 

 

登録された印刷パターンテンプレートに対して「テンプレートコード[必須]」、「テン

プレート名称[必須]」、「バージョン」、「コメント」を修正することができます。 

一覧画面の対象の行をクリックし、「印刷パターンテンプレート編集」画面を表示しま

す。「テンプレートコード[必須]」、「テンプレート名称[必須]」、「バージョン」、
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「コメント」を修正して「登録」ボタンをクリックすると印刷パターンテンプレートの情

報を更新して一覧画面に戻ります。 

 

また、不要となった印刷パターンテンプレートは、「印刷パターンテンプレート編集」

画面の「削除」ボタンをクリックすることで削除できます。 
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３．７ CSV登録 

「設定管理メニュー」画面を表示し、「CSV登録」ボタンをクリックします。ここで

は、プロジェクト、プログラム、PMｒ、費目、資源、ユーザー、ユーザーグループ、月

間稼働日数の各データのCSV一括登録ができます。 

 

 

 

３．７．１ プロジェクトデータ読み込み 

CSV形式で作成されたプロジェクト情報を一括取り込みするための機能です。この機能

により、プロジェクト情報の初期入力の負荷を軽減することができます。 

アップロード対象として「プロジェクト」を選択し、「CSV登録」ボタンの隣に存在す

る「ファイルの選択」ボタンをクリックしてください。「ファイルの選択」ダイアログが

表示されます。このダイアログで作成されたプロジェクト情報CSVファイルを指定してく

ださい。指定が完了したら、「CSV登録」をクリックしてください。プロジェクト情報を

一括アップロードすることができます。アップロードが終了すると実行結果が画面に表示

されます。 

プロジェクト情報は「プロジェクトコード」の重複が不可となっています。プロジェク

ト情報CSVファイル中の「プロジェクトコード」と同一プロジェクトコードのレコードが

存在しなければ、プロジェクトは新たに追加生成されます。もし、PREGARE で「プロジ

ェクトコード」が一致するプロジェクトが存在している場合は、既存のプロジェクトが読

み込んだCSV情報によって上書きされます。 

プロジェクトCSV情報の内容は「付録 １．CSVファイル定義＜プロジェクトデータ

＞」を参照してください。 

 

※ プロジェクト情報においてPMｒ及びプログラムを指定する場合がありますので、

プロジェクト情報をアップロードする前に必要に応じてPMｒ及びプログラムデータの入
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力をしてください。存在しないPMｒコード、プログラムコードを指定した場合には、該

当するプロジェクト情報はエラー表示がされて登録されません。 

３．７．２ プログラムデータ読み込み 

CSV形式で作成されたプログラム情報を一括取り込みするための機能です。この機能に

より、プログラム情報の初期入力の負荷を軽減することができます。 

アップロード対象として「プログラム」を選択し、「CSV登録」ボタンの隣に存在する

「ファイルの選択」ボタンをクリックしてください。「ファイルの選択」ダイアログが表

示されます。このダイアログで作成されたプログラム情報CSVファイルを指定してくださ

い。指定が完了したら、「CSV登録」をクリックしてください。プログラム情報を一括ア

ップロードすることができます。アップロードが終了すると実行結果が画面に表示されま

す。 

プログラム情報は「プログラムコード」の重複が不可となっています。プログラム情報

CSVファイル中の「プログラムコード」と同一プログラムコードのレコードが存在しなけ

れば、プログラムは新たに追加生成されます。もし、PREGAREに「プログラムコード」

が一致するプログラムが存在している場合は、既存のプログラムが読み込んだCSV情報に

よって上書きされます。 

プログラムCSV情報の内容は「付録 １．CSVファイル定義＜プログラムデータ＞」を

参照してください。  

３．７．３ PMrデータ読み込み 

CSV形式で作成されたPMｒ情報を一括取り込みするための機能です。この機能によ

り、PMｒ情報の初期入力の負荷を軽減することができます。 

アップロード対象として「PMｒ」を選択し、「CSV登録」ボタンの隣に存在する「フ

ァイルの選択」ボタンをクリックしてください。「ファイルの選択」ダイアログが表示さ

れます。このダイアログで作成されたPMｒ情報CSVファイルを指定してください。指定

が完了したら、「CSV登録」をクリックしてください。PMｒ情報を一括アップロードす

ることができます。アップロードが終了すると実行結果が画面に表示されます。 

PMｒ情報は「PMｒコード」の重複が不可となっています。PMｒ情報CSVファイル中の

「PMｒコード」と同一PMｒコードのレコードが存在しなければ、PMｒは新たに追加生

成されます。もし、PREGARE に「PMｒコード」が一致するPMｒが存在している場合

は、既存のPMｒが読み込んだCSV情報によって上書きされます。 

PMｒCSV情報の内容は「付録 １．CSVファイル定義＜PMrデータ＞」を参照してくだ

さい。  
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３．７．４ 費目データ読み込み 

CSV形式で作成された費目情報を一括取り込みするための機能です。この機能により、

費目情報の初期入力の負荷を軽減することができます。 

アップロード対象として「費目」を選択し、「CSV登録」ボタンの隣に存在する「ファ

イルの選択」ボタンをクリックしてください。「ファイルの選択」ダイアログが表示され

ます。このダイアログで作成された費目情報CSVファイルを指定してください。指定が完

了したら、「CSV登録」をクリックしてください。費目情報を一括アップロードすること

ができます。アップロードが終了すると実行結果が画面に表示されます。 

費目情報は「費目コード」の重複が不可となっています。費目情報CSVファイル中の

「費目コード」と同一費目コードのレコード存在しなければ、費目は新たに追加生成され

ます。もし、PREGARE で「費目コード」が一致する費目が存在している場合は、既存の

費目が読み込んだCSV情報によって上書きされます。 

費目CSV情報の内容は「付録 １．CSVファイル定義＜費目データ＞」を参照してくだ

さい。 

３．７．５ 資源データ読み込み 

CSV形式で作成された資源情報を一括取り込みするための機能です。この機能により、

資源情報の初期入力の負荷を軽減することができます。 

アップロード対象として「資源」を選択し、「CSV登録」ボタンの隣に存在する「ファ

イルの選択」ボタンをクリックしてください。「ファイルの選択」ダイアログが表示され

ます。このダイアログで作成された資源情報CSVファイルを指定してください。指定が完

了したら、「CSV登録」をクリックしてください。資源情報を一括アップロードすること

ができます。アップロードが終了すると実行結果が画面に表示されます。 

資源情報は「資源コード」の重複が不可となっています。資源情報CSVファイル中の

「資源コード」と同一資源コードのレコードが存在しなければ、資源は新たに追加生成さ

れます。もし、PREGARE で「資源コード」が一致する資源が存在している場合は、既存

の資源が読み込んだCSV情報によって上書きされます。 

資源CSV情報の内容は「付録 １．CSVファイル定義＜資源データ＞」を参照してくだ

さい。 

なお、資源コードには、半角英小文字は使用できませんのでご注意ください。 

※ 資源情報には費目のデータが含まれていますので、資源情報をアップロードする前に

費目データの入力をしてください。存在しない費目コードを指定した場合には、該当する

資源情報はエラー表示がされて登録されません。 
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３．７．６ ユーザーデータ読み込み 

CSV形式で作成されたユーザー情報を一括取り込みするための機能です。この機能によ

り、ユーザー情報の初期入力の負荷を軽減することができます。 

アップロード対象として「ユーザー」を選択し、「CSV登録」ボタンの隣に存在する

「ファイルの選択」ボタンをクリックしてください。「ファイルの選択」ダイアログが表

示されます。このダイアログで作成されたユーザー情報CSVファイルを指定してくださ

い。指定が完了したら、「CSV登録」をクリックしてください。ユーザー情報を一括アッ

プロードすることができます。アップロードが終了すると実行結果が画面に表示されま

す。 

ユーザー情報は「ログイン名」の重複が不可となっています。ユーザー情報CSVファイ

ル中の「ログイン名」と同一ログイン名のレコードが存在しなければ、ユーザーは新たに

追加生成されます。もし、PREGARE で「ログイン名」が一致するユーザーが存在してい

る場合は、既存のユーザーが読み込んだCSV情報によって上書きされます。但し、パスワ

ードの上書きはされません。 

ユーザーCSV情報の内容は「付録 １．CSVファイル定義＜ユーザーデータ＞」を参照

してください。 

※ 各ユーザーに付与する「８．３．２ ロール」の情報もユーザー情報として一括取り

込みすることができます。ロールは「ロールの管理」画面に表示されるグローバルロール

のロールIDで指定します。複数のロールを指定する場合にはロールIDを「;」(セミコロ

ン)で区切って、全体を「”」(ダブルクォーテーション)で囲んでください。ユーザー情報

をアップロードする前に必要なロールデータの登録をしてください。存在しないロール

IDを指定した場合には、該当するユーザー情報はエラー表示がされて登録されません。 

３．７．７ ユーザーグループデータ読み込み 

CSV形式で作成されたユーザーグループとユーザーの紐付け情報を一括取り込みするた

めの機能です。この機能により、ユーザーグループとユーザーの紐付け情報の初期入力の

負荷を軽減することができます。 

アップロード対象として「ユーザーグループ」を選択し、「CSV登録」ボタンの隣に存

在する「ファイルの選択」ボタンをクリックしてください。「ファイルの選択」ダイアロ

グが表示されます。このダイアログで作成されたユーザーグループ情報CSVファイルを指

定してください。指定が完了したら、「CSV登録」をクリックしてください。ユーザーグ

ループ情報を一括アップロードすることができます。アップロードが終了すると実行結果

が画面に表示されます。 

ユーザーグループ情報として、既に登録済みの「ユーザーグループ名」とユーザーグル
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ープに属するユーザーの「ログイン名」及び「ユーザー名」の紐付け情報をアップロード

します。PREGAREに未登録のユーザーグループやユーザーの情報は取り込みができませ

ん。 

ユーザーグループCSV情報の内容は「付録 １．CSVファイル定義＜ユーザーグループ

データ＞」を参照してください。 

３．７．８ 月間稼働日数データ読み込み 

CSV形式で作成された月間稼動日数情報を取り込むための機能です。このデータは以下

の処理に使用されます。 

● 「月別工数マトリクス」レポートでの工数人月表示の計算に使用されます。 

● 「予算タブ」での予定工数CSV登録時に、CSVファイルの予定工数を「人月」

で指定された場合の、「人日」への変換処理で使用します。 

月間稼働日数データは「人月」工数と「人日」工数の変換に使用します。ＰREGARE内

部では工数は「人時」でデータは管理されていますが、上記のようなレポートや投入デー

タは「人月」での表現を許しているため変換が必要です。「人月」工数と「人日」工数の

変換は「システム設定」画面の「月当たりの稼働日数」を使用しても可能ですが、この値

はどの月でも同じ値となり、精度が低いため、精度の高い変換が必要な場合にはこの月間

稼働日数データを設定して使用して下さい。 

月間稼働日数データ指定欄の「ファイルの選択」ボタンをクリックしてください。「フ

ァイルの選択」ダイアログが表示されます。このダイアログで作成された月間稼働日数情

報CSVファイルを指定してください。指定が完了したら、月間稼働日数の「CSV登録」を

クリックしてください。月間稼動日数情報をアップロードすることができます。アップロ

ードが終了すると実行結果が画面に表示されます。 

月間稼動日数のCSVアップロード時には、既にCSV登録されている月間稼働日数データ

が全て削除され、アップロードしたデータに置き換わります。よって、空ファイルを登録

すると全月間稼働日数データが削除されます。 

また、CSV登録したデータはPREGAREの画面上には表示されないため、登録データを

確認するには「CSVダウンロード」ボタンをクリックして、月間稼働日数データをダウン

ロードします。 

月間稼動日数CSV情報の内容は「付録 １．CSVファイル定義＜月間稼働日数データ

＞」を参照してください。 
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３．８ 工種の管理 

「設定管理メニュー」画面を表示し、「工種の管理」ボタンをクリックします。ここで

は、工種の追加、削除、表示順序の変更ができます。工種は「設計」「開発」等の作業の

種別を示し、予算工数や実績工数を入力、集計する区分となります。なお、工種指定区分

（工程’sの工種対応の区分の指定）の設定は「システム設定」で行います。 

 

 

３．８．１ 工種の追加 

工種追加の下の入力フィールドに追加したい工種を入力し、「工種を追加する」ボタン

をクリックして工種を追加します。その後、「登録」ボタンをクリックして工種を登録し

ます。 

  

３．８．２ 工種の無効 

既に登録されている工種の行上にマウスを移動すると「無効にする」ボタンが表示され

ます。「無効にする」ボタンをクリックすると、選択された工種が無効となります。「有

効にする」ボタンを押すことにより、無効にした工種を有効にすることができます。 

  

３．８．３ 工種の表示順序 

工種を選択してドラッグ＆ドロップすることにより工種の表示順序を変更できます。そ

の後、「登録」ボタンをクリックして表示順序を登録します。 

マウスを工種の行上に移動すると

「無効にする」ボタンが表示される 
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ここで指定した表示順序は「７．１９．４．３ 工数マトリクスレポート」の工種の表示

順やPREGAREクライアントのドロップダウンリストの表示順に反映されます。 

 

工種とグループの関連付け 

 

 

工種と工程’ｓの第1

階層を関連付ける 

工種「設計」の予算工数とし

て集計する 

工種「会議準備」の予算工数

として集計する 

  
工種「会議」の予算

工数として集計する 

工種「フェーズイベン

ト」の予算工数として

集計する 

工種「回路設計」の

予算工数として集計

する 

工種指定区分：システム設定

でビューを指定する 

工種「事務」の予算

工数として集計する 
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ワークパッケージとグループの関連付け 

 

工種と工程’ｓの第1階

層を関連付ける 

ワークパッケージ名称として登

録される 

※グループID必須 
ワークパッケージ「設計書作

成」の予算工数として集計す

る 

必要資源を設定することにより

担当者を登録する（レベル/ト

ータルを0にすると山積みグラ

フに影響しません） 

ワークパッケージ「レビュー」

の予算工数として集計する 

ワークパッケージ「日程調

整」の予算工数として集計す

る 

ワークパッケージ「会

議」の予算工数として集

計する 

ワークパッケージ「資料作

成」の予算工数として集計

する 
工種指定区分：システム設定

でビューを指定する 
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３．９ ロールの管理 

「設定管理メニュー」の「ロールの管理」ボタンをクリックすると、「ロールの管理」

画面が表示されます。対象の行をクリックすると、既存のロールの内容を編集することが

できます。「新規」ボタンをクリックすると、新規のロールを登録することができます。 

ロールやパーミッションに関する詳細は「８．権限」をご参照ください。 

 

 

 

３．９．１ ロール新規 

「ロールの管理」画面で「新規」ボタンをクリックすると「ロール新規」画面が表示さ

れます。ロールＩＤは自動採番されます。ロール名は入力必須項目です。必要な項目を入

力して、「登録」ボタンをクリックすると新規ロールが登録されます。 

ロールの種類には、グローバルロールとオブジェクトロールがあります。 

グローバルロールとは、タブ、メニュー（「３． 設定管理メニュー」）に関する（使

用）権限やすべてのオブジェクトに対する新規作成、参照、更新、削除の権限、およびす

べてのプロジェクトや資源に関する権限等を規定するためのロールです。 

オブジェクトロールとは、個別のオブジェクトに対する参照、更新、削除や権限更新の

権限、および個別のプロジェクトや資源に関する権限等を規定するためのロールです。 

「ロール新規」画面で「登録」ボタンをクリックすると新規ロールが登録されて、

「３．９．２ ロール編集」画面が表示されます。この画面でロールにパーミッションを

設定してください。  
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３．９．２ ロール編集 
「ロールの管理」画面の対象の行をクリックし、「ロール編集」画面を表示します。

「ロール編集」画面では、ロール情報の編集・再登録、削除、パーミッション（権限）設

定ができます。 

パーミッション設定では、該当するロールごとにユーザーに付与する権限が設定できま

す。必要な権限を設定したら「パーミッションを設定する」ボタンをクリックして権限付

与します。パーミッション設定は「登録」ボタンをクリックしても更新できませんのでご

注意ください。 

パーミッションの詳細については「８．権限」を参照してください。 

ロール情報では「ロール名」のみ編集できます。ロール名を編集した後、「登録」ボタ

ンをクリックして更新します。ロール情報は「パーミッションを設定する」ボタンをクリ

ックしても更新できませんのでご注意ください。 

「削除」ボタンをクリックするとロールが削除されますが、既にユーザーもしくはユー

ザーグループに付与されているロールは削除できません。 
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３．１０ 資源グループの管理 

「設定管理メニュー」画面を表示し、「資源グループの管理」ボタンをクリックする

と、資源グループの一覧が表示されます。ここでは、資源グループの登録、編集、削除が

できます。登録された資源グループは資源の「資源グループ名称」欄のドロップダウンリ

ストに表示され、資源のプロパティとして設定できます。資源に資源グループを登録する

と、「月別工数マトリクス」レポートにおいて資源グループ単位の工数集計が可能となり

ます。 

 

 

 

３．１０．１ 資源グループの登録 

「資源グループの管理」画面の「新規」ボタンをクリックすると「資源グループの編

集」画面が表示されます。「資源グループコード」「資源グループ名称」共、必須項目で

す。「資源グループコード」は重複不可となっておりますが、「資源グループ名称」は重

複可能です。 

また、画面下部のアップロード欄からCSV形式で作成された資源グループ情報を一括登

録できます。「ファイルの選択」ボタンをクリックすると、「ファイルの選択」ダイアロ

グが表示されます。このダイアログで作成した資源グループ情報CSVファイルを指定して

ください。指定が完了したら、「CSV登録」をクリックしてください。アップロードが終

了すると実行結果が画面に表示されます。 

既存レコードの中に資源グループ情報CSVファイル中の「資源グループコード」と同一

のコードが1件でも存在している場合は、すべての資源グループ情報が読み込まれませ

ん。 

資源グループCSV情報の内容は「付録１．CSVファイル定義＜資源グループデータ＞」
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を参照してください。 

３．１０．２ 資源グループの編集 

「資源グループの管理」画面の資源グループ名称の隣に表示されているリンク「Edit」

をクリックすると「資源グループの編集」画面が表示され、資源グループ情報を編集する

ことができます。 

「登録」ボタンをクリックすると、編集した内容で資源グループ情報を更新します。 

また、「資源グループの管理」画面の資源グループに対応するチェックボックスにチェ

ックをして、「削除」ボタンをクリックすると、該当する資源グループを削除することが

できます。該当する資源グループが資源で使用されている場合でも、資源グループは削除

されます。 

３．１０．３ 資源グループの表示順 

「資源グループの管理」画面の資源グループは資源グループコード順に表示されます。

「月別工数マトリクス」レポートにおいても、資源グループは「資源グループの管理」画

面と同様、資源グループコード順に表示されます。従って、「月別工数マトリクスレポー

ト」で表示したい順に資源グループが並ぶように資源グループコードを登録してくださ

い。 

 

３．１０．４ 資源グループ情報のCSV出力 

「資源グループの管理」画面上の「CSV」ボタンをクリックすると、画面に表示されて

いる資源グループに関する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。CSVフ

ァイルのフォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜資源グループデータ＞」

を参照してください。 
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３．１１ ユーザーグループの管理 

「設定管理メニュー」の「ユーザーグループの管理」ボタンをクリックすると、「ユー

ザーグループの管理」画面が表示されます。対象の行をクリックすると、既存のユーザー

グループ情報の編集やロール設定をすることができます。「新規」ボタンをクリックする

と、新規のユーザーグループ情報を登録することができます。ユーザーグループにより、

ユーザーをグループ化して、ユーザーのグループに対して権限を付与できます。 
 

 

 

３．１１．１ ユーザーグループ検索 
「ユーザーグループの管理」画面でユーザーグループ検索を実施することができます。

検索条件を入力し、「検索」ボタンをクリックすると、検索条件に合致するユーザーグル

ープが表示されます。検索は部分一致条件で実施されます。 

 

３．１１．２ ユーザーグループ新規 
「ユーザーグループの管理」画面で「新規」ボタンをクリックすると「ユーザーグルー

プ新規」画面が表示されます。ユーザーグループＩＤは自動採番されます。ユーザーグル

ープ名は入力必須項目です。ユーザーグループ名は重複しないように設定してください。

ユーザーグループ名を入力し、「登録」ボタンをクリックすると新規ユーザーグループが

登録されます。新規ユーザーグループが登録されると続いて「３．１１．３ ユーザーグ

ループ編集」画面が表示されます。この画面でユーザーグループにグローバルロールの設

定を行ってください。  
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３．１１．３ ユーザーグループ編集 
「ユーザーグループの管理」画面から対象の行をクリックすると、「ユーザーグループ

編集」画面が表示されます。「ユーザーグループ編集」画面では、ユーザーグループ名の

編集、削除、ユーザーグループに属するユーザーの登録・削除、グローバルロールの設定

ができます。グローバルロール設定では、ユーザーグループに対して付与する使用権限を

規定したロールをチェックします。その後、「ロールを設定する」ボタンをクリックする

と、該当するユーザーグループのロールを設定することができます。ユーザーグループに

ロールを設定した場合、ユーザーグループに設定した権限は、ユーザーグループに属する

ユーザーにも付与されます。ロールの詳細については「３．９ ロールの管理」を参照し

てください。 
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３．１２ ユーザーの管理 

「設定管理メニュー」の「ユーザーの管理」ボタンをクリックすると、「ユーザーの管

理」画面が表示されます。対象の行をクリックすると、既存のユーザー情報の編集やロー

ル設定をすることができます。「新規」ボタンをクリックすると、新規のユーザー情報を

登録することができます。 
 

 

 

３．１２．１ ユーザー検索 
「ユーザーの管理」画面でユーザー検索を実施することができます。検索条件を入力

し、「検索」ボタンをクリックすると、検索条件に合致するユーザーが表示されます。検

索は部分一致条件で実施されます。 

「削除ずみユーザーを含める」をチェックすると検索条件に合致する場合、論理削除さ

れたユーザーも一覧に表示します。 

「Planow使用権限を持つユーザーのみ検索する」をチェックすると、Planow使用権限

を有するユーザーのみ検索します。 

３．１２．２ ユーザー新規 
「ユーザーの管理」画面で「新規」ボタンをクリックすると「ユーザー新規」画面が表

示されます。ユーザーＩＤは自動採番されます。ログイン名とパスワードは入力必須項目

です。ログイン名は重複しないように設定してください。「関連する資源（工数入力対

象）」でログインユーザーと資源の関連付けができます。登録するログインユーザーが工

数入力する資源（ログインユーザー自身の資源）を１つ登録でき、ユーザーには関連付け

した資源の工数を入力する権限が自動的に付与されます。「クリア」ボタンをクリックす

ると、関連付けした資源がクリアされます。必要な項目を入力し、「登録」ボタンをクリ

ックすると新規ユーザーが登録されます。新規ユーザーが登録されると続いて「３．１

２．３ ユーザー編集」画面が表示されます。この画面でユーザーにグローバルロールの

設定を行ってください。  
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３．１２．３ ユーザー編集 
「ユーザーの管理」画面から対象の行をクリックすると、「ユーザー編集」画面が表示

されます。「ユーザー編集」画面では、ユーザー情報の編集・再登録、削除、パスワード

変更、ユーザーグループ、グローバルロールの設定ができます。グローバルロール設定で

は、ユーザーに対して付与する使用権限を規定したロールをチェックします。その後、

「ロールを設定する」ボタンをクリックすると、該当するユーザーのロールを設定するこ

とができます。ロールの詳細については「３．９ ロールの管理」を参照してください。 

 

３．１２．４ ユーザー情報 
「ユーザーの管理」画面で「削除ずみユーザーを含める」をチェックして検索した場

合、一覧に表示される論理削除されたユーザーの行をクリックすると「ユーザー情報」画

面に遷移します。 

ユーザー情報画面では、論理削除されたユーザーの情報が参照できます。但し、論理削

除されたユーザーのユーザー情報は編集できません。 
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３．１３ ドキュメント種別の管理 

「設定管理メニュー」画面を表示し、「ドキュメント種別の管理」ボタンをクリックし

ます。ここでは、プロジェクト、プロジェクトアイテム、プログラムに登録するドキュメ

ントの種別（「見積書」「設計書」等の文書の種類）の追加、削除ができます。登録した

ドキュメント種別は、プロジェクト、プロジェクトアイテム、プログラムのドキュメント

登録時にリスト表示され、種別を選択できます。なお、ドキュメント登録機能は有償のオ

プション機能です。 

 

３．１３．１ ドキュメント種別の追加 

プロジェクト、プロジェクトアイテム、プログラムの追加ボタンの左側にある入力フィ

ールドに追加したいドキュメント種別を入力し、「追加」ボタンをクリックしてドキュメ

ント種別を追加します。その後、「登録」ボタンをクリックしてドキュメント種別を登録

します。 

  

３．１３．２ ドキュメント種別の削除 

既に登録されているドキュメント種別の行上にマウスを移動すると「削除」ボタンが表

示されます。「削除」ボタンをクリックすると、選択されたドキュメント種別が非表示と

なります。その後、「登録」ボタンをクリックしてドキュメント種別を削除します。 

マウスをドキュメントの行上に移動す

ると「削除」ボタンが表示される 
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３．１３．３ ドキュメント種別の表示順序 

ドキュメント種別は文字コード順に表示され、表示順序は変更できません。 
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３．１４ プロジェクトステータス設定 

プロジェクトステータスとは、「７．３ プロジェクトタブ」でプロジェクトプロパティ

に登録されるステータスのことであり、フィールド定義変更によりカスタマイズされてい

る場合には、修正されたステータスが反映されます。 

「設定管理メニュー」画面を表示し、「プロジェクトステータス設定」ボタンをクリッ

クします。プロジェクトステータスに対してプロジェクトデータ更新の許可/禁止を選択

し、「登録」ボタンをクリックすると各ステータスにおける更新の許可/禁止が設定でき

ます。 

 

「更新を禁止する」が選択された場合には、プロジェクトの更新/削除に関する下記操

作が禁止されます。 

タブ 禁止される操作 

プロジェクト 編集、集計 

プロジェクトアイテム 新規作成、編集、削除 

スコープタブ 編集 

計画 チェックアウト、アップロード（登録/強制登録）、テンプレートから作成、

計画ファイルの編集（バージョン、コメントの編集） 

進捗 進捗入力 

予算 計画予算更新(一括ベースライン更新含む)、計画予算の予算入力、実行予算ベ

ースライン更新(一括ベースライン更新含む)、実行予算の予算入力、予定工数

データのアップロード、予定工数データの削除 

コスト 工数集計、経費集計、実績入力 

採算 前年度繰越、採算入力、売上／原価のアップロード、売上／原価の削除 

出来高 成果物構成の変更（追加、削除、コピー）、成果物のプロパティ（進捗率を含

む）の変更、積上集計、配分計算、比重コピー 

マルチ マルチプロジェクト計画の分解による計画更新 

工数 工数入力、変更、工数データのアップロード、進捗入力 

経費予算 経費予算データのアップロード、経費予算データの削除 

経費 経費データのアップロード、経費データの削除 

設定管理メニュー プロジェクトCSVアップロードで、該当するプロジェクトの上書きを禁止 
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３．１５ プロジェクトアイテムステータス設定 

プロジェクトアイテムステータスとは、プロジェクトアイテムのプロパティの１つで、

プロジェクトアイテムの現在の状態を表します。初期値として「計画中」「実行中」「完

了」「中止」「廃棄」の５つのステータスが登録されています。この「プロジェクトアイ

テムステータス設定」画面では、ステータスごとに更新の許可／禁止を設定することがで

きます。（フィールド定義ファイルを変更することで、項目をカスタマイズすることがで

きます） 

「設定管理メニュー」の「プロジェクトアイテムステータス設定」ボタンをクリックす

ると、「プロジェクトアイテムステータス設定」画面が表示されます。プロジェクトアイ

テムステータスに対してプロジェクトアイテムデータ更新の許可/禁止を選択し、「登

録」ボタンをクリックすると、各ステータスにおける更新の許可/禁止が設定できます。

「更新を禁止する」が選択された場合には、プロジェクトアイテムの更新/削除に関する

操作が禁止されます。 

 

 

 

例えば、上図のようにあらかじめ「完了」「中止」「廃棄」のステータスに「更新を禁

止する」を設定しておきます。既に終了したプロジェクトアイテムのプロパティに「完

了」「中止」「廃棄」のステータスを設定すると、「ロック済みプロジェクトアイテム編

集権限」を持つユーザー以外は、そのプロジェクトアイテムを編集することができなくな

ります。 
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３．１６ 月締め 

「設定管理メニュー」の「月締め」ボタンをクリックすると、「締め設定」画面が表示

されます。各種締め月度を設定し、「登録」ボタンをクリックすると、それぞれの締め処

理が実行されます。また、「一括集計」領域で集計対象を選択して「集計」ボタンをクリ

ックすると、締め処理されていない期間を対象として、全プロジェクトに対する選択項目

の集計処理、及び全プログラムに対するプロジェクト集計処理が実行されます。通常、入

力締め実行後、コストを一括集計し、その後、月締めを実施します。単価締めを行うと締

め月度以前の資源単価に関連する計算が禁止されます。 

 

 

３．１６．１ 入力締め 
過去のデータの改変を防ぐために、指定された月度以前の実績データの入力を禁止します。 

入力締め月度を設定し、「登録」ボタンをクリックすると、設定された締め月度以前の

実績データ（工数、経費、出来高）の入力を禁止します。ドロップダウンリストには2年

度分（24ヶ月）の年月が表示されます。年度の最初の月が終了した時点で、1年度分の表

示が切り換わります。なお、一度入力締めを実行しても再度過去の年月を設定し「登録」

ボタンをクリックすると、締めは解除されます。 

「入力締め」を行った月度以前のデータに関して、以下の操作が禁止されます。 

タブ 禁止される操作 

採算 採算入力、売上／原価データのアップロード 

コスト 実績入力 

出来高 成果物構成の変更（追加、削除、コピー）、成果物のプロパティ（進捗率を含

む）の変更、積上集計、配分計算、比重コピー 

工数 工数入力、変更、工数データのアップロード 
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経費 経費データのアップロード、経費データの削除 

３．１６．２ 一括集計 
集計対象の「工数」にチェックを付けて「集計」ボタンをクリックすると、全プロジェ

クトの工数集計が一括で実行されます。但し、更新を禁止されているプロジェクトや「月

締め」の設定で集計が禁止されている月度は集計対象になりません。 

システム設定の「手入力費目コスト入力区分」において「経費集計」を選択すると、

CSVファイルでアップロードした経費を集計するための「経費」ボタンが表示されます。

集計対象の「経費」にチェックを付けて「集計」ボタンをクリックすると、全プロジェク

トの経費集計が一括で実行されます。但し、更新を禁止されているプロジェクトや「月締

め」の設定で集計が禁止されている月度は集計対象になりません。 

集計対象の「採算」にチェックを付けると、売上集計月度入力欄が表示されます。売上

集計月度を指定して「集計」ボタンをクリックすると、指定した月度及び指定月度前の未

集計月度に対する全プロジェクトの売上集計が一括で実行されます。売上集計は決して月

度を飛ばすことなく順次実行します。過去月のデータ修正等により過去月の売上集計を実

行した場合にも、順次現在月までの売上集計を実行する必要があります。 

集計対象の「プロジェクト」にチェックを付け「集計」ボタンをクリックすると、全プ

ロジェクトの集計が一括で実行されます。但し、更新を禁止されているプロジェクトは集

計対象になりません。また、「システム設定」画面の「コスト予測区分」で「コスト予測

する」を選択している場合には、集計対象の「プロジェクト」にチェックを付けると、コ

スト予測年月度入力欄が表示されます。コスト予測年月度を指定して「集計」ボタンをク

リックすると、全プロジェクトの集計とコスト予測計算が一括で実行されます。 

集計対象の「プログラム」にチェックを付けて「集計」ボタンをクリックすると、全プ

ログラムのプロジェクト集計が一括で実行されます。 

集計処理は、「工数」、「経費」、「採算」、「プロジェクト」、「プログラム」の順

にチェックの付けられた項目のみ実行します。各項目を個別に集計する場合、「工数」、

「経費」の最新データをプロジェクトやプログラムに反映させるためには、最初に「工

数」、「経費」の集計、次に「採算」、「プロジェクト」の集計、最後に「プログラム」

の集計処理を実行する必要があります。特別な理由がない場合には、全項目にチェックを

付けて集計処理を実行することをお奨めします。 

 

３．１６．３ 月締め 
過去のデータの改変を防ぐために、指定された月度以前のデータの集計を禁止します。 

月締め月度を設定し、「登録」ボタンをクリックすると、設定された締め月度以前の実
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績データ（工数、経費）の集計を禁止します。ドロップダウンリストには2年度分（24ヶ

月）の年月が表示されます。年度の最初の月が終了した時点で、1年度分の表示が切り換

わります。なお、一度月締めを実行しても再度過去の年月を設定し「登録」ボタンをクリ

ックすると、締めは解除されます。 

「月締め」を行った月度以前のデータに関して、以下の操作が禁止されます。 

 

タブ 禁止される操作 

コスト 工数集計、経費集計 

設定管理メニュー 一括工数集計/一括経費集計 

 

３．１６．４ 単価締め 
資源単価の変更による過去の工数集計結果の改変を防ぐために、指定された月度以前の

工数集計を禁止します。 

単価締め月度を設定し、「登録」ボタンをクリックすると、設定された締め月度以前の

単価に関連する計算（工数と単価から予算コストや実績コストを求める計算）を禁止しま

す。ドロップダウンリストには2年度分（24ヶ月）の年月が表示されます。年度の最初の

月が終了した時点で、1年度分の表示が切り換わります。なお、一度単価締めを実行して

も再度過去の年月を設定し「登録」ボタンをクリックすると、締めは解除されます。 

「単価締め」を行った月度以前のデータに関して、下記の操作が禁止されます。 

タブ 禁止される操作 

予算 計画予算更新、実行予算ベースライン更新 

コスト 工数集計 

設定管理メニュー 一括工数集計 
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３．１７ 年度締め 

「設定管理メニュー」の「年度締め」ボタンをクリックすると、「年度締め」画面が表

示されます。対象年度休びステータスを設定し、「登録」ボタンをクリックすると、年度

締め処理が行われ、指定した年度のプロジェクトをロック状態に変更します。 

対象年度及び新しいステータスのリストには以下の項目が表示されます。 

● 対象年度：存在するプロジェクトの年度のみが表示される。ただし、本年度以

降の年度は表示されない。 

● 新しいステータス：「プロジェクトステータス設定」画面で「更新を禁止す

る」に設定されているステータスのみが表示されます。 

「指定した年度のプロジェクト」とは、「終了年月度」が指定された年度以前となって

いるプロジェクトを示します。 

「ロック状態」とは、「設定管理メニュー」の「プロジェクトステータスの設定」画面

で「更新を禁止する」に指定されたステータスを有するプロジェクトを示します。 

 

 



Web I Laboratories, Inc.  

- 88 - 

 

３．１８ プロジェクトアイテム一括ロック 

プロジェクトアイテム一括ロックとは、プロジェクトアイテムに設定されている更新許

可のステータスを、更新禁止のステータスに一括して変更する機能です。 

※プロジェクトアイテムのステータスに更新の許可／禁止を設定する方法については

「３．１５ プロジェクトアイテムステータス設定」をご参照下さい。 

「設定管理メニュー」の「プロジェクトアイテム一括ロック」ボタンをクリックする

と、「プロジェクトアイテム一括ロック」画面が表示されます。対象日付及び新しいステ

ータスを設定し、「登録」ボタンをクリックすると、指定した日付以前のプロジェクトア

イテムであり、ロック状態でないものが、指定したステータス（ロック状態となるステー

タス：下記参照）に変更されます。新しいステータスのリストには以下の項目が表示され

ます。 

● 新しいステータス：「プロジェクトアイテムステータス設定」画面で「更新を

禁止する」に設定されているステータスのみが表示されます。 
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３．１９ 一括ベースライン更新 

一括ベースライン更新では、複数プロジェクトの計画予算及び実行予算を最新の計画

（工程表）で再計算することができます。工数レポートで最新計画の工数を表示させたい

時など、特殊な場合に使用します。指定されたプロジェクトの予算額が変更されます。ま

た、ABC機能を使用する場合、一括ベースライン更新を実行することにより、ワークパッ

ケージが更新されます。 

「設定管理メニュー」の「一括ベースライン更新」ボタンをクリックすると、「一括ベ

ースライン更新」画面が表示されます。対象プロジェクト、対象予算及び更新に使用する

計画を設定し、「リスト更新」ボタンをクリックすると、一括ベースライン更新の対象プ

ロジェクト及び更新に使用する計画の一覧が表示されます。 

 

 

対象プロジェクト及び計画を確認、選択した後、「実行」ボタンをクリックすると、一

括ベースライン更新処理が行われ、対象プロジェクトの予算ベースラインが更新されま

す。一括ベースライン更新はプロジェクト単位で実行され、処理中には途中経過、終了時

には処理結果が画面に表示されます。 

この処理は計画（工程表）から予算情報の再作成を実施する機能のため、計画（工程

表）から予算情報を作成しない設定になっている場合（「システム設定」の「３．２．

２．２ 集計費目予算入力区分」が「CSVファイル」に指定されている場合）は実施でき

ません。 

なお、選択した表示セットで対象となるプロジェクトの内、下記プロジェクトは一括ベ

ースライン更新処理の対象とはなりません。 

・ステータスにより更新が禁止されているプロジェクト 

・計画（工程’sファイル）がアップロードされていないプロジェクト 

・「更新に使用する計画」が「変更しない（現在設定されている計画）」に設定されて

いる場合、計画が設定されていない（計画予算更新やベースライン更新が行われていな
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い）プロジェクト 

一括ベースライン更新対象プロジェクト数が、「３．２ システム設定」で設定した一括

ベースライン更新プロジェクト数の最大値を越えている場合、「リスト更新」ボタンをク

リックするとメッセージが表示され、一括ベースライン更新処理は実行されません。 

一括ベースライン更新処理には排他制御が実施されており、複数の一括ベースライン更

新処理が同時に実行されることはありません。 

 

「一括ベースライン更新」画面の設定項目の詳細は以下を参照してください。 

設定項目 説      明 

対象プロジェクト 一括ベースライン更新処理の対象となるプロジェクトを指定します。プロジ

ェクトの指定は、プロジェクト表示セットを選択することによって実行しま

す。 

対象予算 一括更新を実行する予算を「計画予算」及び「実行予算」から選択します。 

更新に使用する計画 一括ベースライン更新を実行するときに使用する計画（工程表）を指定しま

す。 

・最新計画：各対象プロジェクトにアップロードされている最新の計画（工

程表）でベースライン更新を実行します。 

・変更しない：既にベースライン更新が実施されているプロジェクトについ

て、再度、同じ計画を使用してベースライン更新を実行します。資源単価が

変更された場合の同一計画を使用した再計算時に使用します。 

更新できないプロジェクト 「リスト更新」ボタンのクリック時に表示される対象プロジェクトの表示、

非表示に関する設定をします 

・表示する：一括ベースライン更新処理の対象とならないプロジェクトも表

示します。対象外のプロジェクトについては、選択チェックボックスが無効

となります。 

・表示しない：一括ベースライン更新処理の対象となるプロジェクトのみ表

示します。 

リストのチェックボックス 対象プロジェクト及び計画の一覧画面で、一括ベースライン更新を実行する

対象プロジェクトを選択します。デフォルトでは処理対象プロジェクトが全

て選択されているため、必要に応じてチェックを外して一括ベースライン処

理対象から除外します。 
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３．２０ 工数データダウンロード 

「設定管理メニュー」の「工数データダウンロード」ボタンをクリックすると、「工数

データダウンロード」画面が表示されます。対象月度を設定し、絞り込み条件となるプロ

ジェクト表示セットを選択して、「ダウンロード」ボタンをクリックすると、入力済みの

工数実績データをCSV形式でダウンロードすることができます。 

● 対象月度：ダウンロード対象とする工数の発生日付の月度をyyyyMM形式で指

定します。 

● プロジェクト表示セット：予めプロジェクトタブなどで作成されたプロジェク

ト表示セットが候補として表示されます。選択した表示セットの絞り込み条件

に合致するプロジェクトに関する工数実績のみがダウンロードされます。 
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４．個人設定 

概要 

画面右上の「個人設定」をクリックして「個人設定」画面を表示します。「個人設定」画面

では一覧画面におけるページあたりの表示行数の変更、ダウンロード履歴の表示行数の変更、

メールアドレスの設定、監視する資源やプロジェクト及び監視するカテゴリーの設定、パス

ワードの変更ができます。 

 

 

４．１ ページあたり表示行数の変更 

「ページあたり表示行数[必須]」を指定した後に、「登録」ボタンをクリックします。

PMr 、プログラム、プロジェクト、マルチプロジェクト、資源、費目、レポート、ユー

ザー、ロール、計画テンプレートの一覧画面に表示される行数が指定した値になります。

インターネット環境下では、１ページの表示行数が増えると画面の更新に時間が掛かりま

す。その点を考慮し、環境に合わせた表示行数の指定をお勧めします。  

４．２ 表形式入力の見出し行の挿入の変更 

「表形式入力の見出し行の挿入[必須]」を指定した後に、「登録」ボタンをクリックし

ます。予算タブの予算入力画面及びコストタブのコスト入力画面及び工数タブの工数入力

に見出し行を挿入する間隔が指定した値になります。 

４．３ ダウンロード履歴の表示行数の変更 

「ダウンロード履歴の表示行数 [必須]」を指定した後に、「登録」ボタンをクリックし

ます。計画タブの計画ファイル一覧画面及びマルチタブのマルチプロジェクト詳細画面に

あるダウンロード履歴の行数が指定した値になります。  



Web I Laboratories, Inc.  

- 93 - 

 

４．４ 一覧表示最大文字数の指定 

一覧画面に長い文章の属性を表示する場合の表示最大文字数を指定します。プロジェク

ト一覧などの一覧画面に「プロジェクト概要」などを表示した場合に、そのカラム幅が長

くなりすぎて全体のレイアウトが崩れる場合に対応して、ここで指定した文字長でトリミ

ングを実施します。 

４．５ メールアドレスの設定 

このメールアドレスは以下のメールに使用されます。 

● プロジェクトの状態変化時に送信されるメール（イベントレポートメール） 

● 監視対象の資源に関して計画レポートから送信されるメール（計画レポートメール） 

 

本メールアドレスは「設定管理メニュー」の「ユーザーの管理」の「３．１２．３ ユー

ザー編集」で設定したメールアドレスと同じものを示しています。ユーザー自身による変

更は「個人設定」画面で実施し、管理者が変更する場合には「ユーザー編集」画面で実施

します。メールアドレスの変更は、「個人設定」画面および「ユーザー編集」画面に反映

されます。 

４．６ 監視する資源の設定 

監視する資源を追加した後に、「登録」ボタンをクリックします。監視資源を設定する

ためには資源監視権限が必要です。また、監視対象資源は複数設定することができます。

監視対象として設定した資源に関して計画レポートからのメールが送信される時、資源を

監視しているユーザーに対しても同時にメールが送信されます。 

計画レポートからのメールの詳細は「９．２ 計画レポートからのメール」を参照してく

ださい。 

４．７ 監視するプロジェクトの設定 

監視するプロジェクトを追加した後に、「登録」ボタンをクリックします。監視プロジ

ェクトを設定するためにはプロジェクト監視権限が必要です。また、監視対象プロジェク

トは複数設定することができます。監視対象として設定したプロジェクトに状態変化が発

生した場合、「システム設定」に設定された間隔で状態変化を連絡するイベントレポート

メールが送信されます。メールはプロジェクト毎にまとめられた上、プロジェクト監視者

毎に１メールが送信されます。 

イベントレポートメールの詳細は「９．１ イベントレポートメール」を参照してください。 
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４．８ 監視するカテゴリーの設定 

監視するカテゴリーを選択した後に、「登録」ボタンをクリックします。プロジェクト

の状態変化として監視する項目を選択します。ここで選択した項目に状態変化が発生した

場合のみ、その状態変化を知らせるメールが送信されます。ただし、監視カテゴリーに対

するタブの参照権限が必要です。各監視カテゴリーの内容は以下の通りです。 

イベントレポートメールの詳細は「９．１ イベントレポートメール」を参照してくださ

い。 

 

監視カテゴリー メール送信のトリガーとなるイベント 
プロジェクト プロパティ編集（資源の追加削除を含む）/集計/スコープ編集/CSVアップ

ロード/年度締め 
採算 繰越/入力/売上詳細CSV登録/原価詳細CSV登録/売上集計 
予算 計画予算更新/ベースライン更新/入力/予定工数CSV登録/ 

経費予算CSV登録 
計画 チェックアウト/アップロード/チェックアウト解除/削除/ 

マルチプロジェクト計画分解 
コスト 工数集計/経費集計/入力 
出来高 成果物構成の変更（新規登録、編集、削除、コピー、積上比重を配分比重に

コピー）/積上計算の実行/配分計算の実行 

４．９ プロジェクト一覧表示プロジェクトの絞り込み 

「関連プロジェクトのみ」を選択すると、プロジェクト一覧画面に表示されるプロジェ

クトをログインユーザーがプロジェクト資源として登録されているプロジェクトに絞り込

むことができます。現状、表示セットの絞り込み条件とプロジェクト参照権限で絞り込ま

れるのに加え、更にプロジェクト資源で絞り込みが実行されることとなります。 

但し、ユーザー登録においてログインユーザーと資源の関連付けを実施しておく必要が

あります。 

４．１０ パスワードの変更 

「パスワード変更」ボタンをクリックすると、「ユーザーパスワード変更」画面が表示

されます。「新しいパスワード」および「新しいパスワード（確認）」を入力し、「登

録」ボタンをクリックしてパスワードを変更します。新しいパスワードは次回のログイン

時から有効となります。  
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５．表示セット 

概要  

一覧表示画面に表示される表示対象の絞り込みと表示される項目は表示セットによって変

更することができます。表示セットは、以下のオブジェクト一覧の表示内容を制御します。 

   PMｒ、プログラム、プロジェクト、プロジェクトアイテム、計画レポート、マルチ

プロジェクト 

資源、レポート、計画テンプレート、印刷パターンテンプレート 

※プロジェクトアイテムの表示セットは、プロジェクトアイテム検索用のプロジェクトア

イテム検索タブで作成、表示します。 

表示セットは、タブ選択時に表示される一覧表だけではなく、工数入力対象のプロジェク

トを選択する画面、「プロジェクト編集」画面でプロジェクトに紐付ける資源を選択する画面

等の一覧表示でも使用されます。 

なお、個人設定の「プロジェクト一覧 表示プロジェクトの絞り込み」で「関連プロジェク

トのみ」を選択した場合には、表示セットの絞り込み条件、プロジェクト参照権限に加えて、

更にプロジェクト資源で絞り込まれたプロジェクトが表示されます。 

 

 

５．１ 表示セットの作成と編集 

この項では、プロジェクトの表示セットを取り上げて詳細の説明を記述しますが、以下

のオブジェクトの表示セットも同様の動作をします。 プロジェクトの表示セットと資源

の表示セットでは、「コード」と「名称」の欄に入力して表示ボタンをクリックすると絞
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り込み検索ができます。 

● PMｒ 

● プログラム 

● プロジェクトアイテム 

● 計画レポート 

● マルチプロジェクト 

● 資源 

● レポート 

● 計画テンプレート 

● 印刷パターンテンプレート 

※全データの一覧を表示するための「すべてのプロジェクト」「すべてのプログラム」

等の削除できない表示セットがデフォルトで登録されていますが、「すべてのプロジェク

ト」だけはシステム設定の設定で非表示とし、別の表示セットをデフォルト表示セットと

して指定することができます。 

５．１．１ 新規表示セット作成 

「プロジェクト」、「プロジェクトアイテム」、「採算」、「予算」、「スコープ」、

「計画」、「進捗」、「コスト」、「出来高」、「経費予算」、「経費」のいずれかのタ

ブを選択している時には、画面の左側に「プロジェクト表示セット」が表示されていま

す。新規の表示セットを作成したい場合は、「新規作成」ボタンをクリックしてくださ

い。ただし、「計画」タブのプロジェクト一覧画面からは表示セットの新規作成はできま

せん。 
プロジェクト表示セットの新規作成画面が表示されたら、必要な項目を入力します。表

示セット名は、第1階層・第2階層・第3階層を設定でき、各階層を設定することで階層表

示できます。例えば下のように第3階層に３つの表示セットを作成する場合は、第1階層

と第2階層を共通の名称に設定し、第3階層にそれぞれ別の名称を設定します。  
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検索条件は一覧表に表示するオブジェクトの抽出条件を指定し、表示項目は一覧表に表

示するカラムを指定します。一覧表では表示項目の1、2、3・・・の順に左から右に並び

ます。入力必須項目は表示セット名と表示項目の選択です。表示セット名は、「公開」の

表示セット内、「私用」の表示セット内でそれぞれ重複不可です。表示項目では「プロジ

ェクトコード」「プロジェクト名称」「予定開始日」「予定終了日」「プロジェクトマネ

ージャー」「成果物進捗率（入力値）」「ステータス」の7項目がデフォルトで選択され

ています。「追加」ボタンや「削除」ボタンで表示項目の追加及び削除でき、「削除」ボ

タンの右にある「三」を上下にドラッグすると表示順を任意で変更が可能です。 
検索条件の指定については、「５．１．４ 検索条件の設定」を参照してください。 
「使用可能な対象」では、「私用」と「公開」をラジオボタンで選択できます。「私

用」を選択した場合、該当する表示セットを利用できるのは表示セットを作成したユーザ

ーのみとなります。「公開」を選択した場合、作成した表示セットは他のユーザーからも

参照、編集が可能になります。 

また、「アップロード」ボタンをクリックすると、プロジェクト表示セットアップロー

ド画面に遷移し、作成済み表示セットの定義ファイル（XMLファイル）をアップロードで

きます。XMLファイルはプロジェクト表示セットを編集する画面からダウンロードできま

す。なお、XMLファイルをアップロードした場合、「使用可能な対象」は初期値として

「私用」が選択されます。 
上記の設定を行い、「保存して実行」ボタンをクリックすることにより、新しい表示セ

ットを登録します。  

なお、プロジェクトアイテムについては、表示セットを作成するまで、プロジェクトア

イテム検索タブの一覧には何も表示されません（メッセージ「表示セットを選択し検索条

件を指定してください。」が表示されます）。 

５．１．２ 表示セットの編集 
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ドロップダウンリストから編集対象の表示セットを選択し、「編集削除」ボタンをクリ

ックすると、表示セットの編集、削除などを行う画面が表示されます。 
この画面では以下の操作ができます。 
保存して実行 ・・・ 編集内容を保存して、表示セットを実行します。 
保存 ・・・ 編集内容を保存します。画面は遷移しません。 
別名保存 ・・・ 表示セットを編集後、名称変更をしてクリックすると、編集した表示セットを別名で

保存します。画面は遷移しません。名称変更をしないでクリックすると保存できませ

ん。 
削除 ・・・ 選択した表示セットを削除します。 

権限設定 ・・・ 選択した表示セットに対する個別の権限設定を行います。 
この設定は選択した表示セットの「使用可能な対象」が「公開」の場合にのみ有効

で、選択した表示セットの作成者以外のユーザーへの公開条件を指定することができ

ます。 
ダウンロード ・・・ 設定、保存された内容の表示セットをXML形式のファイルでダウンロードします。ダ

ウンロードしたファイルは新規作成時の画面からアップロードすることにより、新規

に表示セットを作成することができます。ダウンロードしたXMLファイルは編集しな

いでください。 

５．１．３ 表示セットの実行 

ドロップダウンリストから実行する表示セットを選択し、「表示」ボタンをクリックす

ると、表示セットの設定内容を反映して一覧画面を再表示します。ドロップダウンリスト

の表示セット名称は、「使用可能な対象」の設定によって表示が以下のように変わりま

す。 

「公開」の表示セット ・・・ 背景色が灰色 
「公開」、かつ、ログインユーザーが作成した表示セット ・・・ 背景色が灰色、文字が青色 
「私用」の表示セット ・・・ 背景色がピンク色 

 

５．１．４ 検索条件の設定 

検索条件の行は「論理演算式」の行と「条件式」の行から構成されています。検索条件

は「表示セット」だけでなく、レポート定義でのプロジェクトなどの「絞り込み条件」に

も使用されています。「論理演算式」や「条件式」の構成や作成方法に関しては共通の操

作で作成できますが、「条件式」選択項目などは、使用箇所によって異なる部分も含まれ

ています。 

※PREGARE15より、プロジェクト・プログラムのアディショナルフィールドを条件式

に含まれました。 
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● 論理演算式では、その式に属する複数の要素（「条件式」など）間の関係を定

義します。具体的な操作としては、リストから「OR」（OR検索）または

「AND」（AND検索）のどちらかを指定します。 

● 条件式を設定します。「追加」ボタンをクリックすると新しい条件式を追加す

ることができます。条件式には、左から、「対象フィールド」、「値」、「比

較演算子」を入力及び選択します。 

※ 「対象フィールド」に表示される項目は、PMｒ、プログラム、プロジェク

ト等のオブジェクトによって異なります。 

 

 

※ 上記のサンプルでは、“（（部署A）又は（部署B））かつ（PM経験年数10年以上）”

という検索条件が設定されます。 

● 「値」には、文字列、数値、日付を入力します。「フィールド」にチェックす

るとフィールド間の値の比較結果を検索条件として選択できます。また、以下

のシステムマクロを選択することもできます。 

⚫ システムマクロ一覧 
システムマクロ タイプ 内容 

今年度 整数 実行日の属している年度を示す。（システム設定の年度の開始日に

依存） 
前年度 整数 実行日の属している年度の前年度を示す。（システム設定の年度の

開始日に依存） 
来年度 整数 実行日の属している年度の次年度を示す。（システム設定の年度の

開始日に依存） 
今日 日付 実行日を示す。 
現在日 日付 （計画レポートのみ）対象の工程表の持つ「現在日」の設定を示

す。未設定の場合には「今日」と同じ値になる 

論理演算式の演算対象範囲 

条件式の削除 

論理演算式 

条件式の追加 

論理演算式の追加＆削除 

条件式 

論理演算式の追加 
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前月 日付 （計画レポートのみ）「今日」基準にした暦上の前月を示す。日付

でなく期間を意味する。 

当月 日付 （計画レポートのみ）「今日」基準にした暦上の今月を示す。日付

でなく期間を意味する。 

次月 日付 （計画レポートのみ）「今日」基準にした暦上の来月を示す。日付

でなく期間を意味する。 

 

● 「関係演算子」の選択において「のいずれかと一致」を選択する場合は「値」

の入力値を複数指定できます。この場合値の入力値は半角のカンマ「,」を区切

り文字としてください。 

● 「削除」ボタンをクリックすると、その条件式を削除します。 

● 高度な検索を行いたい場合、検索条件を階層化することができます。検索条件

を階層化するには、新しい論理演算式を挿入したい位置で「>>」ボタンをク

リックします。「<<」ボタンをクリックすると、その論理演算式を削除しま

す。 

● 条件式の「値」に「システム管理者」（「ログイン名：admin」のユーザーを

示します。）を指定する場合は、「比較演算子」に「を含む」を選択し、検索

条件を設定してください。 

※ 「比較演算子」に「と等しい」を選択した場合、システムの設定上、「システム管理

者」のデータを絞り込むことができません。 

設定例） 「登録者」が「システム管理者」のデータを絞り込む場合は、「登録者」「シ

ステム管理者」「を含む」と設定します。 

 

５．１．５ 表示セットの実行例 

プロジェクト表示セットの登録及び実行例を示します。各頁の上部にはプロジェクト表

示セットの登録画面、下部には登録画面で設定した検索条件で絞り込まれたプロジェクト

を表示するプロジェクト一覧画面です。 

各実行例のプロジェクト検索条件は、以下のとおりです。 

1) ステータスが「実行中」であるプロジェクト 

2) 「予定開始日」が「今日」以前であるが、「実績開始日」が未入力であるプロジ

ェクト 

3) 「コスト実績額」が「実行予算額」を超えているプロジェクト 
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1) ステータスが「実行中」であるプロジェクト 

● プロジェクト表示セット画面 

 

 

● プロジェクト一覧画面 

 

 

 

ステータス：実行中 

ステータス：実行中 
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2) 「予定開始日」が「今日」以前であるが、「実績開始日」が未入力であるプロジ

ェクト 

● プロジェクト表示セット画面 

 

 

● プロジェクト一覧画面 

 

 

今日：「フィールド」欄にチ

ェックすることにより日付

の相対指定が可能 

今日：6月15日 
予定開始日：6月15日より前 

    かつ 

実績開始日：未記入 
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3) 「コスト実績額」が「実行予算額」を超えているプロジェクト 

● プロジェクト表示セット画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● プロジェクト一覧画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

実績コスト＞実行予算 

（予算オーバーの状態） 
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６．ショートカット 

概要  

ショートカットは統合されたデータモデル上で稼動している PREGARE の特長を生かした

プロジェクトダッシュボード機能と言えます。 

特定のプロジェクトが選択されている状態において、当該プロジェクトのプロジェクト詳

細、プロジェクトアイテム一覧、採算、予算、スコープ、計画、コスト、出来高、経費予算、

経費の画面に即座に移動することができます。よって、プロジェクト一覧画面等のプロジェ

クトが特定されていない画面ではショートカットは表示されません。 

リンク名称は、フィールド定義でタブ名称を変更することによりカスタマイズできます。 

 ショートカットリスト 
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７．タブ 

概要  

PREGARE のバージョン 15 では、以下のタブを実装しています。   

「７．１ PMｒタブ」、「７．２ プログラムタブ」、「７．３ プロジェクトタブ」、「７．４ プ

ロジェクトアイテムタブ」、「７．５ プロジェクトアイテム検索タブ」、「７．６ 採算タブ」、

「７．７ 予算タブ」、「７．８ スコープタブ」、「７．９ 計画タブ」、「７．１０ 進捗タブ」、

「７．１１ マルチタブ」、「７．１２ コストタブ」、「７．１３ 出来高タブ」、「７．１４ 資源

タブ」、「７．１５ 費目タブ」、「７．１６ 工数タブ」、「７．１７ 経費予算タブ」、「７．１８ 

経費タブ」、「７．１９ レポートタブ」 

各タブは独立性が高くなるように設計されていますので、業務に合わせて必要なタブだけ

を使用することができます。 
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７．１ PMｒタブ 

概要  

社内外の PMr（マネージャー）候補者の要員管理機能です。プロジェクトやプログラムの

マネージャーとしてアサインされている、されていないに関わらず PMr 候補者リストを表示

できます。PMr がプログラムやプロジェクトにアサインされている場合は、担当プログラム

一覧や担当プロジェクト一覧およびそれらの詳細までドリルダウンで探索することができま

す。 

 

７．１．１ PMr情報の一覧 

PMrタブをクリックして、PMrの一覧を表示します。各項目の名称をクリックするとソ

ート（並び替え）が実行できます。表示される一覧の内容を変更したい場合は、該当する

表示セット名を選択して表示セットの「表示」ボタンをクリックしてください。表示セッ

トの登録、変更方法に関しては「５．１ 表示セットの作成と編集」の説明を参照してく

ださい。 

「表示セット」の下にある検索条件（PMｒコード・氏名）を入力することで、さらに

一覧表示のデータを絞り込むことができます。 

「PMr一覧」画面に出力されている一覧情報の中から、対象の行をクリックして「PMr

詳細」画面を表示します。 
ここで表示される担当プログラム一覧の「プログラムコード」または「プログラム名」
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をクリックすると、プログラムの詳細やそのプログラムを構成するプロジェクト一覧に対

してドリルダウンで探索することができます。  

 

７．１．２ PMr情報の登録 

「PMr一覧」画面から、「新規」ボタンをクリックすると「PMr新規」画面を表示しま

す。 

PMrコードと氏名（PMr氏名）が入力必須項目で、PMrコードは重複不可です。日付の

入力については、日付を直接入力する他にカレンダーから選択入力できます。必要な入力

項目に情報を入力したら、「登録」ボタンをクリックしてください。PMr情報が新規登録

できます。 
「既存PMrからコピー」ボタンをクリックすると、既存のPMr情報をコピーして新規作

成することができます。  

 

７．１．３ PMr情報の詳細表示／編集 

「PMr詳細」画面で「編集」ボタンをクリックすると、このPMr情報を編集することが

できます。 
「PMr詳細」画面で「削除」ボタンをクリックすると、このPMr情報を削除することが

できます。 
PMrが既にプログラムやプロジェクトにアサインされている場合、該当するPMr情報を

削除することはできません。担当プログラム一覧や担当プロジェクト一覧からアサイン先

のプログラムやプロジェクトの情報を編集して、再度削除を試みてください。 
担当プログラム一覧の「表示更新」ボタンをクリックすると、「担当プログラム一覧」

で選択したプログラム表示セットの条件に従って、絞り込まれたプログラムの一覧が再表

示できます。「担当プログラム一覧」の表示セットを選択し直した場合は、必ず「表示更

新」ボタンをクリックしてください。 
担当プロジェクト一覧の「表示更新」ボタンをクリックすると、「担当プロジェクト一

覧」で選択したプロジェクト表示セットの条件に従って、絞り込まれたプロジェクトの一

覧が再表示できます。「担当プロジェクト一覧」の表示セットを選択し直した場合は、必

ず「表示更新」ボタンをクリックしてください。 
「権限設定」ボタンをクリックすると、このPMr情報にアクセスできるユーザーとその

ロールを設定できます。権限設定画面の詳細は「８．権限」を参照してください。  
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７．１．４ PMr情報のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「PMr一覧」画面上の

「CSV」ボタンをクリックすると、表示されているPMrに関する情報をCSV形式のファイ

ルに出力することができます。CSVファイルのフォーマットについては「付録１．CSVフ

ァイル定義＜PMrデータ＞」を参照してください。また、CSVダウンロード権限について

は「８．７ パーミッションの詳細」を参照してください。 

この機能を利用する場合、出力するCSV形式ファイルの項目を指定できません。PMr情

報に存在するすべての項目が出力されます。出力する項目を指定したい場合は、別途

「７．１９ レポートタブ」をご利用ください。 
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７．２ プログラムタブ 

概要 

プログラムはプロジェクトの上位に位置する概念です。プログラムごとに目的、期間、

担当等のプロパティを定義することができます。１つのプロジェクトは４つまでのプログ

ラムに所属することが可能です。プロジェクトの画面で所属するプログラムを選択できま

す。 

個別のプログラムではプログラムを構成するプロジェクトが表示されます。集計値とし

て指定されている項目では、プログラムを構成しているプロジェクトの情報を集計し、表

示することができます。 

また、プログラムにはドキュメントを登録することができます。 

７．２．１ プログラム情報の一覧 

プログラムタブをクリックすると、プログラムの一覧を表示します。表示される一覧の

内容を変更したい場合は、該当する表示セット名を選択して表示セットの「表示」ボタン

をクリックしてください。表示セットの登録、変更方法に関しては、「５． 表示セッ

ト」の説明を参照してください。 

更にプログラムコードまたはプログラム名称を入力して、プログラムの絞り込み検索が

できます。表示セットの指定領域の下部に「プログラムコード」と「プログラム名称」の

入力用のフィールドが用意されています。このフィールドに入力して表示ボタンをクリッ

クすると以下の条件で絞り込み検索を実施し、プログラムの一覧を再表示します。なお、

プログラム一覧には、選択した表示セットで指定された項目を表示します。 

● 表示セットの検索条件とプログラムコードまたは名称のAND条件で検索する。 

● プログラムコードと名称の両方が指定された場合は、AND条件で検索する。 

● プログラムコードも名称も空欄の場合は、選択されている表示セットの条件のみで検索する。 

● プログラムコードを指定した時は、プログラムコードが前方一致するプログラムを検索する。  

● プログラム名称を指定した時は、その文字列をプログラム名称に含むプログラムを検索する。 

各項目の項目名をクリックするとソート（並び替え）が実行できます。 

プログラム情報の一覧から、対象の行をクリックすると、該当するプログラムの詳細情

報が表示されます。 

７．２．２ プログラム情報の登録 

「プログラム一覧」画面の「新規」ボタンをクリックして、「プログラム新規」画面を

表示します。必要な項目に情報を入力して、「登録」ボタンをクリックすることによっ

て、プログラム情報を新規登録します。日付の入力については、日付を直接入力する他に
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カレンダーから選択入力できます。 
「プログラム新規」画面で「既存プログラムからコピー」機能を使用すると既存のプロ

グラムの内容をコピーします。このボタンをクリックすると、「プログラム選択」画面を

表示します。「プログラム選択」画面で登録済みプログラムを選択すると、コピーされ新

規プログラムを作成することができます。 
「プログラムコード」と「プログラム名称」が必須入力項目であり、かつ、「プログラ

ムコード」は重複不可です。 

「開始日」「終了日」は、登録するプログラムの期間を表します。終了日に開始日より

前の日付を入力した場合には、登録ボタン押下時に入力エラーとなります。 

 

７．２．３ プログラム情報の詳細表示／編集 

「プログラム一覧」画面に出力されている一覧情報の中から、対象の行をクリックして

「プログラム詳細」画面を表示します。プログラムを構成しているプロジェクトの一覧は

画面下部に表示される「プロジェクトリスト」に表示されます。 

 

ここで表示されるプロジェクト一覧の「プロジェクトコード」または「プロジェクト

名」をクリックすると、プロジェクトの詳細画面に遷移することができます。 また、こ

の「プロジェクトリスト」はプロジェクトの表示セットによる絞り込みが可能です。 

 

この画面では以下の操作ができます。 

編集 ・・・ 既存のプログラム情報を編集することができます。 

削除 ・・・ 該当するプログラム情報を削除することができます。 
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プログラムが構成プロジェクトを持っている場合、該当するプロ

グラム情報を削除することはできません。プログラムを構成する

プロジェクトからプログラムの選択を外して、再度削除を試みて

ください。 

集計 ・・・ プログラムを構成するプロジェクト情報が持っている「実績売上

額(集計値)」、「出来高実績額(集計値)」、「コスト実績額(集計

値)」、「計画予算額(集計値)」、「実行予算額(集計値)」、「計

画原価額(集計値)」、「実績原価額(集計値)」、「計画売上額(集

計値)」、「計画粗利額(集計値)」、「実績粗利額(集計値)」、

「出来高実績粗利額(集計値)」、「総成果物価値(集計値)」を集

計できます。 

最新の集計値を計算するときは、プログラム詳細画面で「集計」

を実行する前にプログラムを構成するプロジェクトの詳細画面で

「集計」ボタンをクリックして、プロジェクト毎の集計値を再計

算しておきます。 

権限設定 ・・・ このプログラム情報にアクセスできるユーザーとそのロールを設

定できます。権限設定画面の詳細は「８．権限」を参照してくだ

さい。  

ドキュメント

登録 

・・・ プログラムにドキュメントを登録することができます。2ＭＢま

でのファイルをアップロードでき、登録できるドキュメント数に

制限はありません。ドキュメント登録機能は有償オプション機能

であり、ライセンスが必要です。 

表示更新 ・・・ 「プロジェクトリスト」で選択したプロジェクト表示セットの条

件に従ったプロジェクトの一覧表示が絞り込まれて再表示されま

す。「プロジェクトリスト」を選択し直した場合は、必ず「表示

更新」ボタンをクリックしてください。 

プログラムのプロパティの計画予算額(集計値)、実行予算額(集計値)、計画原価額(集計

値)、実績原価額(集計値)、計画売上額(集計値)、計画粗利額(集計値)、実績粗利額(集計

値)、出来高実績粗利額(集計値)、総成果物価値(集計値)は初期状態では表示されませ

ん。使用する場合にはフィールド定義の管理機能を使用して表示できるように変更して下

さい。 

 

７．２．４ プログラム情報のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プログラム一覧」画
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面上の「CSV」ボタンをクリックすると、表示されているプログラムに関する情報をCSV

形式のファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマットについては「付

録１．CSVファイル定義＜プログラムデータ＞」を参照してください。また、CSVダウン

ロード権限については「８．７．３ その他の権限一覧」を参照してください。 

この機能を利用する場合、出力するCSV形式ファイルの項目を指定できません。プログ

ラム情報に存在するすべての項目が出力されます。出力する項目を指定したい場合は、別

途「７．１９ レポートタブ」をご利用ください。 
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７．３ プロジェクトタブ 

概要 

プロジェクトの概要の入力、予算の総額、費用の表示および入力を行います。 

また、プロジェクトにはドキュメントを登録することができます。 

    

７．３．１ プロジェクト情報の一覧 

プロジェクトタブをクリックすると、プロジェクトの一覧を表示します。個人設定の

「プロジェクト資源で絞込む」で「はい」を選択した場合には、プロジェクト資源で絞り

込まれたプロジェクトが表示されます。プロジェクトの一覧の対象の行をクリックする

と、該当するプロジェクトの詳細画面が表示され、プロジェクト情報、予算情報およびワ

ークパッケージ一覧、資源一覧、ドキュメント一覧（ドキュメント管理オプションをお使

いの場合）を参照することができます。 

表示セットによる絞り込みと合わせて、プロジェクトコードまたはプロジェクト名称を

入力して、プロジェクトの検索ができます。表示セットの指定領域の下部に「プロジェク



Web I Laboratories, Inc.  

- 115 - 

 

トコード」と「プロジェクト名称」の入力用のフィールドが用意されています。このフィ

ールドに入力して表示ボタンをクリックすると以下の条件で検索を実施し、プロジェクト

の一覧を再表示します。なお、プロジェクト一覧には、選択した表示セットに指定された

項目を表示します。 

● 表示セットの検索条件とプロジェクトコードまたは名称のAND条件で検索する。 

● プロジェクトコードと名称の両方が指定された場合は、AND条件で検索する。 

● プロジェクトコードも名称も空欄の場合は、選択されている表示セットの条件のみ

で検索する。 

● プロジェクトコードを指定した時は、プロジェクトコードが前方一致するプロジェ

クトを検索する。  

● プロジェクト名称を指定した時は、その文字列をプロジェクト名称に含むプロジェ

クトを検索する。 

７．３．２ プロジェクト情報の登録 

「プロジェクト一覧」画面の「新規」ボタンをクリックして、「プロジェクト新規」画

面を表示します。必要な項目に情報を入力して、「登録」ボタンをクリックすることによ

って、プロジェクト情報を新規登録します。 
「プロジェクト新規」画面で「既存プロジェクトからコピー」機能を使用すると既存の

プロジェクトの内容をコピーします。このボタンをクリックすると、「プロジェクト選

択」画面を表示します。「プロジェクト選択」画面で登録済みプロジェクトを選択する

と、コピーされ新規プロジェクトを作成することができます。このとき、プロジェクト情

報だけでなく工程’sの工程表、資源、権限もコピーすることができます。 
 

「プロジェクトコード」、「プロジェクト名称」、「開始年月度」、「終了年月度」が

必須入力項目であり、かつ、「プロジェクトコード」は重複不可です。また、プロジェク

トデータのCSVファイルを利用してインポート・エクスポートを行う場合、プロジェクト

コードの1文字目を英字にすることを推奨します。プロジェクトコードの1文字目を数字

のゼロにした場合、インポート・エクスポートに使用する外部ツールによっては正しく認

識できないことがあります。 
 

「プロジェクト名称」は既存のプロジェクトと重複しても問題はありません。 

「開始年月度」「終了年月度」は、登録するプロジェクトの期間を表します。予算タブ

やコストタブなどで表示されるプロジェクト期間を決定します。予算や実績のデータは、

開始年月度～終了年月度の期間にしか登録することができません。この期間とプロジェク



Web I Laboratories, Inc.  

- 116 - 

 

トの工程表（計画）の編集期間とは必ずしも一致する必要はありません。なお、終了年月

度に開始年月度より前の月度を入力した場合には、登録ボタン押下時に入力エラーとなり

ます。 
「オーナー」は、プロジェクトの顧客にあたる組織を想定しています。受託プロジェク

トであれば発注者となりますし、社内新製品開発プロジェクトであれば予算責任部署とな

ります。 
「プロジェクト概要」には、プロジェクトの内容がわかる情報を記入してください。プ

ロジェクトスコープの詳細な情報に関しては、「７．８ スコープタブ」にて情報を管理

することができます。ここではあくまでプロジェクトの内容を特定することを目的として

います。 
「総成果物価値」は、プロジェクトで作成する成果物の価値の合計値を入力します。売

上ベースもしくはコストベースの価値を入力します。ここで入力した値は、出来高タブで

各成果物の価値を計算するときの総成果物価値として使用することができます。 

「計画売上額（進行基準計算用）」は、プロジェクトの売上金額を入力します。売上計

上基準で「工事進行基準」を選択したプロジェクトでは、採算タブの各月の進行基準売上

を計算するときにこの売上額を使用します。 

「売上計上基準」では、プロジェクトの売上計上方法を「工事完成基準」、「工事進行

基準」から選択します。採算タブのプロジェクト採算画面の表示は、この設定により「工

事完成基準」か「工事進行基準」に自動的に切り換わります。 

「工種プレフィクス」を登録することにより、工数タブでの工数実績入力時の工種を絞

り込むことができます。工種別工数入力画面でプロジェクトを選択した時に、「工種プレ

フィックス」で登録した値と前方一致する工種のみが工種選択のドロップダウンリストに

表示されます。 

 

また、プロジェクト情報として、プロジェクトの予算、コスト、出来高、採算がいつ集

計された値であるか、最終更新日時及び最終更新者を表示することができます。更新日時

及び更新者が反映されるタイミングは、以下の通りです。 

  



Web I Laboratories, Inc.  

- 117 - 

 

項目名 (※) 対象のタブ・メニュー 更新日時及び更新者が反映される操作 

予算最終更新日時 

予算最終更新者 

予算タブ 予算入力、予算CSV登録・削除、計画

更新、ベースライン更新、「予定工数

登録・削除」ボタン 

設定管理メニュー >  

一括ベースライン更新 

一括ベースライン更新 

コスト最終更新日時 

コスト最終更新者 

コストタブ コスト入力、工数集計、経費集計 

設定管理メニュー >  

一括ベースライン更新 

工数一括集計、経費一括集計 

出来高最終更新日時 

出来高最終更新者 

出来高タブ 積上集計 

  

採算最終更新日時 

採算最終更新者 

採算タブ コスト予測計算 

設定管理メニュー >  

一括ベースライン更新 

採算一括集計 

※ 初期設定では、非表示となっています。表示／非表示の設定は、「設定管理メニュー」

の「フィールド定義の管理」より変更が可能です。フィールド定義のカスタマイズ方法

は、「PREGARE 画面カスタマイズの手引き」をご参照ください。 

 

日付の入力については、日付を直接入力する他にカレンダーから選択入力できます。 

なお、プロジェクトのプロパティは、追加、非表示、名称変更、詳細画面に表示のみで

入力不可とする等、各種カスタマイズが可能です。詳細は「PREGARE 画面カスタマイズ

の手引き」をご参照ください。 
 

７．３．２．１ プロジェクトで使用する資源 

プロジェクトで使用する資源を指定するには、「資源一覧」に資源を設定します。シス

テム設定の「３．２．２．１２ プロジェクト資源」で「使用する」を選択した場合、資

源一覧に登録した資源をプロジェクトの工程表（計画）で使用することができます。この

とき、計画タブからダウンロードされる工程’sファイルには、資源一覧に登録した資源の

みが含まれます。なお、「使用しない」を選択した場合には、PREGAREに登録した全資

源が工程’sファイルに引き渡されます。 

「資源一覧」領域にある「追加」ボタンをクリックしてください。「資源選択」画面を

ポップアップ表示します。「資源選択」画面では「７．１４ 資源タブ」で登録した資源

の一覧を表示します。「資源コード」、「資源名称」を指定して「表示」ボタンをクリッ
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クすると指定した条件で一覧に表示する資源を絞り込むことができます。この資源一覧の

中からプロジェクトで使用したい資源の対象の行をクリックすると、クリックした資源が

「資源一覧」領域の一覧に追加表示されます。「閉じる」ボタンをクリックすると「資源

選択」画面を閉じます。 

「山積みグループ名称」は、各プロジェクトの工程表（計画）として使用されているプ

ロジェクト資源の山積みグループを設定・管理することができます。また、山積みグルー

プとして「７．１４ 資源タブ」で設定された「資源グループ名称」を使用したい場合

は、「資源グループ名称をコピー」ボタンをクリックすると「山積みグループ名称」に反

映されます。 

 

「プロジェクト一覧画面」の「プロジェクト資源一括登録」ボタンをクリックすると、

複数プロジェクトの資源をCSV形式で一括登録することができます。この時、登録モード

で「追加」または「上書き」を選択できます。「資源コードブランクの行を無視する」に

チェックを入れると登録データに資源コードブランクの行があっても無視されます。ま

た、「プロジェクト一覧画面」の「プロジェクト資源CSV出力」ボタンをクリックする

と、複数プロジェクトの資源をＣＳＶ形式で出力できます。この時、表示セットでCSV出

力対象のプロジェクトを絞り込むことができます。ここで出力したCSVファイルは一括登

録に使用できます。 

CSVファイルのフォーマットは、「付録１．CSVファイル定義＜プロジェクト資源デー

タ＞」を参照してください。 

 

７．３．２．２ プロジェクトで使用するワークパッケージ 

「３．２ システム設定」の「３．２．２．１． ABC機能」で「使用する」を選択した

場合、プロジェクトの詳細画面下部にワークパッケージ一覧が表示されます。ワークパッ

ケージの作成は計画タブの工程表からおこないます。 

 

「コード」「ワークパッケージ名称」「工種」「資源コード」「実績終了日」は工程表

から取得されており、「コメント1」「コメント2」は「７．１６．１ 工数入力方法の選

択」で入力されたコメントが表示されています。 

「CSV出力」を行うとプロジェクトに登録されているワークパッケージの一覧を出力す

ることができます。この機能を利用する場合、出力するCSV形式ファイルの項目を指定で

きません。ワークパッケージ情報に存在するすべてのカラムが出力されます。 

フィールド定義をカスタマイズすることにより「コメント1」や「コメント2」などのラ

ベル名の変更が可能です。 
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プロジェクト進行中にワークパッケージの構成を変更したい場合は、計画タブより必要

なワークパッケージを工程表に登録した上で、「ワークパッケージ更新」ボタンをクリッ

クし「計画選択」画面より必要なワークパッケージが登録されている工程表を指定するこ

とで、変更することができます。 

※ 既存のワークパッケージの予算は更新せず、新規で追加されたワークパッケージの

予算は「0」で登録されます。予算の更新も必要な場合は、「７．７ 予算タブ」よ

り、計画更新またはベースライン更新を実行する必要があります。 

※ 既存のワークパッケージに予算が登録されている場合は、削除することができませ

ん。「７．７ 予算タブ」より、計画更新またはベースライン更新を実行する必要

があります。 

 

７．３．２．３ プロジェクトが所属するプログラム 

PREGAREではプロジェクトはプログラムに所属することでプログラムという単位での

集計が容易におこなえます。１つのプロジェクトは４つまでのプログラムに所属すること

ができます。 

プロジェクトの編集画面で所属するプログラムを選択することで所属を指定できます。

初期状態のプロジェクトの画面では１つのプログラムしか選択できない設定ですが、フィ

ールド定義の管理機能を使用することで４種類までのプログラム選択の画面に変更するこ

とができます。 

プロジェクトの編集画面で「プログラム名称」欄の「選択」ボタンをクリックするとプ

ログラムの選択画面が表示されます。この画面で所属するプログラムをクリックすること

で選択します。「クリア」ボタンをクリックすると、選択がクリアされます。また、「新

規」ボタンをクリックすると、「プログラム新規」画面からプログラムを新規登録するこ

とができます。 

７．３．３ プロジェクト情報の詳細表示／編集 

「プロジェクト一覧」画面に出力されている一覧情報の中から、対象の行をクリックす

ると「プロジェクト詳細」画面を表示します。 

予算情報は、「計画予算額」、「実行予算額」、「コスト実績額」、「成果物進捗率」

の４グループから構成しており、それぞれ集計値と入力値が参照できます。入力値は、プ

ロジェクト情報に直接入力した値です。一方、集計値は、「７．６ 採算タブ」、「７．

７ 予算タブ」、「７．１２ コストタブ」などのタブから入力した情報を集計加工して生

成した値です。 



Web I Laboratories, Inc.  

- 120 - 

 

資源一覧はこのプロジェクトで使用する資源の一覧です。 

なお、コスト予測を実行する場合には、プロジェクトの詳細情報をフィールド定義ファ

イルでカスタマイズし、コスト予測値やSV、SPI等の関連する指標を表示します（デフォ

ルトでは表示されていません）。システム設定の「コスト予測区分」で「コスト予測す

る」を選択すると、「集計」ボタンの左に「コスト予測年月度」の入力欄が表示されま

す。コスト予測値は「７．６ 採算タブ」で計算した最新値が表示されますが、プロジェ

クト詳細画面でコスト予測年月度を指定して「集計」ボタンで計算することもできます。 

 

この画面では以下の操作ができます。 

編集 ・・・ 既存のプロジェクト情報を編集することができます。 

削除 ・・・ 該当するプロジェクト情報およびプロジェクトに関するすべての情

報を削除することができます。 

ただし、クリックしたプロジェクトが更新禁止の「ステータス」で

ロックされているとプロジェクト情報を編集したり削除したりする

ことができません。該当するプロジェクト情報を編集、削除する必

要があるときはロック済みプロジェクト編集権限をもつユーザーで

ログインし直して、作業を行ってください。 

また、プロジェクトが既に「７．１１．２ マルチプロジェクトの登

録」で選択されている場合、該当するプロジェクト情報を削除する

ことはできません。（削除しようとすると、どのマルチプロジェク

トで使用されているか画面表示されます）削除したいプロジェクト

をマルチプロジェクトから外し、かつ、「マルチプロジェクトの履

歴」から当該プロジェクトを含むマルチプロジェクト計画を削除し

てから、再度削除を試みてください。 
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集計 ・・・ 該当するプロジェクト情報が保有する計画売上額、実績売上額、計

画原価額、実績原価額、出来高実績額、計画粗利額、実績粗利額、

出来高粗利実績額、計画予算額（集計値）、実行予算額（集計

値）、コスト実績額（集計値）、成果物進捗率（集計値）が集計で

きます。 

システム設定の「ABC機能」で「使用する」を選択した場合、ワー

クパッケージ情報が保有する「実績開始日」「実績終了日」「進捗

度」が集計されます。 

システム設定の「コスト予測区分」で「コスト予測する」を選択し

た場合、「コスト予測年月度」欄が表示されます。このとき、「コ

スト予測年月度」の入力は必須となり、年月度を指定し、「集計」

ボタンをクリックすることにより、プロジェクト完了時のコスト予

測及び関連する指標（EAC、SV、SPI、CV、CPI）の計算を実行し

ます。 

ただし、選択したプロジェクトが更新禁止の「ステータス」でロッ

クされているとプロジェクト集計することはできません。 

権限設定 ・・・ このプロジェクトに関する操作についてユーザーとロールを設定で

きます。権限設定画面の詳細は「８．権限」を参照してください。 

ドキュメント

登録 

・・・ プロジェクトにドキュメントを登録することができます。2ＭＢまで

のファイルをアップロードでき、登録できるドキュメント数に制限

はありません。ドキュメント登録機能は有償オプション機能であ

り、ライセンスが必要です。 

プロジェクト

資源編集 

・・・ プロジェクト属性の内、プロジェクト資源のみの追加、削除ができ

ます。権限設定により、プロジェクト属性の変更は禁止し、プロジ

ェクト資源のみの編集を許可することができます。 

※ 計画予算額（入力値）を始めとする数値入力欄は大きな数字を入力するときに桁数

がわかり易いように、フォーカスが外れると３桁毎にカンマを表示します。入力時

はカンマをすべて無視します。これは他のタブの数値入力欄でも共通です。 

 

７．３．４ プロジェクト情報のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プロジェクト一覧」

画面上の「CSV」ボタンをクリックすると、表示セットで選択されているプロジェクトに

関する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマッ
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トについては「付録１．CSVファイル定義＜プロジェクトデータ＞」を参照してくださ

い。また、CSVダウンロード権限については「８．７．３ その他の権限一覧」を参照し

てください。 

この機能を利用する場合、出力するCSV形式ファイルの項目を指定できません。プロジ

ェクト情報に存在するすべてのカラムが出力されます。出力する項目を指定したい場合

は、別途「７．１９ レポートタブ」をご利用ください。 

 

７．３．５ プロジェクトビューの表示 

プロジェクトビュー参照権限をもつユーザーでログインしている場合、「３．４ プロジ

ェクトビューの管理」で設定したプロジェクトビューの名称でタブが表示されています。

プロジェクトビューのタブをクリックすると、ユーザーが管理する必要のあるプロジェク

トプロパティが、まとめて「プロジェクト詳細」画面に表示されます。 

 

 

 

プロジェクトビュー及びプロジェクトビューに表示する項目の設定方法については、

「３．４ プロジェクトビューの管理」を参照してください。また、プロジェクトビュー
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の参照権限については、「８．７．６ プロジェクトビュー参照権限（グローバルロー

ル）」を参照してください。 

プロジェクトビューに表示される「プロジェクト詳細」画面の機能は、プロジェクトタ

ブと同じ効力を持っており、本画面で編集した内容もプロジェクト情報として登録されま

す。操作方法の詳細は、「７．３．２ プロジェクト情報の登録」「７．３．３ プロジェ

クト情報の詳細表示／編集」を参照してください。 

「削除」ボタンについてもプロジェクトタブの「プロジェクト詳細」画面の機能と同様、プロジ

ェクト情報およびプロジェクトに関連する情報すべてが削除されますので、ご注意ください。 
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７．４ プロジェクトアイテムタブ 

概要  

プロジェクトアイテムとは、プロジェクトのプロパティです。プロジェクト単位で作成し、

他のプロパティとは異なり、時間の進行に伴って状態が変化するような項目を保存し、管理

するために使用します。１つのプロジェクトは、複数のプロジェクトアイテムを持つことが

できます。例えば、プロジェクトで実施した検査の実績を週間や月間ごとに保存しておくこ

とができます。 

また、プロジェクトアイテムにはドキュメントを登録することができます。 

 

 

⚫ プロジェクトとプロジェクトアイテムの関連図 

 

 

このタブの使用は運用方法によって異なるため、運用開始前に、プロジェクトアイテムで

使用する項目や管理するサイクルなどの運用ルールを、業務計画に沿って作成する必要があ

ります。このため、「プロジェクトアイテム」という名称、即ちタブ名称や、項目名称は

PREGARE のフィールド定義を変更することでカスタマイズすることができます。 

カスタマイズ方法の詳細は「３．３ フィールド定義の管理」及び別紙「PREGARE15 画面

カスタマイズの手引き」をご参照下さい。 

 

Aプロジェクト 
プロジェクトアイテム（日付又は月度） 

プロジェクトアイテム（日付又は月度） 

プロジェクトアイテム（日付又は月度） 

Bプロジェクト プロジェクトアイテム（日付又は月度） 

プロジェクトアイテム（日付又は月度） 

プロジェクトアイテム（日付又は月度） 
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⚫ カスタマイズ例 

 

 

７．４．１ プロジェクトアイテム情報の一覧 

プロジェクトアイテムタブをクリックすると、プロジェクト一覧を表示します。一覧か

ら、プロジェクトアイテムを参照したいプロジェクトの対象行をクリックすると、選択し

たプロジェクトのプロジェクトアイテムの一覧を参照することができます。プロジェクト

アイテムの一覧から、対象の行をクリックすると、該当するプロジェクトアイテムの詳細

情報を参照することができます。 

７．４．２ プロジェクトアイテム情報の登録 

「プロジェクトアイテム一覧」画面から、「新規」ボタンをクリックすると「プロジェ

クトアイテム新規」画面を表示します。 
「プロジェクトアイテム名称」、「ステータス」、「年月日」が必須入力項目です。日

付の入力については、日付を直接入力する他にカレンダーから選択入力できます。必要な

項目に情報を入力して、「登録」ボタンをクリックすることによって、プロジェクトアイ

テム情報を新規登録します。プロジェクトアイテム名称は重複しても問題はありません。 

 

登録 ・・・ 入力した内容を保存します。 

キャンセル ・・・ 入力した内容を保存せずに、プロジェクトアイテム一覧画面へ戻ります。 

他のプロジェクトから

コピー 

・・・ 別のプロジェクトにあるプロジェクトアイテム情報をコピーして利用したい時

に使用します。ボタンをクリックすると、「プロジェクト選択」画面が表示さ

れるので、選択したいプロジェクトのプロジェクトコードまたは名称のリンク

をクリックします。「プロジェクトアイテム選択」画面が表示されるので、使

用したいプロジェクトアイテムの名称のリンクをクリックして下さい。 

コピー ・・・ 同じプロジェクトにあるプロジェクトアイテム情報をコピーして利用したい時

に使用します。ボタンをクリックすると、「プロジェクトアイテム選択」画面
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が表示されるので、使用したいプロジェクトアイテムの名称のリンクをクリッ

クして下さい。 

 

また、「プロジェクトアイテム一括登録」ボタンをクリックすると、ＣＳＶファイルで

複数プロジェクトのプロジェクトアイテムを一括登録することができます。CSVファイル

のフォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜プロジェクトアイテムデータ

＞」を参照してください。 

 

７．４．３ プロジェクトアイテム情報の詳細表示／編集 

「プロジェクトアイテム一覧」画面に出力されている一覧情報の中から、「名称（プロ

ジェクトアイテム名称）」をクリックすると、「プロジェクトアイテム詳細」画面を表示

します。 

この画面では以下の操作ができます。 
  

編集 ・・・ 該当するプロジェクトアイテム情報を編集することができます。 
削除 ・・・ 該当するプロジェクトアイテム情報を削除することができます。 

ただし、クリックしたプロジェクトアイテムが更新禁止の「ステータス」でロック

されていると、プロジェクトアイテム情報を編集したり削除したりすることができ

ません。該当するプロジェクトアイテム情報を編集・削除する必要があるときは、

ロック済みプロジェクトアイテム編集権限をもつユーザーでログインし直して、作

業を行ってください。 
ドキュメント登録 ・・・ プロジェクトアイテムにドキュメントを登録することができます。2ＭＢまでのファ

イルをアップロードでき、登録できるドキュメント数に制限はありません。ドキュ

メント登録機能は有償オプション機能であり、ライセンスが必要です。 

一覧へ戻る ・・・ 「プロジェクトアイテム一覧」画面に戻ります。  
   

７．４．４ プロジェクトアイテム情報のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プロジェクトアイテ

ム一覧」画面上の「CSV」ボタンをクリックすると、表示セットで選択されているプロジ

ェクトアイテムに関する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。ここで出

力したCSVファイルはプロジェクトアイテムの一括登録に使用できます。CSVファイルの

フォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜プロジェクトアイテムデータ＞」

を参照してください。また、CSVダウンロード権限については「８．７．３ その他の権

限一覧」を参照してください。 

この機能を利用する場合、出力するCSV形式ファイルの項目を指定できません。プロジ
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ェクトアイテム情報に存在するすべてのカラムが出力されます。出力する項目を指定した

い場合は、別途「７．１９ レポートタブ」をご利用ください。 
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７．５ プロジェクトアイテム検索タブ 

概要  

プロジェクトアイテムを検索して一覧表示させます。プロジェクトアイテムの絞り込みに

は、表示セット及び「PJ コード」「PJ 名称」「件名」の絞り込み条件設定機能を使用します。 

 

 

７．５．１ プロジェクトアイテム検索 

プロジェクトアイテム検索タブをクリックすると、プロジェクトアイテムの一覧を表示

します。表示セット機能を使用して一覧に表示するプロジェクトアイテムの絞り込みがで

きます。 

表示セットによる絞り込みと合わせて、プロジェクトコード、プロジェクト名称もしく

はプロジェクトアイテムの件名を入力して、プロジェクトアイテムの検索ができます。表

示セットの指定領域の下部に「PJコード」「PJ名称」及び「件名」の入力用のフィールド

が用意されています。このフィールドに入力して表示ボタンをクリックすると以下の条件

で検索を実施し、プロジェクトアイテムの一覧を再表示します。なお、プロジェクトアイ

テム一覧には、選択した表示セットに指定された項目を表示します。 

● PJコード、PJ名称、件名の全てが空欄の場合は、選択されている表示セットの

条件のみで検索する。 

● PJコード、PJ名称、件名が指定された場合には、表示セットの検索条件との

AND条件で検索する。 

● PJコードを指定した時は、プロジェクトコードが前方一致するプロジェクトの

プロジェクトアイテムを検索する。  

● PJ名称、件名を指定した時は、その文字列をプロジェクト名称やプロジェクト

アイテム件名に含むプロジェクトアイテムを検索する。 
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７．５．２ プロジェクトアイテム情報のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プロジェクトアイテ

ム一覧」画面上の「CSV」ボタンをクリックすると、表示セットで選択されているプロジ

ェクトアイテムに関する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。CSVファ

イルのフォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜プロジェクトアイテムデー

タ＞」を参照してください。また、CSVダウンロード権限については「８．７．３ その

他の権限一覧」を参照してください。 

この機能を利用する場合、出力するCSV形式ファイルの項目を指定できません。プロジ

ェクトアイテム情報に存在するすべてのカラムが出力されます。出力する項目を指定した

い場合は、別途「７．１９ レポートタブ」をご利用ください。 
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７．６ 採算タブ 

概要  

プロジェクト単位での採算を管理します。売上予定、検収実績、成果物の出来高、コスト

予算、実績から収益を算出し比較表示できます。 

 

７．６．１ プロジェクト採算画面 

７．６．１．１ プロジェクト採算画面の表示 

採算タブをクリックすると、プロジェクトの一覧を表示します。プロジェクトの一覧か

ら、対象の行をクリックすると、該当するプロジェクトの採算情報とコスト予測を参照す

ることができます。 
システム設定画面の「コスト予測区分」で「コスト予測する」を選択した場合、プロジェクト採

算画面の上部には採算情報、下部にはコスト予測が表示されます。「コスト予測区分」で「コスト

予測しない」を選択した場合、プロジェクト採算画面には採算情報のみが表示されます。コスト予

測に関しては、「７．６．３ コスト予測」を参照してください。 
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採算情報は、「出来高」、「進行基準」、「完成基準」の３つのグループから構成さ

れ、「進行基準」及び「完成基準」はプロジェクトプロパティの「売上計上基準」で選択

した方法が表示されます。なお、「進行基準」を選択した場合の売上計算方法は、システ

ム設定で「EV法」、「原価比例法」のいずれかを選択することができます。 

 

出来高 ・・・ 出来高管理を実行する場合に出来高、実績コスト等を表示します。 
進行基準 ・・・ プロジェクトの進捗率に応じて売上を計上する「工事進行基準」を適用するプロジェ

クトの売上、粗利等を表示します。売上の計算方法は、「EV法」か「原価比例法」を

選択できます。 
完成基準 ・・・ プロジェクト完了時に売上を一括計上する「工事完成基準」を適用したプロジェクト

の売上、粗利等を表示します。 
  

それぞれのグループは「売上（出来高）」「原価」「粗利」「粗利率」の４つのサブグ

ループに分かれており、各サブグループには「予算発生」と「実績発生」があります。ま

た、表示オプションの「対比表示」をチェックすると「対比」が、「累積表示」をチェッ

クすると「予算累積」、「実績累積」が追加表示されます。 

採算情報は、指定されたプロジェクト期間内１ヶ月ごとに表示します。 

 

上記３つの採算情報の説明については、下記の各節を参照してください。 

プロジェクト

採算画面 

売上計上基準 

（プロジェクト属性） 

進行基準計算方法 

（システム設定） 

参照する節 

出来高 ― ― 「７．６．２．１ 出来高」 

進行基準 工事進行基準 EV法 「７．６．２．２ 進行基準」の

「７．６．２．２．１ 売上計上に

EV法を使用する場合」 

原価比例法 「７．６．２．２ 進行基準」の

「７．６．２．２．２ 売上計上に原

価比例法を使用する場合」 

完成基準 工事完成基準 ― 「７．６．２．３ 完成基準」 

 

「別プロジェクトから繰入」ボタンをクリックし、プロジェクトを選択することによ

り、別プロジェクトの累積売上や累積原価の繰入れができます。例えば、年度を跨ってい

るために１つのプロジェクトを複数に分割している場合などに、この繰入機能を使用する

ことができます。 

表示するグループの組み合わせを画面上の「表示の対象」ドロップダウンリストで選択

できます。  

コスト予測は、予算、出来高、実績コストから算出されるスケジュールやコストの効率
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を用いてプロジェクト完了時のコストを算出し、表示します。但し、算出には出来高を使

用するため、出来高タブで出来高管理を実行する必要があります。 

採算タブの最終更新日時及び最終更新者は、プロジェクトのプロジェクト詳細画面より

確認することができます。詳細は、「７．３．２ プロジェクト情報の登録」をご参照く

ださい。 

 

７．６．１．２ 採算情報及びコスト予測のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プロジェクト採算」

画面上の「採算CSV」ボタンをクリックすると画面に表示しているプロジェクト採算情報

を、「コスト予測CSV」ボタンをクリックすると画面に表示しているコスト予測の情報を

CSV形式のファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマットについては

「付録１．CSVファイル定義＜採算データ＞」及び「付録１．CSVファイル定義＜コスト

予測データ＞」を参照してください。  

 

７．６．１．３ 表示の対象 

「プロジェクト採算」画面上の「表示の対象」ドロップダウンリストによって、画面の

採算情報に表示するグループ（「出来高のみ」、「進行基準のみ」、「出来高＋進行基

準」、もしくは「出来高のみ」、「完成基準のみ」、「出来高＋完成基準」）が指定でき

ます。「進行基準」と「完成基準」はプロジェクトプロパティの「売上計上基準」で選択

した方法が表示されます。 

 

 

７．６．１．４ 金額の単位 

「プロジェクト採算」画面上の「金額の単位」ラジオボタンで適当な表示金額の単位を

選択すると金額欄の数字を指定された単位に丸めて(切り捨て)表示します。通貨単位の表

示（デフォルトは「円」「千円」「百万円」）は、システム設定の「金額の単位」で変更

できます。 

 

７．６．１．５ 全画面表示 

「プロジェクト採算」画面上の「全画面表示」ボタンをクリックすると、画面上のタブ

及び画面左の表示セットとショートカットエリアが非表示になり、「プロジェクト採算」

画面をブラウザー全体に表示します。再度、「全画面表示」ボタンをクリックすると元に

戻ります。 

７．６．２ 採算情報の説明 
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採算情報は、「出来高」、「進行基準」、「完成基準」の３つのグループに分かれてい

ます。「進行基準」の売上は、「設定管理メニュー」の「月締め」画面において「採算」

の一括集計を実行すると計算されます。以下に上記３つのグループの使用方法について説

明します。 

 

７．６．２．１ 出来高 

売上ベースの出来高を管理するか、コストベースの出来高を管理するかにより下記2通

りの使用方法があります。 

● 売上ベースの出来高管理：売上ベースの出来高と実績コストから粗利を計算

し、採算を管理します。プロジェクトプロパティの総成果物価値として売上ベ

ースの価値を登録します。 

● コストベースの出来高管理：コストベースの出来高と実行予算、実績コストを

比較することにより出来高管理をします。プロジェクトプロパティの総成果物

価値としてコストベースの価値（実行予算総額）を登録します。 

出来高の各項目は下記に示す方法で算出されます。 

 

 

 

1．出来高（予算発生） ・・・ 総成果物価値×「７．７ 予算タブ」にて集計された月度実行予算額

／実行予算総額 

2．出来高（実績発生） ・・・ 「７．１３ 出来高タブ」にて集計された出来高合計－前月までの出

来高累計 

3．原価（予算発生） ・・・ 「７．７ 予算タブ」にて集計された月度実行予算 

4．原価（実績発生） ・・・ 「７．１２ コストタブ」にて集計された月度実績コスト 

5．出来高粗利（予算発生） ・・・ 「出来高予算発生額」－「出来高原価予算発生額」 

6．出来高粗利（実績発生） ・・・ 「出来高実績発生額」－「出来高原価実績発生額」 
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7．出来高粗利率（予算発生） ・・・ 「出来高粗利（予算発生）」／「出来高（予算発生）」×100 

8．出来高粗利率（実績発生） ・・・ 「出来高粗利（実績発生）」／「出来高（実績発生）」×100 

対比 ・・・ 「実績発生」／「予算発生」×100 

累積 ・・・ 各項目発生額の月度累積 

 

７．６．２．２ 進行基準 

進行基準で月次売上を計算し、粗利を管理したい場合に使用します。プロジェクトプロ

パティの「売上計上基準」で「工事進行基準」を選択します。 

進行基準で計上する売上の計算方法には、「EV法」と「原価比例法」の2種類があり、

システム設定の「進行基準計算方法」でどちらかを選択します。 

進行基準の売上の計算は、「設定管理メニュー」の「月締め」画面において実行しま

す。月締め画面の一括集計で「採算」をチェックし、売上集計月度を指定して「集計」ボ

タンをクリックします。売上集計は月度を飛ばすことなく順次実行します。 

 

７．６．２．２．１ 売上計上にEV法を使用する場合 

EV法を使用して月次の売上計算を実行します。システム設定の「進行基準計算方法」で

「EV法」を選択します。 

EV法を用いた進行基準では、「総成果物価値」に対する出来高タブで算出する「進捗出

来高」の割合でプロジェクトの進捗率を把握し、月次の売上を計算します。プロジェクト

プロパティの総成果物価値としてコスト金額ベースの値を登録します。EV法を進行基準

の計算方法として選択するには、出来高タブでの進捗出来高の計算が必須となります。 

なお、プロジェクトが完了して残売上額をすべて計上する月を「売上完了年月度」とし

て登録しておくと、出来高タブで計算した進捗率に係わりなく、当該年月度の進捗率

100％として売上の計算を実行します。但し、通常、EV法の場合には、最終的に成果物

進捗が100％となるため、プロジェクト完了月は「売上完了年月度」を登録しなくても進

捗率100％となります。 
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EV法を用いた進行基準の各項目は下記に示す方法で算出されます。 

1．進行基準売上（予算発生） ・・・ 計画売上額（進行基準計算用）×対象月度までの進行基準原価予算額累

計額／進行基準原価予算合計額－前月までの進行基準売上予算累計額 

但し、売上集計実行済みの月については、売上集計実行時の進行基準売

上予算額を表示する 

2．進行基準売上（実績発生） ・・・ 計画売上額（進行基準計算用）×「７．１３ 出来高タブ」にて集計され

た月度進捗出来高／総成果物価値 

但し、売上集計実行済みの月については、売上集計実行時の進行基準売

上実績額を表示する 

3．進行基準原価（予算発生） ・・・ 「７．７ 予算タブ」にて集計された月度実行予算 

但し、売上集計実行済みの月については、売上集計実行時の進行基準原

価予算額を表示する 

4．進行基準原価（実績発生） ・・・ 「７．１２ コストタブ」にて集計された月度実績コスト 

5．進行基準粗利（予算発生） ・・・ 「進行基準売上予算発生額」－「進行基準原価予算発生額」 

6．進行基準粗利（実績発生） ・・・ 「進行基準売上実績発生額」－「進行基準原価実績発生額」 

7．進行基準粗利率（予算発生） ・・・ 「進行基準粗利（予算発生）」／「進行基準売上（予算発生）」×100 

8．進行基準粗利率（実績発生） ・・・ 「進行基準粗利（実績発生）」／「進行基準売上（実績発生）」×100 

対比 ・・・ 「実績発生」／「予算発生」×100 

累積 ・・・ 各項目発生額の月度累積 

＊上記計算式では繰越額は考慮していません。 

 

７．６．２．２．２ 売上計上に原価比例法を使用する場合 

原価比例法を使用して月次の売上計算を実行します。システム設定の「進行基準計算方

法」で「原価比例法」を選択します。 

原価比例法を用いた進行基準では、プロジェクトの原価予算合計額に対する実績コスト

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 



Web I Laboratories, Inc.  

- 136 - 

 

額の割合でプロジェクトの進捗率を算出し、月次の売上を計算します。 

プロジェクトが完了して残売上額をすべて計上する月を「売上完了年月度」として登録

しておきます。登録した「売上完了年月度」の売上集計では、実績コスト額から計算され

た進捗率に係わりなく、当該年月度の進捗率100％として売上の計算を実行します。 

 

 

 

原価比例法を用いた進行基準の各項目は下記に示す方法で算出されます。 

1．進行基準売上（予算発生） ・・・ 計画売上額（進行基準計算用）×対象月度までの進行基準原価予算

累計額／原価予算合計額－前月までの進行基準売上予算累計額 

但し、売上集計実行済みの月については、売上集計実行時の進行基

準売上予算額を表示する 

2．進行基準売上（実績発生） ・・・ 計画売上額（進行基準計算用）×「７．１２ コストタブ」にて集計

された実績コスト総額／進行基準原価予算合計額－前月までの進行

基準売上実績累計額 

但し、売上集計実行済みの月については、売上集計実行時の進行基

準売上実績額を表示する 

3．進行基準原価（予算発生） ・・・ 「７．７ 予算タブ」にて集計された月度実行予算 

但し、売上集計実行済みの月については、売上集計実行時の進行基

準原価予算額を表示する 

4．進行基準原価（実績発生） ・・・ 「７．１２ コストタブ」にて集計された月度実績コスト 

5．進行基準粗利（予算発生） ・・・ 「進行基準売上予算発生額」－「進行基準原価予算発生額」 

6．進行基準粗利（実績発生） ・・・ 「進行基準売上実績発生額」－「進行基準原価実績発生額」 

7．進行基準粗利率（予算発生） ・・・ 「進行基準粗利（予算発生）」／「進行基準売上（予算発生）」

×100 

8．進行基準粗利率（実績発生） ・・・ 「進行基準粗利（実績発生）」／「進行基準売上（実績発生）」

×100 

対比 ・・・ 「実績発生」／「予算発生」×100 
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累積 ・・・ 各項目発生額の月度累積 

 

７．６．２．３ 完成基準 

完成基準で月次売上を計算し、粗利を管理したい場合に使用します。プロジェクトプロ

パティの「売上計上基準」で「工事完成基準」を選択します。 

完成基準の売上及び原価は、すべてユーザーが入力します。入力方法としては、画面か

ら入力もしくはCSVファイルのアップロードによる入力の2種類があり、システム設定の

「採算入力区分」で「画面入力」もしくは「CSVファイル」を選択します。 

システム設定の「採算入力区分」で「画面入力」を選択した場合、プロジェクト採算画

面に表示される「採算入力」ボタンをクリックし、採算入力画面から手入力します。シス

テム設定の「採算入力区分」で「CSVファイル」を選択した場合の操作は「７．６．２．

３．１ CSV形式のファイルアップロード」を参照ください。 

 

 

 

完成基準の各項目は下記に示す方法で算出されます。 

1．完成基準売上（予算発生） ・・・ 売上予算を画面入力もしくはCSVファイルのアップロードによる入力

をします。 

2．完成基準売上（実績発生） ・・・ 売上実績を画面入力もしくはCSVファイルのアップロードによる入力

をします。 

3．完成基準原価（予算発生） ・・・ 売上予算に対応する原価予算を画面入力もしくはCSVファイルのアッ

プロードによる入力をします。 

4．完成基準原価（実績発生） ・・・ 売上実績に対応する原価実績を画面入力もしくはCSVファイルのアッ

プロードによる入力をします。 

5．完成基準粗利（予算発生） ・・・ 「完成基準売上予算発生額」－「完成基準原価予算発生額」 

6．完成基準粗利（実績発生） ・・・ 「完成基準売上実績発生額」－「完成基準原価実績発生額」 
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7．完成基準粗利率（予算発生） ・・・ 「完成基準粗利（予算発生）」／「完成基準売上（予算発生）」

×100 

8．完成基準粗利率（実績発生） ・・・ 「完成基準粗利（実績発生）」／「完成基準売上（実績発生）」

×100 

対比 ・・・ 「実績発生」／「予算発生」×100 

累積 ・・・ 各項目の発生額の月度累積 

  

７．６．２．３．１ CSV形式のファイルアップロード 

「完成基準売上」と「完成基準原価」をそれぞれCSVファイルのアップロードにより入

力できます。 

⚫ アップロード手順 

「プロジェクト採算」画面から「完成基準売上詳細表示」ボタン（原価を登録する場合

は「完成基準原価詳細表示」ボタン）をクリックすると、「プロジェクト完成基準売上詳

細」画面（「プロジェクト完成基準原価詳細」画面）を表示します。  

この画面で、CSV形式のファイルから月毎の完成基準売上（完成基準原価）を一括取り

込みできます。「売上詳細登録」ボタン（「原価詳細登録」ボタン）をクリックすると、

CSVファイル欄が表示されます。「ファイルの選択」ボタンをクリックして、PCクライ

アントの該当するCSV形式ファイルを指定します。次に「登録」ボタンをクリックする

と、指定した売上（原価）情報をアップロードします。複数回売上データのアップロード

をすると売上データは追加取込みされます。 
⚫ エラー表示 

同一種別（予算、実績）に同一年月度のデータが既に登録されている場合は、エラーを

表示してアップロード処理は中止されます。ファイルの内容を修正してアップロードをや

り直してください。 

⚫ 一覧参照と削除 

表示期間を指定し、「計画」、「実績」を選択後、「表示」ボタンをクリックすると、

登録されている売上（原価）情報が一覧に表示されます。画面上に表示されている売上

（原価）データを「表示されているレコードを削除」ボタンをクリックし、削除すること

ができます。アップロードしたデータを修正したい場合には、一度、対象月度のデータを

すべて削除し、再度、修正データのアップロードを実行してください。 

⚫ 制限事項 

入力締めがされている月度の売上（原価）データは登録されず、入力締めされていない

月度のデータのみ登録されます。また、プロジェクトコードが対象プロジェクトと異なる

データ、年月度がプロジェクト期間の範囲外であるデータも同様に登録されません。 

「採算画面に戻る」ボタンをクリックすると、「プロジェクト採算」画面に戻ります。 
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「プロジェクト採算」画面では、同一種別、同一年月度の売上が合計されて月毎に表示

されます。 

CSVファイルのフォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜売上／原価デー

タ＞」を参照してください。   

７．６．３ コスト予測 

システム設定の「コスト予測区分」で「コスト予測する」を選択すると、「プロジェク

ト採算」画面に「コスト予測」が表示されます。 
「コスト予測」では、実績コストと実績出来高よりプロジェクト完了時のコスト予測を

実行します。計画予算と実績コスト、出来高との対比により、コストとスケジュールの効

率を計算し、これらの効率指数から楽観値、中立、悲観値の3種類のコスト予測を実行し

ます。 

なお、効率が１を超えている場合には、楽観値と悲観値の値が逆転することがありま

す。 

 

 

 

 ７．６．３．１ コスト予測計算の実行 
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実績コストの入力と進捗出来高の計算を実行した後、「年月度」に実績データを入力し

た年月度を指定し、「コスト予測計算」もしくは「計算済みの月度を含めて再計算」ボタ

ンをクリックします。それぞれのボタンクリックで下記内容の計算を実行します。 

・「コスト予測計算」：指定した年月度及びそれ以前で計算がされていない年月度のコ

スト予測計算を実行します。既に実行されている年月度のコスト予測計算は実行しませ

ん。計算実行済みの過去月の予測データを保持しておきたい場合に使用します。 

・「計算済みの月度を含めて再計算」：既に計算済みの過去月を含む指定年月度までの

コスト予測計算を実行します。例えば、完了時総予算（BAC）がプロジェクトの途中で変

更されたため、過去月のデータも再計算したい場合等に使用します。 

 

７．６．３．２ コスト予測計算式 

「コスト予測」の計算の基となる3つの値は下記のとおりです。 

値の名称 説明 計算式 

PV 

(Planned Value) 

「７．７ 予算タブ」で計算する出

来高予算。 

「予算タブで集計された月度実行予算」×計画出来高

係数[1] の累計＋「繰越計画出来高」 

AC 

(Actual Cost) 

「７．１２ コストタブ」で計算す

る実績コスト。 

「コストタブで集計された月度実績コスト」×計画出

来高係数[1] の累計＋「繰越実績コスト」 

EV 

(Earned Value) 

「７．１３ 出来高タブ」で計算す

る進捗出来高。 

出来高タブで集計された累計出来高 

[1] 計画出来高係数：PREGARE上でコスト予測するための係数を示します。 

計算式「(総成果物価値－繰越計画出来高)÷予算タブで集計された実行予算合計」 

（ただし、予算タブで集計された実行予算合計が「0」のときは「1.0」とします） 

 

「コスト予測」の各項目は下記計算式で計算します。 

項目名 計算式 

完了時総予算 (BAC) プロジェクトの「実行予算額（集計値）」 

残作業予測コスト(ETC) 楽観値 BAC－EV 

中立 (BAC－EV)／CPI 

悲観値 (BAC－EV)／(CPI×SPI) 

予測コスト(EAC) 楽観値 AC＋ETC(楽観値) 

中立 AC＋ETC(中立) 

悲観値 AC＋ETC(悲観値) 

コスト差異(VAC) 楽観値 BAC－EAC(楽観値) 

中立 BAC－EAC(中立) 

悲観値 BAC－EAC(悲観値) 
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スケジュール差異 (SV) EV－PV 

コスト差異 (CV) EV－AC 

スケジュール効率指数 (SPI) EV／PV 

コスト効率指数 (CPI) EV／AC 

フォーキャスト 楽観値 発生 計画タブに登録されている最新計画から集計した該当月予算+

該当月の手入力費目予算 

楽観値 累積 コスト予測評価年月度の前月までの実績コスト累計+楽観値発

生額の累積 

中間値 発生 楽観値発生額/CPI 

中間値 累積 コスト予測評価年月度の前月までの実績コスト累計+中間値発

生額の累積 

悲観値 発生 楽観値発生額/（CPI*SPI） 

悲観値 累積 コスト予測評価年月度の前月までの実績コスト累計+悲観値発

生額の累積 

※ PV、AC、EVの各値は、計算する対象月度までの累積値を使用します。 

※ フォーキャストは、最新計画を基にコスト予測年月度～プロジェクト終了年月度ま

での月毎の予測コストを算出します。最新計画のうちコスト予測年月より前に進捗

が入っていないタスクが存在している場合におきましても、コスト予測年月より過

去のタスクは進捗していると仮定してフォーキャストを算出しています。 
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７．７ 予算タブ 

概要  

プロジェクト単位での予算の立案、管理ができます。このタブで表示される予算は月別

費目別、ワークパッケージ別の一覧表で表示されます。また予算は２つの予算「計画予

算」と「実行予算」を持ち、詳細を比較表示できます。予算の作成方法は費目ごとに異な

り、予定工数から算出する「自動計算費目」と支払い予定から作成する「手入力費目」に

分かれます。費目については「７．１５ 費目タブ」を参照してください。プロジェクト

が更新禁止の「ステータス」でロックされている場合には変更はできません。 

 

７．７．１ プロジェクト予算画面の説明 

予算タブをクリックすると、プロジェクトの一覧を表示します。このプロジェクトの一

覧から、対象の行をクリックすると、選択したプロジェクトの予算情報を参照することが

できます。 
予算情報は費目またはワークパッケージごとにプロジェクトの「開始年月度」～「終了

年月度」分表示され、１ヶ月ごとに分割して管理することができます。非表示の月はスク

ロールボタンをクリックすることにより表示させることができます。 

プロジェクト予算画面は、「表示項目」を選択することにより、「費目」、「ワークパ

ッケージ（工数）」、「ワークパッケージ（金額）」の表示切り替えをすることができま

す。また、「表示の対象」を選択することにより、「計画予算」、「実行予算」、「計画

予算＋実行予算」の表示切り替えをすることができます。  
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PREGAREでは「計画予算」とは概算予算であり、見積もりに相当するものです。一方

「実行予算」はプロジェクトが守るべき実質的な予算であると想定しています。予実の対

比は「７．１２ コストタブ」にて表示され、このとき対象の予算は、「実行予算」を指

します。  

７．７．２ 予算情報の作成方法について 

予算策定の方法は対象が予定工数から算出する「自動計算費目」「ワークパッケージ」

と、支払い予定から作成する「手入力費目」によって分かれます。またそれぞれの種類ご

とにデータの策定方法が用意されています。 

 

種類 費用のタイプ 作成方法 指定の方法 計算方法 

自動計算費目 

※1 

予定工数を基

に算出する 

計画タブの工程表から

算出する 

「集計費目予算入力区

分」で「計画ファイル」

または「計画ファイル

/CSVファイル」を選択 

工程情報と資源情報を

基に算出する 

予定工数CSVファイル

をアップロードする 

「集計費目予算入力区

分」で「CSVファイル」

または「計画ファイル

/CSVファイル」を選択 

月別資源別の予定工数

情報から算出する 

ワークパッケー

ジ 

予定工数を基

に算出する 

計画タブの工程表から

算出する 

「ABC機能」で「使用す

る」を選択 

工程情報と資源情報を

基に算出する 

手入力費目 支払い予定を

基に作成する 

「予算入力画面」で入

力する 

「手入力費目予算入力区

分」で「画面入力」を選

択 

月別の支払額合計を入

力する。 

「経費予算タブ」で経

費予算CSVファイルを

アップロードする 

「手入力費目予算入力区

分」で「CSVファイル」

を選択 

支払い単位の情報を月

別費目別に集計する。 

これらの方法の選択は「３．２ システム設定」の「集計費目予算入力区分」「ABC機能」

「手入力費目予算入力区分」で指定します 

 

※1 システム設定の「ABC機能」を「使用する」に設定した場合、「集計費目予算入力区

分」で「CSVファイル」または「計画ファイル / CSVファイル」を選択することはで

きません。 

 

７．７．２．１ 工程表からの予算情報の作成 

計画タブにて工程’sから入力した工程情報と資源情報および資源予算単価情報から、工

数予算を自動計算できます。 
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「プロジェクト予算」画面で表示の対象が「計画予算」になっているときに「計画更

新」ボタンをクリックすると、「計画選択」画面が開きます。「計画選択」画面には

「７．９ 計画タブ」で工程’sから入力した工程計画の一覧を表示します。ここで選択した

工程情報と資源情報を基に、計画予算の自動集計を行います。 

「プロジェクト予算」画面で表示の対象が「実行予算」または「計画予算＋実行予算」

になっているときに「ベースライン更新」ボタンをクリックすると、「計画選択」画面が

開きます。「計画選択」画面には「７．９ 計画タブ」で工程’s から入力した工程計画の

一覧を表示します。ここで選択した工程計画の工程情報と資源情報を基に、実行予算の自

動集計やワークパッケージの登録を行います。 

ここで選択した工程計画は計画タブの「７．９．１ 計画ファイル一覧」の予算の欄に

「計画」または「実行」と表示します。 

なお、予算は必要資源量を「レベル」で設定した場合には作業バーの「期間」、

「量」、「システム設定」の「1日の稼働時間」、資源の「予算単価（時間あたり）」か

ら計算します。 

 

７．７．２．２ 予定工数CSVファイルからの予算情報の作成 

Excelなどの外部のアプリケーションソフトで作成された予定工数CSVファイルを登録

することで予算の計算費目の金額を設定することができます。資源タブで設定されている

資源単価の情報から、工数予算の自動計算を行います。予定工数のデータを「人月」「人

日」で指定した場合には「システム設定」での「1日の稼働時間」「月当たりの稼働日

数」を使用して「人時」に変換します。「月当たりの稼働日数」を暦通りに計算したい場

合には、「３．７．８ 月間稼働日数データ読み込み」を使用してください。 

「プロジェクト予算」画面で、「予定工数登録・削除」ボタンをクリックすると表示さ

れる「予定工数CSV登録」画面で工数のCSV形式のファイルをアップロードすることがで

きます。「ファイルの選択」ボタンをクリックして登録するCSV形式ファイルを指定しま

す。次に「工数単位」を指定の上、「登録」ボタンをクリックすると、指定した工数情報

をアップロードします。CSVファイルのフォーマットについては「付録１．CSVファイル

定義＜予定工数データ＞」を参照してください。 計画予算、実行予算の区別はCSVファ

イルの内容に含まれています。 

投入済の予定工数削除を削除することも可能です。同じ「予定工数CSV登録」画面で削

除の期間と予算のタイプを指定すると対象期間のこのプロジェクトの予定工数が削除され

ます。 

 

７．７．２．３ 予算入力画面からの予算情報の登録 
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「プロジェクト予算」画面の「予算入力」ボタンをクリックすると「予算入力」画面を

表示します。 
この画面では、手入力費目の予算を入力することができます。必要な入力項目に情報を

入力して、「登録」ボタンをクリックすることによって、入力した予算情報を登録しま

す。 

 

７．７．２．４ 経費予算情報からの予算情報の登録 

「経費予算タブ」で設定されたデータが「プロジェクト予算」画面に反映されます。予

算タブ側での操作は不要で「経費予算タブ」で登録されると「プロジェクト予算」画面に

反映されます。「経費予算」情報の削除の場合も同様です。 

７．７．３ プロジェクト予算情報のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プロジェクト予算」

画面上の「CSV」ボタンをクリックすると、画面に表示されているプロジェクト予算に関

する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマット

については「付録１．CSVファイル定義＜予算データ＞」を参照してください。  

７．７．４ 表示の対象 

「プロジェクト予算」画面上の「表示の対象」ドロップダウンリストより画面に表示す

る予算（「計画予算」、「実行予算」、「計画予算＋実行予算」）が指定できます。表示

の対象を選択すると画面表示を更新します。選択した表示の対象によって「計画更新」ボ

タン／「ベースライン更新」ボタンと「予定工数登録・削除」ボタンの両方が切り替わり

ます。  

７．７．５ 金額の単位 

「プロジェクト予算」画面上の「金額の単位」ラジオボタンで適当な表示金額の単位を

選択すると金額欄の数字を選択した単位に丸めて(切り捨て)表示します。通貨単位の表示

（デフォルトは「円」「千円」「百万円」）は、システム設定の「金額の単位」で変更で

きます。 

７．７．６ 全画面表示 

「プロジェクト予算」画面上の「全画面表示」ボタンをクリックすると、画面左の表示

セットとショートカットエリアが非表示になり、「プロジェクト予算」画面がブラウザー

全体に表示されます。再度、「全画面表示」ボタンをクリックすると元に戻ります。  
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７．７．７ 予算のクリア 

プロジェクト開始前に期限改定があった際に、プロジェクトの予算を更新する権限かつ

予算クリア権限を持つユーザーは計画予算および実行予算をクリアすることができます。

また、ABC機能を使用している場合は、ワークパッケージもクリアされます。ただし、プ

ロジェクトが開始され工数や実績コスト、出来高が入力されると、予算クリア機能を実行

することができません。 

 

７．７．８ コストタブとの関係 

予算タブで集計した実行予算情報は、「７．１２ コストタブ」における予算の欄に表示

されます。  
 

７．７．９ 採算タブとの関係 

予算タブで集計された実行予算合計は、「７．６ 採算タブ」における原価の予算発生と

予算累積に表示されます。また「出来高予算額」の算出に使われます。 
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７．８ スコープタブ 

概要  

各プロジェクトのスコープ情報を入力、参照できる画面です。これはプロジェクトプロ

パティの一部です。 

 

 

 

７．８．１ プロジェクト情報の一覧 

スコープタブをクリックすると、プロジェクトの一覧を表示します。プロジェクトの一

覧から、対象の行をクリックすると、選択したプロジェクトの「スコープ詳細」画面を表

示できます。  

７．８．２ スコープ情報の編集 

「スコープ詳細」画面上の「編集」ボタンをクリックすると既存のスコープ情報を編集

することができます。 

「成果物定義書の所在」、「品質基準定義書の所在」、「リスク分析報告書の所在」、

「調達関連規定書の所在」、「契約書の所在」の項目ではURLを指定することができま

す。URLを指定した項目は入力データがハイパーリンクで表示されます。 

日付情報のプロパティを追加した場合、日付の入力については、日付を直接入力する他
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にカレンダーから選択入力できます。 

ただし、選択したプロジェクトが更新禁止の「ステータス」でロックされているとスコ

ープ情報を編集することはできません。 
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７．９ 計画タブ 

概要  

プロジェクトの工程計画の登録（アップロード）及びダウンロードを行います。 
工程’sでは、工程表作成（印刷）、日程計算、要員配置計画作成、資源の山積み、工程

進捗管理、工程予実対比等プロジェクト管理のPDCAサイクルを司ります。 
工程’sで計画した工程情報と資源配置計画は、「７．７．２ 予算情報の作成方法につい

て」の基礎データとなります。 

 

 

 

PREGAREの計画タブによりダウンロードした工程計画のみをサーバーにアップロード

することができます。PREGAREは誤った更新に対するチェック機能を備えています。 

 

通常の更新は上側のPCのように、最新版をダウンロードして、それを修正したものをア

ップロードします。下側のPCのように別プロジェクトの計画や、過去の計画、その修正

版などは強制的に指定しない限り、アップロードできません。具体的な指定方法などは後

述します。 

サーバー 

最新版ダウンロード 

修正版アップロード 

別プロジェクトの計画 

過去の計画 

過去の計画からの修正版 
PC 

PC 
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また、最新の計画をダウンロードして修正を行う際に、他のユーザーと競合しないよう

にチェックアウトを行います。チェックアウト機能により、ダウンロードした計画を排他

的に修正することができます。 

 

７．９．１ 計画ファイル一覧 

計画タブをクリックすると、プロジェクト一覧を表示します。プロジェクト情報の一覧

から、対象の行をクリックすると、該当するプロジェクトの工程情報をダウンロード／ア

ップロードするための「最新計画と計画の履歴」画面を表示します。 
⚫ テンプレートから作成 

工程計画情報を最初に作成するときは「設定管理メニュー」画面の「計画テンプレート

の管理」で登録した工程計画テンプレートを利用することができます。「最新計画と計画

の履歴」画面の「テンプレートから作成」ボタンをクリックすると、「計画ファイル新規

作成」画面が表示され、あらかじめ「３．５ 計画テンプレートの管理」で登録しておい

た計画テンプレートを選択することができます。計画テンプレート横の「チェックアウ

ト」ボタンをクリックすると工程’sの計画テンプレートファイルをダウンロードすること

ができます。 

ダウンロードした計画テンプレートを保存する場所（クライアントPCのフォルダー）

は、後に工程計画情報をアップロードするためにわかりやすい位置に保存してください。 

 

※ 選択した計画テンプレートファイルにバーやマイルストーンが存在する場合、「計

画ファイル新規作成」画面で移動先（開始日もしくは終了日の指定）を指定して「この条

件で移動」ボタンをクリックすると、指定した最早開始日もしくは最遅終了日にバーやマ

イルストーンが移動し、それに合わせてプロジェクト全体を移動することができます。終

了日を指定した場合には終了日から過去に向かってバーが配置されます。テンプレートの

内容をそのまま使用するには「移動しない」をクリックします。 

ユーザー

１ 

更新開始宣言 

（チェックアウト） 

サーバー 

ユーザー

 

チェックアウト中 

チェックアウト 

／更新不可 

        修正版 

アップロード 

     （更新終了宣言） 

ユーザー

１ ユーザー

２ 
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※ 編集期間はシステム設定の「編集期間」の設定によって決定されます。 

1) プロジェクトの開始/終了年月度：各プロジェクトの開始年月度～終了年月度が新

規作成ファイルの編集期間となります。計画ファイルを「最新計画をチェックア

ウト」や「ダウンロード」でチェックアウトやダウンロードした場合も、編集期

間は開始年月度～終了年月度となります。 

2) 計画の編集期間：テンプレートファイルの編集期間が新規作成ファイルの編集期

間となります。計画ファイルの編集期間はアップロード時に保持され、「最新計

画をチェックアウト」や「ダウンロード」でチェックアウトやダウンロードした

場合は保持された編集期間となります。 

 

 
 

※ ファイルをダウンロードするときは、「保存」ボタンを使うことをお勧めします。

「保存」ボタンを使って任意の場所にファイルを保存してから工程’sで編集してくださ

い。「開く」ボタンを使って工程’sで直接開くとファイルの保存場所がPCの設定に依存し

てしまうので、編集したファイルを見つけられない場合があります。 

 

計画テンプレートファイルをチェックアウトすると、「最新計画をチェックアウト」と

「テンプレートから作成」ボタンはクリックできなくなり、「チェックアウト解除」ボタ

ンがクリックできるようになります。これは誤って同じ計画を異なるユーザーが同時に編

集しないための配慮です。計画テンプレートファイルのチェックアウトを無効にしたいと

きは「チェックアウト解除」ボタンをクリックしてください。 

この工程計画情報のテンプレートを利用してプロジェクトの工程計画を立案、プロジェ

クト工期のシミュレーション（PERT計算）、要員配置計画の立案、プロジェクト資源の

山積み、プロジェクト工程表の出力、予算策定の基礎データ作成などができます。 

⚫ PREGARE に工程表を登録 

工程’sで編集した工程計画情報は、「７．９．２ 工程計画情報のアップロード」を利用

して、PREGAREに登録することができます。 
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PREGAREに登録した工程計画を編集する場合は「計画ファイル一覧」画面にある「最

新計画をチェックアウト」ボタンをクリックしてください。工程’sの最新工程計画情報を

ダウンロードすることができます。 

⚫ 最新計画工程情報をチェックアウト 

最新工程計画情報をチェックアウトすると、「最新計画をチェックアウト」と「テンプ

レートから作成」ボタンはクリックできなくなり、「チェックアウト解除」ボタンがクリ

ックできるようになるのは計画テンプレートファイルのダウンロードと同じです。最新工

程計画情報のチェックアウトを無効にしたいときは「チェックアウト解除」ボタンをクリ

ックしてください。 

⚫ 工程表の参照 

工程計画を参照するだけの場合は、チェックアウトする必要はありません。「計画ファ

イル一覧」任意のバージョンの「ダウンロード」ボタンをクリックしてください。クリッ

クしたバージョンの工程計画情報をダウンロードすることができます。 

工程計画をダウンロードすると「ダウンロード履歴」領域の一覧に履歴を追加します。 

⚫ チェックアウトまたはダウンロードした計画ファイルについて 

「システム設定」の「レポートおよび計画設定」で「計画の資源の並び替え」を「並び

替えを行わない」に設定している場合、計画ファイルをチェックアウトまたはダウンロー

ドした時、前回アップロード時の資源別ビューの行の順序は保持されます。「資源コード

順に並び替える」に設定している場合、資源別ビューの行の順序は保持されません。 

⚫ 工程表の利用 

工程計画は「７．７ 予算タブ」で「計画予算」や「実行予算」を計算するときの基礎

データとなります。「計画予算」や「実行予算」の計算で使用した計画には「予算」の欄

に「計画」「実行」と表示します。 

工程計画は「７．１１ マルチタブ」でマルチプロジェクトの一部にすることができま

す。マルチプロジェクトに指定した計画には「マルチ」の欄に「○」を表示します。 

 

７．９．２ 工程計画情報のアップロード 

工程’s で編集した工程計画情報を、PREGAREに登録することができます。 

「計画タブ」のプロジェクト情報一覧から、プロジェクト行をクリックすると、該当す

るプロジェクトの工程情報をダウンロード／アップロードするための「最新計画と計画の

履歴」画面が表示されます。 

「最新計画と計画の履歴」の下に「計画ファイルアップロード」領域を表示します。

「最新計画をチェックアウト」をクリックして、工程計画のチェックアウトを行うと、

「計画ファイルアップロード」領域を表示して、「チェックアウト解除」ボタンがクリッ
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クできるようになります。なおシステム設定の「計画のチェックアウト」に「不要」が選

択されている場合は、チェックアウト機能を使用しませんので、初めからこの領域が表示

されています。 

「計画ファイルアップロード」領域にある「バージョン」と「コメント」のフィールド

に工程計画の内容を入力します。 

バージョン番号は自由につけることができます。PREGAREがバージョン番号に依存す

る特別な動作はありません。アップロードする工程計画情報ファイルの指定は「ファイル

の選択」ボタンで行います。 

ダウンロードしたファイルを編集して、アップロードする場合は、通常、「登録」ボタ

ンをクリックしてください。工程計画情報がアップロードされます。 

このとき、チェックアウトした工程計画と異なる計画をアップロードすると、「計画フ

ァイルの元データが一致しないためアップロードができませんでした」というメッセージ

が表示され、アップロードを中止します。 

計画強制登録権限を付与されたユーザーは、「強制登録」ボタンをクリックすることに

より、チェックアウトした工程計画情報とは異なる情報を強制的にアップロードすること

ができます。 

工程計画情報のアップロードは工程’sからも実行できます。詳細は工程’sのヘルプを参

照してください。 

７．９．３ 工程計画情報の編集 

工程計画情報を編集することができます。「最新計画と計画の履歴」から任意のバージ

ョンの「編集」ボタンをクリックすると、「計画編集」画面を表示します。 

 

 

 

「計画編集」画面で工程計画の「バージョン」と「コメント」を変更することができま
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す。 

「ダウンロード」ボタンをクリックすると、工程表をチェックアウトせずに参照用とし

てダウンロードすることができます。 

工程計画が不要となった場合、「削除」ボタンをクリックしてください。確認ダイアロ

グが表示されるので、「ＯＫ」ボタンをクリックして工程計画を削除することができま

す。システム設定の「計画の自動削除」で「使用する」を選択すると、設定した最大個数

を超える計画が自動的に削除されます。ただし、計画予算や実行予算で使用されている計

画やマルチプロジェクト計画を構成する計画は自動削除の対象となりません。 

また、「計画編集」画面の「計画の保存」で「保存する」を選択することにより、当該

計画を自動削除の対象外とすることができます。なお、保存した計画には「保存」の欄に

「○」を表示します。 

 

 

 

※ マルチプロジェクトを構成する工程計画情報は削除できません。予め関係するマル

チプロジェクトとマルチプロジェクト計画を削除して下さい。 

※ 工程計画を削除しても工程計画情報の履歴を残しています。「最新計画と計画の履

歴」の「廃止を含む」をチェックすると削除された工程計画情報がグレーで再表示され、

履歴を確認することができます。ただし、工程計画そのものは削除されているので編集そ

の他の操作をすることはできません。 

 

編集した情報を保存する場合は「登録」ボタンをクリックすると、情報を上書きで保存

することができます。 

７．９．４ 工程’sの利用方法 

工程’s を利用すると、プロジェクトの工程計画を立案、プロジェクト工期のシミュレー

ション（日程計算）、要員配置計画の立案、プロジェクト資源の山積み、プロジェクト工

程表の出力、予算策定の基礎データ作成などが行えます。工程’sはクライアントPCで稼動

するアプリケーションであり、PREGARE と連携して利用する場合は、事前に該当するク

ライアントPCにインストールしておく必要があります。 
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７．９．５ 計画レポート 

計画レポートを使用して工程’s で作成した日程の各工程に関するレポートを出力するこ

とができます。 

「最新計画と計画の履歴」から任意のバージョンの「レポート」ボタンをクリックする

と「計画レポート一覧」画面を表示します。 

 

 

 

７．９．５．１ 計画レポートの作成 

「計画レポート一覧」画面で「新規」ボタンをクリックすると計画レポートの「レポー

ト新規作成１」画面を表示します。 

 

 

この画面は「レポート名称」、「出力カラム」、「検索用カラム」を設定します。 

⚫ 「レポート名称」項目 

レポート名称は入力必須項目であり、重複が許されません。 

削除アイコン 

編集アイコン 
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⚫ 「出力カラム」欄 

計画レポートに出力するカラムを選択します。「出力カラムの選択」のエリアにある項

目名をクリックすることにより「出力カラム」の最後尾に追加することができます。ま

た、追加した項目にカーソルを当てると編集アイコン及び削除アイコンが表示されます。

編集アイコンをクリックすると、カラムプロパティ画面が表示されて出力カラム名称を編

集できます。削除アイコンをクリックすることによって項目を削除することができます。

また、備考欄のカラムプロパティ画面では、備考欄を数値カラムと見なす設定ができま

す。「数値カラム」にチェックすることにより、備考欄のデータを数値と見なした絞り込

み条件の設定が可能となります。出力カラム候補の一覧については「付録３．計画レポー

ト出力カラム一覧」をご参照ください。 

 
 

● 一度「出力カラム」へ選択した項目はドラッグすることによりカラム内での順序を

変更することができます。またドラッグすることにより「検索用カラム」に移動す

ることができます。 

● 「検索用カラム」欄 ： 計画レポート上には出力はしませんが、検索条件として

使用する項目を指定する欄です。 

● 「出力カラムの選択」欄 ： この欄には「バー」、５つの「区分」、「必要資

源」の合計７種類のタブフィールドを選択することができます。それぞれのタブに

は、選択可能な項目が表示されます。「すべて選択する」のリンクをクリックする

ことによって、表示中のタブの全項目を一括して「出力カラム」に追加することが

できます。 

● 「必要資源」タブに属する項目を出力カラムに指定しなかった場合は、出力される

レポートは「アクティビティー一覧」となり、作業バー、マイルストーン、グルー

プバー１つが１行として出力されます。 

● 「必要資源」タブに属する項目を出力カラムに指定した場合は、出力されるレポー

トは「アクティビティーリソース一覧」となります。複数の必要資源を持つバーに

対して、必要資源の数だけの行を出力します。 

● 「アップロード」ボタンをクリックすると、予めダウンロードしたXML形式のレポ

ート定義情報をアップロードすることによって読み込むことができます。 

出力カラムの選択と順序の設定が完了したら「次へ」ボタンをクリックして「レポート新
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規作成２」画面に進みます。 

 

 

「レポート新規作成２」画面では「レポート概要」の入力ができます。 

● 「公開対象」項目 ： 「私用」と「公開」をラジオボタンで選択できます。「私

用」を選択した場合、該当するレポートを利用できるのはレポート定義を作成した

ユーザーのみとなります。 

● 「レポート名称の出力」項目 ： 出来上がったレポートをCSVまたはXLSX形式の

ファイルに出力する場合に、レポート名称（レポート名称_yyyymmddhhmmss）

を出力する。またはしないかを指定します。なお、ブラウザーのレポート表示画面

では、この設定に関わらず常にレポート名称を表示します。 

● 「絞り込み条件の設定」項目 ： レポートのレコード選択条件が指定できます。

（詳細は、「５．１．４ 検索条件の設定」を参照してください） 

● 「保存して実行」ボタンをクリックすると、編集内容を保存して計画レポートの表

示を実行します。 

● 「別名保存」ボタンをクリックすると、編集した計画レポートを別名で保存して計

画レポートを実行して「レポート表示」画面に表示します。同じ名称の計画レポー

トが存在するとレポート名称の再入力を求めます。 

 

７．９．５．２ 計画レポートの実行 

「計画レポート一覧」画面には各計画レポートの左端にある「実行」ボタンか、対象の

行をクリックすればレポート定義に従った内容の計画レポートを「レポート表示」画面に

表示します。URLを表示項目に選択した場合には、レポート表示画面からリンクを実行す

ることができます。表示行数が1000件を超える場合には、画面での表示ができません。

（メッセージ「表示行数が多いので画面表示ができません。「CSV」 または 「XLSX」

ボタンをクリックして出力してください。」が表示されます。）「CSV」もしくは
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「XLSX」ボタンをクリックして出力してください。 

 

 
 

● ＣＳＶダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「CSV」ボタン

をクリックすると、該当する計画レポートの内容をCSV形式ファイルとしてクライ

アントPCにダウンロードすることができます。Microsoft Excel等CSV形式ファイル

を読み込むことができる表計算ソフトにより、該当するレポートを編集することが

できます。 

● ＣＳＶダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「XLSX」ボタン

をクリックすると、該当する計画レポートの内容をXLSX形式ファイルとしてクライ

アントPCにダウンロードすることができます。Microsoft Excel等XLSX形式ファイ

ルを読み込むことができる表計算ソフトにより、該当する計画レポートを編集する

ことができます。 

● 「メール送信」ボタンをクリックすると「メール送信設定」画面に遷移します。メ

ール送信機能については「９．２ 計画レポートからのメール」を参照してくださ

い。 

● 「レポート一覧へ」ボタンをクリックすると、「計画レポート一覧」画面へ遷移し

ます。 

● 「別の計画を選択」ボタンをクリックすると、「計画選択」画面が表示されて別バ

ージョンの工程表を選択することができます。 

● 「レポート編集」ボタンをクリックすると、「レポート編集１」画面へ遷移し、レ

ポート定義を編集することができます。 

 

７．９．５．３ 計画レポートの削除 

「計画レポート一覧」画面の「削除」ボタンをクリックすると確認ダイアログを表示し

て、該当する計画レポートを削除することができます。 
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７．９．５．４ 計画レポートの編集 

「計画レポート一覧」画面の「編集」ボタンをクリックすると、レポートの定義を編集

することができます。計画レポート編集画面の項目は新規作成画面の項目と共通していま

す。各画面での設定詳細は、「７．９．５．1 計画レポートの作成」を参照してくださ

い。 

「レポート編集１」画面では「権限設定」と「ダウンロード」が可能です。 

「権限設定」をクリックすると、選択したレポートに対する個別の権限設定を行うこと

ができます。この設定は選択したレポートの「使用可能な対象」が「公開」の場合

にのみ意味があり、選択したレポートの作成ユーザー以外のユーザーへの公開条件

を指定することができます 。 

「ダウンロード」ボタンをクリックすると、この計画レポートの定義情報をXML形式で

ダウンロードすることができます。 

 

７．９．６ 印刷パターンファイルの登録 

印刷パターンファイルは、各工程計画情報に対して登録することができます。登録でき

る印刷パターンファイルの件数に制限はありません。なお、プロジェクトの中で共通の印

刷パターンテンプレートを使用する場合には、プロジェクトのドキュメントとして登録す

ることをお勧めします。プロジェクトのドキュメントの登録方法は、「７．３．３ プロ

ジェクト情報の詳細表示／編集」をご参照ください。 

 

 
 

⚫ 印刷パターンテンプレートから作成 
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印刷パターンファイルを最初に作成するときは「設定管理メニュー」画面の「３．６ 

印刷パターンテンプレートの管理」で登録した印刷パターンテンプレートを利用すること

ができます。 

「最新計画と計画の履歴」画面の「印刷パターンテンプレート」ボタンをクリックする

と、「印刷パターンテンプレート一覧」画面が表示され、あらかじめ「３．６ 印刷パタ

ーンテンプレートの管理」で登録しておいた印刷パターンテンプレートを選択することが

できます。印刷パターンテンプレート横の「ダウンロード」ボタンをクリックすると

BarChart Factoryの印刷パターンファイルをダウンロードすることができます。 

ダウンロードした印刷パターンファイルを保存する場所（クライアントPCのフォルダ

ー）は、後にバージョンをアップロードするためにわかりやすい位置に指定しておいてく

ださい。 

ダウンロードした印刷パターンファイルは、各工程計画情報に合わせて編集を行いま

す。 

 

⚫ 印刷パターンファイルの登録 

編集した印刷パターンファイルは、「最新計画と計画の履歴」画面より、登録すること

ができます。 

「最新計画と計画の履歴」画面」の「計画ファイル一覧」の任意のバージョンより、

「印刷パターンファイル」の「編集」ボタンをクリックしてください。「印刷パターンフ

ァイル一覧」画面が表示されます。「印刷パターンファイルアップロード」領域より、

「ファイルの選択」ボタンをクリックし、アップロードする印刷パターンファイルを選択

します。選択した印刷パターンファイル名は、「File」領域に表示されます。印刷パター

ンファイルの選択が完了したら、「登録」ボタンをクリックします。 

登録が完了すると、「印刷パターンファイル一覧」領域に、登録した印刷パターンファ

イルのファイル名、登録日時、登録者が表示されます。 

 

⚫ 印刷パターンファイルのダウンロード 

「最新計画と計画の履歴」画面の「計画ファイル一覧」の任意のバージョンより、「印

刷パターンファイル」の「ダウンロード」ボタンをクリックすると、工程計画情報に登録

した印刷パターンファイルをダウンロードすることができます。工程計画情報に複数の印

刷パターンファイルを登録している場合は、登録されている印刷パターンファイルが一括

でダウンロードされます。 
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⚫ 印刷パターンファイルの削除 

使用しない印刷パターンファイルは、「印刷パターンファイル一覧」画面で削除するこ

とができます。 

「最新計画と計画の履歴」画面の「計画ファイル一覧」の任意のバージョンより、「印

刷パターンファイル」の「編集」ボタンをクリックしてください。 

「印刷パターンファイル一覧」領域に表示されている印刷パターンファイルのファイル

名と同じ行にある「削除」ボタンをクリックすると、削除することができます。 

 

７．９．７ 課題管理システムと連携し課題情報を計画に取り込む 

PREGAREでは、JiraSoftware(クラウド版)またはRedmineのプロジェクトに登録され

ている課題情報を、プロジェクトの計画として取り込み、日程・要員配置計画の作成、進

捗管理を行い、予実対比等プロジェクト管理のPDCAサイクルを回すことができます。 

本機能を利用するための詳細の操作手順は、付録４．「課題管理システム連携」をご参

照下さい。 
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７．１０ 進捗タブ 

概要  

計画タブでアップロードした各プロジェクトの工程表の作業バーに進捗を入力すること

ができます。計画タブで工程’sファイルをチェックアウトして作業バーに進捗率を登録す

るのと同等の操作となります。なお、進捗入力画面からの下記の2通りの方法で進捗を入

力することができます。 

● 「進捗率」を直接入力する 

● 作業の「残り日数」を入力する 

作業の残り日数を入力した場合には、全作業日数と残り日数から進捗率が自動計算されます。 

 

７．１０．１ プロジェクト一覧（進捗）画面 

進捗タブをクリックすると、プロジェクトの一覧を表示します。ユーザーが進捗入力画

面に遷移すると、他ユーザーの進捗入力がロックされ、他ユーザーが進捗タブからの進捗

入力と、計画をチェックアウトできなくなります。このとき、進捗入力のロックを掛けた

ユーザーの画面には「ロック解除」ボタンが表示され、クリックすると進捗入力ロックを

解除することができます。 

また、管理者権限を有するユーザー（「進捗入力ロック解除権限」を有するユーザー）

の画面にも「ロック解除」ボタンが表示されて、進捗入力ロックの強制解除を実行するこ

とができます。管理者がロックを解除すると、進捗タブからの進捗入力や計画のチェック

アウトができるようになります。 

なお、進捗入力にロックを掛けているユーザー名及びロック日時は、プロジェクト表示

セットで「進捗入力ロック操作者」「進捗入力ロック日時」を表示項目として選択するこ

とにより、プロジェクト一覧画面で確認することができます。 

 

進捗入力ロック情報 

（表示セットで表示項目指定） 
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７．１０．２ 進捗入力画面の説明 

プロジェクトの一覧から対象の行をクリックすると、進捗入力画面への遷移に関する注

意事項のメッセージを記載したダイアログが表示されます。ダイアログの「OK」ボタン

をクリックすると、該当するプロジェクトの進捗入力画面が表示され、進捗率を登録する

ことができます。 

 

 

但し、以下のような場合には、「OK」ボタンをクリックするとエラーメッセージ画面

に遷移し、進捗入力画面には遷移しません。 

 プロジェクトに工程表が登録されていない 

 ユーザーが選択したプロジェクトの更新権限を有していない 

 プロジェクトがロック（更新禁止）されている 

 

また、システム設定の「プロジェクトの進捗ロック」で「使用する」を設定した場合

は、複数のユーザーが同時に同じプロジェクトに進捗入力できないため、以下のような場

合に「OK」ボタンをクリックするとエラーメッセージ画面に遷移し、進捗入力画面には

遷移しません。 

 計画タブで工程表がチェックアウトされている 

 他ユーザーが進捗入力中で進捗入力がロックされている 

 

進捗入力画面の上部には作業バーの検索機能（「絞り込み条件の設定」欄）を設けてお

り、進捗登録する作業バーの絞り込みを実施することができます。 

進捗入力領域の各カラム（項目）のカラム名をクリックするとソート（並び替え）が出

来ます。ソートしているカラム名の右側には「▲」が表示されます。 
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７．１０．３ 作業バーの検索 

PREGAREにログインして最初に進捗入力画面に遷移した時には、進捗入力欄に工程表

の進捗度が100%未満の作業バーが表示されます。進捗率を入力する作業バーを絞り込む

ために、「絞り込み条件の設定」を登録します。検索条件を設定して「検索」ボタンをク

リックすると、検索条件に合致した作業バーが進捗入力欄に表示されます。 

直近に検索を実施した絞り込み条件の設定は保存されており、次回、進捗入力画面に遷

移したときには検索対象の作業バーが表示されます。 

「絞り込み条件の設定」方法の詳細は、「５．１．４ 検索条件の設定」を参照してくだ

さい。 

 

７．１０．４ 進捗の登録 

進捗入力画面でプロジェクトの作業の進捗状況を登録します。システム設定の「プロジ

ェクトの進捗ロック」で「使用する」を設定した場合、選択したプロジェクトの工程表が

チェックアウト中である場合や、他のユーザーが進捗入力実行中の場合には、ロックが掛

かり進捗入力はできません（進捗入力画面に遷移しません）。 

システム設定の「プロジェクトの進捗ロック」で「使用しない」を設定した場合は、複

数のユーザーが同時に同じプロジェクトのアクティビティーに進捗を入力できます。この
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場合は、後から入力した値が有効となります。この場合、画面上に表示された全アクティ

ビティーの進捗率が更新対象となるため、各担当者は自分が担当する作業のアクティビテ

ィーのみを画面上に表示させるように絞り込み条件の設定に留意する必要があります。 

「進捗入力」画面には下記項目が表示されます。 

 

項目名 表示内容 

NO. 画面表示ごとに採番される番号 

グループパス 工程表のグループ（WBS）階層情報 

名称 工程表の作業バー名称 

開始時刻 アクティビティー（作業バー）の開始日時 

終了時刻 アクティビティー（作業バー）の終了日時 

資源名称 アクティビティー（作業バー）に設定されている必要資源名称 

進捗率（％） 
表示欄 直近で保存した進捗情報「進捗率」の表示欄 

入力欄 進捗情報「進捗率」の入力欄 

残り日数 
表示欄 直近で保存した進捗情報「残り日数」の表示欄 

入力欄 進捗情報「残り日数」の入力欄 

 

進捗は下記2通りの方法で登録できます。 

● 作業の進捗率をパーセントで直接入力する（「進捗(%)」欄に入力） 

● 作業を完了するまでに掛かる日数（残り日数）を登録する（「残り日数」欄に

入力） 

「進捗率」を入力する場合には、0～100の整数を入力します。また、「残り日数」を

入力する場合には、作業バーの期間以下の日数を入力します。「残り日数」を入力する

と、作業期間と残り日数から自動的に進捗率が計算されます。 

進捗情報を入力後、「保存」ボタンをクリックします。進捗を登録しない場合には「キ

ャンセル」ボタンをクリックします。進捗入力のロックを解除するためには、必ず「保

存」もしくは「キャンセル」ボタンをクリックする必要があります。「戻る」ボタンで画

面遷移をしないでください。 

なお、間違った進捗情報が入力された場合（作業期間を超える残り日数を入力する、

等）には、入力データのチェックが実施され、入力欄が赤枠で表示されます。 
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７．１１ マルチタブ 

概要  

複数のプロジェクトに跨る資源（要員）シミュレーションや調整ができます。マルチプロ

ジェクト一覧から該当するマルチプロジェクトを選択し、登録されたマルチプロジェクト計

画をダウンロードして工程’s で表示することができます。 

「マルチプロジェクト」とは、プロジェクトの集合を表わし、それらの計画を統合したも

のを「マルチプロジェクト計画」と呼んでいます。 

 

 

７．１１．１ マルチプロジェクトの一覧 

既に登録されている複数プロジェクトの工程計画情報を統合して扱うことにより、プロ

ジェクト間に共有されている資源（要員）の調整シミュレーションができます。 

マルチタブをクリックすると、マルチプロジェクトの一覧が表示されます。マルチプロ
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ジェクト一覧から対象の行をクリックすると、該当するマルチプロジェクトの「マルチプ

ロジェクトの編集と更新」画面が表示されます。 

「表示セット」の下にある検索条件（コード・名称）を入力することで、さらに一覧表

示のデータを絞り込むことができます。 

 

「マルチプロジェクトの編集と更新」画面では、マルチプロジェクトの情報、マルチプ

ロジェクトの対象となるプロジェクトおよびプロジェクト情報（ステータスおよび最新計

画情報）の一覧、マルチプロジェクトの履歴、ダウンロードの履歴を参照することができ

ます。 

ここで表示される「マルチプロジェクトの履歴」領域にある「詳細」ボタンをクリック

すると、選択したマルチプロジェクト計画（バージョン）を構成するプロジェクトの一覧

を表示します。 

 

７．１１．２ マルチプロジェクトの登録 

「マルチプロジェクト一覧」画面から、「新規」ボタンをクリックすると「マルチプロ

ジェクト新規作成」画面が表示されます。類似のマルチプロジェクトからマルチプロジェ

クトを作成する場合は、「既存マルチプロジェクトからコピー」で既存のマルチプロジェ

クトからコピーして作成できます。 
 

「コード」と「名称」が必須入力項目です。 

「山積みグループ名称」は資源グループ名称を使用するか選択することができます。

「資源グループ名称を使用する」を選択した場合、PREGAREより取得した工程表の資源

マスター画面の山積みグループに「７．１４ 資源タブ」で設定された「資源グループ名

称」が反映されます。「使用しない」を選択した場合、PREGAREより取得した工程表の

資源マスター画面の山積みグループは空欄となります。 

 

必要な情報を入力して、「プロジェクト一覧」領域にある「追加」ボタンをクリックす

ると「プロジェクト選択」画面が表示されます。 

「プロジェクト選択」画面では、プロジェクトの表示セット、コード、名称のいずれか

を指定し、「表示」ボタンをクリックすると、プロジェクトの絞り込みを行うことができ

ます。マルチプロジェクトを構成するプロジェクトを1件ずつ設定する場合は、対象の行

をクリックすると「プロジェクト一覧」画面に該当するプロジェクトを追加表示します。

プロジェクトの選択が終了したら「閉じる」ボタンをクリックして、「マルチプロジェク
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ト新規作成」画面に戻ります。プロジェクトをまとめて設定する場合は、「プロジェクト

選択」画面の「すべて追加」ボタンをクリックすると、「プロジェクト選択」画面に一覧

表示されている並び順でプロジェクトを一括で追加することができます。 

「プロジェクト一覧」領域に選択されたプロジェクトの一覧が表示されています。各プ

ロジェクトの右端の「削除」ボタンをクリックすると該当するプロジェクトの選択が解除

されます。 

「プロジェクト一覧」領域のプロジェクト上にマウスを移動してドラッグすることによ

り、プロジェクトの順序を変更することができます。 

「作成」ボタンをクリックすると、マルチプロジェクト情報が新規登録されます。 

 

７．１１．３ マルチプロジェクト情報の編集 

「マルチプロジェクト一覧」画面に出力されている一覧情報の中から、対象の行をクリ

ックすると「マルチプロジェクトの編集と更新」画面が表示されます。 

「マルチプロジェクトの編集と更新」領域の「編集」ボタンをクリックすると、「マル

チプロジェクト編集」画面が表示されます。「マルチプロジェクト編集」画面でマルチプ

ロジェクト詳細情報を編集することができます。また、「削除」ボタンをクリックすると

該当するマルチプロジェクトを削除することができます。 

「プロジェクト一覧」領域の「追加」「挿入」「削除」「プロジェクト一括クリア」ボ

タンでマルチプロジェクトを構成するプロジェクトの追加と削除ができます。「挿入」ボ

タンをクリックしてプロジェクトを選択すると、上部にプロジェクトが追加されます。

「プロジェクト一括クリア」ボタンをクリックすると、「プロジェクト一覧」領域に表示

されているマルチプロジェクトを構成しているプロジェクトを一括で解除することができ

ます。 

なお、プロジェクトの追加や削除はマルチプロジェクトに対するプロジェクトの追加や

削除であり、元のプロジェクトは削除されません。 

「プロジェクト一覧」領域のプロジェクト上にマウスを移動してドラッグすることによ

り、プロジェクトの順序を変更することができます。 

「保存」ボタンをクリックすると、編集したマルチプロジェクト詳細情報を保存して、

「マルチプロジェクトの編集と更新」画面に戻ります。「キャンセル」ボタンをクリック

すると、編集した情報を保存せずに「マルチプロジェクトの編集と更新」画面に戻りま

す。 

７．１１．４ マルチプロジェクト計画の作成 
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「マルチプロジェクトの編集と更新」画面の「マルチプロジェクトの編集と更新」領域

にある「マルチプロジェクト計画作成」ボタンをクリックすると、「マルチプロジェクト

計画作成」画面が表示されます。 

「マルチプロジェクト計画作成」画面では、マイルストーン、グループのマージ、マス

タースケジュール、マルチプロジェクトを構成するプロジェクト毎の計画（バージョン）

を登録します。 

「マイルストーン」領域では、「マージ条件」の項目で「ID、開始日、終了日が等し

い」か「名称、開始日、終了日が等しい」のどちらかを設定します。また、「対象プロジ

ェクトの格納先」の項目でいずれかの備考欄を選択すると、その備考欄に統合元のプロジ

ェクト名称がセットされます。 

（複数ある場合はカンマで区切られます） 

「グループのマージ」領域では、マルチプロジェクト計画の各ビューでグループをマー

ジするかどうか設定します。マージしない場合はマルチプロジェクト計画の第一階層に追

加されるグループの名称を指定する必要があるため、「マルチプロジェクトの第一階層」

の項目を選択します。ただし、「作業別」ビューはマージすることができないため、必ず

「マルチプロジェクトの第一階層」に追加作成するグループの名称を指定してください。 

「マスタースケジュール」には、最も新しいマルチプロジェクト計画のテンプレート

（但し、テンプレート自体が削除されていないこと）がデフォルトで選択されます。ま

た、計画に使用されているテンプレートが全て削除されたか、もしくは、一度もマルチプ

ロジェクト計画を作成していない場合は、最も新しくアップロードされた計画テンプレー

トが選択されます。「マスタースケジュール」領域の「選択」ボタンをクリックすると

「計画テンプレート選択」画面を表示します。「計画テンプレート選択」画面で対象の行

をクリックすることによって任意の「計画テンプレート」をマスタースケジュールとして

指定します。「計画テンプレート」の詳細は「３．５ 計画テンプレートの管理」を参照

してください 

「プロジェクト毎の計画一覧」領域にマルチプロジェクトを構成するプロジェクトの一

覧が表示されます。プロジェクトの右にある「選択」ボタンをクリックすると、「計画選

択」画面を表示します。この画面の「計画一覧」から構成プロジェクトの計画(バージョ

ン)を選択します。 

マスタースケジュールとプロジェクトの計画を選択後、「作成」ボタンをクリックする

とマルチプロジェクト計画（統合工程表）が作成されます。統合処理実行時には、プログ

レスバーが表示されるため途中経過の確認ができます。計画が未登録のプロジェクトがあ

る場合は、該当プロジェクトを除外してマルチプロジェクト計画が作成されます。 

なお、マルチプロジェクトを構成する各計画(バージョン)では、予めカレンダーの情報
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が整合している必要があります。 

“マルチプロジェクト計画作成が完了しました。” とメッセージが表示されたら、「マル

チプロジェクトの編集と更新へ戻る」ボタンをクリックします。「マルチプロジェクトの

編集と更新」画面の「マルチプロジェクトの履歴」領域より、作成したマルチプロジェク

ト計画をダウンロードすることができます。 

 

７．１１．４．１ マスタースケジュールの役割 

マスタースケジュールは構成するプロジェクト計画間で共通とするカレンダー、供給資

源量、ビュー名称などの情報を保持します。構成する各プロジェクトを作成するときに共

通的に使用した計画テンプレートファイルを指定してください。マルチプロジェクトを構

成するプロジェクト間ではマスタースケジュールと同一である共通のカレンダーを使用し

てください。 

また、システム設定の「グループの表示幅」で「マスターテンプレートの幅で表示す

る」を選択すると、マスタースケジュールでマルチプロジェクト計画のグループの表示幅

を指定することができます。表示幅を指定するには、１階層目にプロジェクト名用のグル

ープを持つ計画テンプレートを作成し、マスタースケジュールとして指定する必要があり

ます。 

 

７．１１．４．２ 作業別ビューの統合内容 

マルチプロジェクトで統合された工程計画は、「作業別」ビューと、その他の「区分

１」～「区分４」ビューとでその構成が異なります。 

「作業別」ビューでは、統合後のマルチプロジェクト計画の第一階層に元のプロジェク

ト名称、または設定した任意のプロジェクト属性（２つまで追加可能）から選択した項目

のグループを作成し、その下に元のプロジェクトのグループをすべてコピーします。作業

バーも元のグループに配置します。 
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７．１１．４．３ 区分１～４の統合内容 

「区分１」～「区分４」のビューでは、各ビューでマルチプロジェクト計画作成時に同

じグループをマージするかどうかを指定します。 

グループをマージしない場合、「作業別」ビューと同じように統合後のマルチプロジェ

クト計画の第一階層に元のプロジェクト名称、または設定した任意のプロジェクト属性

（２つまで追加可能）から選択した項目のグループを作成し、その下に元のプロジェクト

のグループをすべてコピーします。作業バーも元のグループに配置します。 

グループをマージする場合、元のプロジェクトのグループがマージされ、同じグループ

のものは１つのグループとして統合されます。所属していた作業バーも統合後のグループ

に所属します。 

※ 同じグループとは、グループ名が同じだけではなく、そのグループの階層のすべて

が同じ名称のものを示します。 

なお、システム設定の「マルチプロジェクト計画」の「行のマージ」で、マルチプロジ

ェクト計画作成時の行のマージの「する/しない」を選択することができます。 

ABC機能を使用する場合、工種ビューに設定した区分ビューをマージすることはできま

せん。ご注意ください。 

 

７．１１．４．４ マイルストーンの統合 

マルチプロジェクトで統合された工程計画のマイルストーンは元のプロジェクト間でマ

イルストーンの「ID、開始日、終了日」または「名称、開始日、終了日」がすべて同じ

構成プロジェクト 

マルチプロジェクト 

グループA1 グループA2 グループB1 グループB2 

グループA グループB 

グループA11 グループB2X 
・・・・・・・･･･・・・・・・・・・・・・・・

最上位 

グループ 

グループA1 グループA2 グループB1 グループB2 

プロジェクト

A 

プロジェクト

B 

グループA11 グループB2X ・・・・・・・･･･・・・・・・・・・・・・・・

最上位 

グループ 

統合 
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場合、それらは同じマイルストーンとみなし、１つのマイルストーンとして統合されま

す。統合時には元のマイルストーンの持っていたコンストレイント（作業の実施順序や依

存関係）もすべて統合されたマイルストーンに引き継がれます。 

７．１１．５ マルチプロジェクト計画の編集 

マルチプロジェクト計画情報を編集することができます。「マルチプロジェクト一覧」

画面に出力されている一覧情報の中から、対象の行をクリックすると、「マルチプロジェ

クトの編集と更新」画面を表示します。「マルチプロジェクトの編集と更新」画面の最新

計画もしくは「マルチプロジェクトの履歴」領域にある「編集」ボタンをクリックする

と、「マルチプロジェクト計画編集」画面が表示されます。 

 

 

 

「マルチプロジェクト計画編集」画面では、マルチプロジェクト計画の「バージョン」

「コメント」「時間分析の現在日」を変更し、ステータスを参照することができます。 

マルチプロジェクト計画の詳細を確認するときは、「マルチプロジェクトの編集と更

新」画面の「マルチプロジェクトの履歴」領域にある「詳細」ボタンをクリックしてくだ

さい。「マルチプロジェクト計画詳細」画面が表示されます。計画情報領域に表示される

情報はマルチプロジェクト計画の「状態」によって異なります。 
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状態 計画情報表示内容 

作成 マスタースケジュール情報＋マルチプロジェクト計画を構成する計画情報 

アップロード 計画情報は表示されない 

分解済み 分解した計画情報（マスタースケジュール情報は表示されない） 

マルチプロジェクト計画が不要となった場合、「マルチプロジェクト計画編集」画面の

「削除」ボタンをクリックしてください。確認のダイアログが表示されるので、「ＯＫ」

ボタンをクリックしてマルチプロジェクト計画を削除することができます。 

 

 

※ マルチプロジェクト計画を削除してもマルチプロジェクト計画情報の履歴を保持

しています。「マルチプロジェクトの履歴」の「廃止を含む」をチェックすると

削除されたマルチプロジェクト計画情報をグレーで再表示します。ただし、マル

チプロジェクト計画そのものは削除されているので編集その他の操作をすること

はできません。 

 

システム設定の「計画の自動削除」で「使用する」を選択すると、設定した最大個数を

超えるマルチプロジェクト計画が自動的に削除されます。但し、マルチプロジェクト編集

画面の「計画の保存」で「保存する」を選択することにより、当該計画を自動削除の対象

外とすることができます。なお、保存した計画には「マルチプロジェクトの履歴」領域に
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ある「保存」欄に「○」を表示します。 

また、「マルチプロジェクトの編集と更新」画面の「レポート」ボタンをクリックする

と、該当するマルチプロジェクト計画に対する「計画レポート一覧」画面に移動します。

計画レポートの機能に関する詳細は「７．９．５ 計画レポート」をご参照ください。 

 

７．１１．６ マルチプロジェクト計画のダウンロード 

マルチプロジェクト計画をダウンロードして、プロジェクト間に共有されている資源

（要員）の調整シミュレーションを行うことができます。「マルチプロジェクト一覧」画

面に出力されている一覧情報の中から、対象の行をクリックすると、「マルチプロジェク

トの編集と更新」画面が表示されます。 

「マルチプロジェクトの編集と更新」領域にある「最新計画」の「ダウンロード」ボタ

ンをクリックして、マルチプロジェクト計画の最新計画ファイルをダウンロードすること

ができます。 

 

「マルチプロジェクトの履歴」領域の「ダウンロード」ボタンをクリックすると、選択

した計画（バージョン）のファイルをダウンロードすることができます。マルチプロジェ

クト計画をダウンロードすると「ダウンロード履歴」欄にダウンロードの履歴が表示され

ます。 

 

７．１１．７ マルチプロジェクト計画のアップロード 

工程’sで修正したマルチプロジェクト計画をPREGARE に格納することができます。 

「マルチプロジェクトの編集と更新」で「計画アップロード」領域にある「バージョ

ン」と「コメント」のフィールドに工程計画の内容を入力します。バージョン番号は自由

につけることができます。PREGARE側にはバージョン番号に依存する機能はありませ

ん。 

アップロードする計画ファイルの指定は「ファイルの選択」ボタンで行います。 

ダウンロードしたマルチプロジェクト計画を編集してアップロードする場合は、「登

録」ボタンをクリックしてください。計画がアップロードされます。このとき、アップロ

ードしたマルチプロジェクト計画の資源順が記憶され、次回マルチプロジェクト計画作成

時に、それを参照して資源の並び順が復元されます。 

ダウンロードした最新工程計画と異なる計画をアップロードした場合は、“計画ファイ

ルの元データが一致しない為、登録できませんでした。ダウンロードしたマルチプロジェ
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クト計画ではありません。” というメッセージが表示され、アップロードを中止します。 

マルチプロジェクト計画強制登録権限を付与されたユーザーは、「強制登録」ボタンを

クリックすることにより、最新計画とは異なる計画を強制的にアップロードすることがで

きます。但し、強制登録できるのは同一マルチプロジェクトからダウンロードした計画に

限ります。 

７．１１．８ マルチプロジェクト計画の分解 

予めアップロードしたマルチプロジェクト計画の内容を分解して、マルチプロジェクト

計画を構成する各プロジェクトに一括で最新計画として配分することができます。 

マルチプロジェクト計画の「プロジェクト計画編集」画面もしくは「マルチプロジェク

トの編集と更新」画面の最新計画の「分解」ボタンをクリックして「マルチプロジェクト

計画分解」画面を表示し、「分解対象プロジェクト」領域にて分解対象プロジェクトを選

択後、「分解」ボタンをクリックすると該当するマルチプロジェクト計画に含まれるプロ

ジェクト計画を選択した各プロジェクトに配分します。 

 

 

 

この時に、各計画は最新のプロジェクト計画を起源としたものであることをチェックし

ます。別の計画を強制的に配分する場合は「強制分解」ボタンをクリックしてください。

分解処理実行時には、プログレスバーが表示されるため途中経過の確認ができます。 

なお、最新工程計画以外の強制登録したマルチプロジェクト計画を分解する場合には

「強制分解」を実施する必要があります。 

また、分解操作をしているユーザー以外が分解先のプロジェクトの計画をチェックアウ

トした場合は、メッセージが表示されて分解はできません。計画アップロード後に強制分

解を実行するか、もしくはチェックアウトを解除してから分解してください。 

この分解機能は「７．１１．４ マルチプロジェクト計画の作成」とほぼ反対の動作を行

いますが、まったく同じ計画が作成されるわけではありません。作成される計画には、以
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下に挙げる３つの要素が含まれます。 

● 分解元マルチプロジェクトから受け継ぐ主な要素 

工程情報、階層構造、カレンダー、供給資源量（システム設定の「分解された計画

の資源供給量」で「マルチプロジェクト計画からコピー」を選択した場合） 

● 分解時点の最新計画から受け継ぐ主な要素 

プロジェクト名および属性、表示期間、カレンダーの最小単位、期間の表示単位、

表示レイアウト、バーレイアウト、日程計算条件、カレンダーラインの表示、共通

URL、日程計算条件、バーの描画方法および初期シンボル、スクロール位置、選択ビ

ュー、資源山積みの表示数、動作の設定、時間分析、供給資源量（システム設定の

「分解された計画の資源供給量」で「以前の計画からコピー」を選択した場合） 

● 新たに作成される主な要素 

資源マスター情報 

 

「作業別」ビューでは統合時に作成された第一階層のグループ（元のプロジェクトに対

応）ごとに分解します。 

「区分１」～「区分４」のビューでは、「３．２．４．３ 区分別ビューの分解」の設定

により、マルチプロジェクト計画に含まれるすべてのグループを元のプロジェクト計画に

書き戻すか、他プロジェクト計画にのみ存在するグループ以外（すなわち、結合前から自

プロジェクト計画に存在していたグループとマルチプロジェクト計画上で新規追加された

グループ）を書き戻すかを指定することができます。 

マイルストーンも区分別ビューと同様に、「３．２．４．２ マイルストーンの分解」の

設定により、マルチプロジェクト計画のマイルストーンをすべて元のプロジェクト計画に

書き戻すか、他プロジェクト計画にのみ存在するマイルストーン以外（すなわち、結合前

から自プロジェクト計画に存在していたマイルストーンとマルチプロジェクト計画上で新

規追加されたマイルストーン）を書き戻すかを指定することができます。 

 

７．１１．９ マルチプロジェクト計画の印刷パターンファイル登録 

マルチプロジェクト計画に対して、計画タブと同様に、印刷パターンファイルを登録して

おくことができます。登録できる印刷パターンファイルの件数に制限はありません。 

 

⚫ 印刷パターンテンプレートから作成 

「マルチプロジェクトの編集と更新」画面の「印刷パターンテンプレート」ボタン

をクリックすると、「印刷パターンテンプレート一覧」画面が表示され、あらかじ
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め「３．６ 印刷パターンテンプレートの管理」で登録しておいた印刷パターンテン

プレートを選択することができます。印刷パターンテンプレート横の「ダウンロー

ド」ボタンをクリックするとBarChart Factoryの印刷パターンファイルをダウンロ

ードすることができます。 

ダウンロードした印刷パターンファイルを保存する場所（クライアントPCのフォル

ダー）は、後にバージョンをアップロードするためにわかりやすい位置に指定して

おいてください。 

ダウンロードした印刷パターンファイルは、各マルチプロジェクト計画に合わせて

編集を行います。 

 

⚫ 印刷パターンファイルの登録 

編集した印刷パターンファイルは、「マルチプロジェクトの編集と更新」画面よ

り、登録することができます。 

「マルチプロジェクトの編集と更新」画面」の「マルチプロジェクトの履歴」領域

の任意のバージョンより、「印刷パターンファイル」の「編集」ボタンをクリック

してください。「印刷パターンファイル一覧」画面が表示されます。「印刷パター

ンファイルアップロード」領域より、「ファイル選択」ボタンをクリックし、アッ

プロードする印刷パターンファイルを選択して、「登録」ボタンをクリックしま

す。 

登録が完了すると、「印刷パターンファイル一覧」領域に、登録した印刷パターン

ファイルのファイル名、登録日時、登録者が表示されます。 

 

⚫ 印刷パターンファイルのダウンロード 

「マルチプロジェクトの編集と更新」画面の「マルチプロジェクトの履歴」領域の

任意のバージョンより、「印刷パターンファイル」の「ダウンロード」ボタンをク

リックすると、マルチプロジェクト計画に登録した印刷パターンファイルをダウン

ロードすることができます。マルチプロジェクト計画に複数の印刷パターンファイ

ルを登録している場合は、登録されている印刷パターンファイルが一括でダウンロ

ードされます。 

 

⚫ 印刷パターンファイルの削除 

使用しない印刷パターンファイルは、「印刷パターンファイル一覧」画面で削除す

ることができます。 

「マルチプロジェクトの編集と更新」画面の「マルチプロジェクトの履歴」領域の
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任意のバージョンより、「印刷パターンファイル」の「編集」ボタンをクリックし

てください。 

「印刷パターンファイル一覧」領域に表示されている印刷パターンファイルのファ

イル名と同じ行にある「削除」ボタンをクリックすると、削除することができま

す。 
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７．１２ コストタブ 

概要  

プロジェクトの実績コストを算出し表示します。自動計算費目についてはプロジェクトで

使用した資源量と資源単価から算出します。資源量は「７．１６ 工数タブ」で入力する工数

です。また、手入力費目については経費タブからファイルをアップロードして実績値を入力

する方法とコストタブから実績値を入力する方法があります。工数については「７．１６ 工

数タブ」、費目については「７．１５ 費目タブ」、経費については「７．１８ 経費タブ」を

参照してください。 

コスト入力、工数集計、経費集計した最終更新日時及び最終更新者は、プロジェクトのプ

ロジェクト詳細画面より確認することができます。詳細は、「７．３．２ プロジェクト情報

の登録」をご参照ください。 

     

７．１２．１ プロジェクトコスト画面の説明 

コストタブをクリックすると、プロジェクトの一覧を表示します。プロジェクトの一覧

から、対象の行をクリックすると、選択したプロジェクトのコスト情報が表示できます。 
「プロジェクトコスト」画面には、ABC機能を使用する場合、「表示項目」ドロップダ

ウンリストがあり、「費目」、「ワークパッケージ」のどちらかを選択します。（ABC機

能を使用しない場合は「表示項目」のドロップダウンリストはありません。）「費目」を

選択した場合、「表示の対象」ドロップダウンリストでは、「実績（資源明細付）」、

「実績（資源明細なし）」「実績（資源明細工数付）」、「予実」、「予実併記（合計％

付）」、「予実併記（項目％付）」、「予実分離表記」の何れかのタイプを選択すること

により実績コストを表示できます。「ワークパッケージ」を選択した場合、「実績（工数
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なし）」、「実績（工数付）」、「予実」、「予実併記（項目％付）」の何れかのタイプ

を選択することにより実績コストを表示できます。 

費目の種別には自動計算費目（青色）と手入力費目（黄色）があり、色分けして表示し

ます。この種別は費目タブでの費目の登録時に決定します。 
各費目のコストは、すべて月ごとに集計します。「プロジェクトコスト」画面の月度

は、プロジェクトの「開始年月度」～「終了年月度」分表示され、１ヶ月ごとに分割して

管理することができます。非表示の月はスクロールボタンをクリックすることにより表示

させることができます。 

７．１２．２ コスト実績の作成方法 

システム設定の「手入力費目コスト入力区分」において「画面入力」を選択した場合、

プロジェクトコスト画面に「実績入力」ボタンが表示されます。コスト入力権限をもつユ

ーザーでログインしている場合、プロジェクトコストの実績情報は、コストタブ画面の

「工数集計」ボタンで工数の集計、「経費集計」ボタンで経費の集計、「実績入力」ボタ

ンをクリックして表示されるコスト入力画面で入力編集することができます。また、コス

ト入力権限については「８．７ パーミッションの詳細」を参照してください。 

ただし、更新禁止の「ステータス」でロックされたプロジェクトや「３．１６．１ 入力

締め」が行われた月度はコスト実績入力を行うことはできません。 

 

なお、システム設定の「手入力費目コスト入力区分」において「経費集計」を選択した

場合、「実績入力」ボタンは非表示となり、「経費集計」ボタンが表示されます。実績コ

ストは経費タブの「経費登録」画面から登録し、「プロジェクトコスト」画面の「経費集

計」ボタンで集計します。 
 

※ 「工数集計」は自動計算費目が対象です。「工数集計」ボタンをクリックすると、

「７．１６ 工数タブ」から入力された工数情報を該当するプロジェクトに集計し

ます。工数をコスト（原価）に換算する際は、資源情報として登録されている単価

を利用します。 

工数単価には、予算単価、実績単価、時間外単価、深夜単価、休日単価の区分を持

つことができます。時間帯別または工種別の金額は表示されません。資源別及び工

種別の工数は工数レポートで出力できます。工数レポートの詳細は「７．１９ レ

ポートタブ」の説明をご参照ください。 

各資源に紐づく費目は、「７．１４ 資源タブ」で設定します。工数集計処理を実

行した場合、「３．１６．３ 月締め」や「３．１６．４ 単価締め」が行われてい



Web I Laboratories, Inc.  

- 181 - 

 

る月度以前の集計結果には影響を及ぼしませんが、締め月より後の月に関する集計

結果は上書きされますのでご注意ください。 

 

※ 「経費集計」は手入力費目が対象です。「経費集計」ボタンをクリックすると、経

費タブにてCSV形式のファイルから取り込まれた経費情報で入力された経費情報を

プロジェクトに集計します。経費情報に関しての詳細は「７．１８ 経費タブ」の

説明をご参照ください。 

 

※ 「実績入力」は手入力費目が対象です。「実績入力」ボタンをクリックすると、

「コスト入力」画面を表示します。この画面では、手入力の費目に対して月度ごと

にコスト実績を入力・修正することができます。ここで入力・修正できる費目は、

費目タブで手入力指定された費目が対象です。また、入力・修正できる月度は締め

処理が行われていない月度が対象となります。 

 

７．１２．３ プロジェクトコスト情報（費目別）のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プロジェクトコス

ト」画面上の「CSV（費目別）」ボタンをクリックすると、画面に表示されている費目別

のプロジェクトコストに関する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。

CSVファイルのフォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜費目別コスト＞」

に詳細が記述されていますのでそちらを参照してください。 

 

７．１２．４ プロジェクトコスト情報（資源別）のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プロジェクトコス

ト」画面上の「CSV（資源別）」ボタンをクリックすると、画面に表示されている資源別

のプロジェクトコストに関する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。

CSVファイルのフォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜資源別コスト＞」

に詳細が記述されていますのでそちらを参照してください。  

 

７．１２．５ プロジェクトコスト情報（ワークパッケージ別）のCSV出力 

ABC機能を使用する設定にしており、かつ、CSVダウンロード権限をもつユーザーでロ

グインしている場合、「プロジェクトコスト」画面上の「CSV（ワークパッケージ別）」

ボタンをクリックすると、画面に表示されている資源別のプロジェクトコストに関する情
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報をCSV形式のファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマットについ

ては「付録１．CSVファイル定義＜ワークパッケージ別コスト＞」に詳細が記述されてい

ますのでそちらをご参照ください。  

 

７．１２．６ 表示項目 

   システム設定でABC機能を使用するに設定している場合、「プロジェクトコス

ト」画面上に「表示項目」が表示されます。このドロップダウンリストをクリックする

と、画面に表示する対象（「費目」、「ワークパッケージ」）を指定できます。 

７．１２．７ 表示の対象 

「プロジェクトコスト」画面上の「表示の対象」ドロップダウンリストをクリックする

と、画面に表示するコストが指定できます。ABC機能を使用する場合は、「表示項目」で

「費目」、「ワークパッケージ」のどちらを選択したかにより、表示の対象は異なりま

す。表示の対象を選択すると画面の表示を更新します。 
「実績（資源明細付）」タイプのリストでは資源ごとに「７．１６ 工数タブ」から入力

した工数をもとに計算した金額を表示します。「実績（資源明細工数付）」タイプのリス

トでは資源ごとの工数と金額の両方を表示します。 

「予実」タイプのリストではプロジェクト予算情報とプロジェクト実績情報を表示しま

す。ここで表示されるプロジェクト予算情報は、「７．７ 予算タブ」にて生成された実

行予算です。（計画予算を表示することはできませんので注意してください。） 

 

７．１２．８ 金額の単位 

「プロジェクトコスト」画面上の「金額の単位」ラジオボタンを選択すると金額欄の数

字を指定された単位に丸めて(切り捨て)表示します。通貨単位の表示（デフォルトは

「円」「千円」「百万円」）は、システム設定の「金額の単位」で変更できます。 

 

７．１２．９ 全画面表示 

「プロジェクトコスト」画面上の「全画面表示」ボタンをクリックすると、画面左の表

示セットとショートカットエリアが非表示になり、「プロジェクトコスト」画面をブラウ

ザー全体に表示します。再度、「全画面表示」ボタンをクリックすると元に戻ります。  

 

７．１２．１０ 採算タブとの関係 
コストタブで集計したコスト（原価）合計を「７．６ 採算タブ」における原価の実績発



Web I Laboratories, Inc.  

- 183 - 

 

生および実績累積に表示します。 

 

７．１２．１１ コストレポート 
７．１２．１１．１ コストレポート画面の表示 

コストタブをクリックしてプロジェクトの一覧を表示し、「コストレポート」ボタンを

クリックすると対象月度のプロジェクトのコストを費目別に集計したコストレポートを表

示することができます。 

 

 

 

「コストレポート」画面の表示内容は、「対象月度」、「プロジェクト表示セット」、

「プロジェクト名称」、「表示の対象」、「金額の単位」により設定します。 

「対象月度」フィールドには、プロジェクトの費目別コスト集計を行いたい月度を期間

で設定します。対象月度のデフォルトは「当月～当月」ですが、複数月の期間指定をした

場合には指定された期間の集計コストが表示されます。 

出力対象のプロジェクトを絞り込みたい場合は、「プロジェクト表示セット」または

「プロジェクト表示セット」と「プロジェクト名称」の両方を指定します。「プロジェク

ト表示セット」では、ドロップダウンリストに、あらかじめ絞り込み条件に合わせて作成

しておいたプロジェクトの表示セット（「５． 表示セット」を参照）を設定します。さ

らに、「プロジェクト名称」を指定すると、選択した「プロジェクト表示セット」との

AND条件で絞り込みが行われます。 

「表示の対象」ラジオボタンには、「実績のみ」、「予実」のどちらかを設定します。

「予実」を設定すると、費目ごとに予算と実績が対で表示されます。 

「金額の単位」ラジオボタンには、「円」、「千円」、「百万円」のいずれかを設定

し、金額はその単位に丸めて（切り捨て）表示されます。通貨単位の表示（デフォルトは

「円」「千円」「百万円」）は、システム設定の「金額の単位」で変更できます。 

「コストレポート」画面の表示内容を更新するには「表示」ボタンをクリックします。 

 

７．１２．１１．２ コストレポートのCSV出力 
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ＣＳＶダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「コストレポート」

画面の「CSV」ボタンをクリックすると、表示しているコストレポートの内容をCSV形式

のファイルとして出力することができます。出力したファイルは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ 

Excel等ＣＳＶ形式ファイルを読み込むことができるソフトにより編集することができま

す。 

 

７．１２．１１．３ コストレポートのXLSX出力 

ＣＳＶダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「コストレポート」

画面の「XLSX」ボタンをクリックすると、表示しているコストレポートの内容をXLSX形

式のファイルとして出力することができます。出力したファイルは、Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ 

Excel等XLSX形式ファイルを読み込むことができるソフトにより編集することができま

す。 
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７．１３ 出来高タブ 

概要 

出来高タブでは、成果物を基に出来高管理（EVM）が行えます。プロジェクト成果物を階

層型に定義でき、その構成は月ごとに規定できるので、仕様変更に対応した成果物の履歴管

理ができます。成果物の価値を決定後、各成果物に進捗データ（進捗率）を入力してプロジ

ェクトの出来高を算出します。 

成果物の価値を決定するための総成果物価値は、プロジェクトプロパティに登録した値を

使用します。通常、コストベースの総成果物価値を登録します。また、出来高タブで算出さ

れる成果物価値、出来高進捗および出来高を「７．６ 採算タブ」の売上やコスト予測値の計

算に使用します。 

出来高の集計をした最終更新日時及び最終更新者は、プロジェクトのプロジェクト詳細画

面より確認することができます。詳細は、「７．３．２ プロジェクト情報の登録」をご参照

ください。 

 

 

 

７．１３．１ 成果物構造と工程表 

成果物構造を工程’sで作成した工程表のグループからコピーすることができます。コピ

月別出来高 

成果物一覧 
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ー可能な工程表は、テンプレートとしてアップロードされている工程表もしくは成果物を

登録するプロジェクトの最新バージョンの工程表です。コピーする工程表のビュー（工程

表の「作業別」「区分１」「区分２」「区分３」「区分４」）は、「システム設定」画面

の「成果物ツリー区分」で指定します。「成果物ツリー区分」で指定されたビューのグル

ープ階層構造が成果物構造として成果物一覧（構成）にコピーされます。 

工程表のグループ情報のID及び名称が、それぞれ成果物の「成果物コード」「成果物名

称」にコピーされます。「成果物コード」「成果物名称」は共に必須入力項目であるた

め、グループ情報のID及び名称も必ず入力しておく必要があります。どちらかのデータ

がブランクの場合には、エラーメッセージが表示され、コピーは実行されません。 

 

７．１３．２ 月別出来高画面の項目説明 

出来高タブをクリックすると、プロジェクトの一覧を表示します。プロジェクトの一覧

から、対象の行をクリックすると、選択したプロジェクトの月別出来高が表示できま

す。  

「月別出来高」画面は「総成果物価値」、「成果物進捗率」、「発生出来高」、「累積

出来高」をプロジェクトの「開始年月度」～「終了年月度」分表示します。非表示の月は

スクロールボタンをクリックすることにより表示させることができます。 

また、「７．６ 採算タブ」で他プロジェクトからの繰入操作を実行すると、繰越欄の累

積出来高が繰り越されます。 

総成果物価値 ・・・ 成果物一覧画面で作成される成果物価値の総合計 

成果物進捗率 ・・・ 成果物進捗度の加重平均 

発生出来高 ・・・ 当月の累積出来高－前月の累積出来高 

累積出来高 ・・・ 「成果物階層における最下層成果物の成果物価値 X 成果物進捗」の合計 

 

７．１３．３ 成果物一覧（構成）の作成 

月別出来高画面から該当する月度（例：200707）をクリックすると、画面下部に「成

果物一覧」画面を表示します。成果物一覧画面では、上部にプロジェクトの月別出来高が

表示され、現在選択している月の色が反転するため、選択中の月の判別が容易にできま

す。また、「<<」ボタンクリックで選択されている月の前月の「成果物一覧」画面、

「>>」ボタンクリックで次月の成果物一覧画面に遷移します。 
この画面を使って、その月度の成果物一覧（構成）を作成します。 
成果物は下記の方法により作成できます。 

● 成果物一覧画面に操作ボタンを表示し、新規作成画面から作成する 
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● 工程表（最新計画もしくは計画テンプレート）のグループからコピーする 

● 前月の成果物構造をコピーする 

● 別プロジェクトの成果物構造をコピーする 

ただし、更新禁止のステータスでロックされたプロジェクトや入力締めが行われた月度

は成果物一覧（構成）の作成を行うことはできません。 

作成した成果物構造には、画面上で階層毎に開閉できる表示/非表示機能があります。

「－」が表示された成果物の名称をクリックすると下位階層の成果物が非表示となり、

「＋」が表示された成果物の名称をクリックすると下位階層の成果物が表示されます。

「全展開」ボタンをクリックすると、全階層の成果物が表示されます。 

「ユーザー属性」のチェックボックスにチェックを付けると、「進捗出来高」欄の右側

にユーザーがフィールド定義ファイルで定義した成果物の属性が表示されます。フィール

ド定義ファイルの詳細は、別紙「PREGARE 画面カスタマイズの手引き」を参照してくだ

さい。 

 

７．１３．３．１ 成果物の新規作成画面からの作成 

「操作ボタン」のチェックボックスにチェックを付けると、操作欄に4つのボタン

（「編集」「挿入」「追加」「削除」）が表示されます。 

 

 

● 編集ボタン：登録した成果物の「編集」ボタンをクリックすると、「成果物編

集」画面に遷移し、成果物の属性を変更することができます。最下層以外の成

果物では、「成果物コード」、「成果物名称」、「配分比重」及びユーザーが

定義した属性の編集ができます。最下層の成果物のみ上記以外に「積上価

値」、「進捗率」の編集が可能です。 

「編集」「挿入」「追加」

「削除」ボタン 
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● 挿入ボタン：登録した成果物の「挿入」ボタンをクリックすると、「成果物新

規」画面に遷移し、クリックした成果物の同階層に成果物を登録することがで

きます。 

● 追加ボタン：最初は合計欄の「追加」ボタンをクリックして、新しい成果物の

定義を行うための「成果物新規」画面を表示します。登録した成果物の「追

加」ボタンをクリックすることにより、下位階層の成果物を登録することがで

きます。成果物は、第10階層まで定義できます。 

● 削除ボタン：「削除」ボタンをクリックすると、クリックした「削除」ボタン

の成果物及びその下位階層の成果物が全て削除されます。「成果物を削除しま

すか？」というダイアログが表示されるため、「OK」ボタンをクリックしま

す。 

なお、「操作ボタン」のチェックボックスからチェックをはずすと、操作欄及び4つの

ボタンは非表示となります。 

 

「成果物新規」画面で入力できるカラム（項目）は、「成果物コード（必須）」、「成

果物名称（必須）」、「積上価値」、「配分比重」、「進捗率」、「備考」です。フィー

ルド定義で属性を追加している場合には、追加した属性も入力できます。 

「成果物コード」は必須項目であり、ひとつの成果物一覧（構成）の中で重複が許され

ません。「成果物名称」も必須項目ですが、成果物名称の重複は可能です。 

「積上価値」は成果物の見積もり金額です。成果物登録時に「配分比重」がわからない

場合には、「積上価値」を入力します。「積上価値」は「配分比重」を計算する基の値と

なります。積上計算は最下層の成果物の金額を上の階層に積上げ（ロールアップ）します

ので最下層成果物の積上価値だけを入力してください。 

「配分比重」は各成果物の価値の割合であり、各成果物階層で合計が100％となるよう

に入力します。但し、各成果物階層の合計が100にならない場合には、配分計算実行時に

PREGAREが自動的に合計値を100と見なして配分価値を計算します。成果物登録時に配

分比重がわかっている場合には、「配分比重」を登録します。 
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７．１３．３．２ 成果物の工程表からのコピー 

   

 

成果物一覧画面で「コピー>>」ボタンをクリックすると、コピー欄が表示されます。

プロジェクトの最新計画からコピーする場合には、コピー欄の「最新計画」ボタンをクリ

ックすると、最新バージョンの工程表から成果物一覧がコピーされます。テンプレートの

工程表からコピーする場合には、コピー欄の「テンプレート」ボタンをクリックします。

「計画テンプレート選択」画面が表示されるので、コピー元の工程表をクリックすると、

選択したテンプレートの工程表から成果物一覧がコピーされます。 

成果物構造をコピーした後、「成果物編集」ボタンをクリックし、「成果物一覧編集」

画面に遷移します。「成果物編集一覧」画面で成果物の「配分比重」もしくは「積上価

値」を入力します。 

 

７．１３．３．３ 成果物の前月からのコピー 

成果物一覧画面で「コピー>>」ボタンをクリックすると、コピー欄が表示されます。

コピー欄の「前月」ボタンをクリックすると、前月の成果物一覧（構成）情報を当月にコ

ピーします。成果物一覧（構成）は変更されることがあるので、プロジェクトでは毎月異

なった成果物一覧（構成）を保持することができるようになっています。成果物一覧の修

正が必要ない場合や一部の修正で済む場合は、「前月」ボタンを利用すると便利です。 

 

７．１３．３．４ 成果物の別プロジェクトからのコピー 
成果物一覧画面で「コピー>>」ボタンをクリックすると、コピー欄が表示されます。

コピー欄の「別プロジェクト」ボタンをクリックすると、「プロジェクト選択」画面を表

示し、該当するコピー元プロジェクトを指定することができます。該当するプロジェクト

をクリックすると、コピー元のプロジェクトが保有する最新の成果物一覧（構成）情報を

コピーします。類似する他のプロジェクトや過去のプロジェクトの成果物一覧（構成）を

再利用するときに便利です。 

コピー欄 
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７．１３．４ 積上価値と積上比重の算出 

 

成果物登録時に「積上価値」を登録した場合には、成果物の配分価値を決定するため

に、「７．１３．４ 積上価値と積上比重の算出」から「７．１３．６ 配分計算による成

果物価値の決定」の操作を実行します。成果物登録時に「配分比重」を登録した場合は、

「７．１３．６ 配分計算による成果物価値の決定」を直接実行します。 

成果物登録時に「積上価値」を登録した場合には、下記の操作により、まず、「積上比

重」を決定します。 

成果物一覧画面で「集計>>」ボタンをクリックすると、集計欄が表示されます。成果

物一覧（構成）が完成した後、集計欄の「積上集計」ボタンをクリックしてください。階

層構造に沿って、積上価値を上位の階層に集計します。同時に、すべての最下層積上価値

の合計に対して、各階層の積上価値の割合を計算し、積上比重を算出します。 

ただし、更新禁止のステータスでロックされたプロジェクトや入力締めが行われた月度

は積上げ価値と積上比重の算出を行うことはできません。  

７．１３．５ 積上比重を配分比重にコピー 

成果物登録時に「積上価値」を登録した場合には、引き続き下記操作を実行し、「配分

比重」を決定します。（成果物登録時に「配分価値」を登録した場合は、「７．１３．６ 

配分計算による成果物価値の決定」を直接実行します。） 

成果物一覧画面で「集計>>」ボタンをクリックすると、集計欄が表示されます。集計

欄の「比重コピー」ボタンをクリックすると、「積上集計」ボタンにて算出された積上比

重を配分比重にコピーすることができます。配分比重は、手作業にて修正することができ

集計欄 
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ます。ただし、更新禁止のステータスでロックされたプロジェクトや入力締めが行われた

月度は配分比重をコピーしたり、修正したりすることはできません。 

積上比重をそのまま配分計算に利用する場合は、あえて配分比重を編集する必要はあり

ません。積上計算の結果作成される積上比重とは別の観点にて各成果物の配分比重を決定

したいときのみに配分比重を編集してください。  

 

７．１３．６ 配分計算による成果物価値の決定 

成果物一覧画面で「集計>>」ボタンをクリックすると、集計欄が表示されます。集計

欄の「プロジェクトの総成果物価値を使用して配分計算」ボタンをクリックすると、プロ

ジェクトプロパティの「総成果物価値」が「総成果物価値」欄にコピーされて配分計算が

実行されます。 

配分計算を実行していない場合には、「総成果物価値」には“0”が表示されます。配分

計算実行後は、配分計算実行時に入力した総成果物価値が、デフォルト値として表示され

ます。 

集計欄で「総成果物価値」を入力し、「配分計算」ボタンをクリックすることにより、

任意の「総成果物価値」を指定して配分計算を実行することもできます。 

この配分された成果物の配分価値が、出来高を計算する際に各成果物の価値を決定する

指標となります。 

ただし、更新禁止のステータスでロックされたプロジェクトや入力締めが行われた月度

は配分計算を行うことはできません。 

 

７．１３．７ 成果物進捗率の入力と出来高算出計算 

最下層の成果物に進捗率を入力し、出来高の算出を行います。成果物への進捗率の入力

は、以下の2つの方法でできます。 

 成果物編集画面から入力する 

 工程表のグループバーの進捗率をコピーする 

 

成果物一覧画面にて「成果物編集」ボタンをクリックすると、「成果物一覧編集」画面

が表示されます。「成果物一覧編集」画面で成果物進捗の入力を行います。 
最下層成果物の「進捗率」カラム（項目）に該当する成果物の成果物進捗率を入力して

ください。「登録」ボタンで情報が登録できます。 
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成果物進捗率を工程表のグループバーの進捗率からコピーすることができます。コピー

可能な工程表は、進捗率を登録するプロジェクトの最新バージョンの工程表です。進捗を

コピーする工程表のビュー（工程表の「作業別」「区分１」「区分２」「区分３」「区分

４」）は、「システム設定」画面の「成果物ツリー区分」で指定します。 

工程表の最下層グループのグループバーの進捗度が、グループのIDと一致する成果物コ

ードを持つ最下層成果物の進捗率としてコピーされます。グループIDと一致する成果物

コードが存在しない場合、グループバーの進捗度は取り込まれません。 

成果物一覧画面で「コピー>>」ボタンをクリックすると、コピー欄が表示されます。

コピー欄の「進捗コピー」ボタンをクリックすると、最新バージョンの工程表から進捗率

がコピーされます。 

 

プロジェクト全体の出来高計算を行うには一連の該当する成果物（最下層の成果物）に

対する進捗率の入力が完了した後、「成果物一覧」画面において「集計>>」ボタンをク

リックし、表示された集計欄の「積上集計」ボタンをクリックしてください。 

最下層の成果物において、配分価値と進捗率が掛け合わされ「進捗出来高」を計算しま

す。 同時に、進捗出来高を、成果物一覧（構成）の階層構造に沿って積上集計します。 

この積上計算（出来高計算）により、当月における総出来高が算出できます。 

算出されたプロジェクト総出来高は、「月別出来高」画面の「累積出来高」カラム（項

目）で確認できます。 

ただし、更新禁止のステータスでロックされたプロジェクトや入力締めが行われた月度

は成果物進捗率の入力と出来高計算を行うことはできません。 

 

７．１３．８ 成果物構造の変更 

成果物構造は月ごとに規定できるため、仕様変更に対応した成果物の履歴管理ができま

す。プロジェクト実行中に成果物に変更が発生した場合には、変更が発生した月の成果物

を下記方法により変更します。 

 成果物編集画面から変更する 

 工程表のグループを変更して成果物にコピーする 

 

新規作成や成果物編集画面から成果物を変更するには、成果物変更の発生した月に前月

の成果物をコピーした後、成果物一覧画面の「編集」「挿入」「追加」「削除」の各ボタ

ンを使用し実行します。成果物登録時もしくは編集時に、「配分比重」「積上価値」もし
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くは「進捗率」を登録し、各成果物の価値を再計算し、再計算で算出された価値を基に出

来高を計算します。これらの値は、「成果物編集」ボタンをクリックして遷移する成果物

一覧編集画面から一括で入力することもできます。 

成果物の追加、変更、削除の方法につきましては、「７．１３．３．１ 成果物の新規作

成画面からの作成」を、成果物価値や出来高の計算につきましては「７．１３．４ 積上

価値と積上比重の算出」から「７．１３．７ 成果物進捗率の入力と出来高算出計算」を

ご参照ください。 

 

工程表で変更したグループを成果物に反映することができます。まず、計画タブでチェ

ックアウトした工程表のグループ構造を変更し、PREGAREにアップロードします。 

成果物一覧画面で「コピー>>」ボタンをクリックすると、コピー欄が表示されます。

最初にコピー欄の「前月」をクリックし、前月の成果物一覧を当月にコピーします。その

後、「最新計画」ボタンをクリックすると、最新バージョンの工程表から変更された成果

物が反映されます。 

工程表の成果物への反映については、下記成果物構造の変更を考慮します。 

● 成果物の追加 

● 成果物の削除 

● 成果物の変更（名称変更） 

＊コードの変更は、変更前の成果物の削除＆変更後の成果物追加と認識します 

● 成果物の階層変更 

 

変更を反映した後、「成果物編集」ボタンをクリックして遷移する成果物一覧編集画面

で「配分比重」「積上価値」もしくは「進捗率」を登録し、各成果物の価値を再計算し、

再計算で算出された価値を基に出来高を計算します。 

成果物価値や出来高の計算につきましては「７．１３．４ 積上価値と積上比重の算出」

から「７．１３．７ 成果物進捗率の入力と出来高算出計算」をご参照ください。 
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７．１３．９ 成果物一覧編集画面からの編集 

 

 

成果物の積上価値、進捗率等のプロパティは、成果物一覧編集画面から一括登録するこ

とができます。 

成果物一覧画面の「成果物編集」ボタンをクリックすると、「成果物一覧編集」画面に

遷移します。この編集画面では、「積上価値」「配分比重」及び「進捗率」の編集ができ

ます。「登録」ボタンをクリックすると、編集したデータが登録され、成果物一覧画面に

遷移します。この時、積上集計が実行され、「積上価値」と「積上比重」が計算されま

す。 

 

７．１３．１０ CSV出力  

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「月別出来高」画面上

の「CSV」ボタンをクリックすると、画面に表示されている月別出来高に関する情報を

CSV形式のファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマットについては

「付録１．CSVファイル定義＜出来高＞」を参照してください。 

同様にCSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「成果物一覧」

画面上の「CSV」ボタンをクリックすると、画面に表示されている成果物に関する情報を

CSV形式のファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマットについては

「付録１．CSVファイル定義＜出来高＞」を参照してください。 

この機能を利用する場合、出力するCSV形式ファイルの項目を指定できません。月別出

来高情報及び選択している月の成果物情報に存在するすべてのカラムが出力されます。出

力する項目を指定したい場合は、別途「７．１９ レポートタブ」をご利用ください。 
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７．１４ 資源タブ 

概要  

本システムの「７．７ 予算タブ」および「７．１２ コストタブ」で使用する資源（リ

ソース）を定義できます。 

資源は集計費目に属し、工程表や工数実績データからコスト予算やコスト実績（原価）

を算出するための資源予算単価、実績単価を設定します。 

資源単価は、通常単価の他に、時間外単価、深夜単価、休日単価が設定できます。これ

らの単価はコスト実績のみで使用し、コスト予算では予算単価を使用します。 
 

 

 

７．１４．１ 資源情報の一覧 

資源タブをクリックすると、資源の一覧を表示します。各カラム（項目）のカラム名を

クリックするとソート（並び替え）が実行できます。表示される一覧の内容を変更したい

場合は、該当する表示セット名を選択して表示セットの「表示」ボタンをクリックしてく

ださい。表示セットの登録、変更方法に関しては、「５．表示セット」の説明を参照して

ください。 
資源情報の一覧から、対象の行をクリックすると、該当する資源の詳細情報を参照する

ことができます。 

 

７．１４．２ 資源情報の登録 

資源一覧画面の「新規」ボタンをクリックすると「資源新規」画面を表示します。「資
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源コード」と「資源名」と「初期資源量」は必須項目で、「資源コード」には半角英小文

字を使用することはできません。また、「資源コード」は重複できませんが、資源名は重

複が許されます。なお、「初期資源量」は「システム設定」の「供給資源量の初期値」を

「テンプレートの設定に使用する」にしていても必須項目となります。 
「工数入力」は「する」「しない」を選択できます。工数入力をすると指定した場合に

は、「７．１６ 工数タブ」による工数入力の対象となります。外注費や労務費のような

工数を入力する種類の資源データならば、「する」を選択し、設備や施設のような種類の

資源ならば「しない」を選択してください。 
「費目」にて選択できるデータは、「７．１５ 費目タブ」にて区分に自動計算と指定し

た費目です。 

「資源グループ名称」は、「３．１０ 資源グループの管理」にて登録した資源グループ

より選択できます。「月別工数マトリクス」レポートにおいて、この「資源グループ名

称」を指定することにより、資源グループ単位の工数集計が可能となります。 
「単価」は「３．２．２．１１ 時間外/深夜/休日勤務時間工数入力」の工数入力の指定

に従って、「予算単価（時間当たり）」、「実績単価（時間当たり）」、「時間外単価

（時間当たり）」、「深夜単価（時間当たり）」、「休日単価（時間当たり）」の５種類

が指定できます。 
「山積みグラフの表示」では、「表示しない」、「表示する」、「使用時のみ」を選択

できます。工程’s に工程計画情報をダウンロードした際の山積みグラフの表示方法の選択

です。 
「初期資源量」には、登録する資源の供給資源量の初期値を設定します。初期値は以下

のタイミングで設定されます。 

● 「計画」タブにて、「テンプレートから作成」により、最初の計画を作成するとき 

●  プロジェクト資源を追加し、最新計画をチェックアウトしたとき 

※「システム設定」の「機能切り替え設定」で「プロジェクト資源」の設定が「使

用する」場合 

● 「資源」タブにて、新しい資源を追加し、最新計画をチェックアウトしたとき 

※「システム設定」の「機能切り替え設定」で「プロジェクト資源」の設定が「使

用しない」場合 

 

なお、供給資源量の初期値は計画の編集期間に合わせて設定されます。 

「備考」には通常、資源の詳細説明を入力します。 

「廃止フラグ」で「有効」もしくは「廃止」を選択します。「廃止」が選択された資源
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は、資源選択時に表示される資源選択画面に表示されなくなります。また、プロジェクト

資源を「使用しない」という設定をしている場合には、廃止された資源は工程表に表示さ

れなくなります。但し、工程表で使用されている資源は表示されます。 

「メールアドレス」には計画レポートからのメールで宛先となるメールアドレスを入力

します。メールを複数の関係者に送る場合は「追加」ボタンをクリックして入力欄を追加

して、メールアドレスを入力します。計画レポートからのメールの詳細は「９．２ 計画

レポートからのメール」を参照してください。 
必要な入力項目に情報を入力したら、「登録」ボタンをクリックしてください。該当す

る資源情報が登録されます。 
「既存資源からコピー」ボタンをクリックすると、既存の資源情報をコピーすることが

できます。  

 

７．１４．３ 資源情報の編集 

資源一覧画面に出力されている一覧情報の中から、対象の行をクリックすると「資源編

集」画面が表示され、資源情報を編集することができます。 
「登録」ボタンをクリックすると、編集した内容で資源情報を更新します。 
「削除」ボタンをクリックすると、該当する資源を削除することができます。ただし、

該当する資源に対して既に工数入力がされている場合や、工程’s上で作業バー（アクティ

ビティー）に対する必要資源として指定している場合は削除することができません。 
「権限設定」ボタンをクリックすると、この資源情報にアクセスできるユーザーとその

ロールを設定できます。権限設定画面の詳細は「８．権限」を参照してください。 

 

７．１４．４ 資源情報のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「資源一覧」画面上の

「CSV」ボタンをクリックすると、画面に表示されている資源に関する情報をCSV形式の

ファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマットについては「付録１．

CSVファイル定義＜資源データ＞」を参照してください。 

この機能を利用する場合、出力するCSV形式ファイルの項目を指定できません。資源情

報に存在するすべてのカラムを出力します。出力する項目を指定したい場合は、別途

「７．１９ レポートタブ」をご利用ください。 
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７．１４．５ 工程表で使用する資源 

PREGAREの資源タブで登録された資源は、プロジェクトへの関連付けができます。プ

ロジェクトに関連付けされた資源が、各プロジェクトの工程’sの資源マスターに自動的に

登録されます。 
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７．１５ 費目タブ 

概要  

「７．７ 予算タブ」および「７．１２ コストタブ」で使用する費目を定義します。費目

は工数などのプロジェクトコスト集計用に使用するプロジェクト管理会計の分類です。費目

コード、名称等を定義できます。 
 

 

 

７．１５．１ 費目情報の一覧 

費目タブをクリックすると、費目の一覧が表示されます。各カラム（項目）のカラム名

をクリックするとソート（並び替え）が実行できます。プロジェクト会計の目的に必要な

費目の種類はそれ程多くないので、費目一覧には表示セットが用意されていません。 
費目情報の一覧から、対象の行をクリックすると、該当する費目の詳細情報を編集する

ことができます。 

 

７．１５．２ 費目情報の登録 

「費目一覧」画面の「新規」ボタンをクリックすると「費目新規」画面を表示します。 
「費目コード」と「費目名」は必須項目です。 
「費目コード」は重複できませんが、「費目名」は重複が許されます。 
「区分」は「手入力」と「自動計算」が選択できます。 
出張旅費、レンタル費、委託費、減価償却費などの諸経費の費目には「手入力」を設定

します。一方、直接人件費や工事費、設計費などのように時間当たりの単価を持ち、工数

入力する費目には「自動計算」を設定します。 
自動計算費目に該当する資源に関しては、工程’s で作成された工程計画情報を基に、各

作業の工期（実働工期）と資源単価からコスト予算を算出します。また、工数入力と資源

単価からコスト実績を算出します。 
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「備考」には通常、費目の詳細説明を入力します。 
必要な入力項目に情報を入力したら、「登録」ボタンをクリックしてください。該当す

る費目情報が登録されます。 
「既存費目からコピー」ボタンをクリックすると、既存の費目情報をコピーすることが

できます。 

 

７．１５．３ 費目情報の編集 

費目一覧画面に出力されている一覧情報の中から、対象の行をクリックすると「費目編

集」画面が表示され、費目情報を編集することができます。 
「登録」ボタンをクリックすると、編集した内容で費目情報を更新します。 
「削除」ボタンをクリックすると、該当する費目を削除することができます。ただし、

その費目が資源の費目に指定されている場合や金額が入力されている場合は削除すること

ができません。費目を削除するときは、事前に該当する費目が資源に指定されていないこ

とと金額が入力されていないことを確認してください。 

「権限設定」ボタンをクリックすると、この費目情報にアクセスできるユーザーとその

ロールを設定できます。権限設定画面の詳細は「８．権限」を参照してください。 

 

７．１５．４ 費目情報のCSV出力 
CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「費目一覧」画面上の

「CSV」ボタンをクリックすると、画面に表示されている費目に関する情報をCSV形式の

ファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマットについては「付録１．

CSVファイル定義＜費目データ＞」を参照してください。 

この機能を利用する場合、出力するCSV形式ファイルの項目を指定できません。費目情

報に存在するすべてのカラムが出力されます。出力する項目を指定したい場合は、別途

「７．１９ レポートタブ」をご利用ください。  
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７．１６ 工数タブ 

概要 

本システムのプロジェクト実績データの元となる「使用した資源量」が入力できます。 

資源（リソース）ごとに、プロジェクト別、日別に費やした時間を入力することで、使用

した資源量を設定します。この工数タブで入力された実績データをもとに「７．１２ コスト

タブ」の工数集計を行います。 

使用した資源量は、「３．２．２．１０ 実績工数入力区分」の指定に従って時間帯区分で

管理するか、工種別区分で管理するかが決まります。時間帯区分では通常工数の他に、時間

外工数、深夜工数、休日工数が入力できます。工種別区分では「３．８ 工種の管理」で登録

された工種毎の工数が入力できます。 

工数は工数入力画面から直接入力しますが、実績工数の入力方法（時間帯別、工種別）に

より入力画面が異なります。表示する工数入力画面はライセンスで決定します。工数は CSV

ファイルで一括登録することもでき、CSV 形式のファイルアップロードは時間帯区分と工種

別区分の両方の工数入力ができます。ABC 機能を使用する場合、時間帯区分の工数入力はで

きませんのでご注意ください。 

ただし、更新禁止のステータスでロックされたプロジェクトや入力締めが行われた月度は

工数入力を行うことはできません。 

CSV 形式のファイルアップロードでは、更新禁止のステータスでロックされたプロジェク

トや入力締めが行われた月度の工数が含まれているとエラーを表示して処理を中止します。

このとき CSV ファイルの全データの更新が行われないので、ファイルの内容を精査して、フ

ァイルアップロードをやり直してください。 

 

７．１６．１ 工数入力方法の選択 

下記2通りの工数入力用画面はライセンスで決定します。 

 工数を時間帯区分で画面から入力する、もしくは、CSVファイルで一括登録する 

※CSVファイルで一括登録する場合には、工種別区分の工数も登録できます 

 工数を工種区分で画面から入力する、もしくは、CSVファイルで一括登録する 

※ABC機能を使用する場合は、工数をワークパッケージごとに画面から入力する。 

時間帯区分工数入力の場合、工数タブをクリックすると、「工数入力」画面を表示しま

す。「３．２．２．１０ 実績工数入力区分」で「時間帯別に入力する」を選択している

と、「工数入力」画面に「工数入力」領域と「工数データ登録」領域が表示されます。

「工数入力」領域はブラウザーから工数を直接入力するときに使います。「工数データ登

録」領域はCSV形式のファイルアップロードで使います。 
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※ 「３．２．２．１０ 実績工数入力区分」で「工種別に入力する」を選択している

と、「工数データ登録」領域のみ表示されます。（「工数入力」領域は表示されま

せん。） 

 

工種区分工数入力のライセンスを選択した場合、工数タブをクリックすると、「進捗・

工数入力」画面を表示します。「３．２．２．１４ 工数タブの進捗入力」で「使用す

る」を選択していると、「進捗・工数入力」画面の「工数入力」領域上部に「進捗入力」

領域が表示されます。「進捗入力」領域は、PREGAREから工程表に開始日・終了日・進

捗・残り日数を入力するときに使います。（「担当作業の計画更新」権限がある場合、開

始日・終了日が変更できます。）また、「３．２．２．１５ 工数タブのワークパッケー

ジ入力」で「使用する」を選択していると、「進捗・工数入力」画面に「ワークパッケー

ジ入力」領域が表示されます。「ワークパッケージ入力」領域はワークパッケージにコメ

ントを入力する時に使います。 

「工数入力」領域はプロジェクト毎、工種毎、ABC機能を使用する場合にはワークパッ

ケージ毎に日次の工数を登録するときに使用します。また、入力期間の土曜日は青色、日

曜日はピンク色で表示されます。 

 

※ 進捗入力領域・ワークパッケージ入力領域は表示行数が多い場合は項目名以外をス

クロール表示します。 

 

システム設定の「３．２．６．７ 進捗・工数入力画面 登録確認メッセージ」を「使用

する」に設定している場合は、画面下部にチェックボックスと設定したメッセージが表示

されるようになり、チェックを入れることで「登録」ボタンをクリックできるようになり

ます。例えば下の画面のように、「この工数入力をしたのは本人です」というメッセージ

とともにチェックボックスを表示させることで、本人確認の操作（チェックボックスにチ

ェックを入れる）を実施しないと工数登録できない運用にすることができます。ただし、
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ログインユーザーが対象資源でなくてもチェックを入れることは可能です。 

 

 

７．１６．２ 工数の登録 

時間帯区分工数入力の場合、資源（リソース）ごとに実績工数を直接入力する時は対象

資源と対象プロジェクトの両方を指定します。「対象資源選択」には「３．１２ ユーザ

ーの管理」で設定した「関連する資源（工数入力対象）」がデフォルト表示されます。

「対象資源選択」を変更する場合は「他資源選択」ボタンをクリックしてください。逆に

変更した「対象資源選択」を元に戻す場合は「関連資源」ボタンをクリックしてくださ

い。 
対象プロジェクトの選択はプロジェクト表示セットで絞り込みがされます。プロジェク

ト表示セットの登録、変更方法に関しては、「５．表示セット」の説明を参照してくださ

い。  

「工数入力」画面にて、「対象資源選択」、「プロジェクト表示セット」を指定した

後、「工数入力表示」ボタンをクリックすると、入力対象となるプロジェクトを「工数入

力」領域に表示します。 
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入力の当日を含む１週間をデフォルトの入力対象期間として表示します。入力の可能な

期間を１週間分前に変更したい場合は「<<」ボタンを、１週間分後ろに変更したい場合

は、「>>」ボタンをクリックしてください。また、入力対象期間として特定の週を指定

したい場合には、テキストボックスに日付を指定して「期間変更」ボタンをクリックして

ください。入力対象期間が指定された日を含む１週間に変更されます。なお、日付は、日

付欄をクリックして表示されるカレンダー（下図参照）を使用して指定することもできま

す。 

  

プロジェクト別、日別に、作業時間を入力してください。1日の作業時間の合計は、

「システム設定」の「1日の工数上限チェック」に設定した時間となり、この設定時間を

超えた時間を入力し登録しようとするとエラーメッセージが表示されます。作業時間は小

数点以下２桁までの入力ができます（１５分単位までの入力を想定）。「合計」ボタンを

クリックすると日ごとの作業時間の合計を画面下部の合計欄に表示します。 
入力が完了したら、「登録」ボタンを忘れずクリックしてください。  

 

工種区分工数入力の場合、画面下部に表示される工数入力画面から実績工数を登録しま

す。「対象資源選択」には「３．１２ ユーザーの管理」で設定した「関連する資源（工
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数入力対象）」がデフォルト表示されます。「対象資源選択」を変更する場合は「他資源

選択」ボタンをクリックしてください。逆に変更した「対象資源選択」を元に戻す場合は

「関連資源」ボタンをクリックしてください。 
対象プロジェクトの選択はプロジェクト表示セットで絞り込みがされます。プロジェク

ト表示セットの登録、変更方法に関しては、「５．表示セット」の説明を参照してくださ

い。  また、システム設定の「進捗・工数入力画面 対象プロジェクトの絞り込み」を「使

用する」に設定した場合、「対象資源選択」で指定された資源がプロジェクト資源として

登録されているプロジェクトのみがドロップダウンリストに表示されます。 
「工数入力」画面にて、「対象資源選択」、「プロジェクト表示セット」を指定した

後、「対象月度」を選択し、「表示」ボタンをクリックすると、「進捗入力」領域、「ワ

ークパッケージ入力」領域及び「工数入力」領域が表示されます。 

● 進捗入力：対象月度において、設定した「対象資源」が登録されている作業バーが

表示され、バー毎の開始日、終了日、進捗情報を入力できる 

※開始日、終了日を入力するためには「担当作業の計画更新」権限が必要です。 

● ワークパッケージ入力：対象月度において、「責任者」に登録されているワークパ

ッケージが表示され、ワークパッケージごとのコメントを入力できる 

● 工数入力：対象月度の日次の実績工数がプロジェクト毎、工種毎に入力できる 

進捗入力領域の各カラム（項目）のカラム名をクリックするとソート（並べ替え）

が出来ます。ソートしているカラム名の右側には「▲」が表示されます。 

 

 

 

指定した対象月度の1ヶ月間を工数入力対象期間として表示します。必要に応じて画面

をスクロールして工数を入力します。 

工数入力時には、「プロジェクト」欄及び「工種」/「ワークパッケージ」欄のドロッ

プダウンリストからプロジェクト及び工種を選択します。「プロジェクト」は「プロジェ
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クトコード」「プロジェクト名」、「工種」/「ワークパッケージ」はそれぞれの名称か

ら検索することも可能です。リストに表示されるプロジェクトは、指定したプロジェクト

表示セットで抽出され、かつ、工数入力対象期間を開始年月度～終了年月度の範囲に含ん

でいるプロジェクトです。工種・ワークパッケージは、登録されているすべての項目がリ

ストに表示されます。ただし、プロジェクト情報の「工種プレフィックス」に値を登録し

ている場合は、該当する工種のみ表示されます。 

プロジェクトと工種またはワークパッケージを選択すると、「実績累計」と「予定工

数」が表示されます。ユーザーはプロジェクト毎、工種毎の工数予実を確認しながら、工

数を登録することができます。 

● 実績累計：選択したプロジェクト、工種、ABC機能を使用する場合にはワークパッ

ケージに全ユーザーが登録した実績工数の累計値（対象月度、対象資源の累計では

なく、全期間、全資源の実績工数累計値） 

● 予定工数：選択したプロジェクト、工種に関して工程表で立案されている全資源の

予定工数合計値（対象月度、対象資源の予定工数ではなく、全期間、全資源の予定

工数累計値） 

 

プロジェクト別、工種別、ワークパッケージ別、日別に、実績作業時間を入力してくだ

さい。1日の作業時間の合計は、「システム設定」の「1日の工数上限チェック」に設定

した時間となり、この設定時間を超えた時間を入力し登録しようとするとエラーメッセー

ジが表示されます。作業時間は１５分単位までを想定していますので、小数点以下２桁ま

での入力ができます。 

必要に応じて「追加」ボタンで行を追加して実績工数を入力してください。入力が完了

したら、「保存」ボタンを忘れずクリックしてください。 

プロジェクト欄の名称表示については、システム設定の「進捗・工数入力画面 プロジェ

クト情報表示形式」の設定により以下の制御ができます。 

1) 1行(すべてを表示)：プロジェクト名称を1行ですべて表示します。この場合、長

いプロジェクト名称を持つプロジェクトを選択した場合には、画面上の工数登録

部分の表示幅が狭くなります。 

2) 1行(列幅は固定)：プロジェクト名称を1行、かつ、固定された表示幅で表示しま

す。但し、プロジェクト名称部分にカーソルを当て、ヒント表示させることによ

り名称を確認できます。 

3)  2行(列幅は固定)：プロジェクト名称を2行、かつ、固定された表示幅で表示しま

す。プロジェクト名称がすべて表示されない場合には、プロジェクト名称部分に

カーソルを当て、ヒント表示させることにより名称を確認できます。 
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「進捗・工数入力」画面にある「登録」ボタンを押下することにより、「ワークパッケ

ージ入力」領域・プロジェクト詳細画面のワークパッケージ一覧の情報を最新のものへと

更新することができます。 

「前月度登録プロジェクトと工種／ワークパッケージ表示」のチェックボックスにチェ

ックが入っているときは、今月登録済みのプロジェクトと工種もしくはワークパッケージ

に加えて、前月度登録したものも表示します。 

 

７．１６．３ CSV形式のファイルアップロード 

「工数入力」画面の「工数データ登録」で工数のCSV形式のファイルをアップロードす

ることができます。 

「ファイルの選択」ボタンをクリックしてPCクライアントの該当するCSV形式ファイル

を指定します。次に「工数CSVファイル登録」ボタンをクリックすると、指定した工数情

報をアップロードします。CSVファイルのフォーマットについては「付録１．CSVファイ

ル定義＜工数データ＞」を参照してください。  

 

７．１６．４ 工数情報のCSV出力 

時間帯区分工数入力のライセンスを選択した場合、CSVダウンロード権限をもつユーザ

ーでログインしている場合、「工数入力」画面の「CSV」ボタンをクリックすると、画面

に表示されている工数に関する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。

CSVファイルのフォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜工数データ＞」を

参照してください。 

７．１６．５ 進捗の登録 

工種区分工数入力のライセンスを選択した場合、「進捗・工数入力」画面の「進捗入

力」領域で工程表の作業に対して進捗情報を登録することができます。 

なお、「進捗入力」領域を非表示としたい場合には、「システム設定」画面において

「機能切り替え設定」の「３．２．２．１４ 工数タブの進捗入力」で「使用しない」を

選択します。 

「進捗入力」領域には下記項目が表示されます。 

項目名 表示内容 

コード プロジェクトコード 

プロジェクト名称 プロジェクト名称 

グループパス 工程表のグループ（WBS）階層情報 
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アクティビティー 工程表の作業バー名称 

開始予定日 アクティビティー（作業バー）の開始日 

終了予定日 アクティビティー（作業バー）の終了日 

進捗率（％） 入力欄 進捗情報「進捗率」の入力欄 

残り日数 入力欄 進捗情報「残り日数」の入力欄 

進捗は下記2通りの方法で登録できます。 

● 作業の進捗率をパーセントで直接入力する（「進捗(%)」欄に入力） 

● 作業を完了するまでに掛かる日数（残り日数）を登録する（「残り日数」欄に入

力） 

「進捗率」を入力する場合には、0～100の整数を入力します。また、「残り日数」を

入力する場合には、作業バーの期間以下の日数を入力します。「残り日数」を入力する

と、作業期間と残り日数から自動的に進捗率が計算されます。 

進捗情報を入力後、「登録」ボタンをクリックします。 

なお、間違った進捗情報が入力された場合（作業期間を超える残り日数を入力する、

等）には、入力データのチェックが実施され、入力欄が赤枠で表示されます。 

 

７．１６．６ ワークパッケージのコメント入力 

進捗・工数入力のライセンスを選択した場合、「進捗・工数入力」画面の「ワークパッ

ケージ入力」領域で、対象月度において、「責任者」に登録されているワークパッケージ

が表示され、ワークパッケージごとのコメントを２つまで入力することができます。 

なお、「ワークパッケージ入力」領域の表示／非表示は、「システム設定」画面の「機

能切り替え設定」の「３．２．２．１５ 工数タブのワークパッケージ入力」より設定す

ることができます。 

 

「ワークパッケージ入力」領域には下記項目が表示されます。 

項目名 表示内容 

プロジェクトコード プロジェクトコード 

プロジェクト名 プロジェクト名称 

ワークパッケージ名称 工程表から登録したワークパッケージの名称 

予定開始日 ワークパッケージに属する作業バーの最早開始日（※1） 

予定終了日 ワークパッケージに属する作業バーの最遅終了日（※1） 

実績開始日 ワークパッケージに属する作業バーのうち、作業開始された作業バー

の最早開始日（※2） 

実績終了日 ワークパッケージに属する作業バーがすべて完了となった最遅終了日
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（※2） 

進捗率 工程表から登録したワークパッケージのグループバーの進捗率。

（※2） 

コメント１ ワークパッケージの責任者が、ワークパッケージのコメントを登録す

ることができる コメント２ 

※1 予算タブの「計画更新」/「ベースライン更新」ボタン、または「設定管理メ

ニュー」の「一括ベースライン更新」よりベースライン更新をすることで、最新計

画の情報を取得します。 

※2 プロジェクトタブの集計、または「設定管理メニュー」の「月締め」よりプロ

ジェクトの一括集計をすることで、最新計画の情報を取得します。 

 

ワークパッケージのコメントを入力後、「登録」ボタンをクリックすることで登録する

ことができます。 
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７．１７ 経費予算タブ 

概要  
プロジェクトで予定している経費データの CSV ファイルアップロードと内容の確認、削除

ができます。「システム設定」の「３．２．２．３ 手入力費目予算入力区分」で「CSV ファ

イル」が指定されている時は、予算入力画面が表示されないため、経費予算タブで予算を

CSV ファイルアップロードします。 

 

 

７．１７．１ プロジェクト経費予算情報の参照 

経費予算タブをクリックすると、プロジェクトの一覧を表示します。プロジェクトの一

覧から、対象の行をクリックすると、「プロジェクト経費予算」画面が表示できます。こ

こで「表示期間」を指定して、「表示」ボタンをクリックすると、該当するプロジェクト

経費予算情報の一覧を表示します。   

７．１７．２ 経費予算のファイルアップロード 

「プロジェクト経費予算」画面で、CSV形式のファイルから経費予算情報を一括取り込

みできます。取り込みは上書き取り込みではなくて、追加取り込みになっていますので、

事前に一度処理を行っている場合は、「削除」ボタンを利用して、対象月度の経費予算情

報を削除してください。 

● 「経費予算登録」ボタンをクリックし、CSVファイルアップロード欄を表示させま

す。登録を実施するには「ファイルの選択」ボタンをクリックして、対象のCSV形

式のファイルを指定します。次に「登録」ボタンをクリックすると、指定した経費

予算情報をアップロードします。 
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● ここで経費予算を登録する対象のプロジェクトは１つだけです。以下のデータが

CSVファイルに含まれていてもアップロード対象としません。（エラーも発生しま

せん） 

● プロジェクトコードが、対象プロジェクトと異なる 

● 年月度がプロジェクトの開始年月度～終了年月度の範囲外である 

● 年月度が入力締め済みの月度である 

● 計画予算、実行予算の指定はCSVファイルの項目として指定します。両方のデータ

が１つのファイルに含まれていても、両方が登録されます。 

● 経費予算情報は、１つの月度分のデータは１回のアップロードで登録することが前

提になっています。修正や追加する場合には、一度削除してから再登録して下さ

い。 

● 「削除」ボタンではCSV形式のファイルからアップロードした経費予算データのみ

削除します。 

● 「表示」ボタンをクリックすると、登録されている経費予算情報を一覧に表示しま

す。  

CSVファイルのフォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜経費予算デ

ータ＞」を参照してください。   

 

７．１７．３ プロジェクト経費予算情報のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プロジェクト経費予

算」画面上の「CSV」ボタンをクリックすると、画面に表示されているプロジェクト経費

予算に関する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。CSVファイルのフォ

ーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜経費予算データ＞」を参照してくださ

い。 
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７．１８ 経費タブ 

概要  
プロジェクトで発生した経費データのCSVファイルアップロードと内容の確認、削除が

できます。 

 

 

７．１８．１ プロジェクト経費情報の参照 

経費タブをクリックすると、プロジェクトの一覧を表示します。プロジェクトの一覧か

ら、対象の行をクリックすると、「プロジェクト経費」画面が表示できます。ここで、対

象月度を指定して、「表示」ボタンをクリックすると、該当するプロジェクト経費情報の

一覧を表示します。 

 

７．１８．２ CSV形式のファイルアップロード 

「プロジェクト一覧（経費）」画面から「経費登録」ボタンをクリックすると、「経費

登録」画面を表示します。  
ここで、CSV形式のファイルから、対象月度に発生した経費情報を一括取り込みできま

す。取り込みは上書き取り込みではなくて、追加取り込みになっていますので、事前に一

度処理を行っている場合は、「削除」ボタンを利用して、対象月度の経費情報を削除して

ください。 

「削除」ボタンではCSV形式のファイルからアップロードした経費データのみ削除しま

す。 
「ファイルの選択」ボタンをクリックして、PCクライアントの該当するCSV形式ファイ

ルを指定します。次に「経費をアップロードする」ボタンをクリックすると、指定した経
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費情報をアップロードします。  

ここで指定するCSV形式のファイルには１つのプロジェクトの経費だけではなく、複数

のプロジェクトの経費を登録できます。ただし、更新禁止のステータスでロックされたプ

ロジェクトや入力締めが行われた月度の経費が含まれているとファイルアップロードはエ

ラーを表示して処理を中止します。このときデータの更新は行わないので、ファイルの内

容を精査して、ファイルアップロードをやり直してください。 

「表示」ボタンをクリックすると、登録されている経費情報を一覧に表示します。  

CSVファイルのフォーマットについては「付録１．CSVファイル定義＜経費データ＞」

を参照してください。 
 

７．１８．３ プロジェクト経費情報のCSV出力 

CSVダウンロード権限をもつユーザーでログインしている場合、「プロジェクト経費」

画面上の「CSV」ボタンをクリックすると、画面に表示されているプロジェクト経費に関

する情報をCSV形式のファイルに出力することができます。CSVファイルのフォーマット

については「付録１．CSVファイル定義＜経費データ＞」を参照してください。 
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７．１９ レポートタブ 

概要  

プロジェクト情報などを一覧表示するレポートや予算、コストなど各種数値を分析するレ

ポートの作成や参照を行うことができます。実行したレポートのデータは、XLSX 形式およ

び CSV 形式のファイルに出力できます。 

７．１９．１ レポートタブでのレポート一覧 

レポートの出力対象となるデータの種別とその内容を以下に示します。 

 

出力対象 対象の詳細 種別 概要 

PMr PMr一覧 一覧表/ 

集計表 

PMrの一覧表情報の出力です。サンプルは「７．１９．１

０．１ PMｒ一覧レポートのサンプル」を参照してくださ

い。 

PMr - プロジェクト - プ

ログラム 

PMｒとその担当するプロジェクトとプログラムに関する一

覧表情報の出力（PMｒが主キー）です。 

PMr - プログラム PMｒと担当するプログラムに関する一覧表情報の出力（PM

ｒが主キー）です。 

プログラム プログラム一覧 プログラムと担当するPMｒに関する一覧表情報の出力（プ

ログラムが主キー）です。サンプルは「７．１９．１０．２ 

プログラム一覧レポートのサンプル」を参照してください。 

プログラム - プロジェク

ト 

プログラムと統括するプロジェクトに関する一覧表情報の出

力（プログラムが主キー）です。 

プロジェクト プロジェクト一覧 プロジェクトと担当するPMｒと統括するプログラムに関す

る一覧表情報の出力（プロジェクトが主キー）です。サンプ

ルは「７．１９．１０．３ プロジェクト一覧レポートのサ

ンプル」を参照してください。 

プロジェクト

アイテム 

プロジェクトアイテム一

覧 

 プロジェクトアイテムと関連するプロジェクトとPMｒに関

する一覧表情報の出力（プロジェクトアイテムが主キー）で

す。サンプルは「７．１９．１０．４ プロジェクトアイテ

ム一覧レポートのサンプル」を参照してください。 

費目 費目一覧  費目の一覧表情報の出力です。 

費目－資源 費目とその費目に属する資源に関する一覧表情報の出力（費

目が主キー）です。 

資源 資源一覧 資源とその資源が属する費目に関する一覧表情報の出力（資

源が主キー）です。 

経費予算 経費予算一覧 経費予算の一覧出力です。 

経費 経費一覧 経費の一覧出力です。それを負担するプロジェクトおよび、

それの属する費目に関する情報も出力（経費が主キー）され

ます。 
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成果物 月別成果物一覧 出来高タブで登録する成果物の一覧出力です。 

予算 計画予算  月度表 複数のプロジェクトの計画予算に関する費目別月別情報の出

力です。サンプルは「７．１９．１０．５ 実行予算レポー

トのサンプル」を参照してください。 

実行予算 複数のプロジェクトの実行予算に関する費目別月別情報の出

力です。 

計画予算＋実行予算 複数のプロジェクトの計画予算および実行予算に関する費目

別月別情報の出力です。 

工種別計画予算＋実行予

算 

複数のプロジェクトの計画予算および実行予算に関する工種

別月別情報の出力です。 

ワークパッケージ別計画

予算＋実行予算 

複数のプロジェクトの計画予算および実行予算に関するワー

クパッケージ別月別情報の出力です。 

採算 採算 複数のプロジェクトの採算に関する項目別月別情報出力で

す。サンプルは「７．１９．１０．１１ 採算レポートのサ

ンプル」を参照してください。 

進行基準売上計上（原 

価比例法） 

複数のプロジェクトの原価比例法による進行基準売上に関す

る月別情報出力です。 

進行基準売上計上（EV 

法） 

複数のプロジェクトのEV法による進行基準売上に関する月

別情報出力です。 

コスト 費目別コスト 複数のプロジェクトの費目別コストに関する月別情報の出力

です。サンプルは「７．１９．１０．６ 費目別コストレポ

ートのサンプル」を参照してください。 

資源別コスト 複数のプロジェクトの資源別コストに関する月別情報の出力

です。 

費目別コスト予実 複数のプロジェクトの費目別コストに関する月別情報の予算

と実績の出力です。サンプルは「７．１９．１０．１２ 費

目別コスト予実レポートのサンプル」を参照してください。 

資源別コスト予実 複数のプロジェクトの資源別コストに関する月別情報の予算

と実績の出力です。 

工種別コスト予実 複数のプロジェクトの工種別コストに関する月別情報の予算

と実績の出力です。 

ワークパッケージ別コス

ト予実 

複数のプロジェクトのワークパッケージ別コストに関する月

別情報の予算と実績の出力です。 

出来高 出来高一覧 プロジェクトの出来高に関する年間情報の出力です。サンプ

ルは「７．１９．１０．９ 出来高一覧レポートのサンプ

ル」を参照してください。 

月別成果物一覧 成果物表 プロジェクトの成果物に関する項目別月別情報の出力です。

サンプルは「７．１９．１０．１０ 成果物一覧レポートの

サンプル」を参照してください。 
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工数 月間工数一覧  月間表 プロジェクト/資源毎の実績工数に関する1月間の日別実績工

数情報の出力です。 

工数マトリクス 工数マトリクス 実績工数および予定工数に関する各種集計情報の出力です。

縦横最大3軸の指定が可能であり、プロジェクト、資源、工

種、期間（日、週、月、年）、ワークパッケージでの集計が

可能です。サンプルは「７．１９．１０．７ 工数マトリク

スレポートのサンプル」を参照してください。 

 月別工数マトリクス  月別工数 

マトリクス 

 実績工数および予定工数に関する各種集計情報の出力で

す。横軸は日付（月）で固定されていますが、縦は最大4軸

の指定が可能であり、プロジェクト、プログラム、資源、資

源グループ、工種、期間（月）での集計が可能です。ABC機

能を使用する場合は工種の代わりにワークパッケージでの集

計が可能です。また、出力単位は人時、人日、人月より選択

できます。サンプルは「７．１９．１０．８ 月別工数マト

リクスレポートのサンプル」を参照してください。 

７．１９．２ レポートの一覧画面 

レポートの定義画面（新規作成画面または編集画面）でレコード検索条件、出力カラ

ム、ソーティングはユーザーにより定義することができます。レポートタブを選択すると

定義しているレポートが表示されます。（レポート一覧画面）この画面では自分専用のレ

ポート定義（「私用」）と「公開」されているレポートが選択されている表示セットに従

い表示されます。また「表示セット」の下の検索条件（レポート名称・分類）を入力し

て、さらに一覧表示するデータを絞り込むことができます。 
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新規ボタン ・・・ 新しいレポート定義を作成することができます 
実行ボタン ・・・ 定義済みのレポート定義を使用してレポートを出力することができます。表示行数が

1000件を超える場合には、画面での表示ができません。（メッセージ「表示行数が多

いので画面表示ができません。「CSV」 または 「XLSX」ボタンをクリックして出力

してください。」が表示されます。）「CSV」もしくは「XLSX」ボタンをクリックし

て出力してください。 

編集ボタン ・・・ 定義済みのレポート定義を変更することができます。 
削除ボタン ・・・ 定義済みのレポート定義を削除することができます。 

 

７．１９．３ レポートの定義画面の構成 

レポートの定義内容はレポートの種別（一覧表/集計表、月間表/年間表/成果物表、工数マト

リクス、月別工数マトリクス）によって設定するべき内容が異なりますので、表の新規作成

/編集のための画面の内容も枚数も異なっています。各種別について、設定内容をどの画

面で設定するかをまとめた表を次に示します。 

 

⚫ 新規作成/編集画面構成表 

レポート種別 

設定内容 

一覧表/集計表 月間表/月度表 

/成果物表 

工数マトリクス 月別工数マトリ

クス 

 

 

 

 

↓ 

 

画 

面 

操 

作 

順 

 

↓ 

レポート名称/分類/概要 

出力対象/対象の詳細 

レポート新規作成１ 

レポート編集１ 

出力カラムの選択 レポート新規作成２ 

レポート編集２ 

   

カラムラベルの編集 レポート新規作成３ 

レポート編集３ 

   

出力カラムの表示順 レポート新規作成４ 

レポート編集４ 

   

期間集計タイプの選択 

出力工数値の選択 

軸対象の選択 

プロジェクト絞り込み条

件 

資源絞り込み条件 

  レポート新規作

成２ 

レポート編集２ 

 

レポート新規作

成２ 

レポート編集２ 

出力単位 

カラムの選択（プロジェ

クト、資源） 

   

日付範囲 

軸ラベル表示（工数マト

リクスのみ） 

  レポート新規作

成３ 

レポート編集３ 
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使用可能な対象 レポート新規作成５ 

レポート編集５ 

レポート新規作成

２ 

レポート編集２ 

ソート順の選択 

絞り込み条件 

月度の設定（月間表の

み） 
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７．１９．４ 「レポート新規作成１」「レポート編集１」 

レポートタブをクリックして、レポートの一覧を表示します。 

「レポート一覧」画面で「新規」ボタンをクリックすると各レポートタイプに共通の

「レポート新規作成１」画面を表示します。 

 

 

この画面では以下の操作ができます。 

保存して実行 ・・・ 編集内容を保存してレポートの表示を実行します。レポート作成中に「保存して実

行」を行うことも可能ですが、設定内容が十分でないと予期せぬ大量のレポートを表

示することや、処理がエラーとなる場合がありますのでご注意ください。 
既存のコピー ・・・ 既存のレポート内容をコピーすることができます。 
アップロード ・・・ 予めダウンロードしたXML形式のレポート定義情報をアップロードすることができま

す。 

 

この画面は、各レポートタイプに共通で「レポート名称」、「レポート分類」、「レポ

ート概要」、「レポート名称の出力」、「出力対象」、「対象の詳細」、「レポートタイ

プ」の指定ができます。 

● 「レポート名称」項目 : 入力必須項目であり、重複が許されません。 

● 「レポート分類」項目 : ユーザーの用途により自由に入力できます。入力したレポ

ート分類は、ソート順の選択のキーや絞り込み条件の設定に使用することができま

す。 

● 「レポート概要」項目 : レポートの詳しい内容を表現するための項目で、レポート

名称だけでは表現しきれない内容を入力します。 

● 「レポート名称の出力」項目 : 出来上がったレポートをCSV又はXLSX形式に出力

する場合に、出力にレポート名称を含めるか、含めないかを指定します。なお､ブラ
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ウザーのレポート表示画面では、この設定に関わらず常にレポート名称を表示しま

す。 

● 「出力対象」項目 : レポート種類を選択します。PMr、プログラム、プロジェク

ト、プロジェクトアイテム、費目、資源、経費、工数、予算、採算、コスト、出来

高、工数から選択することができます。 

● 「対象の詳細」項目 : ドロップリストの候補は選択した「出力対象」によって変わ

ります。出力対象と対象の詳細はレポートタブの概要の「７．１９．１ レポートタ

ブでのレポート一覧」を参照してください。 

● 「レポートタイプ」項目 : 「出力対象」の選択によって内容が変更されます。 

● レポート種別（タイプ） 

● 一覧表/集計表の場合 ： 「一覧表」、「集計表」のどちらかから選択しま

す。「集計表」を選択すると、出力に小計欄や集計欄が追加されます。小計欄

や集計欄の詳細の指定は「レポート編集４」画面で設定ができます。 

● 月度表の場合 ： 「一覧表」、「項目別一覧表」のどちらかから選択しま

す。「一覧表」を選択すると、プロジェクト別集計表が作成されます。「項目

別一覧表」を選択すると、項目別（費目別など）集計表が作成されます。ただ

し、ワークパッケージ別の場合は「一覧表」固定で「項目別一覧表」は選択で

きません。 

● 出力対象とレポート種別の関係については「７．１９．１ レポートタブでのレ

ポート一覧」を参照してください。 

すべての設定が完了したら「次へ」ボタンをクリックして、「レポート新規作成２」

「レポート編集２」画面を表示します。 
  

７．１９．４．１ 一覧表/集計表 

以下に一覧表/集計表に関する設定方法を説明します。 

 

７．１９．４．１．１ 「レポート新規作成２」「レポート編集２」 

この画面では出力するカラム（項目）を指定します。 
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レポートに出力するカラム（項目）および検索条件とするカラム（項目）をクリッ

クして指定できます。「すべてを選択」ボタンをクリックすることによって全項目

を一括してチェックがすることができます。また「すべて除外する」ボタンをクリ

ックすると全項目のチェックを一括して外すことができます。 
指定が終ったら「次へ」ボタンをクリックして、「レポート新規作成３」または

「レポート編集３」画面を表示します。 

 

７．１９．４．１．２ 「レポート新規作成３」「レポート編集３」 

この画面ではレポートで出力するカラムの名称を変更することができます。 
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「カラムラベルの編集」でカラム名称を変更したら、「次へ」ボタンをクリックし

て、「レポート新規作成４」または「レポート編集４」画面を表示します。 

※フィールド定義の項目名を使用している場合、フィールド定義で項目名を変更

後、カラムラベルも最新の項目名に反映されます。 

 

７．１９．４．１．３ 「レポート新規作成４」「レポート編集４」 

この画面では、前のページで指定したカラム（項目）の出力の有無とその出力順序

を指定することができます。 

 

 

レポートの表示カラム（項目）の順序(左から右)は「表示対象カラム」の順序（上から

下）となります。レポートのカラム（項目）の並びを変更するときは、移動したい出力カ

ラム（項目）名をクリックして、「最上位へ」、「上へ」、「下へ」、「最下位へ」ボタ

ンを使います。出力カラム（項目）を上下に移動することで表示順序を変更できます。 

この画面では以下の操作ができます。 
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保存して実行 ・・・ 編集内容を保存してレポートの表示を実行します。レポート作成中に「保存して実

行」を行うことも可能ですが、設定内容が十分でないと予期せぬ大量のレポートを表

示することや、処理がエラーとなる場合がありますのでご注意ください。 
別名保存 ・・・ 編集内容を別レポートに保存してレポートの表示を実行します。 

別名保存するときは「レポート名称」に新しいレポート名を入力します。 
最上位へ ・・・ 「出力カラムの表示順序の設定」で選択中の表示カラム（項目）を一番上に移動しま

す。 

上へ ・・・ 「出力カラムの表示順序の設定」で選択中の表示カラム（項目）をひとつ上に移動し

ます。 

下へ ・・・ 「出力カラムの表示順序の設定」で選択中の表示カラム（項目）をひとつ下に移動し

ます。 

最下位へ ・・・ 「出力カラムの表示順序の設定」で選択中の表示カラム（項目）を一番下に移動しま

す。 

＞＞ ・・・ 「出力カラムの表示順序の設定」で選択中のレポートの表示カラム（項目）を出力対

象から除外します。 

出力対象から除外したカラムでも検索条件として使用できます。 

＜＜ ・・・ 「非表示カラム（検索条件専用）」で選択中のレポートの表示カラム（項目）を出力

対象に戻します。 

 

すべての指定が完了したら「次へ」ボタンをクリックして、「レポート新規作成

５」または「レポート編集５」画面を表示します。 

 

７．１９．４．１．４ 「レポート新規作成５」「レポート編集５」 

「レポート編集１」画面で「一覧表」を選択している場合は、「ソート順の選

択」、「絞り込み条件の設定」、「使用可能な対象」の三つが指定できます。 

 

 

「レポート編集１」画面で「集計表」を選択している場合は、「グループカラムの

選択」、「集計項目の設定」、「ソート順の選択」、「絞り込み条件の設定」、
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「使用可能な対象」の５つが指定できます。 

 
 

● 「グループカラムの選択」項目 : 集計のためのグループ化を行うカラム（項目）の

指定ができます。指定できるカラムは表示カラムに指定されたものだけですから、

このグループカラムに指定したいカラム（項目）は、事前に表示カラム（項目）と

して指定しておいてください。 

● 「集計項目の設定」項目 : 集計できる可能性のあるカラム（項目）がすべて表示さ

れています。集計可能項目ごとに適切な内容を選択してください。 

● 「ソート順の選択」項目 : ソート実施するキーを第３キーまで指定できます。また

キーごとに昇順、降順を指定できます。 

●  「絞り込み条件の設定」項目 : レポートの出力対象の選択条件が指定できます。

（詳細は、「５．１．４ 検索条件の設定」を参照してください） 

● 「使用可能な対象」項目 : 「私用」と「公開」をラジオボタンで選択できます。

「私用」を選択した場合、該当するレポートを利用できるのはレポート定義を作成

したユーザーのみとなります。 

  

７．１９．４．２ 月間表/月度表/成果物表 

以下に月間表/年間表/成果物表に関する設定方法を説明します。 

７．１９．４．２．１ 「レポート新規作成２」「レポート編集２」 

この画面では月間表/月度表/成果物表の各種条件を設定することができます。 
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月間表の場合は「ソート順の選択」では、第３キーまでソートキーを指定できま

す。またキーごとに昇順、降順が選択できます。年間表/成果物表の場合はソート順

の指定はありません。 

月間表の場合は「月度の設定」で、出力対象の月度を選択することができます。前

年度または当年度のいずれかの月を固定的に指定する方法と、動的に「前月」「当

月」を指定する方法があり、いずれもドロップダウンリストから選択します。動的

に指定した場合は、サーバーの設定日付時刻によって前月度または当月度を判断し

て出力対象とします。月度表/成果物表では、出力対象の年度を指定することができ

ます。 

「絞り込み条件の設定」では、レポートのレコード選択条件が指定できます。（詳

細は、「５．１．４ 検索条件の設定」を参照してください） 

 

 

月度表/成果物表では、プロジェクトのプロパティをプロジェクトと並べて出力す
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ることができます。「プロジェクトの選択」では、出力するプロパティを選択でき

ます。 

「使用可能な対象」では、「私用」と「公開」をラジオボタンで選択できます。

「私用」を選択した場合、該当するレポートを利用できるのはレポート定義を作成

したユーザーのみとなります。 

 

７．１９．４．３ 工数マトリクスレポート 

以下に工数マトリクスレポートに関する設定方法を説明します。 

 

７．１９．４．３．１ 「レポート新規作成２」「レポート編集２」 

この画面ではマトリクスレポートの集計軸の選択、日付の集計単位の選択、出力対

象の工数種別の選択、プロジェクトおよび資源に関する選択条件の設定を行いま

す。 

  

● 「軸対象の選択」項目 ： 縦横の主軸/副軸/縦3軸についてそれぞれ、プロジェク

ト、資源グループ（主軸または副軸で資源を選んだ場合、使用できません。）、資

源、日付、工種、ABC機能を使用する場合はワークパッケージのいずれかをラジオ

ボタンで選択します。ワークパッケージを選択する場合には上位軸でプロジェクト

を選択する必要があります。副軸については工数タイプを選択することや、未使用

とすることもできます。工数タイプには「計画予算工数」「実行予算工数」「実績

工数」があります。また、通常は集計軸について昇順でソートしますが「逆順でソ

ートする」のチェックボックスをオンにすることによって、降順でソートすること



Web I Laboratories, Inc.  

- 227 - 

 

もできます。 

● 「期間集計タイプの選択」項目 ： 集計期間を日、週、月、四半期、半期、年か

らラジオボタンで選択します。週、月、四半期、半期、年の開始日は「３．２ シス

テム設定」によります。 

● 「出力工数値の選択」項目 ： 副軸に工数タイプを選択していない場合に表示さ

れます。この欄では出力する工数タイプを「計画予算工数」「実行予算工数」「実

績工数」「フォーキャスト」から選択します。 

● 「工数タイプの選択」項目 ： 副軸に工数タイプを選択している場合に表示され

ます。この欄では出力する工数タイプの組み合わせを「計画予算工数＋実行予算工

数」「計画予算工数＋実行予算工数＋対比」「実行予算工数＋実績工数」「実行予

算工数＋実績工数＋対比」から選択します。 

● 「工数ゼロの行と列」項目 ： 軸対象に、「プロジェクト」「資源」「工種」が

選択されている場合に表示されます。「出力しない」を指定されると指定された行

や列の工数がすべてゼロなら、その行や列は出力を抑制します。（画面表示、CSV

出力、XLSX出力共） 

● 「プロジェクト絞り込み条件」「資源絞り込み条件」項目 ： プロジェクトの選

択条件と、資源の選択条件を各々設定できます。（詳細は、「５．１．４ 検索条件

の設定」を参照してください） 

「次へ」ボタンをクリックすると「レポート新規作成３」または「レポート編集３」画

面に遷移します。 

※工数マトリクスレポートの行数は「３．２ システム設定」の“工数マトリクスレポー

ト最大行数”で制限することができます。 工数マトリクスレポートの行数が上記設定値

(xxxx)を超える場合は「７．１９．５ レポートの実行と表示」で次のメッセージがブラ

ウザーに表示されます。 

“レポート行数(nnnn)が最大値(xxxx)行を超えています。” 

 

７．１９．４．３．２ 「レポート新規作成３」「レポート編集３」 

この画面では軸に表示するラベル、日付に関する選択条件、使用可能な対象を選択

することができます。 
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● 「軸ラベル表示」項目 : 集計軸の見出しとして表示するカラムをチェックボックス

で選択します。軸にプロジェクトがある場合は「プロジェクトコード」「プロジェ

クト名称」が選択できます。軸に資源グループがある場合は「資源グループコー

ド」「資源グループ名称」が選択出来ます。軸に資源がある場合は「資源コード」

「資源名称」が選択できます。軸にワークパッケージがある場合は「ワークパッケ

ージコード」「ワークパッケージ名称」が選択できます。その他の軸についてはラ

ベルの表示内容は自動的に決定します。 

● 「日付範囲」項目 :出力対象の工数の日付に関する選択条件を開始および終了の日付

によって設定します。この条件の設定方法は前の画面の「期間集計タイプの選択」

での設定内容によって変わります。 

● 期間集計タイプ 

● 「日」の場合 ： 絶対指定と相対指定の２つの方法があります。絶対指定の

場合は「相対指定」のチェックボックスをオフにして“ｙｙｙｙ/MM/dd”形式

で入力します。相対指定の場合は「相対指定」のチェックボックスをオンにし

てドロップダウンリストで「３ヶ月前」「前々月」「前月」「当月」「次月」

「次々月」「３ヶ月後」「４週前」「３週前」「前々週」「前週」「今週」

「次週」「次々週」「３週後」「４週後」の中から選択します。 

● 「週」の場合 ： 絶対指定と相対指定の２つの方法があります。絶対指定の

場合は「相対指定」のチェックボックスをオフにして“ｙｙｙｙ/MM/dd”形式

で入力します。相対指定の場合は「相対指定」のチェックボックスをオンにし

てドロップダウンリストで「４週前」「３週前」「前々週」「前週」「今週」

「次週」「次々週」「３週後」「４週後」の中から選択します。 

● 「月」の場合 ： 絶対指定と相対指定の２つの方法があります。絶対指定の

場合は「相対指定」のチェックボックスをオフにして“yyyy/MM”形式で入力し
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ます。相対指定の場合は「相対指定」のチェックボックスをオンにしてドロッ

プダウンリストで「３ヶ月前」「前々月」「前月」「当月」「次月」「次々

月」「３ヶ月後」「6か月後」「1年後」「2年後」「3年後」のいずれかから選

択します。 

● 「四半期」の場合 ： 常に絶対指定のみで、年度を数値入力して四半期を

「１Q」「２Q」「３Q」「４Q」のいずれかからドロップダウンリストで選択

します。 

● 「半期」の場合 ： 絶対指定のみで、年度を数値入力して半期を「上期」

「下期」から選択します。 

● 「年」の場合 ： 絶対指定のみで、年度を数値入力します。 

 

「使用可能な対象」では、「私用」と「公開」をラジオボタンで選択できます。

「私用」を選択した場合、該当するレポートを利用できるのはレポート定義を作成

した本人のみとなります。 

 

７．１９．４．４ 月別工数マトリクスレポート 

以下に月別工数マトリクスレポートに関する設定方法を説明します。 

 

７．１９．４．４．１ 「レポート新規作成２」「レポート編集２」 

この画面では月別工数マトリクスレポートの集計軸の選択、出力単位の選択、日付

範囲、プロジェクトおよび資源に関する絞り込み条件、プロジェクトや資源のカラ

ムの選択、使用可能な対象の設定を行います。 
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● 「軸対象の選択」項目 ： 縦の第1軸、第2軸、工種軸、出力工数値について設定

します。第1軸、第2軸ではプロジェクト、プログラム、資源、資源グループ、ABC

機能を使用する場合にはワークパッケージのいずれかをラジオボタンで選択しま

す。（ワークパッケージを選択する場合には上位軸でプロジェクトを選択する必要

があります）第2軸については未使用とすることもできます。工種軸では工種の使

用、未使用を選択します。出力工数値では、「予算＋実績」、「予算」（実行予算

工数）、「実績」（実績工数）、「フォーキャスト＋実績」、「フォーキャスト」

より選択します。なお、横軸は月に固定されています。 

 

● 「出力単位」項目 ： レポートに表示する工数の単位を人時、人日、人月からラ

ジオボタンで選択します。 

● 人日が指定された場合、「３．２ システム設定」で設定した「１日の稼働時

間」の値を用いて計算します。 

● 人月が指定された場合、月間稼働日数はCSV登録（「３．７ CSV登録」を参照

してください）した稼働日数、もしくは、CSV登録されていない月の場合は、

「３．２ システム設定」で登録した「月当たりの稼働日数」で計算します。 

● 「工数ゼロの工種」項目 ： 軸対象に、「工種」が選択されている場合に表示さ
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れます。 

● 「出力しない」を指定すると工数がすべてゼロなら、その行を抑制します。

（画面表示、CSV出力、XLSX出力共） 

● 「出力する」を指定すると、第2軸が指定されている場合に限り、指定された

表示範囲の全予算/実績工数データが“0”の行が非表示となります。 

● また、このとき第3軸に工種が指定されている場合には、１工種にでも“0”以外

の工数データが存在すれば、全工種の工数データが表示されます。工数データ

の表示/非表示については、下記表を参照してください。 

1軸 2軸 工種 工数データの表示/非表示 

指定有り 指定無し 指定無し 指定範囲の全工数データ表示 

指定有り 指定有り 指定無し 指定範囲の全予実工数“0”の場合は非表示 

指定有り 指定無し 指定有り 指定範囲の全工数データ表示 

指定有り 指定有り 指定有り 指定範囲の全予実工数“0”の場合は非表示 

● 「日付範囲」項目 ：日付範囲の指定には絶対指定と相対指定があります。絶対指

定の場合は、「相対指定」のチェッボックスをオフにして開始年月と終了年月を

「yyyyMM」形式で入力します。相対指定の場合は、「相対指定」のチェックボック

スをオンにしてドロップダウンリストから選択します。 

● 「プロジェクト絞り込み条件」「資源絞り込み条件」項目 ： プロジェクトの選

択条件と、資源の選択条件を各々設定できます。（詳細は、「５．１．４ 検索条件

の設定」を参照してください） 

● 「カラムの選択」項目 ： 月別工数マトリクスレポートに表示するプロジェク

ト、プログラム、資源、資源グループのプロパティを選択します。月別工数マトリ

クスレポートでは集計単位であるプロジェクト、プログラム、資源、資源グループ

について複数のプロパティを選択し、レポート上に表示させることができます。

「軸対象の選択」で項目を指定すると、指定した項目の「カラムの選択」欄が絞り

込み条件設定欄下部に表示されます。 

● 「使用可能な対象」項目 ： 「私用」と「公開」をラジオボタンで選択できま

す。「私用」を選択した場合、該当するレポートを利用できるのはレポート定義を

作成した本人のみとなります 

 

７．１９．４．５ 各画面でのボタンの機能 

各レポート新規作成画面または編集画面で「保存して実行」ボタンをクリックすると、

編集内容を保存してレポートの表示を実行します。 
各レポート編集画面で「別名保存」ボタンをクリックすると、編集したレポートを別名
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で保存してレポートを実行して「レポート表示」画面に表示します。同じ名称のレポート

が存在するとレポート名称の再入力を求めます。 

７．１９．５ レポートの実行と表示 

レポートタブをクリックすると、レポートの一覧を表示します。各レポートの情報には

各々「編集」、「削除」、「実行」のリンクがありますので、「実行」ボタンをクリック

してください。 
該当するレポートが「レポート表示」画面に表示されます。レポートは原則として、操

作しているログインユーザーに参照権限が付与されているオブジェクトのみが表示されま

す。操作しているユーザーに参照権限のないオブジェクト（データ）は表示されません。 

例えば、工数レポートの月間工数一覧及び工数マトリクスでは、プロジェクトの参照権

限または工数入力権限、および資源の参照権限または工数入力権限が付与されていないロ

グインユーザーは、ユーザー自身に紐づく資源以外の工数を出力することができません。 

 

「レポート表示」画面での操作ボタンの詳細の説明を記述します。 

● 「CSV」ボタンをクリックすると、該当するレポートの内容をCSV形式ファイルと

してクライアントPCにダウンロードすることができます。Microsoft Excel等CSV形

式ファイルを読み込むことができる表計算ソフトにより、該当するレポートを編集

することができます。 

● 「XLSX」ボタンをクリックすると、該当するレポートの内容をXLSX形式ファイル

としてクライアントPCにダウンロードすることができます。Microsoft Excel等

XLSX形式ファイルを読み込むことができる表計算ソフトにより、該当するレポート

を編集することができます。 

● 「レポート定義リスト」ボタンをクリックすると、レポート定義の一覧を表示しま

す。 

● 「定義編集」ボタンをクリックすると、「７．１９．４ 「レポート新規作成１」

「レポート編集１」」に戻って再編集ができます。再編集した内容を新規のレポー

トとして保存することもできます。 

 

７．１９．６ レポートの削除 

レポートの一覧で「削除」ボタンをクリックしてください。該当するレポートが削除で

きます。 

ただし、削除できるのはユーザー自身が作成したレポートのみであり、権限の付与され

ていないユーザーは他のユーザーの作成したレポートを削除することはできません。 
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７．１９．７ レポートの編集 

レポートの一覧で、「編集」ボタンをクリックすると、レポートの内容を編集すること

ができます。 

レポート編集画面の項目は新規作成画面の項目と共通しています。各画面での設定詳細

は、「７．１９．４ 「レポート新規作成１」「レポート編集１」」を参照してくださ

い。 
「レポート編集１」画面では「削除」、「権限設定」、「ダウンロード」が可能です。 
「削除」ボタンをクリックすると、選択したレポートを削除します。ただし、削除でき

るのはユーザー自身が作成したレポートのみであり、権限の付与されていないユーザーは

他のユーザーの作成したレポートを削除することはできません。 
「権限設定」ボタンをクリックすると、選択したレポートに対する個別の権限設定を行

うことができます。この設定は選択したレポートの「使用可能な対象」が「公開」の場合

にのみ意味があり、選択したレポートの作成ユーザー以外のユーザーへの公開条件を指定

することができます 。 

「ダウンロード」ボタンをクリックすると、このレポートの定義情報をXML形式でダウ

ンロードすることができます。 

 

７．１９．８ レポート定義のダウンロード 

「レポート編集１」画面でレポート定義をダウンロードすることができます。ここで

「ダウンロード」ボタンをクリックすると、このレポートの定義情報をXML形式でダウン

ロードすることができます。 

 

７．１９．９ レポート定義のアップロード 

「レポート一覧」画面で「新規」ボタンをクリックし「レポート新規作成１」画面を表

示します。ここで「アップロード」ボタンをクリックすると、指定されたXML形式の定義

情報をアップロードすることができます。アップロードを行うと読み込んだレポート定義

が表示されますので、必要に応じてレポート定義を変更して保存してください。 

※PREGARE12以前のバージョンで作成してダウンロードしたレポート定義を

PREGARE15でアップロードすることはできませんのでご注意願います。 
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７．１９．１０ レポートのサンプル 

この項では「７．１９．１ レポートタブでのレポート一覧」で記述されたレポートの一

部をサンプルとして表示します。 

７．１９．１０．１ PMｒ一覧レポートのサンプル 

 

 

 

※ 上記PMｒ一覧レポートには、新規プロジェクトへのプロジェクトマネージャーア

サインの判断をするための情報であるPMｒ候補者が現在担当しているプロジェクト、所

有している資格、PM経験年数を表示しています。 

 

 

７．１９．１０．２ プログラム一覧レポートのサンプル 

 

 

 

※ 上記プログラム一覧レポートには、プログラムごとの担当のプログラムマネージャ

ー、売上やコスト予実の値を表示しています。 
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７．１９．１０．３ プロジェクト一覧レポートのサンプル 

 

 

 

※ 上記プロジェクト一覧レポートには、“コスト実績額(入力値)”が“実行予算額(入力

値)”をオーバーしているプロジェクトの一覧を表示しています。このプロジェクト一覧レ

ポートにより、コストオーバーの要注意プロジェクトが確認できます。以下のような絞込

条件が定義されています。 
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７．１９．１０．４ プロジェクトアイテム一覧レポートのサンプル 

 

※ 上記プロジェクトアイテム一覧では、プロジェクトアイテム（評価報告書）に登録

されたバグ件数の集計値をプロジェクト毎に表示しています。 

 

７．１９．１０．５ 実行予算レポートのサンプル 

 

 

※  絞込条件に合致する複数のプロジェクト（部門別など）の実行予算の一覧を費目別

に表示しています。 
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７．１９．１０．６ 費目別コストレポートのサンプル 

 

 

※ 絞込条件に合致する複数のプロジェクト（部門別など）のコストの一覧を費目別に

表示しています。  
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７．１９．１０．７ 工数マトリクスレポートのサンプル 

 

 

※ 上記工数マトリクスレポートでは、工種毎の資源別実績工数を表示しています。実

績工数の詳細な分析が実行できます。（縦軸：プロジェクト／資源、横軸：工種／日付

（月別）の設定です。）この設定は設定画面では以下の入力が必要です。 
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７．１９．１０．８ 月別工数マトリクスレポートのサンプル 

 

  

 

※ 上記月別工数マトリクスレポートでは、資源グループに部署を登録し、部署毎の資

源の工数を人月単位で表示しています。月毎の資源負荷の詳細な分析が実行できます。

（第1軸：資源グループ、第2軸：資源の設定です。）この設定は設定画面では以下の入

力が必要です。 
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７．１９．１０．９ 出来高一覧レポートのサンプル 

 

 

※ 複数プロジェクトの月別の出来高情報（総成果物価値、積上総成果物価値、成果物

進捗率(%)、 発生出来高、累計出来高）を表示しています。 

 

７．１９．１０．１０ 成果物一覧レポートのサンプル 

 

 

※ プロジェクトの成果物情報（成果物コード、名称、積上価値、比重、配分価値、成

果物進捗率、成果物出来高等）を表示しています。 

 



Web I Laboratories, Inc.  

- 241 - 

 

７．１９．１０．１１ 採算レポートのサンプル 

 

※ 複数プロジェクトの月別の採算情報を表示しています。 

 

７．１９．１０．１２ 費目別コスト予実レポートのサンプル  

費目ごとに「予算」（実行予算）と「実績」の数値が平行して表示される。 

 

 

※ 絞込条件に合致する複数のプロジェクト（部門別など）のコストの一覧を費目別に

表示しています。  
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８．権限 

EPM システム PREGARE では、セキュリティを確保するためユーザーの操作に制限を与

えることが可能です。この機能では他部門のデータの参照を禁止したり、本来変更する役割

でないユーザーのデータの変更や不用意なデータの削除を禁止するために、ユーザーごとに

種々の操作を許可したり禁止したりすることができます。 

８．１ 権限の操作の対象 

PREGAREで権限は「タブ、メニューに関する操作」と「オブジェクトに関する操作」

「その他の操作」を対象にしています。 

 

「タブ、メニュー」とは画面上に表示されているクリック可能な項目（アイコン、リン

ク）を示し、それぞれについて参照（進入）、オブジェクト作成などの操作の可否を設定

できます。（権限の詳細は「８．７．１ タブ・メニューの使用権限一覧」を参照してく

ださい） 

 

「オブジェクト」とは以下のものを指し、それぞれについて参照、更新、削除などの操

作の可否を設定できます。（権限の詳細は「８．７．２ オブジェクト権限の種類と一

覧」を参照してください） 

● PMｒ 

● プログラム 

● プロジェクト 

● マルチプロジェクト 

● 資源 

● 費目 

● 表示セット 

● レポートセット（定義） 

 

「その他の操作」とは上記以外の操作を示します。（権限の詳細は「８．７．２ オブジ

ェクト権限の種類と一覧」を参照してください） 

 

８．２ オブジェクトの所有者属性 

オブジェクトは所有者属性を持ち作成したユーザーに自動的に与えられます。 そのオブ

ジェクトの作成者はそのオブジェクトに関するすべての権限（権限更新権限も含む）を持
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ちます（ロール／パーミッションでの許可がなくとも操作ができます）。併せて所有者は

オブジェクトの権限編集画面で権限を他のユーザーに与えることができます。所有者の変

更も可能です。  

８．３ ロール／パーミッション 

PREGAREではロールとパ−ミッションを組み合わせてユーザーの操作の制約（許可）

を実現しています。 

８．３．１ パーミッション 

PREGAREではパーミッションとはある対象に対する操作内容（権限管理の単位）の使

用権限を表しています。パーミッションを与えることで対象に対する操作を許可されま

す。具体的には、プロジェクトの更新権限や予算タブへの参照（使用）権限などを表し、

これをユーザーに与える（ロール経由で）ことで許可されることになります。以下の４種

類に分類されます。 

 

⚫ パーミッションの種類と対応するロール 

種類 対応するロー

ルの種別 

内容 例 

タブの使用権限 グローバルロ

ール 

タブの使用の可否を指定します。

タブの使用（参照）および対象タ

ブでのオブジェクト作成権限や経

費タブでのデータ入力などが対象

です。 

１）予算タブが使用可能かどうかを指定で

きます。 

２）プロジェクトが作成可能か指定できま

す。 

オブジェクトの共通

権限 

グローバルロ

ール 

同じ種類のオブジェクトに関して

参照、更新、削除と工数入力時の

入力対象選択などの可否を指定し

ます。 

１）すべてのプログラムが変更可能かどう

かを指定できます。 

２）すべての表示セットが参照（使用）可

能か指定できます。 

オブジェクトの個別

権限 

オブジェクト

ロール 

個別のオブジェクトごとに参照、

更新、削除、権限変更と工数入力

時の入力対象選択の可否を指定で

きます。 

１）特定のプロジェクトが参照可能かどう

かを指定できます。 

２）特定のレポートが変更可能かどうかを

指定できます。 

その他の権限 グローバルロ

ール 

オブジェクトやタブおよびメニュ

ーとは関係のない権限 

PREGAREの使用権限などを指定できま

す。 

設定管理メニューの

使用権限 

グローバルロ

ール 

設定管理メニューにある各メニュ

ーへの使用権限を指定できます。 

１）CSV登録画面のみ使用権限を指定でき

ます。 

２）計画テンプレートの管理画面と印刷パ

ターンテンプレートの管理画面への使用権

限を指定できます。 
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プロジェクトアイテ

ム権限 

グローバルロ

ール 

Pアイテムの権限を指定できます。 Pアイテムを編集可能かどうか指定できま

す。 

プロジェクトビュー

の参照権限 

グローバルロ

ール 

プロジェクトビューの参照権限を

指定できます。 

ロールごとに参照したいプロジェクトビュ

ーを指定することができます。 

 

８．３．２ ロール 

PREGAREではロールはパーミッションの集合として定義され、パーミッションとユー

ザー（＋オブジェクト）を結びつけます。 

ロールには以下の2種類があり、指定したい権限の種類に応じて選択します。両方を組

み合わせて使用することも可能です。 

グローバルロール ･･･ タブ、メニューの使用権限とオブジェクトの共通権限、その他の権限の集合を指

定します。同じ種類のオブジェクトすべての権限をまとめて指定するのに使用し

ます。 

オブジェクトロール ･･･ オブジェクトの個別権限の集合を指定します。１つのオブジェクトごとに権限を

指定するときに使用します。 

 

ロールをユーザーに関連づけることでユーザーの操作の制約（許可）を実現します。オ

ブジェクトに関する権限についてはグローバルロールとオブジェクトロールを必要に応じ

て組み合わせて使用することも、グローバルロールだけを使用することも可能です。 
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８．４ グローバルロール 

グローバルロールにはタブ、メニューに関する使用権限とオブジェクトの共通権限の集合

を指定できます。グローバルロールはユーザー及びユーザーグループ毎に指定できます。 

 

グローバルロールのユーザーへ設定方法は以下の手順で行います。（設定管理メニュー

の「ロールの管理」権限、「ユーザーの管理」権限、「ユーザーグループの管理」権限が

必要です。） 

1) グローバルロールを作成し、そのロールにタブ、メニューに関する権限とオブジ

ェクトの共通権限、その他の権限を指定します。 

（設定管理メニューの「ロールの管理」の「３．９．１ ロール新規」で操作を行

ってください） 

2) ユーザー、ユーザーグループにグローバルロールを指定します。 

（設定管理メニューの「ユーザーの管理」の「３．１２．３ ユーザー編集」、

「ユーザーグループの管理」の「３．１１．３ ユーザーグループ編集」で操作を

行ってください） 

８．５ オブジェクトロール 

オブジェクトロールにはオブジェクト個別権限の集合を指定します。このロールはユー

ザー及びユーザーグループと特定のオブジェクトの関係を指定するのに使用します。以下

のようにオブジェクトごとに定義された権限を指定するためのロールをオブジェクトロー

ルと呼び、オブジェクトごとに操作の可否を指定したいときに使用します。 

  

ユーザー 

ユーザーグループ 

タブ、メニュー

に関する権限 
ロール 

（グローバルロール） 持つ 持つ 

持つ 
オブジェクトの 

共通権限 

その他の権限 

オブジェクト 
ユーザー 

ユーザーグループ 

ロール 

（オブジェクトロール） 

持つ 

個別のオブジェクトに対する権限を定義する。 

オブジェクトの 
個別権限 
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オブジェクトロールのユーザー、ユーザーグループへ設定方法は以下の手順で行いま

す。 

1) オブジェクトロールを作成し、そのロールにオブジェクト個別権限を指定しま

す。（ロールの管理使用権限が必要です。） 

（設定管理メニューの「ロールの管理」の「３．９．１ ロール新規」で操作を

行ってください） 

2) 個別のオブジェクトにユーザー、ユーザーグループとオブジェクトロールを指定

します。（そのオブジェクトの作成者または権限更新権限が必要です。） 

（各オブジェクトの「権限設定」画面で操作を行ってください。） 

８．６ 権限の補足 

８．６．１ adminユーザーの権限 

PREGAREでは、adminユーザーは特別の権限としてスーパーユーザー権限を持ってい

ます。この権限は設定管理メニューの使用権限（ユーザー、ロールの作成などの権限）と

は別の権限で、すべてのタブ、メニュー、オブジェクトにアクセスできます。 

adminユーザーの権限は変更することも削除することもできません。 

権限を他のログインユーザーに与えることはできません。adminユーザーはログイン名

や名称は変更できますが、ユーザーIDが「１」のものが常にadminユーザーの権限を持ち

ます。 

 

８．６．２ ログインユーザー削除時の作成者属性の扱い 

ログインユーザーが削除された場合には、そのユーザーが作成したオブジェクトは基本

的にはadminユーザーが作成者となります。ただし、表示セット、レポートセットに関し

ては「私用」のものは削除され、「公開」のものはadminユーザーが作成者となります。 

 

８．６．３ 権限の重複 

PREGAREでは複数の権限の集合がロールであり、ユーザー、ユーザーグループには複

数のロールを与えることができます。このため特定のオブジェクトに対する、あるユーザ

ー、ユーザーグループの権限は、複数のロールから指定できる柔軟な構造になっていま

す。あるユーザー、ユーザーグループに与えられる権限は複数ロールのパーミッションの

和集合となります。 
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８．６．４ 表示セット、レポート定義の「私用」オブジェクトの扱い 

「私用」に指定された表示セット、レポート定義については、オブジェクト権限（共

通、個別権限とも）の指定の影響を受けません。すなわち、これらのオブジェクトについ

ては作成者のみがすべての権限を持ち、この設定は変更できません。「公開」されている

オブジェクトのみが権限設定の対象となります。 
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８．７ パーミッションの詳細 

８．７．１ タブの使用権限一覧（グローバルロール） 

タブ権限 対象の 

オブジェクト 

参照 

権限 

作成 

権限 

変更 

権限 

入力 

権限 

内容 

PMｒタブ権限 PMｒ ○ ○ × × 作成権限は新規オブジェクトの作成と

ＣＳＶ登録を許可します。 

プログラムタブ権限 プログラム ○ ○ × × 作成権限は新規オブジェクトの作成と

ＣＳＶ登録を許可します。 

プロジェクトタブ権

限 

プロジェクト ○ ○ × × 作成権限は新規オブジェクトの作成と

ＣＳＶ登録を許可します。 

スコープタブ権限 プロジェクト ○ × × ×  

採算タブ権限 プロジェクト ○ × × ×  

予算タブ権限 プロジェクト ○ × × ×  

計画タブ権限 プロジェクト ○ × × × 工程計画の表示やファイルのダウンロ

ードは計画参照権限です。編集後のア

ップロードには計画の更新権限が必要

です。 

進捗タブ権限 プロジェクト ○ × × ×  

コストタブ権限 プロジェクト ○ × × ×  

出来高タブ権限 プロジェクト ○ × × ×  

資源タブ権限 資源 ○ ○ × × 作成権限は新規オブジェクトの作成と

ＣＳＶ登録を許可します。 

費目タブ権限 費目 ○ ○ × × 作成権限は新規オブジェクトの作成と

ＣＳＶ登録を許可します。 

工数タブ権限  ○ × × ×  

経費予算タブ権限  ○ × × ×  

経費タブ権限  ○ × ○ ○ 経費タブでの変更権限は経費登録画面

でのCSVファイルのアップロード、削

除権限を示します。入力権限は

PREGAREクライアントでの精算書入

力権限を示します。 

レポートタブ権限 レポート ○ ○ × ×  

マルチタブ権限 マルチプロジ

ェクト 

○ ○ × ×  
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８．７．２ オブジェクト権限の種類と一覧（グローバルロール、オブジェクトロール共通） 

オブジェクト共通権限とオブジェクト個別権限の一覧を以下に記載します。これらはグ

ローバルロールとオブジェクトロールの両方に同じ権限が含まれます。対象が個々のオブ

ジェクトなのか、すべてのオブジェクトかの違いがあるだけです。 

⚫ オブジェクト共通権限 

オブジェクト 作成 

権限 

参照 

権限 

更新 

権限 

削除 

権限 

備考 

PMｒ × ○ ○ ○  

プログラム × ○ ○ ○  

プロジェクト × ○ ○ ○  

費目 × ○ ○ ○ コストや予算タブでの表示時には費目の参照権限がなくて

も表示されます。 

資源 × ○ ○ ○  

表示セット × ○ ○ ○ 「公開」指定の対象にのみ権限が設定可能です。 

レポート × ○ ○ ○ 「公開」指定の対象にのみ権限が設定可能です。 

マルチ 

プロジェクト 

× ○ ○ ○ マルチプロジェクト計画の作成には更新権限だけでなく、

構成するプロジェクトの計画参照権限が必要です。 

 

⚫ オブジェクト個別権限 

オブジェクト 権限 内容 

プロジェクト権限 プロジェクト工数入力権限 対象プロジェクトの工数入力を許可します。同時に資源の

工数入力権限を設定する必要があります。 

計画参照 対象プロジェクトの計画参照を許可します。個々の計画

（工程表）でなく、あるプロジェクトの計画はまとめて扱

われます。 

計画更新 対象プロジェクトの計画更新を許可します。個々の計画

（工程表）でなく、あるプロジェクトの計画はまとめて扱

われます。 

計画削除 対象プロジェクトの計画削除を許可します。個々の計画

（工程表）でなく、あるプロジェクトの計画はまとめて扱

われます。 

進捗入力 対象プロジェクトの進捗タブの進捗入力画面における検索

及び進捗入力を許可します。なお、工数入力画面での進捗

入力は工数入力権限の付与により許可されます。 

予算入力 対象プロジェクトの予算画面での変更（予算入力、ベース

ライン更新、計画予算更新、予定工数CSVファイルアップ

ロード）及び経費予算画面での変更（経費予算CSVファイ

ルアップロード）を許可します 

予算クリア 対象プロジェクトの予算画面で計画予算・実行予算のクリ
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アを許可します 

コスト入力 対象プロジェクトのコスト画面での変更（実績入力、工数

集計、経費集計）及び経費画面での変更（経費CSVファイ

ルアップロード）を許可します 

採算入力 対象プロジェクトの採算画面での変更（採算入力、別プロ

ジェクトから繰入、売上＆原価詳細CSVファイルアップロ

ード）を許可します 

プロジェクト監視権限 個人設定メニュー画面で「監視するプロジェクト」を設定

することを許可します。「監視するプロジェクト」を設定

するとイベントレポートメールを受信できます。 

プロジェクト資源更新 プロジェクト資源の更新を許可します。 

プロジェクト資源一括登録権

限 

プロジェクト資源の一括登録（プロジェクト資源CSVファ

イルアップロード）を許可します。 

計画チェックアウト解除 対象プロジェクトのチェックアウトされた計画に対するチ

ェックアウト解除を許可します。 

計画強制登録 計画の強制登録を許可します。 

担当作業の計画更新 資源登録されている作業の計画情報更新を許可します。 

ワークパッケージ更新 対象プロジェクトのプロジェクト詳細画面で指定した計画

からワークパッケージ更新を実行することを許可します。 

資源権限 資源工数入力権限 対象資源の工数入力を許可します。プロジェクトの工数入

力権限と合わせて初めて機能します。 

資源監視権限 個人設定メニュー画面で「監視する資源」を設定すること

を許可します。「監視する資源」を設定すると、計画レポ

ートから監視対象資源に送信されたメールを受信できま

す。 

マルチプロジェクト

権限 

マルチプロジェクト計画のア

ップロード 

対象のマルチプロジェクト計画のアップロードを許可しま

す。 

マルチプロジェクト計画強制

登録 

マルチプロジェクト計画の強制登録を許可します。 

ドキュメント権限 添付文書アップロード権限 プログラム、プロジェクト、プロジェクトアイテムに対す

るドキュメントの登録を許可します。 

添付文書削除権限 プログラム、プロジェクト、プロジェクトアイテムに登録

されたドキュメントの削除を許可します。 

 

８．７．３ その他の権限一覧（グローバルロール） 

その他の権限 対象 内容 

PREGARE使用権限 ログイン ログインを可能にします。この権限がないとシステムを使用す

ることができません。 

Planow使用権限 ユーザー連携 Planow側からユーザー連携の操作を行った時に、この権限が付

与されているユーザーのみPlanowに登録します。 
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オブジェクト権限更新権限 オブジェクト 対象オブジェクトの権限更新を許可します。 

表示セット作成権限 表示セット 表示セットの作成を可能にします。（すべての表示セットが対

象） 

ロック済みプロジェクトの

編集権限 

プロジェクト すべてのロック済みプロジェクトの編集（ステータスの変更を

含む）を許可します。 

CSVダウンロード 「CSV」ボタン 

「XLSX」ボタン 

レポートを含むCSVファイル、Microsoft Excelファイルのダウ

ンロードを許可します。 

メール送信権限 計画レポート 計画レポートでのメール送信を許可します。 

進捗入力ロック解除 プロジェクト 進捗入力がロックされているプロジェクトに対して強制的にロ

ック解除を行います。 

 

８．７．４ 設定管理メニュー使用権限（グローバルロール） 

設定管理メニューにある各メニューの使用権限を設定します。各画面の機能説明につい

ては、「３． 設定管理メニュー」を参照してください。 

設定管理メニュー 内容 

ライセンス登録 「ライセンス登録」画面の使用を許可します。 

システム設定 「システム設定」画面の使用を許可します。 

フィールド定義の管理 「フィールド定義の管理」画面の使用を許可します。 

プロジェクトビューの管理 「プロジェクトビューの管理」画面の使用を許可します。 

計画テンプレートの管理 「計画テンプレートの管理」画面の使用を許可します。 

印刷パターンテンプレートの管理 「印刷パターンテンプレートの管理」画面の使用を許可します。 

CSV登録 「CSV登録」画面の使用を許可します。 

工種の管理 「工種の管理」画面の使用を許可します。 

ロールの管理 「ロールの管理」画面の使用を許可します。 

資源グループの管理 「資源グループの管理」画面の使用を許可します。 

ユーザーグループの管理 「ユーザーグループの管理」画面の使用を許可します。 

ユーザーの管理 「ユーザーの管理」画面の使用を許可します。 

ドキュメント種別の管理 「ドキュメント種別の管理」画面の使用を許可します。 

プロジェクトステータス設定 「プロジェクトステータス設定」画面の使用を許可します。 

プロジェクトアイテムステータス設定 「プロジェクトアイテムステータス設定」画面の使用を許可します。 

月締め 「月締め」画面の使用を許可します。 

年度締め 「年度締め」画面の使用を許可します。 

プロジェクトアイテム一括ロック 「プロジェクトアイテム一括ロック」画面の使用を許可します。 

工数データダウンロード 「工数データダウンロード」画面の使用を許可します。 

 

８．７．５ プロジェクトアイテム権限一覧（グローバルロール） 
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対象のオブジェクト 権限 内容 

プロジェクトアイテム権

限 

プロジェクトアイテムタブ

権限 

プロジェクトアイテムタブの使用を許可します。 

プロジェクトアイテム編集

権限 

参照権限を付与されたプロジェクトに紐付くプロジェクト

アイテムの作成、編集、削除ができます。 

ロック済みプロジェクトア

イテム編集権限 

参照権限を付与されたプロジェクトに紐付いたロック状態

のプロジェクトアイテムを編集できます。 

プロジェクトアイテム一括

登録権限 

プロジェクトアイテムの一括登録（プロジェクトアイテム

CSVファイルアップロード）を許可します。 

 

８．７．６ プロジェクトビュー参照権限（グローバルロール） 

対象のオブジェクト 内容 

プロジェクトビュー名称 

※ プロジェクトビュー名称は、「３．

４．２ プロジェクトビューの登録」で

設定した名称が表示されます。 

プロジェクトビューの参照権限です。権限を付与した場合、ユーザー

がログインした際にプロジェクトビューが「３．４．２ プロジェクト

ビューの登録」より設定した名称でタブ表示されます。 

プロジェクトビューを複数設定している場合は、プロジェクトビュー

ごとに参照権限を付与することができます。 
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９．メール通知 

概要  

PREGARE のユーザーはプロジェクトの更新状況についてメールを通じてタイムリーに知

ることができます。また、プロジェクトの関係者にメッセージを送って作業の指示を出すこ

とや注意を促すことができます。 

 

※ メール通知機能を利用するためにはあらかじめ「システム設定」画面の「３．２．

７．５ メールサーバー設定」でメールサーバーの設定を行っておく必要があります。 

 

９．１ イベントレポートメール 

PREGAREのユーザーは監視するプロジェクトとカテゴリーを登録しておくことで、プ

ロジェクトにカテゴリー関連のイベントが発生したことを知らせるメール（イベントレポ

ートメール）を受け取ることができます。 

 

９．１．１ 監視するプロジェクトの登録 

更新があったことをメールで通知してほしいプロジェクトを登録します。監視するプロ

ジェクトの登録は「個人設定」メニューの「４．７ 監視するプロジェクトの設定」で行

います。 

９．１．２ 監視するカテゴリーの選択 

メールで通知してほしいイベントのカテゴリーを選択します。監視対象に指定されてい

るプロジェクトで監視カテゴリーのイベントが発生するとイベントレポートメールが送信

されます。監視するカテゴリーの選択は「個人設定」メニューの「４．８ 監視するカテ

ゴリーの設定」で行います。 

 

⚫ イベントレポートメールを送信するカテゴリーとイベントの表 

カテゴリー メール送信のトリガーとなるイベント 

プロジェクト プロパティ編集(資源の追加削除を含む)/集計/スコープ編集/CSVアップロー

監視対象プロジェク

 PREGARE 

メール送信（定時処理） 

イベントレポートメール 

監視対象プロジェク
監視対象プロジェクト 

監視プロジェクトの登録

監視カテゴリーの選択 

イベント発生 

ユーザー 
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ド/年度締め 

採算 繰越/入力/売上詳細CSV登録/原価詳細CSV登録 

予算 計画予算更新/ベースライン更新/入力/経費予算CSV登録/予定工数CSV登録 

計画 チェックアウト/アップロード/チェックアウト解除/削除/マルチプロジェクト

分解 

コスト 工数集計/経費集計/入力 

出来高 成果物構成の変更/積上計算の実行/配分計算の実行 

９．１．３ メールの送信 

イベントレポートメールは予め指定した時間間隔（定時処理）で送信します。送信する

時間間隔の設定は「設定管理メニュー」の「システム設定」、「３．２．７．２ イベン

トレポートメール送信時刻設定」で行います。 

「３．２ システム設定」ではPREGAREが送信するイベントレポートメールの件名と送

信元のメールアドレスの設定も行います。  

９．１．４ イベントレポートメールの権限 

監視プロジェクトを登録するためにはログインユーザーがプロジェクト監視権限をもっ

ている必要があります。監視権限の詳細は「８．権限」を参照してください。 

監視するプロジェクトに登録した後でも、そのプロジェクトの監視権限を削除すると、

イベントレポートメールの送信は止まります。（監視権限を削除しても、ユーザーの登録

した監視対象プロジェクトリストからプロジェクトが削除されることではありません。） 

監視するカテゴリーはログインユーザーが参照権限をもっているタブについて有効で

す。参照権限のないタブ（カテゴリー）のイベントはイベントレポートメールで送信され

ません。タブの参照権限の詳細は「８．権限」を参照してください。 

９．１．５ イベントレポートメールの内容 

イベントレポートメールはプロジェクト毎のメールで、その内容は次の通りです。 

● From:  （システムメールアドレス） 

● To:  （受信者メールアドレス） 

● Subject: （イベントレポートメール件名） 

● プロジェクトコード、名称、年度 

● 操作の時刻(時分秒)、操作者（ログイン名、姓、名）、操作の種類（イベン

ト） 

 

From:とSubject:は「設定管理メニュー」の「システム設定」、「３．２．７．１ シス
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テムメールアドレス」と「３．２．７．３ イベントレポートメール件名」で設定したア

ドレスと件名です。プロジェクトコード、名称、年度はイベントの発生したプロジェクト

の情報です。操作の時刻(時分秒)、操作者（ログイン名、姓、名）、操作の種類（イベン

ト）は前回のイベントレポートメール送信後に発生したイベントに関する情報の一覧で

す。 

 

次にイベントレポートメールのサンプルを示します。 

 

９．２ 計画レポートからのメール 

計画レポートに表示されている資源の関係者に作業の指示や連絡事項をメールで伝える

ことができます。計画レポートを使う前に資源と関係者のメールアドレスを関連付けてお

きます。次に計画レポートを出力して、レポートに表示された資源の関係者にメールを送

信します。以下に操作のフローを記述します。 

 

 From:    info@webi.co.jp 

 To:      xxxxx@webi.co.jp 

 Subject: [PREGARE] プロジェクトイベントレポートメール 

---- 

AB0001  AB事業部 製品A1個別日程  2006 

2006/05/26 14:12:50  システム管理者  プロジェクト編集 

2006/05/26 14:15:47  システム管理者  採算入力 

2006/05/26 14:16:49  システム管理者  プロジェクト編集 

準備開始 

資源に関係者のメー

ルアドレスを登録 

監視資源を登録 

準備終了 

事前準備のフロー 

（資源にメールアドレスを関連付ける） 
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９．２．１ 事前準備 

計画レポートからのメールの送信先として、資源とメールアドレスの関連付けを行いま

す。 

 

９．２．１．１ メールの宛先 

メールの送信先は、計画レポートに含まれるアクティビティー（作業バー）に設定

されている資源を元に決定されます。資源に関連付けられている送信先のメールア

ドレスには、次の２種類が用意されています。 

1) 資源に登録したメールアドレス 

2) 資源を監視しているユーザーのメールアドレス 

計画レポート出力 
プロジェクト

計画／マルチ

プロジェクト

メール送信 

メール送信処理 

計画レポート 

メール送信設定

画面 

計画レポート開始 

計画レポート終了 

送信結果表示 

計画レポートからの

メール 

Yes 

事前準備で資源に関連

付けられたメールアド

レスに送信 

計画レポートからのメール送信のフロー 
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９．２．１．２ 資源にメールアドレスを登録 

資源に送信先のメールアドレスを登録します。メールアドレスの登録は「７．１４ 

資源タブ」で行います。  

 

９．２．１．３ 監視する資源の登録 

ユーザーは資源を監視することができます。自分が監視したい資源の登録を「個人

設定」メニューの「４．６ 監視する資源の設定」で行います。この設定を行うと資

源を監視しているユーザーにもメールが送信されます。ユーザーのメールアドレス

は、「設定管理メニュー」の「ユーザーの管理」の機能で指定します。 

９．２．２ 計画レポートからのメール送信 

計画レポートを表示して、資源の関係者にメールを送信します。 

 

９．２．２．１ メールの送信 

計画レポートが表示されている状態で「メール送信」ボタンをクリックすると、メ

ール送信設定画面が開きます。この画面で送信者、件名、メッセージ、宛先、送信

項目を設定して「送信」ボタンをクリックすると計画レポートからのメールを送信

します。 

ユーザーが 

監視する資源 
 ユーザー 

メールアドレス 

プロパティ 
資源 

メールアドレス 

プロパティ 

計画レポ

ート 

アクティビティー 

設定 含む 同一 
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メール送信設定画面ではメールの送信者、件名、メッセージ、宛先、送信項目が表

示されています。必要があれば、この画面で初期値を変更することができます。 

 

● メールの送信者 

1) ログインユーザーにメールアドレスが設定されていると、そのアドレスを送信者

アドレスとします。 

2) ログインユーザーにメールアドレスが設定されていなければ、「設定管理メニュ

ー」の「システム設定」、「３．２．７．１ システムメールアドレス」で設定し

たシステムメールアドレスを送信者アドレスとします。 

● 件名の初期値 

計画レポートの名称を件名に設定します。 

● メッセージ 

メールの本文になります。 

● 宛先 

資源に関連付けられたメールアドレスがすべて選択されています。メール送信する必要

のないアドレスは選択を解除します。 

● 送信項目 

計画レポートの表示項目がすべて選択されています。メール送信する必要のない項目は

選択を解除します。 
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９．２．２．２ メールの送信結果 

メール送信設定画面で「送信」ボタンをクリックすると、メールの送信結果を確認する

画面が表示されます。メールの送信結果画面にはメール送信の結果に応じて、次のメッセ

ージを表示します。 

状態 表示メッセージ 

送信中の場合 メールを送信中です。（送信済み件数／総件数） 

送信完了の場合 メールを｛送信済み件数｝通送信しました。 

送信エラーが発生した場合 メール送信でエラーが発生しました。 

９．２．３ メール送信と資源監視の権限 

計画レポートからのメールを送信するためにはログインユーザーがメール送信権限を持

っている必要があります。メール送信権限の詳細は「８．権限」を参照してください。 

資源を監視するためにはログインユーザーが資源監視権限をもっている必要がありま

す。監視権限の詳細は「８．権限」を参照してください。 

９．２．４ 計画レポートからのメールの内容 

メールはHTMLメール又はテキストメールで送信されます。計画レポートからのメール

の内容は次の通りで、計画レポートのアクティビティーは受信者のメールアドレスに関連

付けられた資源を使うすべての作業情報が一覧表示されています。 

● From:  （送信者メールアドレス） 

● To:  （受信者メールアドレス） 

● Subject: （件名） 

● メッセージ 

● 計画レポートの項目 

 

From:、Subject:、メッセージはメール送信設定画面で設定した送信者メールアドレ

ス、件名、メッセージです。To:は資源に関連付けられた受信者メールアドレスです。メ

ッセージの下に計画レポートの項目を表示します。送信する項目はメール送信設定画面で

選択した項目です。 

 

計画レポートからのメールのサンプルを示します。 
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 From:    info@webi.co.jp 

 To:      xxxxx@webi.co.jp 

 Subject: 【AB0001】７月作業リスト 

---- 

,  



Web I Laboratories, Inc.  

- 261 - 

 

１０．他システムからのURLリンク機能 

概要  

PREGARE の特定の画面の URL を直接指定した場合に、ログイン画面を経由して、初めに

指定した画面を表示します。この動作を利用することによって、特定の画面を「お気に入り」

に登録しておいて直接呼び出すことや、他のシステムから直接 PREGARE 内の画面に遷移す

ることが可能となります。 
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付録 

1． CSVファイル定義 

1) PREGARE では、各オブジェクトのデータをCSVファイルでアップロード/ダウン

ロードすることができます。なお、アップロード時には1件でもエラーが発生する

と、すべてのデータがアップロードされません。 

2) 以下にCSVファイルの定義を示します。 

3) データにより、アップロード/ダウンロードが可能なデータと、ダウンロードのみ

可能なデータがあります。アップロード/ダウンロードの詳細に付きましては、下

表を参照ください。また、アップロード時には更新されない項目がありますの

で、各CSVファイル定義の備考欄をご確認ください。 

No タブ データ ダウンロード画面 アップロード画面 システム設定 

1 PMｒ PMｒ PMｒ一覧画面  CSV登録画面  

2 プログラム プログラム プログラム一覧画面  CSV登録画面   

3 プロジェクト プロジェクト プロジェクト一覧画面 CSV登録画面   

4 プロジェクト資源 プロジェクト一覧画面 プロジェクト一覧画面  

5 ワークパッケージ プロジェクト詳細 ― ＡＢＣ機能：使用する 

6 Pアイテム 

Pアイテム検索 

プロジェクトアイテム プロジェクトアイテム一

覧画面 

※要ライセンス 

プロジェクトアイテム

一覧画面 

※要ライセンス 

 

7 採算 採算 プロジェクト採算画面 ―  

8 コスト予測 プロジェクト採算画面 ― コスト予測区分：コス

ト予測する 

9 売上 

※完成基準売上 

プロジェクト完成基準売

上詳細画面 

プロジェクト完成基準

売上詳細画面 

採算入力区分：CSVフ

ァイル 

※プロジェクトの売上

計上基準：工事完成基

準 

10 原価 

※完成基準原価 

プロジェクト完成基準原

価詳細画面 

プロジェクト完成基準

原価詳細画面 

11 予算 予算 プロジェクト予算画面 ―  

12 予定工数 ― 予定工数CSV登録画面 集計費目予算入力区

分：CSVファイル 

13 コスト 費目別コスト プロジェクトコスト画面 ―  

14 資源別コスト プロジェクトコスト画面 ―  

15 出来高 出来高 月別出来高画面 ―  

16 成果物 成果物一覧画面 ―  

17 資源 資源 資源一覧画面 CSV登録画面  

18 費目 費目 費目一覧画面 CSV登録画面  



Web I Laboratories, Inc.  

- 263 - 

 

19 工数 工数 工数データダウンロード

画面 

※設定管理メニュー 

工数入力画面 

進捗・工数入力画面 

※要ライセンス 

 

20 経費予算 経費予算 プロジェクト経費予算画

面 

プロジェクト経費予算

画面 

 

21 経費 経費 経費登録画面 経費登録画面  

22 設定管理 

メニュー 

資源グループ 資源グループの管理画面 資源グループの管理画

面 

 

23 月間稼働日数 CSV登録画面 CSV登録画面  

24 ユーザー ユーザーの管理 CSV登録画面  

25 ユーザーグループ ユーザーグループの管理

画面 

CSV登録画面  

26  プロジェクトビュー プロジェクトビューの管

理画面 

プロジェクトビューの

管理画面 

 

27  プロジェクトビュー 

フィールド 

プロジェクトビューの管

理画面 

プロジェクトビューの

管理画面 

 

データ型のフォーマット 

No データ型 フォーマット 備考 

1 文字列 二重引用符で囲んだもの。二重引用符自体は

２つの連続する二重引用符で表す  

一部の項目では改行を含むことができ

る  

2 数値 十進表示で文字列変換したもの  カンマ編集しない  

3 日付 "dd-MM-yyyy HH:mn"の形式で文字列変換

したものがダウンロードされる。アップロー

ドは”yyyy/MM/dd”で実施できる。 

タイムゾーン変換しない。サーバーのロ

ーカルタイムで出力する。  

4 boolean true または false    

  

PMrデータ [アップロード／ダウンロード] 

No 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 ＰＭｒコード  code 文字列 必須入力項目 

2 氏名  name 文字列 必須入力項目 

3 会社名  company 文字列  

4 部署名  section 文字列  

5 役職  title 文字列  

6 社員コード  employee_code 文字列  

7 資格  classification 文字列  

8 職歴  experience 文字列  

9 入社年月日  employed_date 日付  
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10 勤続年数 employed_years 数値  

11 ＰＭ経験年数 managing_years 数値  

12 Ｅメールアドレス  email 文字列  

13 電話番号  tel_number 文字列  

14 携帯番号  mobile_number 文字列  

15 ファックス番号  fax_number 文字列  

16 所在地  address 文字列  

17 備考  remarks 文字列  

18～

27 

追加文字列フィールド1～10 extra1～10 文字列  

28～

37 

追加整数フィールド1～10 extra_long1～10 数値  

38～

47 

追加日付フィールド1～10 extra_date1～10 日付  

 

※同一コードのPMｒが既に登録されている場合、アップロードによりデータは上書き

されます。 

プログラムデータ [アップロード／ダウンロード] 

No 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プログラムコード  code 文字列 必須入力項目 

2 プログラム名称  name 文字列 必須入力項目 

3 プログラム概要  description 文字列 改行を含むことができる 

4 売上予算額(入力値) revenue_budget 数値  

5 実績売上額(集計値) actual_revenue 数値  

6 出来高実績(集計値) earned_value 数値  

7 コスト予算額(入力値) cost_budget 数値  

8 コスト実績額(集計値) actual_cost 数値  

9 年度  fiscal_year 数値  

10 オーナー  owner 文字列  

11 承認状況  approval boolean 承認済み：true 

未承認：false 

12 ステータス  status 文字列  

13 マネージャーコード  pmr.code 文字列 登録済みのPMrコードを入力する 

14 マネージャー氏名  pmr.name 文字列 使用されない 

15 開始日  start_date 日付  

16 終了日  end_date 日付  

17 製品名  product 文字列  
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18～47 追加文字列フィールド1～30 extra1～30 文字列  

48～77 追加数値フィールド1～30 extra_long1～30 数値  

78～

107 

追加日付フィールド1～30 extra_date1～30 日付  

108 計画予算額(集計値) budget_cost_calc 数値  

109 実行予算額(集計値) effective_cost_cala 数値  

110 計画原価(集計値) planned_accepted_cost 数値  

111 実績原価(集計値) actual_accepted_cost 数値  

112 計画売上(集計値) planned_revenue 数値  

113 計画粗利額(集計値) planned_profit 数値  

114 実績粗利額(集計値) actual_profit 数値  

115 出来高実績粗利額(集計値) earned_value_profit 数値  

116 総成果物価値(集計値) total_deliverable_value 数値  

117 計画予算額(入力値) budget_cost_mi 数値  

118 実行予算額(入力値) effective_cost_mi 数値  

119 コスト実績額(入力値) actual_cost_mi 数値  

120  登録日時 created_at 日付  

121  登録者 created_by 文字列  

122  更新日時 updated_at 日付  

123  更新者 updated_by 文字列  

124 

以降 

アディショナルフィールド アディショナルフィールド

のfield id 

アディシ

ョナルフ

ィールド

のtype 

ダウンロード時はフィールド定義

で設定されたアディショナルフィ

ールドの数分出力する 

 

※ 同一コードのプログラムが既に登録されている場合、アップロードによりデータは上

書きされます。  

※ No.120～123は、CSVファイルをアップロードしてもデータは更新されません。 

 

⚫ ＜アディショナルフィールドについて＞ 

● ダウンロード 

・アディショナルフィールドはフィールド定義のフィールドIDの昇順に項目を出力

します。 

・先頭行には必ずアディショナルフィールドのフィールドIDを出力します。 

● アップロード 

・アディショナルフィールドの先頭行には必ずフィールドIDを指定してください。 

・フィールド定義に定義されたアディショナルフィールドがCSVに存在しなくても
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エラーとしません。（更新対象とならない） 

・フィールド定義のアディショナルフィールドの型（type）に対応したバリデーシ

ョンを行ないます。 

・フィールド定義のアディショナルフィールドのhidden属性がtrueであっても、登

録の対象とします。 

・フィールド定義に定義されていないアディショナルフィールドはエラーとしま

す。 

・アディショナルフィールドの項目順序はダウンロードで出力したファイルと異な

っていてもかまいません。ヘッダーのフィールドIDでマッチングします。（CSVの

ダウンロード後にアディショナルフィールドを追加し、ダウンロードしておいた

CSVをアップロードすることを想定） 

● その他 

・バージョン14で出力したCSVファイルはバージョン15で登録できます。 

 

プロジェクトデータ [アップロード／ダウンロード] 
No 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プログラムコード  program.code 文字列 登録済みのプログラムコードを入

力する 

2 プログラム名称  program.name 文字列 使用されない 

3 マネージャーコード  pmr.code 文字列 登録済みのPMｒコードを入力する 

4 マネージャー氏名  pmr.name 文字列 使用されない 

5 プロジェクトコード  code 文字列 入力必須項目 

6 プロジェクト名称  name 文字列 入力必須項目 

7 開始年月度 start_year_month 文字列 入力必須項目、yyyyMM形式 

8 終了年月度 end_year_month 文字列 入力必須項目、yyyyMM形式 

9 プロジェクト概要  description 文字列 改行を含むことができる  

10 プロジェクト分類  order_status 文字列 プロジェクト編集画面のプロジェ

クト分類に一覧表示される分類名

称を入力する 

11 担当部署  department 文字列  

12 年度  fiscal_year 数値  

13 予定開始日  start_date 日付  

14 予定終了日  end_date 日付  

15 実績開始日  actual_start_date 日付  

16 実績終了日  actual_end_date 日付  

17 最早工程開始日  earliest_start_date 日付  
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18 最遅工程終了日  latest_end_date 日付  

19 成果物進捗率(入力値) percent_complete 数値  

20 計画予算額(入力値) budget_cost 数値  

21 実行予算額(入力値) effective_cost 数値  

22 コスト実績額(入力値) actual_cost 数値  

23 成果物進捗率(集計値) percent_complete_cal

c 

数値  

24 計画予算額(集計値) budget_cost_calc 数値  

25 実行予算額(集計値) effective_cost_calc 数値  

26 コスト実績額(集計値) actual_cost_calc 数値  

27 売上予定日  revenue_date 日付  

28 計画原価額（集計値） planned_accepted_cos

t 

数値  

29 実績原価額（集計値） actual_accepted_cost 数値  

30 計画売上額（集計値） planned_revenue 数値  

31 実績売上額（集計値） actual_revenue 数値  

32 出来高実績額（集計値） earned_value 数値  

33 計画粗利額（集計値） planned_profit 数値  

34 実績粗利額（集計値） actual_profit 数値  

35 出来高粗利実績額（集計値） earned_value_profit 数値  

36 工程表最終更新日  schedule_update 日付 データは更新されない（入力不

要） 

37 工程表最終更新者ID schedule_update_user

_id 

数値 データは更新されない（入力不

要） 

38 オーナー  owner 文字列  

39 ステータス  status 文字列 プロジェクト編集画面のステータ

スに一覧表示されるステータス名

称を入力する 

40 繰越計画売上額 hangover_planned_re

venue 

数値  

41 繰越実績売上額 hangover_actual_reve

nue 

数値  

42 繰越出来高予算 hangover_planned_ea

rned 

数値  

43 繰越出来高実績 hangover_actual_earn

ed 

数値  

44 繰越原価予算額 hangover_planned_co

st 

数値  

45 繰越原価実績額 hangover_actual_cost 数値  



Web I Laboratories, Inc.  

- 268 - 

 

46 繰越計画原価額 hangover_planned_ac

cepted_cost 

数値  

47 繰越実績原価額 hangover_actual_acce

pted_cost 

数値  

48 成果物概要  delivery_description 文字列 改行を含むことができる 

49 成果物定義書類の有無  delivery_definition_do

ne 

boolean 有り：true 

無し：false 

50 成果物定義書の所在  delivery_definition_loc

ation 

文字列  

51 品質基準概要  quality_description 文字列 改行を含むことができる 

52 品質基準定義書類の有無  quality_definition_don

e 

boolean 有り：true 

無し：false 

53 品質基準定義書の所在  quality_definition_loca

tion 

文字列  

54 リスク分析概要  risk_description 文字列 改行を含むことができる 

55 リスクアセスメント書類の有

無  

risk_definition_done boolean 有り：true 

無し：false 

56 リスクアセスメント分析書の所

在  

risk_definition_locatio

n 

文字列  

57 調達戦略概要  procurement_descripti

on 

文字列 改行を含むことができる 

58 調達戦略定義書類の有無  procurement_definitio

n_done 

boolean 有り：true 

無し：false 

59 調達戦略定義書の所在  procurement_definitio

n_location 

文字列  

60 契約概要  contract_description 文字列 改行を含むことができる 

61 契約書の有無  contract_definition_do

ne 

boolean 有り：true 

無し：false 

62 契約書の所在  contract_definition_loc

ation 

文字列  

63 評価基準  evaluation_criteria 文字列  

64～93 追加文字列フィールド1～30 extra1～30 文字列  

94～

123 

追加数値フィールド1～30 extra_long1～30 数値  

124～

153 

追加日付フィールド1～30 extra_date1～30 日付  

154 プログラムコード2 program2.code 文字列 登録済みのプログラムコードを入

力する 

155 プログラム名称2 program2.name 文字列 使用されない 
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156 プログラムコード3 program3.code 文字列 登録済みのプログラムコードを入

力する 

157 プログラム名称3 program3.name 文字列 使用されない 

158 プログラムコード4 program4.code 文字列 登録済みのプログラムコードを入

力する 

159 プログラム名称4 program4.name 文字列 使用されない 

160 SV sv 数値  

161 SPI spi 数値  

162 CV cv 数値  

163 CPI cpi 数値  

164 コスト予測評価月度 evaluation_month 文字列 使用されない 

165 総成果物価値 total_deliverable_valu

e 

数値  

166 計画売上額(進行基準計算用) poc_planned_revenue 数値  

167 売上計上基準 accounting_policy 数値 入力必須項目 

1：工事完成基準 

2：工事進行基準 

168 計画売上額（月次） interim_planned_reve

nue 

数値  

169 実績売上額（月次） interim_actual_revenu

e 

数値  

170 計画コスト額（月次） interim_planned_cost 数値  

171 実績コスト額（月次） interim_actual_cost 数値  

172 売上集計月度 interim_totalization_m

onth 

文字列 使用されない 

173 EAC（楽観値） eac_opt 数値  

174 EAC（中立値） eac_neu 数値  

175 EAC（悲観値） eac_pes 数値  

176 計画コスト合計（月次） interim_total_planned

_cost 

数値  

177 計画売上合計 interim_total_planned

_revenue 

数値  

178 総成果物価値（月次） interim_total_delivera

ble_value 

数値  

179 進捗出来高（月次） interim_earned_value 数値  

180 原価進捗率（月次） interim_pc_by_cost 数値  

181 出来高進捗率（月次） interim_pc_by_ev 数値  

182 当月実績売上（月次） monthly_sales 数値  

183 売上完了年月度 sales_completed_mon 数値  
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th 

184 工種プレフィクス work_category_prefix 文字列  

185 登録日時 created_at 日付 使用されない 

186 登録者 created_by 文字列 使用されない 

187 更新日時 updated_at 日付 使用されない 

188 更新者 updated_by 文字列 使用されない 

189 予算最終更新日時 budget_update 日付 使用されない 

190 予算最終更新者 budget_update_user 文字列 使用されない 

191 出来高最終更新日時 ev_update 日付 使用されない 

192 出来高最終更新者 ev_update_user 文字列 使用されない 

193 コスト最終更新日時 cost_update 日付 使用されない 

194 コスト最終更新者 cost_update_user 文字列 使用されない 

195 採算最終更新日時 revenue_update 日付 使用されない 

196 採算最終更新者 revenue_update_user 文字列 使用されない 

197 

以降 

アディショナルフィールド アディショナルフィール

ドのfield id 

アディショ

ナルフィー

ルドの

type 

ダウンロード時はフィールド定義

で設定されたアディショナルフィ

ールドの数分出力する 

 

※ 同一コードのプロジェクトが既に登録されている場合、アップロードによりデータは

上書きされます。但し、ステータスにより更新が禁止されているプロジェクトについて

は、データ更新は実行されず、エラーが発生します。 

※ No.36、No.37、No.164、No.172、及びNo.185～196は、CSVファイルをアップ

ロードしてもデータは更新されません。 

※No.17「最早工程開始日」やNo.18「最遅工程終了日」は、計画タブでの工程’sファ

イルのアップロードにより更新されます。また、予算コスト、実績コストの集計値やコス

ト予測値等の値は、プロジェクト詳細画面での「集計」ボタンのクリック、もしくは月締

め画面でのプロジェクトや売上の一括集計実行により自動計算されて更新されますのでご

注意願います。 

 

⚫ ＜アディショナルフィールドについて＞ 

● ダウンロード 

・アディショナルフィールドはフィールド定義のフィールドIDの昇順に項目を出力

します。 

・先頭行には必ずアディショナルフィールドのフィールドIDを出力します。 

● アップロード 
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・アディショナルフィールドの先頭行には必ずフィールドIDを指定してください。 

・フィールド定義に定義されたアディショナルフィールドがCSVに存在しなくても

エラーとしません。（更新対象とならない） 

・フィールド定義のアディショナルフィールドの型（type）に対応したバリデーシ

ョンを行ないます。 

・フィールド定義のアディショナルフィールドのhidden属性がtrueであっても、登

録の対象とします。 

・フィールド定義に定義されていないアディショナルフィールドはエラーとしま

す。 

・アディショナルフィールドの項目順序はダウンロードで出力したファイルと異な

っていてもかまいません。ヘッダーのフィールドIDでマッチングします。（CSVの

ダウンロード後にアディショナルフィールドを追加し、ダウンロードしておいた

CSVをアップロードすることを想定） 

プロジェクト資源データ［アップロード／ダウンロード］ 

NO 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード project.code 文字列  

2 プロジェクト名称 project.name 文字列  

3 資源コード resource.code 文字列  

4 資源名 resource.name 文字列  

5 山積みグループ名称 workload_group 文字列  

 

ワークパッケージデータ [ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード project.code 文字列  

2 プロジェクト名 project.name 文字列  

3 コード code 文字列  

4 ワークパッケージ名称 name 文字列  

5 工種 businessCategory.na

me 

文字列  

6 順序番号 ord 数値  

7 資源コード resource.code 文字列  

8 資源名 resource.name 文字列  

9 予定開始日 plannedStartDate 日付  

10 予定終了日 plannedEndDate 日付  
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11 実績開始日 actualStartDate 日付  

12 実績終了日 actualEndDate 日付  

13 進捗率 percentComplete 数値  

14 予定工数（人時） budgetManHours 数値  

15 予定工数（人日） budgetManDays 数値  

16 予定工数（人月） budgetManMonths 数値  

17 予定コスト budgetCost 数値  

18 実績工数（人時） actualManours 数値  

19 実績工数（人日） actualManDays 数値  

20 実績工数（人月） actualManMonths 数値  

21 実績コスト actualost 数値  

22 コメント1 remarks1 文字列  

23 コメント2 remarks2 文字列  

24 コメント3 remarks3 文字列  

 

※ ヘッダー行の各項目名はプロパティ名とフィールド定義ワークパッケージオブジェク

トのフィールドIDが一致するラベルを表示します。 

 

プロジェクトアイテムデータ［アップロード／ダウンロード］ 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトアイテム名称 name 文字列  

2 プロジェクトコード  project.code 文字列  

3 プロジェクト名称  project.name 文字列  

4 ステータス status 文字列  

5 年月日 itemDate 日付  

6 登録者 createdBy.userName 文字列  

7 登録日時 createdAt 日付  

8 更新者 updatedBy.userName 文字列  

9 更新日時 updatedAt 日付  

10～12 追加文字列フィールド extra1～3 文字列  

13～15 追加日付フィールド extraDate 1～3 日付  

16～18 追加整数フィールド extraLong 1～3 数値  

19～20 プロジェクトアイテム文字列

フィールド 

extraTexts(user1～2) 文字列  

21～22 プロジェクトアイテム日付フ

ィールド 

extraDates(user1～2) 日付  

23～24 プロジェクトアイテム整数フ extraNumbers(user1～2) 数値  
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ィールド 

※追加フィールドは初期状態では文字列、日付、数値各2項目ですが、フィールド定義

ファイルのカスタマイズにより数を増やすことができます。 

プロジェクトビューデータ［アップロード／ダウンロード］ 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトビュー番号 id 数値 入力必須項目 

1から12までの値を指定す

る 

2 プロジェクトビュー名 name 文字列 入力必須項目 

3 プロジェクトビュー名英語 name_en 文字列 入力必須項目 

4 プロジェクトビュー名日本語 name_ja 文字列 入力必須項目 

5 有効フラグ enabled boolean 有効：true 

無効：false 

省略時はfalse 

 

プロジェクトビューフィールドデータ［アップロード／ダウンロード］ 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトビュー番号 view_id 数値 入力必須項目 

2 フィールドID field_id 文字列 入力必須項目 

3 表示順 seq 数値  

4 必須フラグ enabled boolean 必須入力項目：true 

任意入力項目：false 

省略時はfalse 

 

採算データ [ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 プロジェクト開始年月度 project.start_year_

month 

文字列  

4 プロジェクト終了年月度 project.end_year_m

onth 

文字列  

5 データ種別  文字列 次の中から表示 

 “出来高”、“原価”、“出来高粗利”、“出

来高粗利率”、“進行基準売上”、“進行基

準原価”、“進行基準粗利”、“進行基準粗
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利率”、“完成基準売上”、“完成基準原

価”、“完成基準粗利”、“完成基準粗利率” 

6 予算/実績区分  文字列 “予算”または“実績” 

7 発生/累積区分  文字列 “発生”または“累積” 

8 繰越額  数値  

9 月次採算額 (yyyy/MM形式) 数値 プロジェクト開始年月度～終了年月度の

採算額 

10 採算合計額 sum 数値  

 

コスト予測データ [ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 開始年月度 project.start_year_

month 

文字列 yyyyMM形式 

4 終了年月度 project.end_year_m

onth 

文字列 yyyyMM形式 

5 データ種別  文字列 次の中から表示 

“完了時総予算 (BAC)”、“残作業予測コ

スト (ETC)”、“ 予測コスト (EAC)”、

“ コスト差異 (VAC)”、“ スケジュール差

異 (SV)”、“ コスト差異 (CV)”、“ スケ

ジュール効率指数 (SPI)”、“ コスト効率

指数 (CPI)” 

6 楽観値/中立値/悲観値区分  文字列 ETC、EAC、VACに関する区分 

“楽観値”、 “中立値”または“悲観値” 

7 月次コスト予測データ （yyyy/MM形式） 文字列 プロジェクト開始年月度～終了年月度の

コスト予測データ 

 

売上／原価データ [アップロード／ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード project.code 文字列 必須入力項目 

プロジェクトとの照合に使用す

る。  

2 プロジェクト名称 project.name 文字列 使用されない 

3 年月度 year_month 文字列 必須入力項目 

年月(yyyyMM)もしくは年月日



Web I Laboratories, Inc.  

- 275 - 

 

(yyyyMMdd、yyyy/MM/dd、

yyyy-MM-dd)とする。年月日は年

月度に変換されて取り込まれる。 

4 種別 item_type 数値 必須入力項目 

（1：予算/2：実績） 

5 細目コード code 文字列 表示のみ 

6 細目 description 文字列 表示のみ  

7 金額 amount 数値 必須入力項目 

正の整数であること。 

8 備考 remarks 文字列 表示のみ  

 

※ データ登録を複数回実施すると売上／原価データは追加取込みされます。 

※ CSVファイルに下記データが存在した場合は、エラーが発生することなく、該当する

データを無視して処理を続行します。 

● プロジェクトコードが、対象プロジェクトのコードと異なる 

● 対象月度がプロジェクトの開始年月度～終了年月度の範囲外である 

● 年月度が入力締め済みの月度である 

 

予算データ [ダウンロード] 

・プロジェクト予算画面の表示項目が「費目」の場合 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 開始年月度 project.start_year_

month 

文字列 yyyyMM形式 

4 終了年月度 project.end_year_m

onth 

文字列 yyyyMM形式 

5 費目コード cost_item.code 文字列  

6 費目名 cost_item.name 文字列  

7 計画/実行区分  文字列 “計画”または“実行” 

8 月次予算額 (yyyy/MM形式) 数値 プロジェクト開始年月度～終了年

月度の予算額 

9 予算合計額 sum 数値  

 

・プロジェクト予算画面の表示項目が「ワークパッケージ（工数）」の場合 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 
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1 プロジェクトコード  project.code 文字列 プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 開始年月度 project.start_year_

month 

文字列 yyyyMM形式 

4 終了年月度 project.end_year_m

onth 

文字列 yyyyMM形式 

5 ワークパッケージコード work_package.code 文字列  

6 ワークパッケージ名称 work_package.name 文字列  

7 計画/実行区分  文字列 “計画”または“実行” 

8 月次予算工数 (yyyy/MM形式) 数値 プロジェクト開始年月度～終了年

月度の予算工数 

9 予算合計工数 sum 数値  

 

・プロジェクト予算画面の表示項目が「ワークパッケージ（金額）」の場合 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 開始年月度 project.start_year_

month 

文字列 yyyyMM形式 

4 終了年月度 project.end_year_m

onth 

文字列 yyyyMM形式 

5 ワークパッケージコード work_package.code 文字列  

6 ワークパッケージ名称 work_package.name 文字列  

7 計画/実行区分  文字列 “計画”または“実行” 

8 月次予算額 (yyyy/MM形式) 数値 プロジェクト開始年月度～終了年

月度の予算額 

9 予算合計額 sum 数値  

 

予定工数データ [アップロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 必須入力項目 

プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列 使用されない 

3 資源コード resource.code 文字列 必須入力項目 

資源との照合に使用する 

4 資源名称 resource.name 文字列 使用されない 

5 年月度 year_month 文字列 必須入力項目 

yyyyMM形式 
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6 工種区分 business_category 文字列 工種の管理で指定した工種区分 

7 工数 worked_hours 数値 小数点以下は2桁までの正の数値で

あること 

8 工数タイプ time_category 数値 必須入力項目 

1：計画 2：実行 

 

※ データ登録を複数回実施すると予定工数データは追加取込みされます。 

※ 「工数入力」が“しない”で登録されている資源に対しても工数データは登録できま

す。 

※ 「工種区分」で指定した工種がPREGAREに登録されていないとエラーが発生しま

す。 

※ 「工種区分」で指定した工種が無効のときエラーが発生します。 

※ CSVファイルに下記データが存在した場合は、エラーが発生することなく、該当する

データを無視して処理を続行します。 

プロジェクトコードが、対象プロジェクトのコードと異なる 

対象月度がプロジェクトの開始年月度～終了年月度の範囲外である 

年月度が単価締め済みの月度である 

※ CSVファイルに含まれるデータが既に存在する場合（同一年月度＋同一工数タイプ）

はエラーが発生します。 

 

費目別コスト [ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列  

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 開始年月度 project.start_year_

month 

文字列 yyyyMM形式 

4 終了年月度 project.end_year_m

onth 

文字列 yyyyMM形式 

5 費目コード  cost_item.code 文字列  

6 費目名  cost_item.name 文字列  

7 月次実績コスト （yyyy/MM形式） 数値 プロジェクト開始年月度～終了年

月度の実績コスト額 

8 実績コスト合計額 sum 数値  

  

資源別コスト [ダウンロード] 
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NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列  

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 開始年月度 project.start_year_

month 

文字列 yyyyMM形式 

4 終了年月度 project.end_year_m

onth 

文字列 yyyyMM形式 

5 費目コード  cost_item.code 文字列  

6 費目名  cost_item.name 文字列  

7 資源コード  resource.code 文字列  

8 資源名  resource.name 文字列  

9 月次実績工数 （yyyy/MM形式） 数値 プロジェクト開始年月度～終了年

月度の実績工数 

10 月次実績コスト  数値 プロジェクト開始年月度～終了年

月度の実績コスト額 

11 実績工数合計 sum 数値  

12 実績コスト合計額  数値  

 

ワークパッケージ別コスト [ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列  

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 開始年月度 project.start_year_

month 

文字列 yyyyMM形式 

4 終了年月度 project.end_year_m

onth 

文字列 yyyyMM形式 

5 ワークパッケージコード  work_package.code 文字列  

6 ワークパッケージ名称  work_package.name 文字列  

7 月次実績コスト （yyyy/mm形式） 数値 プロジェクト開始年月度～終了年

月度の実績コスト額 

8 実績コスト合計額 sum 数値  

 

＜出来高＞ [ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列  

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 データ種別  文字列 次の中から表示 
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“総成果物価値”、“成果物進捗

率”、“発生出来高”、“累計出来高” 

4 繰越 繰越 数値  

5 月次出来高データ （yyyy/MM形式） 数値 プロジェクト開始年月度～終了年

月度の出来高データ 

 

＜成果物＞ [ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列  

2 プロジェクト名称  project.name 文字列  

3 月度 fiscal_month 文字列  

4 レベル level 数値  

5 親成果物コード parent_code 文字列  

6 成果物コード code 文字列  

7 成果物名称 name 文字列  

8 積上価値 rollup_value 数値  

9 積上比重 result_weight 数値  

10 配分比重 set_weight 数値  

11 配分価値 rolldown_value 数値  

12 進捗率 percent_complete 数値  

13 進捗出来高 earnedValue 数値  

14～18 追加文字列フィールド1～5 extra1～5 文字列  

19～23 追加整数フィールド1～5 extra_long1～5 数値  

24～28 追加日付フィールド1～5 extra_date1～5 日付  

 

＜資源データ＞ [アップロード／ダウンロード] 

No 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 資源コード  code 文字列 必須入力項目 

2 工数入力フラグ  man_hour_available boolean する：true 

しない：false 

※新規のみ登録可能（更新不可） 

3 費目コード  cost_item.code 文字列 必須入力項目 

登録済み費目コードを入力する 

※新規のみ登録可能（更新不可） 

4 費目名称  cost_item.name 文字列 使用されない 

5 資源名称 name 文字列 必須入力項目 
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6 予算単価 unit_price 数値  

7 残業単価 overtime_unit_price 数値  

8 深夜単価 nightly_unit_price 数値  

9 休日単価 holiday_unit_price 数値  

10 備考 remarks 文字列  

11 強制山積みフラグ agg_force 数値 0：表示しない 

1：表示する 

2：使用時のみ 

12～21 追加文字列フィールド1～10 extra1～10 文字列  

22～31 追加整数フィールド1～10 extra_long1～10 数値  

32～41 追加日付フィールド1～10 extra_date1～10 日付  

42 メールアドレスリスト mail_address_list 文字列 複数登録するときはセミコロンで

区切る 

43 資源グループコード resource_group.code 文字列  

44 資源グループ名称 resource_group.nam

e 

文字列 使用されない 

45 廃止フラグ obsolete_flag 文字列 有効：ブランク 

廃止：obsolete 

46 初期資源量 default_availability 数値 小数点以下は2桁までの正の数値で

あること 

ブランクのときは0で登録する 

47 実績単価 actual_unit_price 数値  

 

※ 同一コードの資源が既に登録されている場合、アップロードによりデータは上書きさ

れます。 

※ 「工数入力フラグ」をnullで登録した場合には、「しない」(false)となります。 

 

＜費目データ＞ [アップロード／ダウンロード] 

No 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 費目コード  code 文字列 必須入力項目 

2 費目名称  name 文字列 必須入力項目 

3 集計フラグ  aggregation boolean 自動計算：true 

手入力：false 

4 備考  remarks 文字列  

5～9 追加文字列フィールド1～5 extra1～5 文字列  

10～14 追加整数フィールド1～5 extra_long1～5 数値  

15～19 追加日付フィールド1～5 extra_date1～5 日付  
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※ 同一コードの費目が既に登録されている場合、アップロードによりデータは上書きさ

れます。 

※ 「集計フラグ」をnullで登録した場合には、「手入力」(false)となります。 

＜工数データ＞ [ダウンロード] （進捗工数入力オプションなし） 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 必須入力項目 

プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列 使用されない 

3 資源コード resource.code 文字列 資源との照合に使用する 

4 資源名称 resource.name 文字列 使用されない 

5 資源グループコード resource_group.code 文字列  

6 資源グループ名称 resource_group.nam

e 

文字列  

7 日付  worked_date 日付  

8 工種区分 business_category 文字列 必須入力項目 

工種の管理で指定した工種区分 

9 時間帯区分 time_category 数値 必須入力項目 

0：通常 1：時間外 2：深夜 3：

休日  

10 実績工数 worked_hours 数値 0≦工数≦24の範囲で、小数点以下

2桁までの数値 

“0”入力はデータ削除 

＜工数データ＞ [アップロード] （進捗工数入力オプションなし） 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 必須入力項目 

プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列 使用されない 

3 資源コード resource.code 文字列 資源との照合に使用する 

4 資源名称 resource.name 文字列 使用されない 

5 日付  worked_date 日付  

6 工種区分 business_category 文字列 必須入力項目 

工種の管理で指定した工種区分 

7 時間帯区分 time_category 数値 必須入力項目 

0：通常 1：時間外 2：深夜 3：

休日  

8 実績工数 worked_hours 数値 0≦工数≦24の範囲で、小数点以下
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2桁までの数値 

“0”入力はデータ削除 

 

※ 「工数入力」が“しない”で登録されている資源コードを指定すると工数データは登録

できません。 

※ システム設定の「実績工数入力区分」において“時間帯別に入力する”と設定した場合

は、「工種区分」は“ブランク”とします。（“ブランク”以外を設定するとエラーになりま

す。） 

※ システム設定の「実績工数入力区分」において“工種別に入力する”と設定した場合

は、「時間帯区分」に0を設定してください。（0以外を設定するとエラーになりま

す。） 

※ 指定されたプロジェクトコードを有するプロジェクトの年度がチェックされ、“５．

日付”が年度内に存在しない場合には工数は登録されません。 

※ データの同一性はプロジェクトコード・資源コード・日付・工種区分・時間帯区分の

５項目によって判断されます。工数の値を修正する場合には前記の５項目が一致する工数

修正CSVデータを作成し、上書き登録します。 

※ アップロード時に更新禁止のステータスでロックされているプロジェクトや月度締め

による入力締めが行われた月のデータが１件でもあると全てのデータがアップロードされ

ません。 

※ 設定管理メニューの「工数データダウンロード」ではNO.5～6のデータが出力され

ますが、実績工数CSV一括アップロードを実施する場合にはNO.5～6のカラムは不要で

す。 

 

＜工数データ＞ [ダウンロード] （進捗工数入力オプションあり） 

No 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 必須入力項目 

プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列 使用されない 

3 資源コード resource.code 文字列 必須入力項目 

資源との照合に使用する 

4 資源名称 resource.name 文字列 使用されない 

5 資源グループコード resource_group.code 文字列  

6 資源グループ名称 resource_group.nam

e 

文字列  

7 日付  worked_date 日付 必須入力項目 
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8 工種区分/ワークパッケージコ

ード 

business_category/w

ork_package.code 

文字列 必須入力項目 

ABC機能を使用しないとき工種区

分、ABC機能を使用するとき、ワ

ークパッケージコードとする 

9 時間帯区分 time_category 数値 使用されない  

10 実績工数 worked_hours 数値 0≦工数≦24の範囲で、小数点以下

2桁までの数値 

“0”入力はデータ削除 

＜工数データ＞ [アップロード] （進捗工数入力オプションあり） 

No 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 必須入力項目 

プロジェクトとの照合に使用する 

2 プロジェクト名称  project.name 文字列 使用されない 

3 資源コード resource.code 文字列 必須入力項目 

資源との照合に使用する 

4 資源名称 resource.name 文字列 使用されない 

5 日付  worked_date 日付 必須入力項目 

6 工種区分/ワークパッケージコ

ード 

business_category/w

ork_package.code 

文字列 必須入力項目 

ABC機能を使用しないとき工種区

分、ABC機能を使用するとき、ワ

ークパッケージコードとする 

7 時間帯区分 time_category 数値 使用されない  

8 実績工数 worked_hours 数値 0≦工数≦24の範囲で、小数点以下

2桁までの数値 

“0”入力はデータ削除 

 

※ 「工数入力」が“しない”で登録されている資源コードを指定すると工数データは登録

できません。 

※ 指定されたプロジェクトコードを有するプロジェクトの年度がチェックされ、“５．

日付”が年度内に存在しない場合には工数は登録されません。 

※ 「工種区分」に無効な工種を指定すると登録できません。 

※ データの同一性はプロジェクトコード・資源コード・日付・工種区分/ワークパッケ

ージコードの４項目によって判断されます。工数の値を修正する場合には前記の４項目が

一致する工数修正CSVデータを作成し、上書き登録します。 

※ アップロード時に１件でもエラーが発生すると（上記指定年月範囲外のデータの切り

捨ては除く）全てのデータがアップロードされません。 
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※ アップロード時に更新禁止のステータスでロックされているプロジェクトや月度締め

による入力締めが行われた月のデータが１件でもあると全てのデータがアップロードされ

ません。 

※ 設定管理メニューの「工数データダウンロード」ではNo.5～6のデータが出力され

ますが、工数CSV登録を実施する場合にはNO.5～6のカラムは不要です。 

 

＜経費予算データ＞ [アップロード／ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 必須入力項目 

プロジェクトとの照合に使用す

る。  

2 プロジェクト名称  project.name 文字列 使用されない 

3 対象月度 year_month 文字列 必須入力項目 

対象月度算出に使用する  

4 費目コード  cost_item.code 文字列 必須入力項目 

費目照合に使用する  

5 費目名  cost_item.name 文字列 使用されない  

6 細目コード  code 文字列 表示のみ  

7 担当者名  user_name 文字列 表示のみ  

8 摘要 description 文字列 表示のみ  

9 金額  amount 数値 必須入力項目 

集計に使用する  

10 備考  remarks 文字列 表示のみ  

11 予算タイプ budget_type 数値 必須入力項目 

1：計画 2：実行 

 

※ データ登録を複数回実施すると経費予算データは追加取込みされます。 

※ CSVファイルに下記データが存在した場合は、エラーが発生することなく、該当する

データを無視して処理を続行します。 

● プロジェクトコードが、対象プロジェクトのコードと異なる 

● 対象月度がプロジェクトの開始年月度～終了年月度の範囲外である 

● 年月度が入力締め済みの月度である 

※ CSVファイルに含まれるデータが既に存在する場合（同一年月度＋同一予算タイプ）

はエラーが発生します。 
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＜経費データ＞ [アップロード／ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 プロジェクトコード  project.code 文字列 必須入力項目 

プロジェクトとの照合に使用す

る。  

2 プロジェクト名称  project.name 文字列 使用されない 

3 発生日  expense_date 日付 必須入力項目 

対象月度算出に使用する  

4 費目コード  cost_item.code 文字列 必須入力項目 

費目照合に使用する  

5 費目名  cost_item.name 文字列 使用されない  

6 経費精算書ID expense_claim_id 文字列 PREGAREクライアント用フィール

ドのため“ブランク”とする 

7 経費精算書行番号 line_number 文字列 PREGAREクライアント用フィール

ドのため“ブランク”とする 

8 領収書番号 receipt_number 文字列 PREGAREクライアント用フィール

ドのため“ブランク”とする 

9 細目コード  code 文字列 表示のみ  

10 担当者名  user_name 文字列 表示のみ  

11 摘要 description 文字列 表示のみ  

12 金額  amount 数値 必須入力項目 

集計に使用する  

13 備考  remarks 文字列 表示のみ  

 

※ 経費登録画面の「対象月度」で指定した年月範囲外の発生日の経費は切り捨てられま

す。 

※ 同一年月を指定して複数回経費データの登録を実施すると経費データは追加取り込み

されます。 

※ 指定されたプロジェクトコードを有するプロジェクトの年度がチェックされ、“３．

発生日”が年度内に存在しない場合には経費は登録されません。 

※ アップロード時に更新禁止のステータスでロックされているプロジェクトや月度締め

による入力締めが行われた月のデータが１件でもあると全てのデータがアップロードされ

ません。 

 

＜資源グループデータ＞ [アップロード／ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 
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1 資源グループコード resourceGroup.code 文字列 必須入力項目 

2 資源グループ名称 resourceGroup.name 文字列 必須入力項目 

 

※ 同一資源グループコードが既に登録されている場合にアップロードするとデータは取

り込まれません。 

 

＜月間稼働日数データ＞ [アップロード／ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 年月 year_month 文字列 必須入力項目 

yyyyMM形式 

2 稼働日数 work_days 数値 必須入力項目 

 

※ 月間稼働日数については、CSVファイルアップロード時に既にCSV登録されている月

間稼働日数データが全て削除されます。 

 

＜ユーザーデータ＞ [アップロード／ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 ログイン名 login_name 文字列 必須入力項目 

2 パスワード password_value 文字列 必須入力項目 

エクスポート時はアスタリスク一

文字を出力 

3 名 first_name 文字列  

4 姓 last_name 文字列  

5 メールアドレス email 文字列  

6 所属企業名 company 文字列  

7 所属部署名 section 文字列  

8 役職 title 文字列  

9 社員コード employee_code 文字列  

10 資源コード resource_code 文字列 工数入力用の資源コード 

11 ロール role_id_list 文字列 ロールIDをセミコロンで区切った

並び（グローバルロール） 

12 削除フラグ deleted 数値 0：有効 1：削除済み 

13 最終パスワード更新日時 last_password_chan

ge 

日付  

14 外部認証フラグ ext_auth_flag 文字列 0: PREGAREで認証,1: 外部サー

バーで認証 
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15 最終ログイン日時 last_login 日付  

 

※ログイン名が既に登録されている場合にアップロードするとデータ(パスワードは除

く)は上書きされます。 

※存在しないロールIDをアップロードしようとすると、すべてのデータがアップロード

されません。 

※削除フラグに“１”を入力してアップロードするとユーザーが削除されます。 

※ダウンロードデータにはNO.13～15が存在しますが、CSVファイルをアップロードし

て一括登録するときには不要です。 

 

＜ユーザーグループデータ＞ [アップロード／ダウンロード] 

NO. 項目名 プロパティ名 型 備考 

1 ユーザーグループ名 user_group_name 文字列 必須入力項目 

2 ログイン名 login_name 文字列 必須入力項目 

3 ユーザー名 user_name 文字列  

 

※ユーザーグループとユーザーの紐付けを一括で実施します。PREGAREに既に登録さ

れているユーザーグループ名とログイン名を入力します。 
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2． PMｒ、プログラム、プロジェクト、Pアイテムのプロパティ詳細 

⚫ PMｒプロパティ一覧 

プロパティ 内容 型 必須入力 

PMｒコード PMｒコードの重複は許されない 文字列 ○ 

氏名 氏名を入力する 文字列 ○ 

会社名 PMｒの会社名を入力する 文字列  

部署名 PMｒの部署名を入力する 文字列  

役職 PMｒの役職名を入力する 文字列  

社員コード PMｒの社員コードを入力する 文字列  

資格 PMｒの所有する資格名を入力する 文字列  

入社年月日 PMｒの入社年月日をyyyy/MM/dd形式で入力する 日付  

勤続年数 PMｒの勤続年数を入力する 整数  

PM経験年数 PMｒのPM経験年数を入力する 整数  

Eメールアドレス PMｒのEメールアドレスを入力する 文字列  

電話番号 PMｒの電話番号を入力する 文字列  

携帯番号 PMｒの携帯電話番号を入力する 文字列  

ファックス番号 PMｒのファックス番号を入力する 文字列  

所在地 PMｒの勤務地住所を入力する 文字列  

備考 備考を入力する 文字列  

 

⚫ プログラムプロパティ一覧（１） ―基本情報― 

プロパティ 内容 型 必須入力 初期の表示

/非表示 

プログラムコード プログラムのコードを入力する。プログラムコードの重複は許さ

ない 

文字列 ○ ○ 

プログラム名称 プログラム名称を入力する 文字列 ○ ○ 

プログラム概要 プログラムの概要を入力する 文字列  ○ 

年度 プログラムの年度を入力する。構成されるプロジェクトとの間に

年度による制約はかからない 

整数  ○ 

オーナー プログラムオーナーであり、顧客を想定している 文字列  ○ 

承認 「未承認」「承認済み」から選択する ラジオボタ

ン 

 ○ 

ステータス デフォルトは「計画中」「実行中」「完了」「中止」「廃棄」。

フィールド定義ファイルの編集で変更できる 

リスト  ○ 

PGMコード 選択したプログラムマネージャーのコードが表示される   - 表示のみ ○ 

プログラムマネー

ジャー 

プログラムマネージャーをPMｒ登録者から選択する。PMｒの新

規登録も可 

リスト  ○ 

開始日 プログラムの開始日をyyyy/MM/dd形式で入力する 日付  ○ 
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終了日 プログラムの終了日をyyyy/MM/dd形式で入力する 日付  ○ 

製品 プログラムを製品別に登録した場合、製品名を入力する 文字列  ○ 
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⚫ プログラムプロパティ一覧（２） ―採算、予算、コスト関連情報― 

プロパティ 内容 入力可能 集計値 集計されるタイミング 初期の表示

/非表示 

売上予算額（入力

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの売

上予算額を入力する 

○   ○ 

実績売上額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの売

上実績額の合計値。編集可 

○ ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

○ 

出来高実績額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの出

来高実績額の合計値。編集可 

○ ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

○ 

コスト予算額（入力

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの実

行予算額を入力する 

○   ○ 

コスト実績額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトのコ

スト実績額の合計値。編集可 

○ ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

○ 

計画予算額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの計

画予算額の合計値。 

 ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

× 

実行予算額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの実

行予算額の合計値。 

 ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

× 

計画原価額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの原

価予算額の合計値。 

 ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

× 

実績原価額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの原

価実績額の合計値。 

 ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

× 

計画売上額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの売

上予算額の合計値。 

 ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

× 

計画粗利額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの粗

利予算額の合計値。 

 ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

× 

実績粗利額（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの粗

利実績額の合計値。 

 ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

× 

出来高実績粗利額

（集計値） 

プログラムを構成するプロジェクトの出

来高粗利実績額の合計値。 

 ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

× 

総成果物価値（集計

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの総

成果物価値の合計値。 

 ○ 「集計」ボタンクリッ

ク時 

× 

計画予算額（入力

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの計

画予算額を入力する 

○   × 

実行予算額（入力

値） 

プログラムを構成するプロジェクトの実

行予算額を入力する 

○   × 

コスト実績額（入力

値） 

プログラムを構成するプロジェクトのコ

スト実績額を入力する 

○   × 

※上記金額において“集計値“については「集計」ボタンをクリックすることによりプロ

グラム詳細画面に反映されるが、プログラム編集画面でそれらの値を編集することもでき
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る。但し、編集画面にて編集した後、プログラム詳細画面で「集計」ボタンをクリックす

ると、計算値で上書きされる。 

※「初期の表示/非表示」が「×」の項目は、PREGARE初期稼働時にはプログラム詳細

画面に表示されないが、フィールド定義の編集により、表示項目に変更することができ

る。 

※上記“集計値“については、フィールド定義を変更することにより、プログラム編集画

面での編集を可能にできる。但し、画面より編集した後、プログラム詳細画面で「集計」

ボタンをクリックすると、計算値で上書きされる。 

 

⚫ プロジェクトプロパティ一覧（１） ―基本情報― 

プロパティ 内容 型 必須入力 初期の表示

/非表示 

プロジェクトコー

ド 

プロジェクトのコードを入力する。プロジェクトコードの重複は許さ

ない 

文字列 ○ ○ 

プロジェクト名称 プロジェクト名称を入力する 文字列 ○ ○ 

開始年月度 プロジェクトの開始年月度をyyyyMM形式で入力する 文字列 ○ ○ 

終了年月度 プロジェクトの終了年月度をyyyyMM形式で入力する 文字列 ○ ○ 

オーナー プロジェクトオーナーであり、顧客を想定している 文字列  ○ 

プロジェクト概要 プロジェクトの概要を入力する 文字列  ○ 

年度 プロジェクトの属する年度を入力する。 整数  ○ 

予定開始日 プロジェクトの開始予定日をyyyy/MM/dd形式で入力する 日付  ○ 

予定終了日 プロジェクトの終了予定日をyyyy/MM/dd形式で入力する 日付  ○ 

実績開始日 プロジェクトの開始実績日をyyyy/MM/dd形式で入力する 日付  ○ 

実績終了日 プロジェクトの終了実績日をyyyy/MM/dd形式で入力する 日付  ○ 

ステータス プロジェクトの状態を選択する。デフォルトは「計画中」「実行中」

「完了」「中止」「廃棄」。フィールド定義ファイルの編集で変更で

きる 

リスト  ○ 

プロジェクト分類 プロジェクトの分類（例：「新規開発」「カスタマイズ」）を選択す

る。デフォルトは「分類１」～「分類５」。フィールド定義ファイル

の編集で変更できる 

リスト  ○ 

売上予定日 プロジェクトの売上が立つ予定日を入力する 日付  ○ 

総成果物価値 プロジェクトの総成果物価値を入力する。出来高タブで出来高計算時

の総成果物価値としてコピーして使用される。 

数値  ○ 

計画売上額（進行

基準計算用） 

プロジェクトの計画売上額を入力する。採算タブで進行基準の計上売

上額計算時に収益総額（売上総額）として使用する。 

数値  ○ 

売上計上基準 「工事完成基準」「工事進行基準」から選択する ラジオボタ

ン 

 ○ 

担当部門 プロジェクトの担当（責任）部門を入力する 文字列  ○ 
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PMコード 選択したプロジェクトマネージャーのコードが表示される   - 表示のみ ○ 

プロジェクトマネ

ージャー 

プロジェクトマネージャーをPMｒ登録者から選択するか、PMｒの新

規登録ができる。 

リスト  ○ 

プログラムコード 選択したプログラムのコードが表示される   - 表示のみ ○ 

プログラム名称 プログラムを登録済プログラムから選択するか、プログラムの新規登

録ができる。プロジェクトは４つまでのプログラムに属することがで

きる 

リスト  ○ 

プログラム2コー

ド 

選択したプログラムのコードが表示される   - 表示のみ × 

プログラム2名称 プログラムを登録済プログラムから選択するか、プログラムの新規登

録ができる。 

リスト  × 

プログラム3コー

ド 

選択したプログラムのコードが表示される   - 表示のみ × 

プログラム3名称 プログラムを登録済プログラムから選択するか、プログラムの新規登

録ができる。 

リスト  × 

プログラム4コー

ド 

選択したプログラムのコードが表示される   - 表示のみ × 

プログラム4名称 プログラムを登録済プログラムから選択するか、プログラムの新規登

録ができる。 

リスト  × 

※「初期の表示/非表示」が「×」の項目は、PREGARE初期稼働時にはプロジェクト詳

細画面に表示されないが、フィールド定義の編集により、表示項目に変更することがで

きる。 

⚫ プロジェクトプロパティ一覧（２） ―売上、採算関連情報― 

プロパティ 内容 入力可能 集計値 表示のみ 
集計される 

タイミング 

初期の表示

/非表示 

計画売上額（集計値） 採算タブの売上予算合計（繰越分を除く）

が反映される。編集可 

○ ○  「集計」ボタン 

クリック時 

○ 

実績売上額（集計値） 採算タブの売上実績合計（繰越分を除く）

が反映される。編集可 

○ ○  「集計」ボタン 

クリック時 

○ 

計画原価額（集計値） 採算タブの原価予算合計（繰越分を除く）

が反映される 

 ○ ○ 「集計」ボタン 

クリック時 

× 

実績原価額（集計値） 採算タブの原価実績合計（繰越分を除く）

が反映される 

 ○ ○ 「集計」ボタン 

クリック時 

× 

出来高実績額（集計

値） 

採算タブの出来高実績合計（繰越分を除

く）が反映される。編集可 

○ ○  「集計」ボタン 

クリック時 

○ 

計画粗利額（集計値） 採算タブの粗利予算合計（繰越分を除く）

が反映される。編集可 

○ ○  「集計」ボタン 

クリック時 

○ 

実績粗利額（集計値） 採算タブの粗利実績合計（繰越分を除く） ○ ○  「集計」ボタン ○ 
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が反映される。編集可 クリック時 

出来高粗利実績額（集

計値） 

採算タブの出来高粗利実績合計（繰越分を

除く）が反映される。編集可 

○ ○  「集計」ボタン 

クリック時 

○ 

計画売上額（月次） 採算タブの売上集計月度までの売上予算累

計（繰越分を除く）が反映される 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

実績売上額（月次） 採算タブの売上集計月度までの売上実績累

計（繰越分を除く）が反映される 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

計画原価額（月次） 採算タブの売上集計月度までの原価予算累

計（繰越分を除く）が反映される 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

実績原価額（月次） 採算タブの売上集計月度までの原価実績累

計（繰越分を除く）が反映される 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

売上集計月度 売上集計計算を実行した月度が表示される  ○ ○  × 

売上完了年月度 プロジェクトの売上完了年月度が表示され

る 

 ○ ○  × 

計画コスト合計（月

次） 

採算タブの売上集計月度における原価予算

合計（繰越分を除く）が反映される 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

計画売上合計（月次） 採算タブの売上集計月度における売上予算

合計（繰越分を除く）が反映される 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

総成果物価値（月次） 売上集計月度における総成果物価値が反映

される 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

進捗出来高（月次） 売上集計月度までの進捗出来高が反映され

る 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

原価進捗率（月次） 売上集計月度までの原価進捗率が反映され

る 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

出来高進捗率（月次） 売上集計月度までの出来高進捗率が反映さ

れる 

 ○ ○ 売上集計実行時 × 

当月実績売上（月次） 売上集計月度の実績売上額が反映される  ○ ○ 売上集計実行時 × 

※「初期の表示/非表示」が「×」の項目は、PREGARE初期稼働時にはプロジェクト詳

細画面に表示されないが、フィールド定義の編集により、表示項目に変更することができ

る。 

※「集計値」で「入力可能」ではない項目については、フィールド定義を変更すること

により、プロジェクト編集画面で編集可能にできる。但し、画面より編集した後、プロジ

ェクト詳細画面で「集計」ボタンをクリックすると、計算値で上書きされる。 
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⚫ プロジェクトプロパティ一覧（３） ―予算、コスト、出来高関連情報― 

プロパティ 内容 入力可能 集計値 表示のみ 
集計される 

タイミング 

初期の表示

/非表示 

計画予算額（入力値） 計画予算額を入力する ○    ○ 

実行予算額（入力値） 実行予算額を入力する ○    ○ 

コスト実績額（入力

値） 

コスト実績額を入力する ○    ○ 

成果物進捗率（入力

値） 

成果物進捗率を入力する ○    ○ 

計画予算額（集計値） 予算タブの計画予算合計が反映される。編

集不可 

 ○ ○ 「集計」ボタン 

クリック時 

○ 

実行予算額（集計値） 予算タブの実行予算合計が反映される。編

集不可 

 ○ ○ 「集計」ボタン 

クリック時 

○ 

コスト実績額（集計

値） 

コストタブのコスト実績合計が反映され

る。編集不可 

 ○ ○ 「集計」ボタン 

クリック時 

○ 

成果物進捗率（集計

値） 

出来高タブの成果物進捗率が反映される。

編集不可 

 ○ ○ 「集計」ボタン 

クリック時 

○ 

※上記の各値はプロジェクト詳細画面の予算情報欄に表示される。 

⚫ プロジェクトプロパティ一覧（４） ―工程表関連情報― 

プロパティ 内容 表示のみ 反映されるタイミング 
初期の表示

/非表示 

最早工程開始日 計画タブでアップロードされた最新工程表の作業バ

ーの最早工程の開始日 

○ 工程表アップロード時 ○ 

最遅工程開始日 計画タブでアップロードされた最新工程表の作業バ

ーの最遅工程の終了日 

○ 工程表アップロード時 ○ 

計画の最終更新日 計画タブでの工程表の最終アップロード日 ○ 工程表アップロード時 ○ 

 

⚫ プロジェクトプロパティ一覧（５） ―コスト予測関連情報― 

プロパティ 内容 入力可能 集計値 表示のみ 
集計される 

タイミング 

初期の表示

/非表示 

コスト予測評価月度 コスト予測計算を実行した月度が表示され

る 

○    × 

EAC（楽観値） コスト予測評価月度で計算したEAC（完成

時総コスト予測値）の楽観値が表示される 

 ○ ○ プロジェクト詳細

画面の「集計」ボ

タンクリック時 

 

もしくは 

 

プロジェクト採算

× 

EAC（中立値） コスト予測評価月度で計算したEAC（完成

時総コスト予測値）の中立値が表示される 

 ○ ○ × 

EAC（悲観値） コスト予測評価月度で計算したEAC（完成

時総コスト予測値）の悲観値が表示される 

 ○ ○ × 

SV コスト予測評価月度で計算したSV（スケ  ○ ○ × 
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ジュール差異）が表示される 画面でコスト予測

実行時 SPI コスト予測評価月度で計算したSPI（スケ

ジュール効率指数）が表示される 

 ○ ○ × 

CV コスト予測評価月度で計算したCV（コス

ト差異）が表示される 

 ○ ○ × 

CPI コスト予測評価月度で計算したCPI（コス

ト効率指数）が表示される 

 ○ ○ × 

※「初期の表示/非表示」が「×」の項目は、PREGARE初期稼働時にはプロジェクト詳

細画面に表示されないが、フィールド定義の編集により、表示項目に変更することができ

る。 

※「集計値」で「入力可能」ではない項目については、フィールド定義を変更すること

により、プロジェクト編集画面で編集可能にできる。但し、画面より編集した後、プロジ

ェクト詳細画面で「集計」ボタンをクリックすると、計算値で上書きされる。 

⚫ スコープのプロパティ一覧 

プロパティ 内容 型 表示のみ 

プロジェクトコード 登録済みのプロジェクトコードが表示される 文字列 ○ 

プロジェクト名称 登録済みのプロジェクト名称が表示される 文字列 ○ 

評価基準 プロジェクトの評価基準を記載する 文字列  

成果物概要 成果物の概要を記載する 文字列  

成果物定義の有無 成果物定義書の有無を選択する ラジオボタン  

成果物定義書の所在 成果物定義書が有る場合には所在を記載する。成果物定義書が「有

り」でも未入力で登録できる 

URL  

品質基準概要 品質基準の概要を記載する 文字列  

品質基準設定の有無 品質基準書の有無を選択する ラジオボタン  

品質基準定義書の所在 品質基準定義書が有る場合には所在を記載する。品質基準定義書が

「有り」でも未入力で登録できる 

URL  

リスク分析概要 リスク分析の概要を記載する 文字列  

リスクアセスメントの

有無 

リスクアセスメントの有無を選択する ラジオボタン  

リスク分析報告書の所

在 

リスク分析報告書が有る場合には所在を記載する。リスク分析報告

書が「有り」でも未入力で登録できる 

URL  

調達概要 調達の概要を記載する 文字列  

調達定義の有無 調達定義書の有無を選択する ラジオボタン  

調達関連規定書の所在 調達関連規定書が有る場合には所在を記載する。調達関連規定書が

「有り」でも未入力で登録できる 

URL  

契約概要 契約の概要を記載する 文字列  

契約書の有無 契約書の有無を選択する ラジオボタン  
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契約書の所在 契約書が有る場合には所在を記載する。契約書が「有り」でも未入

力で登録できる 

URL  

※上記型欄の「URL」はデフォルトの設定であり、フィールド定義ファイルで「文字列

（String）」に変更できる。また、「文字列」は「URL」に変更できる。 

 

⚫ プロジェクトアイテムのプロパティ一覧 

プロパティ 内容 型 必須入力 表示のみ 

プロジェクト

アイテム名称 

プロジェクトアイテム名称を入力する 文字列 ○（必須入力）   

プロジェクト

コード 

プロジェクトアイテムの属するプロジェクトのコードが表示

される 

文字列  ○（表示の

み） 

プロジェクト

名称 

プロジェクトアイテムの属する選択したプロジェクトの名称

が表示される 

文字列  ○（表示の

み） 

ステータス プロジェクトアイテムの状態を選択する。デフォルトは「計

画中」「実行中」「完了」「中止」「廃棄」。フィールド定

義ファイルの編集で変更できる 

リスト ○（必須入力）   

年月日 プロジェクトアイテムに関連する日付を入力する（報告日付

など） 

日付 ○（必須入力）  

登録者 登録したログオンユーザー名を表示する 文字列  ○（表示の

み） 

登録日時 登録した日時を表示する 日付  ○（表示の

み） 

更新者 更新したログオンユーザー名を表示する 文字列  ○（表示の

み） 

更新日時 更新した日時を表示する 日付  ○（表示の

み） 

  



Web I Laboratories, Inc.  

- 297 - 

 

3． 計画レポート出力カラム一覧 

 計画レポートにおいて出力カラムの候補となる項目の一覧は下記のとおりです。 

計画レポート出力カラム候補一覧 

No オブジェクト 名称 備考 

1 バー 種別 １：作業バー 

２：グループバー 

３：マイルストーン 

2 バー ID バーの「ID」 

3 バー 名称 バーの「名称」 

4 バー 開始時刻 バーの「開始日」（注１） 

5 バー 終了時刻 バーの「終了日」（注１）（注２） 

6 バー 初期計画開始時刻 バーの「初期計画 開始日」（注１） 

7 バー 初期計画終了時刻 バーの「初期計画終了日」（注１）（注２） 

8 バー 実作業時間（日） 日単位で表現したバーの「期間」 

9 バー 実作業時間（時間） 時単位で表現したバーの「期間」 

10 バー 実作業時間（分） 分単位で表現したバーの「期間」 

11 バー 残り作業時間(日) 日単位で表現したバーの「残り作業期間」 

12 バー 残り作業時間(時間) 時間単位で表現したバーの「残り作業期間」 

13 バー 残り作業時間(分) 分単位で表現したバーの「残り作業期間」 

14 バー 進捗作業時間（日） 実作業時間（日）×進捗度/100 

15 バー 進捗作業時間（時間） 実作業時間（時間）×進捗度/100 

16 バー 進捗作業時間（分） 実作業時間（分）×進捗度/100 

17 バー 進捗度 バーの「進捗度」 

18 バー 数量 バーの「数量」 

19 バー カレンダー バーに設定された「カレンダー」の番号 

20 バー トータルフロート(日) 日単位で表現したバーの「トータルフロート」 

21 バー トータルフロート(時間) 時単位で表現したバーの「トータルフロート」 

22 バー トータルフロート(分) 分単位で表現したバーの「トータルフロート」 

23 バー 備考1 バーの「備考」の1番目 

24 バー 備考2 バーの「備考」の2番目 

25 バー 備考3 バーの「備考」の3番目 

26 バー 備考4 バーの「備考」の4番目 

27 バー 備考5 バーの「備考」の5番目 

28 バー URL1 バーの「URL」の1番目 

29 バー URL2 バーの「URL」の2番目 

30 バー URL3 バーの「URL」の3番目 

31 バー URL4 バーの「URL」の4番目 
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32 バー URL5 バーの「URL」の5番目 

33 バー バーを移動しない ０：チェックあり 

１：チェックなし 

34 バー 遅く開始する バーの「後続に影響しない範囲で遅く開始する」 

０：チェックあり 

１：チェックなし 

35 バー 左シンボル形状 バーの左シンボルの形状番号 

36 バー 左シンボル色 バーの左シンボルの色番号 

37 バー 中シンボル形状 バーの中シンボルの形状番号 

38 バー 中シンボル色 バーの中シンボルの色番号 

39 バー 右シンボル形状 バーの右シンボルの形状番号 

40 バー 右シンボル色 バーの右シンボルの色番号 

41 バー 開始予定遅延日数 日単位で表現した（「開始時刻」－「初期計画開始

時刻」） 

42 バー 終了予定遅延日数 日単位で表現した（「終了時刻」－「初期計画終了

時刻」） 

43 バー 開始日オフセット 日単位で表現した（工程’sの「現在日」－「開始時

刻」） 

44 バー 終了日オフセット 日単位で表現した（工程’sの「現在日」－「終了時

刻」） 

45 区分 ID 直上の所属グループの「ID」 

46 区分 名称 直上の所属グループの「名称」 

47 区分 グループパス ルート所属グループから直上所属グループまでの各

の「名称」を“/”で繋いだもの 

48 区分 備考1 直上の所属グループの「備考1」 

49 区分 備考2 直上の所属グループの「備考2」 

50 区分 備考3 直上の所属グループの「備考3」 

51 区分 備考4 直上の所属グループの「備考4」 

52 区分 備考5 直上の所属グループの「備考5」 

53 区分 URL1 直上の所属グループの「URL」の1番目 

54 区分 URL2 直上の所属グループの「URL」の2番目 

55 区分 URL3 直上の所属グループの「URL」の3番目 

56 区分 URL4 直上の所属グループの「URL」の4番目 

57 区分 URL5 直上の所属グループの「URL」の5番目 

58 必要資源 コード バーの「必要資源」の「資源コード」 

59 必要資源 名称 バーの「必要資源」の「名称」 

60 必要資源 開始時刻 資源バーの「開始日時」 

61 必要資源 終了時刻 資源バーの「終了日時」 
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62 必要資源 数量 バーの「必要資源」の「数量」 

63 必要資源 必要資源ずれ日数(日) バーの「必要資源」のバー開始日時からの「ずれ日

数（日）」 

64 必要資源 必要資源ずれ日数(時間) バーの「必要資源」のバー開始日時からの「ずれ日

数（時間）」 

65 必要資源 必要資源ずれ日数(分) バーの「必要資源」のバー開始日時からの「ずれ日

数（分）」 

66 必要資源 資源期間(日) バーの「必要資源」の「期間（日）」 

67 必要資源 資源期間(時間) バーの「必要資源」の「期間（時間）」 

68 必要資源 資源期間(分) バーの「必要資源」の「期間（分）」 

 

注１） 工程’sの「カレンダーの最小単位」が1440分の時はyyyy/MM/ddの形式で、そ

れ以外の時にはyyyy/MM/dd HH:mmの形式でレポート出力します。 

注２） 実作業期間が0のバーについて、工程’s上では特例として終了時刻を開始時刻と

全く同じに表示しています。一方、計画レポート上では、その特例を適用せず、午前0時

に終了する作業の終了時刻は常に前日の24時として扱います。このため、実作業期間が0

のバーについては工程’s上の表示と計画レポートの表示が異なる場合が生じます。 
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4． 課題管理システム連携 

概要  

PREGAREは、課題管理システム（Jira Software（クラウド版）、Redmine）から情報を

取り込み、計画を作成できます。 

４．１ 連携対象製品 

PREGAREと連携可能な課題管理システムは以下の通りです。 

⚫ Jira Software（クラウド版） 

⚫ Redmine 

４．２ 連携する条件 

以下に、PREGAREとJira Software（クラウド版）、Redmineを連携させるための条件を

示します。 

 Jira Software（クラウド版） Redmine 

システム設定＞その

他＞課題管理システ

ム連携 

課題管理システム連携で「Jira 

Software」を選択した場合、連携を実行

できます。 

課題管理システム連携で「Redmine」を

選択した場合、連携を実行できます。 

システム設定＞機能

切り替え設定＞予算

計算方法 

「日単位で計算する」を選択してください。(*1) 

プロジェクトの関係 Jira Software（クラウド版）のプロジェ

クトとPREGAREのプロジェクトは１対

１の関係になります。 

RedmineのプロジェクトとPREGAREの

プロジェクトは１対１の関係になりま

す。 

グループ及び作業バ

ーのID 

Jira Software（クラウド版）の課題キー

と連携されたグループおよび作業バーの

IDは、連携時にキーで使用します。 

Redmineのチケット番号と連携されたグ

ループおよび作業バーのIDは、連携時に

キーで使用します。 

資源の特定 Jira Software（クラウド版）から連携さ

れる「担当者」は、PREGAREのプロジ

ェクト資源を使用していることを前提と

します。資源の特定には資源名を使用し

ます。  

Redmineから連携される「担当者」は、

PREGAREのプロジェクト資源(*2)を使

用していることを前提とします。資源の

特定には資源名を使用します。  

絞り込み 連携する課題は、Issue Type（課題タイ

プ）を設定で指定して絞り込みができま

す。比較は文字列で行います。 

連携する課題は、トラッカーを設定で指

定して絞り込みができます。比較は文字列

で行います。 

開始日または期日 開始日が未設定、期日が過去日付の場合のみ連携対象外です。連携詳細は下記の＜表1

＞を参照してください。 

進捗 進捗は0%または100％が設定されます。 進捗は0%または100％が設定されます。 
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Jira Software（クラウド版）でステータ

スが完了(Doneのステータス)となった時

に、作業バーの進捗は100％となりま

す。それ以外のステータスの場合、作業

バーの進捗は0%となります。 

Redmineでステータスが完了(終了した

チケット)となった時に、作業バーの進捗

は100％となります。それ以外のステー

タスの場合、作業バーの進捗は0%とな

ります。 

*1 予算計算方法が「時間単位で計算する」の場合、作業バーの期日が正しく表示されませ

ん。 

*2 PREGAREの資源名は姓と名の間に半角スペースを入れてください。Redmineでの設定

に合わせる必要があります。 

例）×：鈴木太郎 

○：鈴木 太郎 

 

＜表1：課題開始日・期日の日付パターンと計画の作業バーに設定される日付＞ 

課題の日付設定パターン 作業バーに設定される日付 

課題の開始日 課題の期日 作業バーの開始日 作業バーの終了日 

指定有り 指定有り 課題の開始日 課題の期日 

未来日 指定なし 課題の開始日 課題の開始日 

過去日 指定なし 課題の開始日 連携実施日（「最新計画と計画の履

歴」画面にて「Jiraから取込」また

は「Redmineから取込」を実行し

た日） 

指定なし 未来日 連携実施日（「最新計画と計画の履

歴」画面にて「Jiraから取込」または

「Redmineから取込」を実行した

日） 

課題の期日 

指定なし 過去日 作業バーは作成されない 

指定なし 指定なし 連携実施日（「最新計画と計画の履

歴」画面にて「Jiraから取込」または

「Redmineから取込」を実行した

日） 

連携実施日（「最新計画と計画の履

歴」画面にて「Jiraから取込」また

は「Redmineから取込」を実行し

た日） 

⚫ PREGAREの工程表に休日が設定されている場合 

➢ 工程表の作業バーは休日を考慮せず、課題の期間を元に作成されます。その

ため、該当期間に休日が存在する場合、作業バーの期日は課題管理システムで設

定した期日よりも未来日に設定されます。 
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４．３ 課題管理システム連携の有効化 

「設定管理メニュー」の「システム設定」よりJira SoftwareまたはRedmineを選択しま

す。課題情報の出力に使用するビューを選択します。 

 

使用しないを選択した場合、ビューの選択は非活性になります。 

 

４．４ Jira Software（クラウド版）連携 

Jira Software（クラウド版）のプロジェクトとPREGAREのプロジェクトは１対１の関係

になります。プロジェクト毎に連携設定をする必要があります。 

 

４．４．１ 連携するプロジェクトを選択 

計画タブをクリックすると、プロジェクト一覧を表示します。プロジェクト情報の一覧か

ら、連携したいプロジェクトの行をクリックすると、該当するプロジェクトの工程情報をダ

ウンロード／アップロードするための「最新計画と計画の履歴」画面を表示します。 

 

４．４．２ 連携設定 

「最新計画と計画の履歴」画面の「JiraSoftware連携設定」ボタンをクリックし、

「JiraSoftware連携設定」画面を開きます。 
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「JiraSoftware連携設定」画面では、Jira Software（クラウド版）から連携するプロジェ

クトの情報を登録します。登録する項目は以下の通りです。 

 

設定項目 設定値 

プロジェクトURL [必須] Jira Softwareから連携するプロジェクトのURLを設定します。 

API Token [必須] Jira SoftwareのAPI Tokenを設定します。設定値は「●」で表示されます。 

Jiraユーザー名 [必須] Atlassian アカウントのログイン名を設定します。 

課題タイプ Jira Softwareからプロジェクトのタスクとして計画に登録したい課題タイプ

を設定します。 

課題タイプは文字列で入力します。複数の課題タイプを取り込む場合は

『,(カンマ) 』区切りで入力します。未入力の場合はすべて取得します。 

作業バーの開始日 [必須] Jira Softwareで課題の開始日として設定している項目名称を設定します。 

 

必須項目を入力後、「システム疎通チェック」ボタンをクリックし、PREGAREとJira 

Software（クラウド版）の疎通を確認します。疎通チェックでは、以下の項目が有効である

かを確認します。 

⚫ プロジェクトのURL 

⚫ API Token 

⚫ Jiraユーザー名 

システムの疎通チェックが成功した場合、「接続に成功しました。」というメッセージが

表示されます。疎通チェックが完了しましたら「登録」ボタンをクリックし、連携設定を登

録します。登録が完了しましたら、「課題管理システム連携設定を更新しました。」と赤文

字で表示され「最新計画と計画の履歴」画面に戻ります。 

連携設定を変更しない場合は、「キャンセル」ボタンをクリックすると、変更内容を登録

せず、「最新計画と計画の履歴」画面に戻ります。 

 

４．４．３ Jira Software（クラウド版）から取込 

「最新計画と計画の履歴」画面の「Jiraから取込」ボタンをクリックすると、取込実行確認

メッセージが表示されます。「OK」ボタンをクリックすると、取込を実行します。 

「キャンセル」ボタンをクリックすると取込は実行せず、「最新計画と計画の履歴」画面

に戻ります。 

取込が完了すると、新しいバージョンとして計画が登録されます。課題連携実行時に作成

された計画には、計画一覧の「Jira」列に「〇」が表示されます。また、「コメント」列に
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「import from ITS」と表示されます。 

 

 

４．５ Redmine連携 

RedmineのプロジェクトとPREGAREのプロジェクトは１対１の関係になります。プロジ

ェクト毎に連携設定をする必要があります。 

 

４．５．１ 連携するプロジェクトを選択 

計画タブをクリックすると、プロジェクト一覧を表示します。プロジェクト情報の一覧か

ら、連携したいプロジェクトの行をクリックすると、該当するプロジェクトの工程情報をダ

ウンロード／アップロードするための「最新計画と計画の履歴」画面を表示します。 

 

４．５．２ 連携設定 

「最新計画と計画の履歴」画面の「Redmine連携設定」ボタンをクリックし、「Redmine

連携設定」画面を開きます。

 

Redmineから連携するプロジェクトの情報を登録します。登録する項目は以下の通りで

す。 

 

設定項目 設定値 

プロジェクトURL [必須] Redmineから連携するプロジェクトのURLを設定します。 

APIアクセスキー [必須] RedmineのAPIアクセスキーを設定します。設定値は「●」で表示されま

す。 
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トラッカー Redmineからプロジェクトのタスクとして計画に登録したいトラッカーを設

定します。 

トラッカーは文字列で入力します。複数のトラッカーを取り込む場合は

『,(カンマ) 』区切りで入力します。未入力の場合はすべて取得します。 

 

必須項目を入力後、「システム疎通チェック」ボタンをクリックし、PREGAREと

Redmineの疎通を確認します。疎通チェックでは、以下の項目が有効であるかを確認しま

す。 

⚫ プロジェクトURL 

⚫ APIアクセスキー 

システムの疎通チェックが成功した場合、「接続に成功しました。」というメッセージが

表示されます。疎通チェックが完了しましたら「登録」ボタンをクリックし、連携設定を登

録します。登録が完了しましたら、「課題管理システム連携設定を更新しました。」と赤文

字で表示され「最新計画と計画の履歴」画面に戻ります。 

連携設定を変更しない場合は、「キャンセル」ボタンをクリックすると、変更内容を登録

せず、「最新計画と計画の履歴」画面に戻ります。 

 

４．５．３ Redmineから取込 

「最新計画と計画の履歴」画面の「Redmineから取込」ボタンをクリックすると、取込実

行確認メッセージが表示されます。「OK」ボタンをクリックすると、取込を実行します。 

「キャンセル」ボタンをクリックすると取込は実行せず、「最新計画と計画の履歴」画面

に戻ります。 

取込が完了すると、新しいバージョンとして計画が登録されます。課題連携実行時に作成

された計画には、計画一覧の「Redmine」列に「〇」が表示されます。また、「コメント」

列に「import from ITS」と表示されます。 
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４．６ 連携定義 

課題管理システム（Jira Software（クラウド版）、Redmine）の課題情報は、新しいバー

ジョンとして登録された計画の「システム設定」で指定されたビューに反映されます。 

詳細については、以下をご参照ください。 

 

４．６．１ 子課題がない場合の課題情報 

＜工程表の「グループ」へ反映される情報＞ 

 

＜工程表の「マイルストーン」へ反映される情報＞ 

 

＜工程表の「作業バー」へ反映される情報＞ 

グループ Jira Software Redmine 

ID 課題キー (*1) チケット番号 (*1) 

名称 要約 題名 

グループ Jira Software Redmine 

ID D_[課題キー (*1)] D_[チケット番号 (*1)] 

名称 要約 題名 

開始日 期限の 24:00 期日の 24:00 

終了日 期限の 24:00 期日の 24:00 

 Jira Software Redmine 

ID 課題キー (*1) チケット番号 (*1) 

名称 要約 題名 

開始日 開始日(Jira Softwareで課題の開始

日として設定している項目)の 

00:00 

開始日の 00:00 

終了日 期限の 24:00 期日の 24:00 

進捗率 ステータス（完了：100%、完了以

外：0％） 

進捗率（100%以外は0%扱いとなる） 

第１必要資源 担当者 (*2) 担当者 (*2) 

備考1 優先度 優先度 

備考2 担当者 担当者 

備考3 担当者のAtlassian アカウントID 担当者のID 

課題別ビュー 要約 題名 



Web I Laboratories, Inc.  

- 307 - 

 

(*1) 課題管理システム側で自動採番されます。 

(*2) 最初に連携した際の担当者が維持されます。一度PREGAREへ連携した後に課題管理

システムで担当者を変更して再度PREGAREへ連携しても、作業バーに設定されている第１

必要資源は変更されません。 

 

 

 

４．６．２ 子課題がある場合の課題情報 

課題管理システムに子課題が登録されている場合、親課題のグループ配下に子課題の作業

バーが作成されます。 

 

＜作業バー＞ 

課題別ビュー以外 未分類 未分類 

URL 課題のURL チケットのURL 

 Jira Software Redmine 

ID 課題キー (*1) チケット番号 (*1) 

名称 要約 題名 

開始日 開始日(Jira Softwareで課題の開始

日として設定している項目)の 

00:00 

開始日の 00:00 

終了日 期限の 24:00 期日の 24:00 

進捗率 ステータス（完了：100%、完了以

外：0％） 

進捗率（100%以外は0%扱いとなる） 

第１必要資源 担当者 (*2) 担当者 (*2) 

備考1 優先度 優先度 

備考2 担当者 担当者 

備考3 担当者のAtlassian アカウントID 担当者のID 

課題別ビュー 親課題の要約 親チケットの題名 

課題別ビュー以外 未分類 未分類 

URL 課題のURL チケットのURL 
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(*1) 課題管理システム側で自動採番されます。 

(*2) 最初に連携した際の担当者が維持されます。一度PREGAREへ連携した後に課題管理

システムで担当者を変更して再度PREGAREへ連携しても、作業バーに設定されている第１

必要資源は変更されません。 

 

親課題に新しく子課題を追加した場合は、既に作成された親課題のグループ配下に、子課

題の作業バーが追加されます。 

 

 

 

 

親課題と子課題を同時に追加した場合は、親課題のグループ、親課題の作業バー、子課題

の作業バーが作成されます。 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● PREGARE®、工程’s®、Orario®は、株式会社ウェッブアイの登録商標です。 

● Planow®は、株式会社エス・ティー・シックスの登録商標です。 

● その他記載の会社名、製品名は、それぞれの会社の商号、商標もしくは登録商標で

す。 

● 本書の内容の一部、または、すべてを無断で転載することは禁止されています。 

● 本書で使用しているデータはすべて架空のものです。 

● 本書の内容は改善のため予告なく変更される場合があります。 
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